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PC-DMIS レーザー：序文
このドキュメントでは、レーザーセンサーでPC-DMISを使用してパートで要素を測定す
るか、データを収集する方法を説明します。レーザーセンサーを使用すると、1つ以上の
ポイントクラウド（COP）で数百万のデータポイントを収集できます。次に、これらの
ポイントクラウドは表面等高線図、リバースエンジニアリングパッケージへのエクスポー
トならびに構築された要素および自動要素の作成のためにPC-DMISに使用されます。こ
のヘルプファイルではPC-DMISを使用して非接触レーザーセンサーでポイントクラウド
を収集して解釈する方法を説明します。

PC-PC-DMIS レーザーは以下のハードウェアの構成をサポートします。

PC-DMIS 2019 R2以降、PC-DMISはパーセプトロンレーザーセンサーをサポート
しなくなりました。PC-DMIS 2019 R2 以降をインストールできる場合もあります
が、パーセプトロンスキャナーを使用する測定ルーチンを実行しようとすると、
PC-DMISはエラーを表示します。詳細については、Hexagon テクニカルサポート
にお問い合わせください。

DCC 向け HP-L-10.6

DCC及びPortable対応のHP-L-20.8

CMM用のHP-L-5.8。サポートされる機種は次のとおりです：

HP-L-5.8A-SYSTEM (AJ)

HP-L-5.8T-SYSTEM (TKJ)

この文書の主なトピックは、下記の通りです：

レーザー測定の属性
はじめに
PC-DMISレーザーにプローブツールボックスの使用
実行モード
サウンドイベントの使用
レーザービューの使用
スキャンラインインジケータの使用
視覚化ツールの理解
ポイントクラウドのスキャン色
レーザツールの使用
ポイントクラウドの使用
ﾎﾟｲﾝﾄｸﾗｳﾄﾞ操作
ゲージ
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ポイントクラウドアラインメント
TCP/IP ポイントクラウドサーバー
ポイントクラウドから自動要素の抽出
メッシュからの自動要素の抽出
レーザーセンサーを使用した自動要素の作成
自動要素スキャンデータのクリア
レーザーセンサーを使用したパートのスキャン
ポイントクラウドを読み込んでスキャンをシミュレーションする
オンエラーコマンドによるレーザーセンサーエラーの処理
メッシュコマンドの使用
ポイントクラウドまたはメッシュを HHScan アプリケーションから受信する
HxGN Robotic Automation

このドキュメントで説明されていない事がソフトウェアに発生したら、メイン「PC-
DMIS Core」文書を参照してください。

レーザー測定の属性
非接触レーザーセンサーの詳細に進む前に、それらを使用して測定したときに得られる結
果を向上させるため、その属性を理解する必要があります。レーザーセンサは大量のデー
タを即座に収集するのに非常に優れています。また、触覚性プローブの圧力を受けると変
形してしまうパーツの測定にも優れています。

ただし、レーザーセンサーを使用した測定結果は太陽光、表面仕上げ、表面反射率、表面
の色などの要因に影響されることに留意してください。これらの要素を補償するために、
データにフィルターを適用してその影響を低減することができます。しかし、これらの項
目が何故、どのように結果に影響するのかを理解する必要があります。

日光

他の非接触システムとは異なり、レーザーセンサーは一般的に標準的な工業用照明の影響
を受けません。センサーの周波数は独自のレーザーに調整されていますので、レーザーセ
ンサーは様々な照明条件の下で動作します。レーザー自体と同じ周波数を有する唯一の光
は測定に影響を与えることができます。太陽の光が光のすべての周波数が含まれるので、
日光を点検室の中に入れないことは重要です。

面終了

触覚プローブはほとんどの表面仕上げの偏差よりも大きいため、触覚プローブは平均フィ
ルタとしてします。触覚プローブが表面に接触すると、表面上の最高点の平均が得られま
す。レーザー･センサーを使用する場合は、光がパーツの表面に反映されます。それが人
間の視覚やタッチを大まかに表示されていない場合にも、光が反射する面の粗さに大きく
依存します。

面反射率
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一般的には、消し仕上げの作業面は光沢仕上げと比べて優れています。光沢のある表面仕
上げは、通常、指向性反射を持っています。光の角度に応じて大きすぎるや小さすぎる光
を取得します。（グラフィック表示ウインドウにある'ブロブ'のようなもの）「ホットス
ポット」を取得する可能性があります。この ブロブ は実際には光源のイメージです。光
の反射は、走査線にいくつかの余分なポイントを追加する可能性があり、しかし、ポイン
トの残りの部分は反射の影響を受けません。エアロゾル粉末や塗料でパーツを噴霧するこ
とにより表面の反射率を補正することができます。

面色

レーザーが光なので、表面色は測定値に潜在的に影響を与えることができます。黒く着色
される何かが太陽から熱を吸収する方法と同様で、パーツの上の黒い表面は、レーザーの
光を吸収して、それらの表面の測定値を難しくします。濃い色は、淡い色よりもっと多く
の問題を起こす可能性があります。パーツが暗すぎる場合は、それがサンプルに容易にす
るためにそれにパウダーコーティングを適用することができます。

どのような設定が最適に作用するかを決定するために、特定のパーツを使い特定の環境で
作業することはある程度の時間と経験を要します。測定結果を向上させるには特定のセン
サーの機能を試してみることが必要です。

警告：レーザーセンサーを使用する場合に目に損傷を与える可能性があるため、
注意してください。安全事項および安全な作業環境のための手順についてはレー
ザセンサの説明書を参照してください。

はじめに
レーザ装置を搭載したPC-DMISを使用する前に、以下の基本的な手順は、システムが適
切に準備されていることを確認することができます。

M&H LS-R レーザーセンサーは現在オフライン使用専用で、設定操作は不要です。PC-
DMIS Laser ドキュメントの「M&H LS-R レーザーセンサー」セクションに、このセン
サーに関する情報が記載されています。

PC-DMIS をレーザーセンサと共に正しく稼動させるためには以下の手順を行います：

M&H LS-R レーザーセンサー

M&H LS-R レーザーセンサーは工作機械向けのワイヤレスブルーラインレーザースキャ
ナーです。データはマシンコントローラによって測定ソフトウェアに無線で伝送されま
す。

現在利用可能な M&H LS-R センサーは下記です：

LS-R-4.8
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LS-R-10.24

どちらのセンサーも筐体は同じですが、スタンドオフ距離と FOV 形状が異なります。

M&H LS-R レーザーセンサーは検査およびリバースエンジニアリングアプリケーション向
けに最適です。

以下のようにしてレーザーセンサーを PC-DMIS オフラインで使用することができます：

自由形状スキャン、線形の開いたスキャンおよびパッチスキャンを作成してシミュ
レーションします

COP からの要素抽出など、計測機能を処理します (直接測定ではありません)

PC-DMIS は G-コードに変換されるスキャンパスを定義し、マシンニングセンターを移動
させてパートをスキャンします。別のソフトウェアアプリケーションがレーザーを起動し
てプローブを校正し、データを収集します。G-コードが機械で実行されると、データが
NC サーバーに送信されます。NC サーバーは適切な PC-DMIS 測定ルーチンを開き、収
集されたレーザーデータセットを使用して COP からの要素抽出などの計測機能を実行し
ます。

M&H LS-R レーザーセンサー：ライセンス

M&H LS-R センサーを PC-DMIS に組み込むには、正しいライセンスをインストールおよ
び設定する必要があります。

ユーザーとしては在宅ワーク (WFH) オフライン CAD++ ライセンスが必要です。

有効な PC-DMIS 実行ファイルへのショートカットで、コマンドラインスイッチ (/
Laser:MTM) を使用することができます。

MTM は Machine Tool Management (工作機械管理) を表します。

M&H LS-R レーザーセンサー：スキャン

線形の開いたスキャン、パッチスキャンおよび自由形状スキャン

グリッドスキャン、境界スキャンおよび UNI スキャンは、このセンサーでは現在
利用できません。

M&H LS-R センサーを使ったスキャンに対する現在のサポートには以下のような制限がい
くつかあります：

PC-DMIS はサポートされていない [挿入 | スキャン] メニューオプションを無効にし
ます。
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2.

3.

4.

5.

PC-DMIS は グリッド、境界および UNI スキャンオプションを [スキャン] ダイアロ
グボックスで無効にします。

PC-DMIS はポイントクラウドシミュレーションをサポートします。

M&H LS-R レーザーセンサー：自動要素

M&H LS-R センサーを使用した自動要素向けのガイドラインを以下に示します：

アクティブな M&H センサーに基づいて、PC-DMIS はポイントクラウドからの自動
要素の抽出のみをサポートします。

直接測定は許容されません。

プローブツールボックスは、要素抽出パラメータおよび COP オブジェクト選択機
能のみを表示します。

M&H LS-R レーザーセンサー：プローブ校正

PC-DMIS は M&H LS-R センサーと直接交信せず、センサーでオフライン動作のみが実行
されるため、M&H LS-R センサーを校正する必要はありません。

ステップ1: PC-DMISをインストールして起動します。

レーザー装置を使用する前に、PC-DMISがコンピュータに適切にインストールされてい
ることを確認してください。

レーザー装置にPC-DMISをインストールするには：

レーザーセンサーを駆動する測定機がその仕様に従って適切に設定および構成され
ていることを確認してください。レーザーセンサーに付属のドキュメントに従って
ハードウェアを正しく接続してください。

ライセンスがレーザーオプションをサポートしていることを確認してください。こ
れによってインストーラは必要なレーザーコンポーネントをインストールできま
す。必要なラインセンスがないか、またはそれがレーザー用に適切に構成されてい
ない場合、Hexagon テクニカルサポートチームにお問い合わせください。

PC-DMISをインストールします。これを行う際には、Readme.pdfファイルにある
リリースノートを参照してください。

Windows の [スタート] メニューから「PC-DMIS 2026.2 Online」と入力し、[開く] 
をクリックして PC-DMIS をオンラインモードで起動します。

測定ルーチンを開く前に、環境 Configurator で特定のレーザーデバイス向けに PC-
DMIS を事前設定します。詳細については、PC-DMIS Coreドキュメントの「環境コ
ンフィギュレータ」セクションを参照してください。
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既存の測定ルーチンを開くか、新しい測定ルーチンを作成します。新しい測定ルー
チンを作成する場合、PC-DMIS は [プローブのユーティリティ] ダイアログボックス
を開きます。次のステップでは、このダイアログボックスを使用してレーザーセン
サーを定義できます。

PC-DMISインストーラがドライバなどのインストールを管理します。

測定ルーチンを開く前にレーザーセンサーのパラメータを設定する
測定ルーチンを開く前に、レーザーセンサーのパラメータを変更しなければならないとき
があります。

[セットアップオプション] ダイアログボックスの [レーザーセンサー] タブで利用
できるオプションについて詳しくは、PC-DMIS Core ドキュメントにある「セッ
トアップオプション：レーザーセンサータブ」トピックを参照してください。

これを行うには下記を実行してください：

PC-DMIS のホーム画面から、[編集 | レーザーセンサー設定] オプションを選択しま
す。これで [設定オプション] ダイアログボックスが開き、[レーザーセンサー] タブ
が表示されます。

[設定オプション] ダイアログボックス - [ レーザーセンサー] タブ

[レーザーセンサー] タブから [レーザー作動領域を描画する] チェックボックスを選
択します。
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3.

4.

5.

6.

1.

[レーザー作動領域を描画する] チェックボックスの左側にある色パッチをクリック
してカラーピッカーを開きます。

定義済みの色を選択するか、または [カスタムカラーの定義] ボタンをクリックして
異なる色を定義します。

色を選択してレーザー作動領域を定義したら、[OK] をクリックしてカラーピッカー
を閉じます。

OKをクリックしてセットアップオプションダイアログ ボックスを閉じます。

次回、CAD モデルをスキャンすると、PC-DMIS はスキャン作動領域を選択された
色で色付けします。

レーザーセンサー タブの説明はステップ3にあります。

ステップ2：レーザーセンサーの定義

定義されたレーザーセンサーがない場合、プローブユーティリティダイアログボックスを
使用して定義します。このプロセスはプローブファイルを作成します。

[プローブユーティリティ] ダイアログボックスが開いてない場合、[挿入 | ハード
ウェアを定義 | プローブ] メニューオプションを選択してダイアログボックスを開き
ます。（新しい測定ルーチンを作成するたびにこのダイアログボックスが自動的に
開きます。）

インデックス可能なヘッドの [プローブユーティリティ] ダイアログボックス
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2.

3.

4.

5.

6.

CW43L の [プローブユーティリティ] ダイアログボックス

プローブファイルボックスにレーザーセンサーを最適に説明する名前を入力しま
す。

最後にあるコンポーネントリストから定義済みのプローブがないテキストを選択し
て強調表示します。

[プローブの説明] 一覧から適切なプローブを選択します。CWSまたはWLSセンサー
は、TKJコネクターを使用するか、またはマルチセンサー機のOPTIV_FIXEDでリス
トに取り付けることもできます。

必要に応じて、プローブの定義が完了するまで、「空の接続」での方法と同じ方法
で追加コンポーネントを選択します。プローブが定義されると、アクティブなル
ビーリストにルビーが表示されます。

ルビーを定義すると、ソフトウェアはプローブ画像を表示しなくなりま
す。これによって、測定中にプローブのグラフィックス画像がパートの表
示を遮らなくなります。但し、プローブコンポーネントの表示を可能にし
たい場合は、プローブコンポーネントをダブルクリックして、プローブコ
ンポーネントの編集ダイアログボックスを開きます。このコンポーネント
を描画チェックボックスをチェックします。

PH10、Tesa、連続型のリストをCジョイントと共に使用する場合、ジョイント角度
が良く見えるよう適切に調整されているか確認する必要があります。そうでない場
合、PC-DMISはセンサーのデータと機械の位置を正しく関連付けることができませ
ん。プローブがジョイント周りに正しく回転しない場合、手動で余分に回転させる
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1.

2.

ことができます。これを行うには、コンポーネントを右クリックし、必要とされる
回転を反映するように接続部周りのデフォルト回転角度値を変更します。

プローブファイルはジョイント周りのセンサーの向きを定義せず、プロー
ブベクトルのみを定義します。

プローブの定義方法についての詳細は、PC-DMIS Core文書の「ハードウェアの定義」セ
クションを参照してください。

ステップ3：レーザーセンサーのセットアップオプションを定
義します

PC-DMISが起動時に HP-L レーザセンサ用に設定される場合、システムは現時点
でマウントされたプローブを探します。現在マウントされているプローブがレー
ザー HP-L センサーではなく、プローブチェンジャが存在する場合、システム
は、そのセンサがプローブチェンジャーにあることを想定して、暖機電力状態に
切り替えます。これは、センサが温められて、測定の準備ができていることを保
証します。

前のステップからの [プローブユーティリティ] ダイアログボックスがまだ開いてい
る場合は閉じます。

編集| 環境設定| セットアップ]を選択するか、またはF5キーを押して[セットアップ
のオプション]ダイアログボックスを開きます。

測定ルーチンを起動する前に、レーザーセンサーに対する参照を事前に定
義することができます。それを行うには、PC-DMIS のホーム画面のメ
ニューから、[編集 | レーザーセンサー設定] オプションを選択します。これ
で [設定オプション] ダイアログボックスが開き、[レーザーセンサー] タブが
表示されます。

[セットアップオプション] ダイアログボックスの [レーザーセンサー] タブで
利用できるオプションについて詳しくは、PC-DMIS Core ドキュメントに
ある「セットアップオプション：レーザーセンサータブ」トピックを参照
してください。

CWSプローブの [セットアップオプション] ダイアログボックスには [レー
ザーセンサー] タブがありません。
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3.

•

•

•

•

a.

b.

c.

レーザーセンサータブを選択します。このタブの内容は、PC-DMIS ライセンスまた
はポートロックで定義されているレーザーセンサーのタイプに基づいて変わりま
す。

HP-L センサー

HP-L-10.10 センサ

Zeiss I++ DME ServerでZeiss Eagle Eye 2を使用すること

HP-L-5.8およびHP-L-10.6センサーの比較

レーザー作動領域の色の変更
レーザースキャナーを使用するときは、スキャナーのレーザー作動領域 (または視
野) を変更することができます。これはレーザー自動要素およびスキャンのプログラ
ミング中に、使用中の CAD モデルの色、 1 つまたは複数の CAD 表面または画面の
背景色からスキャンされる領域を区別するのに役立ちます。

これを行うには下記を実行してください：

[設定オプション] ダイアログボックスを開いて (編集 | 環境設定 | 設定)、[レー
ザーセンサー] タブを選択します。

[設定オプション] ダイアログボックス - [ レーザーセンサー] タブ

[レーザーセンサー] タブから [レーザー作動領域を描画する] チェックボックス
を選択します。

[レーザー作動領域を描画する] チェックボックスの左側にある色パッチをク
リックしてカラーピッカーを開きます。
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d.

e.

f.

4.

•

•

定義済みの色を選択するか、または [カスタムカラーの定義] ボタンをクリック
して異なる色を定義します。

色を選択してレーザー作動領域を定義したら、[OK] をクリックしてカラー
ピッカーを閉じます。

OKをクリックしてセットアップオプションダイアログ ボックスを閉じます。

次回、CAD モデルをスキャンすると、PC-DMIS はスキャン作動領域を選択された
色で色付けします。

また、測定ルーチン実行前に、レーザーセンサーパラメータを設定することもでき
ます。詳しくは、PC-DMIS Laser ドキュメントにある「ステップ 1: PC-DMIS のイ
ンストールおよび起動」トピックの「測定ルーチンを開く前にレーザーセンサーパ
ラメータを設定する」セクションを参照してください。

レーザーセンサーの以下のセットアップオプションの説明に従います。

レーザーセンサーのSettings Editorエントリ
PH10リストはコンタクトプローブと非接触プローブ間で自動的に切り換わります。これ
らのエントリがその動作とレーザーセンサーのウォームアップステーションの電源オンを
制御します：

PICSDifferentialSwitchBit

WarmUpStationPowerBit

HP-L センサー

[セットアップ・オプション]ダイアログボックス（[編集|設定|セットアップ]）を開き、
[レーザーセンサー]タブをクリックして、カメラのオプションを表示します。
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[セットアップオプション] ダイアログボックス - HP-L センサーの [レーザーセンサー] タブの
例

ハードウェア/ソフトウェアのエリア
このエリアには現在の HP-L ツールキットのバージョンが表示されます。

初期化エリア
[IPアドレス] および [ポート番号] ボックスを使用して、HP-L コントローラの IP アドレス
およびポート番号を定義することができます。

汎用エリア
[ビープレベル] ボックスを使用して、HP-L コントローラからのビープ音の音量を設定す
ることができます。このボックスは 0 から 100 の任意の値を受け付けます。0 にすると
音量は完全にオフになります。

ログエリア
ログエリア - このエリアを使用して、測定プログラム実行中にPC-DMISとレーザーセンサ
間の通信結果を含むテキストベースのログファイルを生成することができます。ログファ
イルに送られる情報にはスキャン、計算された要素の設計値などが含まれます。Hexagon 
社のテクニカルサポートはこれらのファイルを使用して、レーザーセンサに関する問題を
解決することができます。

ロギングは、通常の操作を遅くする可能性のあるデバッグ情報を測定機に保存し
ます。通常の操作ではロギングをオフのままにし、デバッグ情報をキャプチャす
る必要がある場合にのみオンにする必要があります。完了したら、常にオフに戻
す必要があります。
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•

•

•

•

ログを有効化 - このチェックボックスではログファイルに送信されるデータを有効
または無効にすることができます。

ログフォルダを開く - このボタンはログファイルを含むフォルダを開きます。

通常、PC-DMISはこれらのファイルを「C:\ProgramData\Hexagon\PC-
DMIS\2026.2\NCSensorsLogs\」フォルダーに保存します。

起動時にログデータを削除する - このチェックボックスは、PC-DMISを再起動する
たびにログフォルダからログデータファイルを削除します。

レーザー作業エリアを描くチェックボックス
[レーザー作業領域を描く] チェックボックスを選択すると、PC-DMIS は HP-L プローブの
パラメータを使用して、正しい寸法の台形を描画します。この機能はオフラインモードで
のシミュレーションに役立ち、レーザー自動要素およびレーザースキャンに利用できま
す。

レーザー自動要素の場合、PC-DMIS はレーザーの作業エリアを表す台形を要素の中
央に表示します。台形は、レーザーストライプのシミュレーションに従って動きま
す。例については以下の画像を参照してください：

円要素の自動作成ダイアログボックスの例
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•

円要素の自動作成の例

円要素の自動作成の例

レーザースキャンの場合、PC-DMIS はレーザーの作業エリアを表す台形を開始点と
して表示します。台形は、レーザーストライプのシミュレーションに従って動きま
す。例については、以下の画像を参照してください：
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[リニアオープンスキャン]ダイアログ ボックスの例

リニアオープンスキャンの例
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•

•

リニアオープンスキャンの例

([レーザースキャンプロパティ] タブにある) ズーム設定および ([レーザークリッピング領
域プロパティ] タブにある) センサーベースのクリッピング設定を変更すると、PC-DMIS 
はそれに応じて台形を更新します。

HP-L-10.10 センサ

HP-L-10.10 センサーを使用するには、コンピュータが下記の仕様を満たす必要が
あります：

毎秒最大処理数 (MOPS) - 浮動小数点演算は 59 を超える必要があります。

物理的コア (P-コア) の数は、8 以上である必要があります。

これらの値はコンピュータのプロセッサの仕様にあります。

HP-L-10.10センサーは、より高速で柔軟性があり、ユーザーガイダンス機能が強化され
た、非常に正確な青色光レーザーセンサーです。

[ファイル | 新規] および [ファイル | 開く] メニューオプションは、プローブ交換
が行われている間は利用できません。これによって、ユーザーはレーザーセン
サーの電源を投入し、ヘッドに装着されているプローブを壊す可能性のある測定
ルーチンを開いたり作成できなくなるため、ハードウェアが保護されます。
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A.

HP-L-10.10 レーザーセンサー

作業距離インジケーター（WDI） - このインジケーターは、HP-L-10.10センサーの視覚
的なステータスで、例えば、ターゲットのスキャン領域の範囲内にあるか範囲外にある
かなどを提供します。

インジケータは、ウォームアップ中およびセンサーを使用する準備ができたときに
視覚的なフィードバックも提供します。

この表は、さまざまなWDIステータス・インジケータ・アラートの詳細を示してい
ます：

WDIステー
タスカラー

記述

緑燈点滅
センサーがウォーミング
アップ中

安定の緑燈 センサーの準備ができた

橙色 センサーが範囲外である

赤燈点滅
エラー - センサーの準備
ができていない

HP-L-10.10センサーでのライブビューの使用の詳細については、このドキュメント
の「HP-L-10.10センサーでのライブビューの使用」トピックを参照してください。
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HP-L-10.10センサーのセットアップ
[セットアップ・オプション]ダイアログボックス（[編集|設定|セットアップ]）を開き、
[レーザーセンサー]タブをクリックして、カメラのオプションを表示します。

[セットアップ・オプション]ダイアログボックス - HP-L-10.10センサーの[レーザーセンサー]タ
ブの例

ハードウェア/ソフトウェアのエリア
このエリアには現在の HP-L-10.10 Toolkit バージョン、レーザースキャナーサービスツー
ルのバージョンおよび 3DReshaper (3DR) SDK のバージョンが表示されます。

初期化エリア
[IPアドレス]ボックスを使用して、HP-L-10.10コントローラーのIPアドレスを定義できま
す。
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•

•

HP-L-10.10 センサーを初期化すると、PC-DMIS はセンサーのファームウェアと
ソフトウェアがユーザーの PC-DMIS バージョンと互換性があることを確認しま
す。PC-DMIS はバージョンの相反を検出すると、センサーを初期化せずに「バー
ジョンの相反」を表示します。ファームウェアおよびソフトウェアのバージョン
を確認してください。[実行] ダイアログボックスでのメッセージは下記のとおり
です：

これが発生するのは、センサーのファームウェアおよびソフトウェアを互換バー
ジョンに更新せずに PC-DMIS を更新またはダウングレードしたときです。続行
する前に、ユーザーの PC-DMIS バージョン、センサーのファームウェアおよび
ソフトウェアに互換性があることを確認します。ユーザーのシステムにとって適
切なバージョンを見つけるのに支援が要る場合は、お近くの Hexagon 代理店にお
問い合わせください。

ログエリア
ログエリア - このエリアを使用して、測定プログラム実行中にPC-DMISとレーザーセンサ
間の通信結果を含むテキストベースのログファイルを生成することができます。ログファ
イルに送られる情報にはスキャン、計算された要素の設計値などが含まれます。Hexagon 
社のテクニカルサポートはこれらのファイルを使用して、レーザーセンサに関する問題を
解決することができます。

ロギングは、通常の操作を遅くする可能性のあるデバッグ情報を測定機に保存し
ます。通常の操作ではロギングをオフのままにし、デバッグ情報をキャプチャす
る必要がある場合にのみオンにする必要があります。完了したら、常にオフに戻
す必要があります。

ログを有効化 - このチェックボックスではログファイルに送信されるデータを有効
または無効にすることができます。

ログフォルダを開く - このボタンはログファイルを含むフォルダを開きます。
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•

•

通常、PC-DMISはこれらのファイルを「C:\ProgramData\Hexagon\PC-
DMIS\2026.2\NCSensorsLogs\」フォルダーに保存します。

起動時にログデータを削除する - このチェックボックスは、PC-DMISを再起動する
たびにログフォルダからログデータファイルを削除します。

レーザー作業エリアを描くチェックボックス
レーザー作業領域を描くチェックボックスを選択した場合、HP-L-10.10プローブパラメー
タは正しい寸法の台形を描画します。この機能は、オフラインモードでのシミュレーショ
ンに役立ちます。この機能は、レーザーの自動要素及びレーザースキャンで使用できま
す。

レーザ走査の場合、レーザの作業エリアを表す台形が開始点として表示されます。
台形は、レーザストライプのシミュレーションに従って動きます。[シミュレーショ
ン]ボタンをクリックした時の台形の例を次に示します：

HP-L-10.10センサーのリニア・オープン・スキャンダイアログボックスの例
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HP-L-10.10センサー、ミッドスキャンを使用したリニア・オープン・スキャンの例

HP-L-10.10センサー、完全キャンを使用したリニア・オープン・スキャンの例

センサーベースのクリッピング設定（[レーザークリッピング領域のプロパティ]タブにあ
る）を変更すると、PC-DMISは台形を更新します。

HP-L-10.10 プロパティ
HP-L-10.10センサーのスキャンプロパティは、プローブツールボックスの[HP-L-10.10プ
ロパティ]タブから調整できます。
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•

•

[輝き] チェックボックスと [露光] スライダー (UD モード) - HP-L-10.10 および HP-
L-10.10 LITE センサーは最高品質のポイントクラウドを取得するための 2 種類の取得
モード (自動およびユーザー定義) を提供します。

デフォルトで両モードは、HP-L-10.10 センサーおよび HP-L-10.10 LITE センサー
でそれぞれ 120Hz および 300Hz の周波数で測定します。

[輝き]チェックボックスをオンにすると、自動モードになります。自動モードには高
ダイナミックレンジがあります。設定を調整しなくても色々な表面の色や特性を持
つ様々な表面を測定できます。

[輝き] チェックボックスをオンにしない場合、ユーザー定義（UD）モードがアク
ティブになります。このモードでは PC-DMIS は [露出] スライダーを有効にし、[高
感度 チェックボックスを無効にします。UD モードのダイナミックレンジは低くな
りますが、分散の観点から最高の精度が得られます。UD モードでは、[露出] スライ
ダーを使用して手動で露出設定を調整する必要があります。または、測定される表
面の正しい露出設定を自動的に決定する自動ゲイン機能を使用することもできま
す。UD モードでは異なる表面特性を持つ異なる表面を同時に測定することは困難
です。ユーザーは表面の変化ごとに露出レベルを調整する必要があります。

高感度チェックボックス - 十分に反射しない光沢のある青または黒のパーツをスキャンす
る必要がある場合は、このチェックボックスを選択します。

点の削減フィルタ一覧 - この一覧はPC-DMISがスキャン線に沿って点をフィルタリングす
るかどうかを決定します。フィルタすべき点の総数の目的のパーセンテージを選択するこ
とができます。オフオプションを選択すると、PC-DMISは濾過なしで完全なデータセッ
トを取得します。

点削減フィルターをOFFに設定した例
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点削減フィルターを50%に設定した例

拡張FOVチェックボックスとスライダー - 拡張済FOVチェックボックスを選択して、視野
（FOV）の測定範囲をさらに30mm拡張します。このオプションを有効にすると、PC-
DMISは拡張済FOVスライダーの新しい拡張比率をトリガーします。これにより、スタン
ドオフを-30から60mmに調整できます。スライダーを拡張FOVの位置に移動するとすぐ
に、ソフトウェアは背景を黄色で強調表示します。これにより、標準FOVを残した場合
に、より高い分散が期待できることが通知されます。拡張済のFOVを有効にして、レー
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ザーライブビューをアクティブにしている場合、PC-DMISはそれに応じてFOVを調整し
ます。

拡張 FOV オプションは HP-L-10.10 LITE センサーでは利用できません。

拡張FOVのない例

拡張FOVを備える例
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標準FOVを使用してスキャンを作成し（[拡張済のFOV]チェックボックスが選択
されていない）、後で[拡張済のFOV]チェックボックスを選択してそのスキャン
を編集した場合、スキャンパスは同じままです。その後のスキャンの実行はすべ
て、標準FOVを使用して行われます。

スライダーを使用して、スキャンの視野の中心を変更できます。これは、拡張済のFOVが
選択されていない上記の同じ画像の例ですが、FOVオフセットが-10.0 mmから0（ゼロ）
に変更されます：

理論線長と理論点間隔の値は、FOVスライダーの位置に基づいて動的に変化します。

HP-L-10.10センサーでのライブビューの使用
ライブビューを使用して、スキャンするパーツのリアルタイムビューを表示できます。
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1＆2 - 視野（FOV）の境界です。他のHP-Lタイプのセンサーと同じように、これらの境界線
をドラッグアンドドロップして、FOVのクリッピングを調整できます。
3 - 中視野インジケーター。
4 - レーザー・ラインのライブ表示。
5 - レーザーのON/OFFボタン。
6 - ビジュアルガイド・ボタンを有効/無効にします。

矢印ボタンをクリックして、次のオプションを含むドロップダウンツールバーを表示し
ます：

A - オフボタン：このボタンをクリックして、ビジュアルガイドをオフにします。
B - オンボタン：このボタンをクリックして、ビジュアルガイドを標準モードにしてオン
のままにします。
C - 動的ボタン：このボタンをクリックして、ビジュアルガイドを動的モードにします。
ビジュアルガイドは、標準か拡張FOVのオプションのどちらを使用するか、およびレー
ザースキャンラインの位置に基づいて点滅します。詳細については、このドキュメント
の「全景カメラ（OVC）とビジュアルガイド」トピックを参照してください。

 
7 - 全景カメラ（OVC）の[有効化/無効化]ボタン。
8-自動取得ボタン。これを使用して、ユーザー定義（UD）の取得モードの時に露出時間を自
動的に決定できます。

拡張 FOV オプションは HP-L-10.10 LITE センサーでは利用できません。
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A.

B.

ライブビューをオンにするには、ライブビューツールバーの[レーザーをオン/オフ]ボタン

をクリックします。

全景カメラ（OVC）及びビジュアルガイド

全景カメラウィンドウ - 全景カメラウィンドウを使用すると、センサーからパーツ
のライブビデオストリームを受信できます。これは、センサーを大きなCMMに配置
する場合や、関心のあるエリアや要素が見えにくい状況で特に役立ちます。

全景カメラウィンドウは、測定ルーチンの実行時にスナップショットを撮ることが
できるようにすることで、レポート機能も強化します。次に、それらのスナップ
ショットをレポートにインポートできます。

オペレーターのコメントを使用すると、これらのスナップショットを測定ルーチン
にインポートして、ユーザーが測定ルーチンを実行する時に視覚的にガイドするこ
とができます。

ビジュアルガイド出力 - ビジュアルガイド出力は、スキャンのエリアにオーバーレ
イを投影して、HP-L-10.10センサーが測定するパーツまたはCADモデル上のエリア
を表示します。これは、ジョグボックスでセンサーを移動する時、またはCNCモー
ドで測定を実行する時に、関心のあるエリアまたは特定の要素を特定するのに役立
ちます。

ビジュアルガイドのコンポーネントは次のとおりです：
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A - レーザー・スキャン・ライン
B - スタンドオフ・インジケーター
C - 中央線
D - 距離インジケーター
E - 延長距離（スタンドオフ：90 mm + 60 mm）
F-遠距離（スタンドオフ：90 mm + 30 mm）
G - 近距離（スタンドオフ：90 mm-30 mm）
H - 最大測定幅インジケーター

次の表は、作業距離インジケーター（WDI）、ビジュアルガイド、およびレー
ザー・スキャン・ラインの位置を使用して、範囲内にいるかどうかを判断する方法
の例を示しています。

ビジュアル・ガイド・ディ
スプレイ

記述

レーザー・センサーは「近
い」距離に近いです。

作業距離インジケーター
（WDI）は、範囲内にいるこ
とを示す緑色のライトを点灯
します。
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レーザーセンサーは、90mm
の「スタンドオフ」距離にあ
ります。

作業距離インジケーター
（WDI）は、範囲内にいるこ
とを示す緑色のライトを点灯
します。

レーザー・センサーは「遠
い」距離に近いです。

作業距離インジケーター
（WDI）は、範囲内にいるこ
とを示す緑色のライトを点灯
します。

レーザー・センサーは「拡張
した」距離にあります。

拡張FOVオプションが無効に
なっている場合、WDIはオレ
ンジ色で表示され、範囲外で
あることを示します。

拡張FOVオプションを有効に
すると、WDIが緑色に切り替
わり、範囲内にいることを示
します。

レーザー・センサーが範囲外
になります。

WDIは、範囲外であることを
示すオレンジ色に点灯しま
す。

レーザー・センサーが範囲外
になります。

WDIは、範囲外であることを
示すオレンジ色に点灯しま
す。
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•

•

•

•

ライブビューの[ビジュアルガイドの有効化/無効化]ドロップダウンツールバーから[オン]
ボタンを選択すると、ビジュアルガイドが常に表示されます。

同じツールバーから[動的]ボタンを選択した場合：

拡張FOVオプションがオンにされていない場合、ビジュアルガイドが点滅し、レー
ザー・センサーをビジュアルガイドの拡張FOVエリア（破線）内に配置します。

拡張FOVオプションがオンにされていない場合、ビジュアルガイドは点滅せず、
レーザー・センサーをビジュアルガイドの標準FOVエリア（実線）に配置します。

拡張FOVオプションを選択し、拡張FOVエリアを含め、ビジュアルガイドの外側の
任意の場所にレーザーセンサーを配置すると、ビジュアルガイドが点滅します。

拡張FOVオプションを選択し、拡張FOVエリアを含め、ビジュアルガイド範囲内の
任意の場所にレーザーセンサーを配置すると、ビジュアルガイドが点滅しまん。

拡張 FOV オプションは HP-L-10.10 LITE センサーでは利用できません。

全景カメラダイアログボックス
[カメラの概要]ダイアログボックスでは、センサーからのパーツのライブビデオストリー
ムを確認できます。

全景カメラダイアログボックス
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このボックスを使用して、画像の向きを設定するか、または水平スライダーを調整して向
きの値を-180度から180度の間で設定することができます。また、垂直スライダーを使用
して、輝度値を 0%～100% に調整することができます また、垂直スライダーを使用し
て、輝度値を 0%～100% に調整することができます。

PC-DMIS はユーザーがマウスボタンを離した後にのみ、輝度値をセンサーのコン
トローラに送信します。これは、輝度がスライダーを動かすときに動的に変化せ
ず、マウスボタンを離した後にのみ変化することを意味します。

 レーザースタート/ストップ - このボタンをクリックしてレーザーをオンまたはオフ
にします。

 ビジュアルガイドのオン/オフ/動的 - このボタンをクリックして、次のオプション
を備えたドロップダウンツールバーを表示します：

ドロップダウン・ツールバー
A (オフ) - このボタンをクリックしてビジュアルガイドをオフにします。
B (オン) - このボタンをクリックしてビジュアルガイドを標準モードにしてオンのままに
します。
C (動的) - このボタンをクリックしてビジュアルガイドを動的モードにします。PC-
DMIS は、標準または拡張 FOV オプションのどちらを使用するか、およびレーザース
キャンラインの位置に基づいてビジュアルガイドを点滅させます。詳細については、
PC-DMIS Laser ドキュメントの「全景カメラ（OVC）とビジュアルガイド」トピックを
参照してください。

 WDI の表示/非表示 - このボタンをクリックして、ワーク距離インジケータを表示/
非表示にします。これはセンサーの表面までの垂直距離を示します。

角度の表示/非表示 - このボタンをクリックして、適用された画像に対するセンサー
の回転を表示または非表示にします。

プローブチップの表示/非表示 - このボタンをクリックして、画像上のセンサーを表
示または非表示にします。
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画像の保存 - このボタンをクリックして、[名前を付けて保存] ダイアログボックス
を開きます。このダイアログボックスを使用して、キャプチャされた画像を.bmp ファイ
ルとして保存できます。

HP-L-10.10 LITE センサー

HP-L-10.10 LITE センサー

HP-L-10.10 LITE センサーは HP-L-10.10 センサーの軽量バージョンです。環境コンフィ
ギュレータアプリケションからプローブを選択します。
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選択された HP-L-10.10 LITE センサーでの環境コンフィギュレータアプリケション。

環境コンフィギュレータアプリケーションについて詳しくは、PC-DMIS Core ド
キュメントの「環境コンフィギュレータ」トピックを参照してください。

HP-L-10.10 LITE での自動要素およびスキャンコマンドに関する下記画像に示すとおり、
HP-L-10.10 LITE センサーに搭載されている機能セットは HP-L-10.10 センサーと比較し
て少なくなっています。
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HP-L-10.10 LITE センサーを使用した自動要素およびスキャンコマンドの例

HP-L-10.10 センサーと比較して、HP-L-10.10 LITE センサーの[自動要素] または [スキャ
ン] ダイアログボックスの変更はありません。現在、HP-L-10.10 Lite スキャンプロパティ
と呼ばれるプローブツールボックスの 3 番目のダブに変更があります。

「輝き」オプションが未選択のプローブツールボックス [HP-L-10.10 Lite スキャンプロパティ] 
タブ

このタブのオプションを以下に記載します。

[輝き] チェックボックスと [露光] スライダー (UD モード) - HP-L-10.10 および HP-
L-10.10 LITE センサーは最高品質のポイントクラウドを取得するための 2 種類の取得
モード (自動およびユーザー定義) を提供します。
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•

•

•

•

デフォルトで両モードは、HP-L-10.10 センサーおよび HP-L-10.10 LITE センサー
でそれぞれ 120Hz および 300Hz の周波数で測定します。

[輝き]チェックボックスをオンにすると、自動モードになります。自動モードには高
ダイナミックレンジがあります。設定を調整しなくても色々な表面の色や特性を持
つ様々な表面を測定できます。

[輝き] チェックボックスをオンにしない場合、ユーザー定義（UD）モードがアク
ティブになります。このモードでは PC-DMIS は [露出] スライダーを有効にし、[高
感度 チェックボックスを無効にします。UD モードのダイナミックレンジは低くな
りますが、分散の観点から最高の精度が得られます。UD モードでは、[露出] スライ
ダーを使用して手動で露出設定を調整する必要があります。または、測定される表
面の正しい露出設定を自動的に決定する自動ゲイン機能を使用することもできま
す。UD モードでは異なる表面特性を持つ異なる表面を同時に測定することは困難
です。ユーザーは表面の変化ごとに露出レベルを調整する必要があります。

高感度チェックボックス - 十分に反射しない光沢のある青または黒のパーツをスキャンす
る必要がある場合は、このチェックボックスを選択します。

点の削減フィルタ一覧 - この一覧はPC-DMISがスキャン線に沿って点をフィルタリングす
るかどうかを決定します。フィルタすべき点の総数の目的のパーセンテージを選択するこ
とができます。オフオプションを選択すると、PC-DMISは濾過なしで完全なデータセッ
トを取得します。

ﾗｲﾌﾞﾋﾞｭｰ
HP-L-10.10 センサーと異なり、HP-L-10.10 LITE バージョンのライブビュー機能は少な
くなっています。

[HP-L-10.10 LITE の [ライブビュー] ツールバー

HP-L-10.10 LITE センサーの [ライブビュー] ツールバーの制限事項は以下です。

ビジュアルガイドは利用できません。PC-DMIS はこのオプションのボタンを無効に
してます。

概観カメラは利用できません。ボタンは有効ですが、それをクリックすると PC-
DMIS は [ライブビュー] 表示に下記の画像を表示します。
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1.

2.

3.

概観カメラはありません

Zeiss I ++ DME ServerでZeiss Eagle Eye 2を使用すること

以下の手順では、Zeiss I ++ DMEサーバーでZeiss Eagle Eye 2を使用する方法について説
明します。

PC-DMIS I ++クライアントをセットアップします。詳細は、MIIMドキュメンテー
ションの「I ++ DME クライアントのインタフェース」を参照してください。

センサーの認定はI ++ DMEサーバー内で行われます。

PC-DMISの手首を有効にするには、ZeissWristエントリを使用します。詳細につ
いては、PC-DMIS Settings Editorのドキュメントの「オプション」セクションの
「ZeissWrist」を参照してください。

プローブの組み立てを定義します。
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4.

5.

プローブ ユーティリティ ダイアログ ボックス

「利用可能な場合、リストマップを使用」チェック ボックスを選択します。

アクティブなチップ一覧から先端を選択し、[編集]をクリックして[プローブデータ
の編集]ダイアログボックスを開きます。

プローブ データの編集ダイアログ ボックス
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6.

7.

a.

b.

c.

d.

•

•

•

•

◦

◦

◦

EagleEyeプローブのI ++ DME Serverに指定されたプローブ名に対応するA0B0C0
チップのニックネームボックスに名前を入力します。

プローブの向きを設定します：

セットアップ オプションダイアログ ボックス(編集 | 仕様 | セットアップ)にア
クセスして下さい。

パーツ/測定機 タブを選択して下さい。

プローブヘッドの向きボタンをクリックしてプローブヘッドの手首の設定ダイ
アログボックスを開きます。

CMM1エリアで、次の2つのオプションを設定します：

この方向にある手首のA0B0位置点の一覧からYMINUSオプションを選択
します。

この方向にある手首のA90B180位置点の一覧からYMINUSオプションを
選択します。

「プローブ ヘッドのリスト角度コンフィギュレーション」ダイアログ ボッ
クス

Zeiss Eagle Eye 2 と HP-L-10.6 の違い
PC-DMISは、[セットアップ･オプション]ダイアログボックスの[レーザー･センサー]
タブを使用しません。

[自動要素]ダイアログボックスの[レーザースキャンのプロパティ]ツールボックスの
タブの変更は、次のとおりです：

Eagle Eye 2測定の場合、ソフトウェアはズームとゲインのプロパティを隠
し、露出及びストライプの距離プロパティを追加します。

ストライプ距離は、パスラインに沿ったレーザーストライプ間の距離です。通
常、0.3〜0.5の値を使用する必要があります。

露出設定のデフォルト値は1.0です。有効な値は0.01〜20です。
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•

◦

•

[要素のスキャン]ダイアログボックスの[レーザースキャンのプロパティ]ツールボッ
クスのタブの変更は、次のとおりです：

Eagle Eye 2測定の場合、ソフトウェアはズームとゲインのプロパティを隠
し、露出及びストライプの距離プロパティを追加します。[要素のスキャン]ダ
イアログボックスの設定は、[要素の自動作成]ダイアログボックスで説明した
設定と同じです。

HP-L-5.8およびHP-L-10.6センサーの比較

このトピックでは、CMM用のHP-L-5.8（MARS）センサーと DCC 用の HP-L-10.6 セン
サーの類似点と相違点について説明します。

類似点
[レーザープローブの測定]ダイアログボックス（[挿入|ハードウェアの定義|プロー
ブ|測定]ボタン）の値は同じです。
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•

•

•

レーザープローブを測定ダイアログ ボックス

プローブツールボックスの位置プローブタブのX、Y、Zの値は同じです。

グラフィック表示ウィンドウのレーザービューのレーザータブは同じです：

グラフィック表示ウィンド - ウレーザービュータブ

差別
センサーの形状は異なります。
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•

•

•

•

•

◦

◦

probe.datの関連部品は異なります。

スタンドオフ距離とセンサーの視野（つまり、センサーの形状）は異なります。

グラフィック表示ウィンド - ウレーザービュータブ

HP-L-5.8の場合、グラフィック表示ウィンドウの[レーザービュー]に[自動ゲイン]ボ
タンが表示されます。HP-L-5.8センサーが部品の範囲内にある場合は、ボタンを選
択して最良のゲイン設定を学習し、それに応じてプローブツールボックスを更新す
ることができます。また、この機能を使用して、レーザー自動要素及びレーザース
キャンのプロパティを設定することもできます。これらのプロパティの設定方法の
詳細については、PC-DMIS Laser 文書の「レーザーセンサーを使用した自動要素の
作成」および「レーザーセンサーを使用したパーツのスキャン」を参照してくださ
い。

HP-L-5.8（HP-L-10.6のデフォルト値が異なる）では、パッチ高級スキャンのスキャ
ンのパラメータエリアの増分2オプション（走査線間の増分距離）のデフォルト値は
45ミリです。

自動要素ダイアログボックスのプローブツールボックスのレーザースキャンのプロ
パティタブの違いは次のとおりです：

HP-L-5.8には1つのスキャンズーム状態しかなく、視野の範囲は固定です。
（HP-L-10.6およびHP-L-20.8の場合のように、[レーザースキャンのプロパ
ティ]タブには緑色のオプションボタンはありません）。

HP-L-5.8では、[レーザースキャンプロパティ]タブの[ゲイン]一覧に5つの感度
モード（1、2、3、4、および5）があります。モードを選択すると、レーザー
ビューの画像がリアルタイムで更新されます。Intentional order change[ゲイン
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1.

2.

3.

4.

5.

1.

2.

]一覧の横にある[品質フィルタ]アイコンを選択して、[品質フィルタ]モードを
有効または無効にすることもできます。

ステップ4：レーザーセンサーの校正

このステップで説明する校正のプロセスは、レーザーセンサー測定用に選択したオプショ
ン及びインストールされたインターフェイスのタイプによって異なる場合があります。
レーザーセンサー校正オプションに関する詳細情報については、「レーザープローブ測定
オプション」トピックを参照してください。

ポータブル HP-L レーザーセンサーの校正
平面アーティファクトを使用してポータブルレーザー HP-L センサーを校正するには、以
下の手順を使用します：

プローブユーティリティダイアログボックスから測定をクリックしてレーザープ
ローブの測定ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスに関する情
報については、「レーザープローブ測定オプション」を参照してください。

適切なセンサーモードを選択します。デフォルトはZoom2Aです。

アームに測定できる便利な場所に平面アーティファクトを配置します。

測定 をクリックして校正手順を開始します。画面上の手順に従って下さい。

校正手順では、平面アーチファクトに関して、異なる位置および方向における平面
アーチファクト上で17のレーザーストライプを取得する必要があります。ストライ
プを取得する場所を視覚化するために、システムはグラフィック表示ウィンドウの
レーザータブ上に黄色のターゲットラインを描画します。

DCC HP-L レーザーセンサーの校正

校正のプロセス全体で、ジョグボックスのフィードノブを100％に保つ必要があ
ります。ジョグボックスのフィードノブを100％未満に下げると、システムの精
度が低下します。

このステップで説明した校正プロセスはレーザセンサーオプションとインストールされて
いるインタフェースの種類によって異なる場合があります。較正オプションの詳細につい
ては、「レーザープローブの測定オプション」を参照してください。

この手順を使用して、初めてレーザーセンサーを校正します：

メニューオプション [挿入 | ハードウェアを定義 | プローブ] を選択して、[プローブ
ユーティリティ] ダイアログボックスを開きます。

アクティブなチップの一覧ボックスからステップ2で定義したチップを選択します。
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3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

測定をクリックしてレーザープローブの測定ダイアログボックスを開きます (このダ
イアログボックスに関する情報については、「レーザープローブの測定オプション
」を参照してください)。

その他の校正オプションパラメータ設定および校正ツールを定義します。

接触プローブとレーザープローブの両方を備えた複数センサー CMM を使
用する場合、同じ球でレーザープローブを校正する前に、校正された接触
プローブを使用して最初に校正球を見つける必要があります。これによっ
て校正プロセス完了後にすべてのプローブについて、接触測定とレーザー
測定間の適切な関係が確立されます。

測定をクリックして校正手順を開始します。画面上の手順に従って下さい。表示さ
れる最初のいくつかプロンプトはタッチトリガプローブのセットアップ手順と同じ
です。

「球は移動しましたか？」というメッセージに対してはいと答える場合、
校正球を二等分する必要があります。詳細については、校正球を二分する
を参照してください。オフセット校正を実行すると、「球は移動しました
か」というメッセージにはいと答えない場合、ソフトウェアは球を二分す
ることを要求しません。

必要な場合は、 角度を追加 をクリックして校正する必要のある他のすべてのルビー
角度を定義します。

アクティブルビーリストボックスから校正しようとするルビーを選択します。

測定をクリックしてレーザープローブの測定ダイアログボックスを開きます。角度
を選択したくない場合、ソフトウェアがすべてのルビーを校正したいかどうか尋ね
ます。

ルビーオプションを選択します。

校正ツールでは、前に使用したのと同じツールを選択します。

測定をクリックしてルビー校正を開始します。センサーの校正が終了したら、PC-
DMISがプローブユーティリティダイアログ ボックスを表示します。

特定のセンサーチップ角度では、レーザービームが校正ツールの軸部分に
当たることがあります。場合によっては、これらのチップのセンサー校正
の標準偏差が期待した量を超えることがあります。このような場合、PC-
DMISはこのチップの校正を繰り返したいかどうかを尋ねるメッセージを表
示します。はいをクリックすると、システムは理論値ではなくて最初の測
定で定義されたオフセットおよび方向を使用します。この結果、この再校
正中にはターゲット周辺のクリップがより正確になります。
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1.

2.

3.

4.

•

•

5.

CWS/WLS センサーの校正
球の上でCWSチップオフセットを較正することができます。反射率の低い面を持つ球面
ツールは、反射率の高い面より優れています。校正は、固定マウントマルチセンサマシン
及びTKJコネクタを使用したインデックス付きの手首でサポートされています。

校正が現在の温度補償を使用して実行されます。

ほとんどのCWSプローブヘッドの測定範囲は小さいです。これは、ツールが移動したと
き、またはManual + DCCモーションを使用しているときに取られたマニュアルポイント
が、球面極または校正が正常に実行される最も近い点に非常に近くなければならないこと
を意味します。

キャリブレーションの実行中に、測定機は自動的にCWS測定範囲の中心または各点の必
要な測定範囲位置に移動します。

PC-DMISは、1回の校正操作で複数の手首角度測定子の校正をサポートしていません。各
先端を個別に校正する必要があります。

初めて手首角度測定子を校正してもツールが動かない場合は、[Man + DCC]を選択しま
す。この測定子の後続測定では、DCCを選択することができます。

校正測定シーケンスの前または後に自動クリアランス移動はありません。校正開
始前に、指定されたチップのリストを配置するのに必要なリスト回転のための十
分な間隔があることを確認してください。プローブの現在の位置から測定の開始
位置に移動するための十分なプローブクリアランスを確保してください。

下記ステップでは最初にレーザーセンサーを校正する手順の概要を説明します：

[挿入|ハードウェアの定義|プローブ]メニュー項目を選択します。

[プローブユーティリティ] ダイアログボックスでCWSプローブとチップを定義しま
す。

[測定]を選択して、[プローブオフセットの校正]ダイアログボックスを開きます。

[プローブオフセットの校正]ダイアログボックスで、設定を構成し、[校正]をクリッ
クします。PC-DMISは、認定ツールが移動したかどうか、または測定機の零点が変
更されたかどうかを確認するメッセージを表示します。

[はい]を選択すると、PC-DMISは[実行]ダイアログボックスを表示し、手動で
ポイントを取るよう指示します。点は、プローブおよびプローブベクトルの視
点から、球の頂点または最も近い点にあるべきです。

いいえを選択すると、PC-DMISは実行ダイアログボックスを表示し、DCC測
定を開始します。

校正測定が完了したら、[プローブユーティリティ]ダイアログボックスの[結果]をク
リックして詳細な結果を表示します。
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1.

a.

•

•

•

無限リスト DCC HP-L レーザーセンサーのマッピング
HP-L レーザーセンサーおよび CW43L などの無限にインデックス可能なリストのハード
ウェア構成では、レーザーリストマップ (LWM) によって無限チップの方向を校正するこ
とができます。

特定のセンサーの LWM を作成したら、新規チップをセンサーに追加すると、それらは自
動的に校正されて、測定を開始できます。

リストのコンポーネントが変更されるたびに（例えば、CJointが変化すると
き）、LWMを再作成する必要があります。また、リストをマップする適切な時期
についてはハードウェアおよびベンダー情報を参照してください。これは装置の
構造とメーカー推奨事項によって変化するためです。

下記ステップでは無限リストDCC HP-L レーザーセンサーをマッピングする手順の概要を
説明しています。

センサーの定義：

プローブユーティリティダイアログボックスで、下記に示したとおりにセン
サーを作成します：

CW43Lのような無限に索引可能な手首

Cジョイント

HP-L レーザーセンサー

以下にその例を記載します。
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b.

c.

2.

HP-L レーザーセンサーおよび連続リストでの [プローブユーティリティ] ダイアロ
グボックスの例

「利用可能な場合、リストマップを使用」チェック ボックスを選択します。

測定をクリックしてプローブの測定ダイアログボックスを表示します。

以下にその例を記載します。

CW43L センサーの [レーザープローブの測定] ダイアログボックス

マップの新規作成：
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a.

b.

c.

•

•

•

プローブの測定 ダイアログ ボックスから新規マップの作成 オプションを選択
します。

利用可能なリストに従って、角度範囲で希望の開始および終了値を入力しま
す。

BとCの角度は常に、完全な物理的範囲(通常は-180〜+180度)の内部
にマップされます。

ルビーボックスはマップを作成するための測定されたルビー総数を表示しま
す。

測定をクリックします。

PC-DMISは球ツール周囲の5センサーの方向を測定します。

PC-DMISはマッピンググリッド内のすべてのルビーを測定します。

新しいマップ作成時にエラーが発生した場合、マッピングは継続します。

PC-DMIS がマップの作成を完了し、マッピング処理中にマップの検証によって例え
ば、計算エラー発生が原因で生じるノードの欠落が検出された場合、欠落データに
対するマッピングを完了する方法には下記の二つがあります：　

方法 1: [測定レーザープローブ] ダイアログボックスから、[再開] オプションを
選択して、欠落チップの数を表示します。[測定レーザープローブ] ダイアログ
ボックスを開くには、[プローブユーティリティ] ダイアログボックスにある [
測定] ボタンをクリックします。

[再開] オプションを選択した状態で、[測定レーザープローブ] ダイアログボッ
クスにある [測定] ボタンをクリックして欠落マップデータを使ってチップの
マッピングを行います。
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•

a.

b.

1.

2.

[再開] オプションが選択された状態の [測定レーザープローブ] ダイアログボックス

方法 2：編集ウィンドウで Autocalibrate  コマンドから、マッピング処理
時に計算エラーが生じたときでも新しいリストのマッピングを作成できるよう
になりました。これは計算エラーが散発的であり系統的でない場合にのみ適用
されます。これを行うには、下記手順を順番に実行します：

パラメーターセットで [新規マップの作成] オプションを有効にして、最
初の Autocalibrate  コマンドを実行します。

パラメータセットで [新規マップの作成] オプションを有効にして、後続
のすべての Autocalibrate  コマンドを実行します。

既存のマップの更新
センサー- リスト系の幾何学パラメータまたは熱パラメータが変化するときは常に、マッ
プを作成すると、すべてのルビーに対する正しい校正を復元できます。例えば、センサー
が物理的な衝突を経た後や室温が変化したときなど。

正しい資格を回復するには：

測定プローブダイアログボックスでマップのアップデートオプションを選択しま
す。

測定をクリックします。PC-DMISはマップ作成過程で測定した球ツールの周囲で同
じ5つのセンサー方向を再測定し始めます。

校正チェックの実行
このオプションを使用して、選択したプローブファイル内部で指定するチップ方向を再測
定します。PC-DMIS はこれらのチップ方向について以前に測定されたデータとの比較を
実行します。ユーザーはこの比較を使用して完全なマップのアップデートが必要かどうか
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1.

2.

3.

4.

5.

を判断することができます。この処理は選択されたプローブファイル内で検査をするのみ
で、チップのオフセットは更新されません。

マップされたリストでのパラメータセットの定義
パラメーターセットを定義して、リストのマップを作成またはアップデートし、校正
チェックを実行することができます。また、測定ルーチン内部の AUTOCALIBRATE コマ
ンドを使用して、同じ操作を実行できます。

パラメータセットを定義するには：

測定プローブダイアログボックスで希望の値を選択してキー入力します。

[プローブユーティリティ] ダイアログボックスで、チェックしようとする希望の
チップを選択します。

[名前]ボックスに、パラメータセットの名前を入力します。

保存ボタンをクリックします。

 キャンセルボタンをクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

パラメータセットおよび AUTOCALIBRATE コマンドの使用方法の詳細については、PC-
DMISコアドキュメントの「手首付きのデュアルアーム校正の例」を参照してください。

レーザープローブの測定オプション

レーザープローブの測定 ダイアログボックスでのオプションは、ソフトウェアがレー
ザーセンサ校正に使用する手順を決定します。このダイアログボックスにアクセスするに
は、プローブユーティリティダイアログボックス(挿入|ハードウェア定義|プローブ)を開
き、測定をクリックします。
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•

インデックス可能ヘッド (上部) および CW43L (下部) の [レーザープローブの測定] ダイアログ
ボックス

必要に応じてまたは「ステップ4：レーザーセンサーの校正」の手順に従って、以下のオ
プションを変更してください。

校正操作の種類

このセクションのオプションはレーザーセンサーに応じて使用することができま
す。チップ すべてのプローブに対して有効です。

チップ校正 - このオプションを使用してレーザーセンサーのチップを校正します。
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•

•

•

1.

2.

校正チェック - このオプションを使用して、選択したプローブファイル内部で指定
するチップ方向を再測定します。PC-DMIS はこれらのチップ方向について以前に測
定されたデータとの比較を実行します。ユーザーはこの比較を使用して完全な校正
が必要かどうかを判断することができます。この処理は選択されたプローブファイ
ル内で検査をするのみで、チップのオフセットは更新されません。

マップされた CW43L 連続リストを使用する場合、以下のオプションを利用することがで
きます。

新しいマップを作成する - このオプションは新しい完全なリストマップを作成しま
す。

これは測定機を最初に設定するときに実行しなければならない操作です。
点検修理の介入が行われたときにのみ再実行する必要があります。測定機
の構成および速度に応じて、この操作には完了に最長8 時間掛かることがあ
ります。

マップの更新 - このオプションは既存のマップを更新します。このオプションを適
用できるのは、点検修理サポートが不要なプローブ破損が生じたとき、または予想
を超える校正チェックのリターン誤差が得られたときです。

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｾｯﾄ
パラメータを設定して、レーザーセンサーの保存設定を作成、保存および使用することが
できます。PC-DMIS はこの情報をプローブファイルと一緒に保存します。これにはレー
ザーセンサーの設定が含まれます。

パラメータ セットを作成し、名前をつける手順は次のとおりです：

レーザープローブを測定 ダイアログ ボックスのパラメータを変更します。

パラメータセットエリアの名前ボックスに、新しいパラメータセットの名前を入力
し、保存をクリックします。保存されたパラメータセットを削除するには、削除を
クリックします。

校正ツール
適切な校正ツールを選択します。これが最初の校正である場合、ツールを追加をクリック
して、最初に校正ツールを定義します。校正ツールの定義に関する特定情報については、
PC-DMIS Core ドキュメントの「ハードウェアの定義」章を参照してください。

必ず、レーザーセンサーに付属の球校正ツールを使用してください。このツール
の表面特性は最適なスキャン結果を得るように設計されています。他メーカー製
のツールを使用すると、不正確なデータが生成されることがあります。
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1.

2.

3.

4.

5.

6.

校正球の手動等分

校正球を移動したか、またはその位置が分からない場合、校正開始前にそれを手動で二等
分する必要があります。この処理中、PC-DMIS は測定機を移動するタイミングについて
プロンプトを出します。このプロンプトは校正球を二等分し、キーストーンの中心に球を
配置するように指示します。

手動で球を二等分するには：

PC-DMIS PC-DMISﾒｯｾｰｼﾞを開いたままにします

グラフィック表示ウィンドウで レーザー タブに切り換えます。

[開始/停止]ボタンをクリックします。これによってレーザーがオンになります。点
滅する赤色アークがレーザータブおよび緑色の十字線のグラフィックエリアに表示
されます。赤色アークはレーザーが校正球に当たるところにあります。

ジョグボックスにマシンを移動することによって円弧によって形成される円形エリ
アの内に十字をセンターします。マシンを移動するときに赤アークを移動します。
点滅してアークが円のエッジを示すことを想像すると、この仮想円の中心点は光学
的に十字の中心に合わせる必要があります。

位置揃え

マークを配置したら、オン/オフ ボタンをもう一度クリックしてください。これは
レーザーをオフにします。

PC-DMIS メッセージのOKをクリックしてマークの配置の変更を受けます。PC-
DMIS は実行モードにとどまり、レーザーセンサーはチップを調整するために使用
定義されている位置のシリーズを使用して移動します。
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7.

8.

•

•

各位置でレーザビームはストライプ内の球に当たり、レーザーセンサーがそのスト
ライプからデータを収集します。収集されたデータとそれに対応する測定機の位置
は、測定機上のセンサーの取り付け方向を決定します。

実行はPC-DMISを停止して学習モードに戻し、プローブのユーティリティダイアロ
グボックスを表示する場合に。

ツール球の HP-L 自動セルフセンタリング
HP-L レーザーセンサーは校正中に校正ツール球の自動セルフセンタリング（二等分）を
提供します。これは、PC-DMISが「球が移動しましたか」というメッセージを表示した
ときに[はい]をクリックすると発生します。グラフィック表示ウィンドウから、レーザー
タブをクリックします。ユーザーはレーザーセンサーを球の中心に移動することができま
す。

ユーザーはこの時点で2つの操作が可能です：

球を手動で二等分してキーストーンの中心に移動し、[OK] を押してレーザー校正を
開始することができます。

レーザービューに校正球の一部を表示し、それからプローブを有効にするボタンを
クリックして、球を自動的に中心に移動させます。完了したら、ユーザーはOKを押
して、レーザー校正を完了します。

PC-DMISは校正球が移動されたと判断すると、PC-DMISは、校正の準備ができているか
どうかを確認するメッセージを表示します。

メッセージボックスに示される手順に従います。終了したらOKボタンを押します。

便宜のために、自動センタリング手順の間、ソフトウェアはレーザーセンサーの
整列ストライプを黄色で表示します。

ステップ ５：キャリブレーション結果のチェック

プローブユーティリティダイアログボックスで結果ボタンをクリックして、校正結果ダイ
アログボックスを表示します。
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チップ校正後 (上部) および校正チェック後 (下部) のインデックス可能なヘッドの [校正結果] 
ダイアログボックス
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•

•

リストマッピング後 (上部) および校正チェック後 (下部) の連続リストの [校正結果] ダイアロ
グボックス

PC-DMIS はこのダイアログボックスにおいて校正から得られる実績を記録します。最
大、平均、および標準偏差の値を確認します。

最大値は概ね 20〜100 ミクロンでなければなりません。平均と標準偏差は約20ミクロン
する必要があります。

実測値が適切であると考えられる場合、OKボタンをクリックして校正結果ダイアログ
ボックスを閉じます。以下のオプションがあります：

レポートを各種アプリケーション (Microsoft Word、Notepadなど)に貼り付けるに
は、コピーをクリックし、ご希望のアプリケーションを開き、Ctrl + Vを押してそれ
を貼り付けます。

レポートをプリンタに送信するには印刷をクリックします。

これによって、レーザーセンサーのセットアップと校正処理が終了します。これで、すべ
てのレーザー関連機能を使用できます。
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PC-DMISレーザーにプローブツールボックス
の使用

プローブツールボックス - 選択された [プローブの配置] タブ

各[プローブツールボックス]タブで使用できるオプションは、システムに構成され
ているセンサーによって異なります。このため、PC-DMISレーザードキュメント
のこのセクションにある個々のプローブ・ツールボックスイメージおよび関連す
る説明は、PC-DMISに表示されるものと一致しない場合があります。

ビュー | 他のウインドウ | プローブ ツールボックスメニューオプションがプローブツール
ボックスを示します。プローブツールボックスは測定プログラムが必要とするデータポイ
ントを取得するのに使用できる様々なレーザーセンサーパラメータを含んでいます。

ライセンスにはレーザーオプションが含まれている必要があり、プローブツール
ボックスのレーザー関連タブにアクセスするためには、サポートされたレーザー
センサーを使用して作業する必要があります。

プローブツールボックスには、次のタブのレーザーパラメータが含まれています：

ポータブル 設定について

 レーザースキャンプロパティ +!

 要素の抽出 !

CMM設定の場合

 プローブの位置。

 レーザースキャンプロパティ
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 レーザーフィルタリングプロパティ

 レーザー切り取り範囲プロパティ

 要素の抽出

 レーザーAF複数作成
 

上記のリストはプローブツールボックス タブを表示します。利用可能なタブはシ
ステムに存在するセンサに依存します。タブの機能は特定のセンサには適用され
ない場合には、そのタブは使用できません。

+ HP-L プローブでは、[自動要素] ダイアログボックスを閉じているときに、これ
らのタブが表示されます。

! HP-L プローブでは、[自動要素] ダイアログボックスを開いているときに、これ
らのタブが表示されます。

レーザープローブ ツールボックス：[プローブ位置付け] タブ

プローブ ツールボックス：[プローブ位置付け] タブ

プローブツールボックスのプローブの配置タブ (表示 | その他のウィンドウ | プローブ
ツールボックス) では、現在のプローブファイルを選択して、アクティブなアライメント
座標における現在のプローブ位置を定義することができます。これらを編集するには X、
YまたはZの値をダブルクリックします。



PC-DMISレーザーにプローブツールボックスの使用

65

警告： 現在のプローブ位置を編集すると、測定機は予告なしに新しい座標に移動
します。けがを防ぐために、レーザーと計測機を避けてください。ハードウェア
の損傷を防止するために機械を低速で動かしてください。

プローブツールボックスのプローブおよびプローブチップリストに情報が表示されていな
い場合、最初にプローブを定義する必要があります。プローブの定義方法について詳しく
は、PC-DMIS Core文書の「ハードウェアの定義」セクションを参照してください。

このタブはすべてのプローブタイプ(接触、レーザー及び光学)で使用できます
が、この文書では PC-DMIS レーザー関連の項目のみ扱います。プローブ一般に
関連するツールボックスの説明については、PC-DMIS Core 文書の「他の
Windows、エディタ、およびツールの使用」章の「プローブツールボックスの使
用」を参照してください。

レーザーセンサーを配置するには

プローブツールボックスのプローブを配置 (表示 | その他のウィンドウ | プローブツール
ボックス)を使用して、レーザーセンサーを配置することができます。このタブには2コラ
ムでの値のセットがあります。

左コラム： X、Y、Z の値。これらはレーザーセンサーの現在位置です。上方矢印と

下方矢印をクリックして、軸に対するXYZプローブ位置ボックス での値
を変更できます。これによって、リアルタイムに増分値だけ右側にレーザーセン
サーが移動します。

右コラム： 増分値。これらの値は左コラムの上方矢印および下方矢印をクリックす
るときの、各軸のXYZプローブ位置ボックスを増加または減少させる量を指定しま
す。

または、左コラムにXYZ値を入力し、Enterを押してレーザーセンサーを定義済みの位置
に移動します。

[プローブの配置] タブのコントロール

[プローブ] ツールボックスの [位置プローブ] タブ（表示|その他のウィンドウ|プローブ 
ツールボックス）のトグルボタンは次のとおりです：

 プローブ計測値  - このトグルボタンはプローブ計測値ウィンドウを表示または
非表示にします。このウィンドウは容易にサイズ変更や再配置ができます。プロー
ブ計測値ウィンドウのほとんどの情報は、すべてのプローブタイプで同じです。詳
細については、PC-DMIS Coreドキュメントの「その他のWindows、エディタ、お
よびツールの使用」章の「プローブ計測値ウィンドウの使用」を参照してくださ
い。
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 [レーザーのオン/オフ] - このトグルボタンはレーザーのオンまたはオフに切り替
えます。レーザープローブに対してのみ利用可能です。

 [プローブを初期化] - このボタンはレーザーを開始または初期化します。レー
ザーを初期化するまではレーザーを使用した操作は何も行えません。これには約 15
秒かかります。

[レーザーのオン/オフ] ボタンと [プローブの初期化] ボタンは、HP-
L-10.10、HP-L-10.10 LITE および DSL-100 (Maestro) センサーの [プローブ
の配置] タブからなくなりました。ライブビューウィンドウの左下にある
ツールバーを使用して、それらのセンサーのレーザーを切り換えることが
できます。詳しくは、「HP-L-10.10センサーでのライブビューの使用」を
参照してください。

 

 

レーザープローブツールボックス：[レーザースキャン プロパ
ティ] タブ

プローブツールボックス：[レーザースキャン プロパティ] タブ

[レーザースキャンのプロパティ]タブでは、PC-DMISがスキャンからデータを取得する方
法、およびスキャンラインと要素可視化をグラフィック表示ウィンドウに表示するかどう
かを定義します。

 ストライプを表示/非表示 -このボタンはパートモデルでレーザーストライプの表
示/非表示を切り替えます。このボタンをクリックすると、グラフィック表示ウィン
ドウにレーザー･スキャン･ストライプがリアルタイムで表示されます。PC-DMIS は
グラフィックの表示ウィンドウに表示されるストライプを要素の設計上の距離値
+オーバースキャン値に制限します。ソフトウェアはオーバースキャン値を使用し
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て、クリッピングの量とストライプの可視性を制御します。以下の図形はこれらの
ストライプがどのように表示されるかの例を示しています。

ストライプを表示する要素のスキャン

サウンドのオン/オフ - このボタンはサウンドのオン/オフを切り替えます。「サウ
ンドイベントの使用」を参照してください。

 視覚化ツール オン/オフ - このボタンは色付けされた視覚化ツールの表示を切り
換えます。詳しくは、「視覚化ツールを理解する」を参照してください。

 分離点の表示/非表示 - このボタンは、現在の設定に基づいてソフトウェアが要素
抽出エンジンに渡す点の表示を切り替えます。
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フラッシュとギャップ要素の例の内側にある分離点の表示

 プローブの初期化 - このボタンはレーザーを起動または初期化します。この操作
は約 15 秒を要し、ポータブル構成でのみ利用できます。レーザーを初期化するま
で、レーザーで何もすることはできません。

 自動ズームのオン/オフ - これは、レーザーの自動ズーム機能をオンまたはオフに
します。スキャンを開始するといつでも自動ズームが、グラフィック表示ウィンド
ウでレーザーデータを含むビューのパン、ズーム、回転、サイズ変更をダイナミッ
クに行って受信データを表示します。

上矢印と下矢印で制限を無効にするか、または任意のボックスに値を直接に入力
できます。しかし、ユーザの測定機は無効な値を拒否し、それらを有効な数に強
制します。

センサーの周波数

このパラメータはプローブの内部センサー周波数をコントロールします。表示される値
は、秒間に感知した周波数です。可変周波数要素を持つセンサは、周波数が高くなると、
より多くのデータを取得します。これは、より多くのデータが常に良いとはされているこ
とを理解することが重要です。可変周波数スキャナを使用すると、サポートされている範
囲の中央の周波数を使用する必要があります。これは速度と精度の間の良好なバランスで
す。
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•

•

行のｵｰﾊﾞｰﾗｯﾌﾟ

要素やスキャンパッチが走査線の幅よりも大きい場合に、プローブの複数のパスが取得さ
れます。このパラメータは各通過が以前の通過にオーバーラップする距離をコントロール
します。デフォルト値は１.0MMです。

ｵｰﾊﾞｰｽｷｬﾝ

オーバースキャンパラメータは測定する要素の境界を超えてスキャンを延長します。

このパラメータはDCCシステムでは、プローブが要素の長軸と短軸の両方に沿って公称
上の要素の寸法をどれだけ超えてスキャンするかを制御します。デフォルト値は2.0MMで
す。実際の位置が理論的な値から極めて異なる要素を測定する場合、PC-DMIS が要素全
体を確実に測定できるようこの値を増やす必要があるかも知れません。

オーバースキャン値は、データのクリッピングを実行しません。[要素を抽出]タブの要素
ベースのクリッピング]エリアで、今からクリッピングを処理します。詳細については、
「幾何学要素ベースのクリッピング」トピックを参照してください。

DCCのレーザーシリンダーやコーン機能については、オーバースキャン 値が負の値
である必要があります。

レーザー突起要素(突起のレーザー円筒情報を参照)に対しては、オーバースキャン
の値は正の数である必要があります。

オーバースキャンを黄色で表示するサンプルスロット自動要素の例

露光

このパラメータはセンサー照射をコントロールします。デフォルト値の150はほとんどの
パーツで良好に作用しますが、多量の光を吸収するパーツ (黒の陽極酸化面など) ではこ
の値を高くする必要があるかもしれません。
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•

•

•

ポイントクラウド

このパラメータは、PC-DMISが自動要素を抽出するCOPコマンドを定義します。「無
効」を選択すると、PC-DMISはスキャンからのデータを内部に保存します。必要に応じ
てメニューから操作|レーザー自動要素を使用して、内部データを削除することができま
す。「自動要素スキャンデータのクリア」を参照してください。

「無効」オプションは、DCCのレーザースキャンで使用されます。

ゲイン (HP-L センサー向け)

プローブツールボックス - [ゲインオプション] 一覧を表示する [レーザースキャン プロパティ] 
タブ

HP-L センサーは、プローブツールボックスの [レーザースキャンのプロパティ] タブに [
ゲイン] と呼ばれる追加の一覧を提供します。

HP-L-10.6 は NORMAL と HIGH をサポートします。

HP-L-20.8 は NORMAL(標準)、HIGH(高) および XHIGH(超高)をサポートします。

HP-L-5.8は、1、2、3、4及び5をサポートしています。

このリストでは、次の感度モードを選択できます：

感度モード
標準感度 - 大部分の標準的なパートで、このデフォルトのセンサーモードを使用す
る必要があります。このモードでは、コマンドウィンドウにおける編集ウィンドウ
で [ QUALITY FILTER ] トグルフィールドが [ ON ] に設定され、編集ウィンドウに
は関連フィールドが表示されます。また、この感度モードは [品質フィルター] アイ
コンを非表示にします。
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高感度 - 高感度モードはPC-DMIS をオンラインモードに実行する場合のみに利用可
能です。標準感度モードでは低品質なデータしか返されないような扱いの難しい素
材から構成されるパーツをスキャンする場合以外は、高感度モードを使用しないで
ください。例えば、光沢があり、暗く、または黒い表面のために非常に多くの光を
吸収するパートはこのタイプのモードを必要とします。但し、高感度モードで通常
のパートをスキャンするとノイズの多いデータになることに注意してください。

超高感度 - 超高は高と類似しています。この超高感度は高オプションを使用して処
理できる素材と比較して、はるかにトラブルの多い可能性のある素材をスキャンす
るためのオプションを提供します。高を使用して良好な結果が得られない場合は、
超高オプションを使用してみることができます。但し、高オプションと同様に、超
高モードで通常部分をスキャンすると、ノイズの多いデータが返ってくることがあ
ります。

高および超高モードでは、ゲインリストの隣に高品質フィルタアイコンが表示され
ます：

 [高品質フィルター]  - このモードを使用すると、二重反射、エッジでの低
品質データおよび外れ値などの低品質な点がフィルターされます。このモード
を有効にすると、コマンドモードにて編集ウィンドウで [ 品質フィルタ ] トグ
ルフィールドがオンに設定され、関連するフィールドが編集ウィンドウに表示
されます。

1、2、3、4及び5の感度 - これらの感度は、HP-L-5.8センサーで使用できます。

スキャンズーム状態 (HP-L-10.6 および HP-L-20.8 センサー向け)

HP-L センサーは [ズーム] と呼ばれる追加のエリアを提供し、プローブツールボックスの
[レーザー スキャンプロパティ] タブの一番下に配置されます。このエリアは、各状態がセ
ンサー周波数、データ密度、および視野（FOV）幅の特定の組み合わせで構成されてい
る、事前定義されたズーム状態で機能するようにセンサーに指示します。
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プローブツールボックス - [サンプルズームエリア] の付いた [レーザースキャンプロパティ] タ
ブ

[ズーム] エリアには縦横に並べられたオプションボタンのグリッドが表示されます。上部
に、"列"はデータ密度を示しています。側に沿って、"行"は視野の幅を示します。緑色の
背景色のオプションボタンを持つ適切な組み合わせのみ選択できます。ソフトウェアは不
適切な組み合わせをグレーアウトします。

有効なオプションボタンの上にマウスポインタを置くと、オプションのスキャンモード情
報の詳細を示す黄色のツールチップが表示されます。

プローブツールボックス - サンプルズームエリアにツールチップを表示する [レーザースキャ
ンプロパティ] タブ
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•

•

HP -L- 20.8で使用可能なスキャンズーム状態

HP-L-20.8 センサーの可能なスキャン状態の例

レーザープローブツールボックス：[レーザーフィルタ プロパ
ティ] タブ

プローブツールボックス：[レーザーフィルタ プロパティ] タブ

[濾過]タブは、PC-DMISがデータを収集するときにデータを濾過する場合に便利です。

以下のフィルタオプションがリストから利用可能です。

フィルタの種類：HP-L センサーでのみ利用可能
点低減

ストライプ
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フィルタ形式：なし

空きフィルタータイプ

初期フィルタは行われません。ただし、点の削減によってフィルタリングするオプション
は残されています。

点の削減フィルタ - このチェックボックスは PC-DMIS がスキャン線に沿って点をフィル
タリングするかどうかを決定します。マークされた場合、フィルタすべき点の総数の目的
のパーセンテージを選択することができます。これを無効にすると、PC-DMISにはフィ
ルタリングせずに完全なデータセットが取得されます。

点のフィルタリングを無効にした例
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点を 50% フィルタリングした例

フィルターの種類：点の削減

点の削減フィルタ - このチェックボックスは PC-DMIS がスキャン線に沿って点をフィル
タリングするかどうかを決定します。マークされた場合、フィルタすべき点の総数の目的
のパーセンテージを選択することができます。これを無効にすると、PC-DMISにはフィ
ルタリングせずに完全なデータセットが取得されます。
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点のフィルタリングを無効にした例

点を 50% フィルタリングした例
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フィルタ形式：ストライプ

このタイプは HP-L センサーでのみ使用できます。

[ストライプ フィルタ] リストでは、スキャンの方向に沿ってスキャン線をフィルタリング
できます。スケールは 1 から 10までの数を選択できます (1 は最小フィルタリングを示し
10 は最大フィルタリングを示します)。これを無効にすると、PC-DMISにはフィルタリン
グせずに完全なデータセットが取得されます。

ストライプフィルタリングを無効にした例
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ストライプフィルタリングを5にした例

点の削減フィルタ - このチェックボックスは PC-DMIS がスキャン線に沿って点をフィル
タリングするかどうかを決定します。マークされた場合、フィルタすべき点の総数の目的
のパーセンテージを選択することができます。これを無効にすると、PC-DMISにはフィ
ルタリングせずに完全なデータセットが取得されます。

点のフィルタリングを無効にした例
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点を 50% フィルタリングした例

レーザー・プローブ・ツールボックス：受入れ角度フィル
タータブ

レーザー・プローブ・ツールボックス - 受入れ角度フィルター・タブ

受入れ角度フィルタータブでは、スキャン方向に沿う及びスキャン方向に垂直プロパティ
を設定できます。

これを行うには、[フィルターを有効にする]チェックボックスをオンにして、次のボック
スに値を入力します：
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•

•

•

スキャン方向（+/-）に沿う - この値は、スキャン方向の許容できる入射角を定義し
ます。デフォルトの値は50度です。最大値は90度です。

スキャン方向（+/-）に垂直 - この値は、スキャン方向に垂直の許容できる入射角を
定義します。デフォルトの値は70度です。最大値は90度です。

[フィルターを有効にする]チェックボックスを選択しない場合、フィルターは無効になり
ます。

これらのフィルターの目的は、入射角を制限し、PC-DMISが大きな入射角を持つ点を収
集するのを防ぐことです。大きな入射角で点を収集すると、より高い分散が期待できま
す。フィルタは、入射角が大きくなりすぎた場合に発生する可能性のある外れ値を削除し
ます。

推奨：

デフォルトのフィルター値を使用して、最高品質のポイントクラウドデータを収集
します。

形状が複雑であるか、領域または特定の要素に到達するのが難しいためにカバレッ
ジが十分でない場合、先ずは角度の値を増やします。

それでもカバレッジが十分でない場合は、入射角フィルターオプションを無効にし
ます。

レーザープローブツールボックス：[レーザークリップ領域の
プロパティ] タブ

[レーザークリップ領域プロパティ] タブ
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[レーザークリップ領域プロパティ] タブではセンサーの視界内で、指定した領域の外側に
あるデータを破棄するためのパラメータを設定できます。この機能により、関連データの
みを保持できます。

キーストーン：センサーの最大視界を表すレーザービュー (下を参照) の大きな緑色の台
形です。クリップ領域はこの視界の範囲内にあります。

センサーベースのクリップピング領域 - センサーの視界内にある小さな緑色の台形。

上、左、右、および 下のボックスは 0 から 100 パーセントの値に設定でき、これによっ
てクリップ領域を制御します。これにより、不要なデータを破棄できます。

[下]および[左] の値が0%で[上]および[右]の値が100%の場合、クリップ領域は最大視界と
同じであるためセンサーは収集されたすべてのデータを保持します。

トップ 85、底 85、左 15、および右15 を使用したデータのクリップ例

例えば、クリッピング領域を使用して穴を測定することができます。隣接する穴からデー
タを取得して要素計算を妨害したくないため、クリップされた領域をコントロールして望
ましくないデータを廃棄することができます。

線のドラッグ
希望の割合を設定する別の方法は、マウスポインターを使って小さな緑色台形のクリッピ
ング領域の線をドラッグすることです。



PC-DMIS 2026.2 - ﾚｰｻﾞｰ Manual

82

•

•

◦

レーザープローブ ツールボックス： [要素の抽出] タブ

[要素の抽出] タブ

[要素の抽出] タブでは円環と要素ベースのクリップパラメータを指定できるほか、サポー
トする要素の外れ値を削除できます。

[要素抽出]タブはレーザーセンサーでのみ使用できます。上の画像は可能なすべて
のオプションを示しており、説明のためにのみ表示されます。選択する要素タイ
プは、PC-DMIS が [要素抽出] タブに表示するオプションを決定するのに使用す
る 1 つの基準に過ぎません。

要素の型によって、以下の要素の抽出パラメータが利用可能です：

要素に基づいたパラメータのクリップ - これは、すべてのレーザー自動要素で使用
できます。

リングバンドパラメータ - これは、円、円錐、円筒、多角形、円形スロットおよび
角型溝自動要素でのみ使用できます。

プローブツールボックスの [要素抽出] タブには、円筒を囲む平面のベクトルに
円筒要素を制約するのに使用できる制約される軸と呼ばれる追加機能がありま
す。平面はリングバンドエリアによって定義されます。[制約される軸] オプ
ションは円筒要素でのみ利用でき、[リングバンド] オプションを選択するとき
にのみ利用可能です。

下記画像に [制約される軸] オプションの前および後の効果を表示しています。
下に示されるとおりデータが不十分でも、このオプションは平面のベクトルに
制約される安定した円筒要素を計算します。
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•

◦

◦

制約される軸が選択されていない例 (左) と選択されている例 (右)

フィルター：

外れ値の削除パラメータ - これは最上部点、表面点、平面、円、円錐、円筒、
多角形、円形スロット、方形スロットおよび球自動要素に対してのみ使用でき
ます。

垂線が外側にある点を削除パラメータ - これはすべてのレーザー自動要素に対
して使用できます。

最大入射角の外側にある点を除外する場合、プローブツールボックスの [要素
抽出] タブの [フィルター] エリアから [法線が外側にある点を削除] チェック
ボックスを選択し、要素抽出の [角度] ボックスに値を入力します。

要素抽出の角度フィルターはレーザーの入射方向 (ほぼレーザーセン
サーの方向) を分離された点の推定される垂線と比較するように最初
は設計されていました。3D レーザー要素 (レーザー自動円錐、円筒、
平面、球、表面点、構築された抽出円錐および平面) では、フィル
ターはポイントクラウド点の推定される垂線を要素の垂線と比較する
ようになりました。これによって結果が大幅に改善されます。2D 
レーザー要素は変更がなく、従来の入射角フィルター法を使用しま
す。

[フィルター]エリアの詳細については、PC-DMISレーザーのドキュメ
ントの「フィルター」トピックを参照してください。

要素に基づいたパラメータのクリップ

非平面自動要素に対する要素に基づいたクリップエリア
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•

•

示されたすべてのオプションがすべての要素タイプに対して利用できるわけでは
ないことに注意してください。

[水平] ボックスと(利用可能な場合は) [垂直] ボックスに距離を入力すると、PC-DMIS は水
平方向と垂直方向の両方でレーザーデータをクリップします。要素の抽出時に、この距離
は定義された距離の外側にあるすべてのレーザーデータをクリップして除外します。

または、3D要素の場合、表面上のすべてのCAD要素の周囲のオフセット境界内でデータ
をクリップできます。これは CAD 分離と呼ばれます。このオフセット境界の詳細につい
ては、下記の「CADオフセット」を参照してください。

円錐要素の自動作成の場合：

[水平]オプションの値は、（点要素が存在する）円形境界が理論上の直径よりどれだ
け大きいかを定義します。

[垂直]オプションの値は、（点要素が存在する）円柱の境界が理論上の長さよりどれ
だけ長いかを定義します。

水平および垂直上向き/下向きクリッピング - 点要素

すべてのレーザー自動要素が標準の水平クリッピングをサポートします。レーザー自動球
要素を除くすべてのレーザー自動要素が垂直上向き/下向きクリッピングをサポートしま
す。

同じ水平および垂直上向き/下向き設定での各レーザー自動要素点タイプの例を以下に示
します。

同じ要素ベースのクリッピング設定でのレーザー自動点：エッジ点 (左)、最上部点 (中)、表面
点 (右)
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•

•

•

•

•

•

•

•

•

水平クリッピング、垂直上向き/下向きクリッピングおよび CADオフセット

自動要素のすべてが標準の水平クリッピングをサポートします。以下の要素は垂直上向
き/下向きクリッピングと CAD オフセットをサポートします。

円錐

円柱

面

PC-DMISは、機能ベースのクリッピンのグリングで定義されたクリッピング距離を色付
きのリングとして表示します。水平方向のクリッピングは黄色のリングで表示され、垂直
方向のクリッピングは薄緑色のリングで表示されます。

水平内部/外部クリッピング

内部要素の場合にのみ、一番奥の黄色リングとして表示されている水平内部クリッピング
および一番外側の黄色リングとして表示されている外部クリッピングを適用できます。

以下のレーザー自動要素は水平内部/外部クリッピングをサポートします。

円

ﾎﾟﾘｺﾞﾝ

長穴

角穴

水平外部クリッピングでは、リングバンドの外部オフセット値より大きいな値を入力する
必要があります。下記の 2D レーザー自動円要素の例を参照してください。

各要素の公称サイズは次のように定義されます：

円の直径

ポリゴンの内径

円形スロットまたは角型溝の幅と長さの間の最短値
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水平内部クリッピングのパラメータは、要素抽出タブの要素ベースのクリッピングエリア
にあります。この値を設定するには、Settings EditorのInner_Horizontal_Clipping
エントリを使用することもできます。詳細については、PC-DMIS Settings Editorのドキュ
メントの「Inner_Horizontal_Clipping」トピックを参照してください。

クリッピングの例

下記は内部自動レーザー円要素の例です。
A - 水平内部クリッピングリング
B - 上向き垂直クリッピングリング
C - 水平外部クリッピングリング
D - 下向き垂直クリッピングリング
E - 内部オフセットリングバンド
F - 外部オフセットリングバンド

水平および垂直上向き/下向きクリッピングが有効なレーザー自動平面要素の例

レーザー円自動要素の標準的な編集ウィンドウコマンドを下記に示します。
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CIR1       =FEAT/LASER/CIRCLE/DEFAULT,CARTESIAN,IN,LEAST_SQR
 
             THEO/>40,30,0<,>0,0,1<,30 
             ACTL/>40,30,0<,>0,0,1<,30 
             TARG/>40,30,0<,>0,0,1< 
             ANGLE 
 VEC=>1;,0,0<             DEPTH=1,START 
 ANG=0,END ANG=360             DIRECTION=CCW 
             SHOW 
 FEATURE PARAMETERS=NO             SHOW_LASER_PARAMETERS=YES
 
                REFERENCE 
 ID=COP1                INNER 
 HORIZONTAL CLIPPING=2,OUTER HORIZONTAL CLIPPING=3 
               UP 
 VERTICAL CLIPPING=1,DOWN VERTICAL CLIPPING=4 
               RINGBAND=ON,INNER 
 OFFSET=1,OUTER OFFSET=2                OUTLIER_REMOVAL=OFF 
                REMOVE 
 POINTS WITH NORMALS OUTSIDE=ON,40

CADのオフセット

レーザー自動平面要素に対する要素に基づいたクリッピング領域

すべての 3D 自動要素とすべての 3D 構築済抽出要素（平面、円錐、円柱および球）に対
して CAD オフセットオプションを有効にできます。CAD オフセットオプションは、PC-
DMISが選択された CAD 面の境界から離れて、要素のエッジまでのオフセット距離内に
ある点を削除する方法を提供します。

このチェックボックスをマークすると、PC-DMIS は面の CAD モデルの表面で各要素の
周りに黄色のオフセット境界を作成します。
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CADベースのクリッピングを有効にしたレーザー自動要素の例

CAD オフセットが 1 （左）と CAD オフセットが 3（右）の円筒自動要素の例

分離された点を表示するには、プローブツールボックスの [レーザースキャンプロ
パティ] タブにある [分離された点を表示/非表示にする] ボタンを有効にする必要
があります。詳しくは、PC-DMIS Laser ドキュメントの「レーザープローブツー
ルボックス：レーザースキャンプロパティタブ」トピックを参照してください。

レーザー円筒要素を抽出するとき、リングバンド オプションを使用しない限り、
CAD オフセット オプションが利用可能です。

PC-DMISは、選択された表面の周囲に境界を描画して、考慮される点のエリアを表示し
ます。CADオフセットオプションを使用する場合は、CAD面を選択する必要がありま
す。
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PC-DMIS は選択された CAD モデル表面上のすべての要素のオフセット境界内側
にあるレーザーデータをクリップします。PC-DMIS はオフセット境界の外側の
データを使用して平面を解決します。

例えば、次の画像について考えてみます。この画像は、サンプルパーツの一部を
示します。このセクションは、PC-DMISが平面自動要素を作成するために使用す
るデータを示します：

画像上の半透明のオレンジ色のオーバーレイは、説明のみを目的としていること
に注意してください。PC-DMISでは表示されません。

バンドパラメータリング

特徴抽出 - リングバンド

[リングバンド] エリアを使用して、要素の投影面と法線ベクトルを計算することができま
す。PC-DMIS は要素データを円環 (リングバンド) の平面に投影します。以下のリングバ
ンド コントロールを使用して、円、円錐、円筒、多角形、円形スロットおよび方形ス
ロットの要素抽出を行うことができます。

ﾘﾝｸﾞﾊﾞﾝﾄﾞ
リングバンド - このオプションを選択すると、ソフトウェアは以下のリングバンドオプ
ションを有効にします：

平面の選択

PC-DMISバージョン2020 R1以前では、リングバンドオプションを使用してCADモ
デル上の円筒を選択すると、ソフトウェアが平面上にリングバンドを設定します。
この平面はCADモデルの設計に基づいた円筒要素の下端にある仮想平面です。
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平面が現実のものではなく、仮想平面を貫通してその交差ポイントを取得すること
によって、円筒を定義するには不適切であるという問題があります。その理由は、
検査しているパートに応じて、円筒と平面の間に複数のコンポーネントが存在する
場合があるからです。

その結果、円筒と平面間の交差ポイントの公称値がZ軸において一定値だけ離れるこ
とになります。仮想クリッピング (切り取り)を設定すると正しい測定値が得られ、
実際の平面がリングバンド領域に含まれるため、正しいZ位置で測定されるようにな
ります。公称値が間違っているため、レポートされる偏差に問題が生じます。

[リングバンド]チェックボックスを選択すると、[平面選択オン/オフ]ボタンが有効に
なります。このボタンは、Laser用プローブツールボックスの[要素を抽出]タブの[リ
ングバンド]セクションにあります。CADモデルでボタンをクリックして希望の平面
を選択し、その平面にリングバンドコントロールを設定し、ソフトウェアが公称値
を正しく更新するようにします。

2D要素（円、ポリゴン、円形スロット、角型溝）をプログラムする場合、PC-DMIS
がプログラムし、要素を抽出する平面を選択できます。これを行うには、平面選択
オン/オフボタンをクリックし、グラフィック表示ウィンドウで平面を選択します。
2D要素の公称Zがその平面に移動します。PC-DMISは、選択された平面から定義さ
れた深さ位置で選択された平面を計算します。次に、要素をこの平面に投影しま
す。

2D要素を抽出するリングバンド平面を選択する前の例：Z公称= 69
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•

•

2D要素を抽出するリングバンド平面を選択する後の例：Z公称= 70

深さパラメータの設定は、計算にとって非常に重要です。その理由は、要
素抽出機能がこの値を使用して点を検索し、2D要素を計算するためです。
計算では、選択した平面を基準にした深さパラメータ値が使用されます。

要素を抽出するポイントクラウドのその深さに点があることを確認するの
はユーザーの責任です。

内部オフセットと外部オフセット
リングバンドが無効であ場合、PC-DMIS は自動円、自動多角形、自動円形スロット
および自動方形スロットに対して以下のデフォルト値を使用します。

内部オフセット = 0.4 ×理論直径値

外部補正 = 内部補正 値 + 3mm

内側オフセット - この値は、リングバンドの内側エッジの理論上の要素半径または
形状からのオフセットを提供します。この値は測定ルーチンの単位で表され、ゼロ
以上でなければなりません (値0は円環の内側エッジが理論要素と一致していること
を意味します) 下の画像を参照してください。

外側オフセット - この値は、理論要素半径からのオフセットまたはリングバンドの
外側エッジの形状を提供します。この値は測定ルーチンの単位で表され、内側半径
オフセット値より大きくなければなりません。下の画像を参照してください。
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(A) リングバンドの外縁
(B) リングバンドの内縁
(C) 要素の理論値
(D) 外側オフセット
(E) 内側オフセット

制約された軸
プローブツールボックスの [要素抽出] タブには、円筒を囲む平面のベクトルに円筒要素を
制約するのに使用できる制約される軸と呼ばれる追加機能があります。平面はリングバン
ドエリアによって定義されます。[制約される軸] オプションは円筒要素でのみ利用でき、[
リングバンド] オプションを選択するときにのみ利用可能です。

下記画像に [制約される軸] オプションの前および後の効果を表示しています。下に示され
るとおりデータが不十分でも、このオプションは平面のベクトルに制約される安定した円
筒要素を計算します。

制約される軸が選択されていない例 (左) と選択されている例 (右)
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•

フィルター

要素の抽出 - フィルター区域

外れ値を削除 - このチェックボックスがマークされると、標準偏差の倍数オプションの値
に基づいて要素から外れ値が除外されます。[外れ値を削除]チェックボックスは、次の自
動要素にのみ適用されます：円錐、円柱、フラッシュとギャップ、平面、球、および面上
点。

2Dレーザー自動要素（円、多角形、円形スロット、角型溝）の場合、[外れ値の削
除]フィルターは、[自動要素]ダイアログボックスの[測定プロパティ]エリアの[深
さ]値が0（ゼロ）に設定された場合にのみ使用できます。

深さを0（ゼロ）に設定して[外れ値を削除]フィルターオプションを有効にする例

要素のエクストラクタは、すべてのポイントに基づいて標準偏差を取得する最初の
試みで要素を内部的に2回以上評価します。
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• 連続した試行では、Σで乗算された外れ値の範囲内にある点のみを使用して要素が再
評価されます。偏差のガウス分布では、シグマは要素の適合のために使用されるの
に最適な点の68.2%の範囲となります。

標準偏差倍数 - このオプションの値はフィルタの選択を定義します。これは、一般
に 0 より大きい実数です。mが選択された値である場合、抽出円錐から離れるすべ
ての走査点はmxの実際の標準偏差（つまり、算出した要素の測定点の標準偏差であ
る）よりも大きいから切り離されていることを意味します。したがって、mの値は
より低くければ、より多いフィルタが選択できます。

つまり、最初の評価では標準偏差はすべての点に対して評価されます。正
規分布では、これは以下のように表示されます：

これは、最適な点は 0 から 1Σ までの間にあることを意味します。例えば、
この範囲の点のみを取得したい場合、0 から 1 までの外れ値を指定する必
要があります。それより大きな外れ値を使用した場合は良い結果は得られ
ません。

外部の法線を持つ点を削除

最大入射角の外側にある点を除外する場合、プローブツールボックスの [要素抽出] タブの
[フィルター] エリアから [法線が外側にある点を削除] チェックボックスを選択し、要素抽
出の [角度] ボックスに値を入力します。
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要素抽出の角度フィルターはレーザーの入射方向 (ほぼレーザーセンサーの方向) 
を分離された点の推定される垂線と比較するように最初は設計されていました。
3D レーザー要素 (レーザー自動円錐、円筒、平面、球、表面点、構築された抽出
円錐および平面) では、フィルターはポイントクラウド点の推定される垂線を要
素の垂線と比較するようになりました。これによって結果が大幅に改善されま
す。2D レーザー要素は変更がなく、従来の入射角フィルター法を使用します。

[フィルター]エリアの詳細については、PC-DMISレーザーのドキュメントの
「フィルター」トピックを参照してください。

この設定を有効にすると、PC-DMISは、クリッピングゾーン内の各走査点の推定法線
を、要素の理論上の法線（または3D要素の場合はCAD面）と比較します。

法線が外側にある点を削除する設定は、レーザー円、円錐、円筒、エッジ点、フ
ラッシュとギャップ、平面、多角形、円形スロット、球、方形スロットおよび表
面点自動要素に対してのみ利用可能です。エッジ点とフラッシュおよびギャップ
要素は、2Dフィルタ法を使用します。

レーザー要素を測定する場合、このフィルターは、パートの反対側または隣接表面の上に
あるスキャンされた点を除外します。要素抽出の角度値が小さいほど、PC-DMIS はより
多くの点を除外します。

[レーザー自動要素] ダイアログボックスの [レーザースキャンプロパティ] タブにある [分
離された点を表示/非表示にする] ボタン ( ) を有効にするとき、要素抽出角度フィル
ターの効果は明白です。

要素抽出角度フィルターを使用した 3D 要素
最大入射角の外側にある点を除外する場合、プローブツールボックスの [要素抽出] タブの
[フィルター] エリアから [法線が外側にある点を削除] チェックボックスを選択し、要素抽
出の [角度] ボックスに値を入力します。

要素抽出の角度フィルターはレーザーの入射方向 (ほぼレーザーセンサーの方向) 
を分離された点の推定される垂線と比較するように最初は設計されていました。
3D レーザー要素 (レーザー自動円錐、円筒、平面、球、表面点、構築された抽出
円錐および平面) では、フィルターはポイントクラウド点の推定される垂線を要
素の垂線と比較するようになりました。これによって結果が大幅に改善されま
す。2D レーザー要素は変更がなく、従来の入射角フィルター法を使用します。

[フィルター]エリアの詳細については、PC-DMISレーザーのドキュメントの
「フィルター」トピックを参照してください。

file:/C:/Users/atiwari1/AppData/Local/Temp/RHTMP/Manual%20-%20pdfJGnUAz/Filters.htm
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レーザー自動要素には、水平および垂直クリッピングゾーンがあります。PC-DMISは、
初期にクリッピング・ゾーン内のすべてのスキャンポイントを評価します。

3D要素（面上点、平面、円筒、円錐、および球）の場合に、この設定は、各スキャンポ
イントの推定法線を要素理論法線またはCADモデルを使用する場合のCAD表面のベクト
ルと比較します。

PC-DMISは、要素を測定する時に、この角度の外側にあるベクトルを持つ点を除外しま
す。

(A) - 平面（隣接面）

3D レーザー自動点要素に適用される要素抽出角度の例
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両側でスキャンされた薄い板金パートからレーザー自動面上点を作成したとしま
す。

要素の抽出 - パーツの偏差が含まれるように（この場合は板金の厚さよりも大き
い）垂直クリッピングゾーンが設定されます。

この画像では、最大入射角は使用されません。

走査された点の法線が考慮に入れられていないので、抽出された点は、部品の両
側からのデータを使用します。

この画像では、スキャンは60度の最大入射角が使用されます。
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ソフトウェアは、クリッピングゾーン内の各点の推定法線をレーザー自動表面点
の理論法線と比較します。PC-DMISは、要素の計算にこの角度を外れる点を使用
しません。

 

2D レーザー自動球要素に適用される要素抽出角度の例
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球のレーザー抽出には、隣接する表面を除外するために以前には追加のステップ
と手動選択が必要でした。

この画像では、最大入射角は使用されません。

PC-DMISは、球の計算に隣接する平面からのデータを使用します。

 

この画像では、60度の最大入射角度が使用されます。
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PC-DMISには、いくつかの範囲外の点が含まれています。

 

この画像では、PC-DMISは45度の最大入射角が使用されます：

この最後の例では、実際の球データが最適に表されています。
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要素抽出角度フィルターを使用した 2D 要素
レーザー自動要素には、水平および垂直クリッピングゾーンがあります。PC-DMISは、
初期にクリッピング・ゾーン内のすべてのスキャンポイントを評価します。

2D要素（円及びスロット）の場合、この設定では、各スキャンポイントの推定法線を要
素の理論表面法線と比較します。

(A) - 面ベクトル

PC-DMISは、要素を測定する時に、この角度の外側にあるベクトルを持つ点を除外しま
す。

2D レーザー自動円要素に適用される要素抽出角度の例
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両側でスキャンされた板金パートから自動円を作成したとします。

要素の抽出 - パーツの偏差が含まれるように（この場合は板金の厚さよりも大き
い）垂直クリッピングゾーンが設定されます。

この画像では以下のように角度値は使用されません。

走査された点の法線が考慮に入れられていないので、抽出された円は、部品の両
側からのデータを使用します。

この画像では以下のように角度値 75 が使用されます。
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•

•

PC-DMISは、クリッピングゾーンの各点の推定法線をレーザー自動円、表面理論
ベクトルと比較します。PC-DMISは、この角度から外れるベクトルを持つ点を要
素計算に使用しません。

レーザプローブのツールボックス：CWSパラメータタブ

プローブ･ツールボックス：CWSパラメータ･タブ

システムが適切に設定されると、プローブツールボックス(表示|その他のウインドウ|プ
ローブ ツールボックス)のCWS パラメータタブが利用可能です：

CWSをアクティブなレーザーシステムとして設定する必要があります。通常、工場
はスタートアップ手順の間に、またはサービス･エンジニアによってこれをローカル
に行います。

システムを設定したら、次に正しいプロパティを使用してプローブを定義する必要
があります。プローブのユーティリティダイアログボックスでプローブを作成でき
ます。OPTIV_FIXED選択とCWSを含んでいるレンズを使用する必要があります。
工場によって提供されていない場合は、USRPROBE.DATファイルでこれを定義す
る必要があります。

+ 公差
測定の上限公差値を定義します。

- 公差
測定の下限公差値を定義します。

CWS が埋め込み型コントローラ上にある場合、[CWS パラメータ] タブには上限
公差および下限公差オプションしかありません。
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•

•

周波数 (測定レート)
測定レートは光学センサーが単位時間当たりに記録する測定値の数を設定します。例え
ば、測定レートが2000 Hz に設定された場合、一秒間に2,000の測定値が取得されます。
画面の強度インジケータが正しい設定値の選択に役立ちます。

設定範囲

原則として、ユーザーはできるだけ短時間で多くの測定値を得るために可能な限りの高い
測定レートで測定するよう努力することが求められます。非常に低い反射率を持つ表面の
場合、測定レートを下げる必要があるかも知れません。これは光学センサーのより長い
CCDラインを照らす効果があるため、反射光の強度が非常に低くても測定可能です。

高反射の表面上で小さな測定レートで CCD-ラインの過変調を行うとエラーを引き起こす
ことがあります。CWSコントローラボックスの輝度インジケータに、「Int：999」の点
滅、またはプローブ計測値ウィンドウに100％またはほぼ100％の輝度値が表示されてい
る場合、過変調が発生しています。

過変調を示すプローブ計測値ウィンドウ

過変調が発生したら、次に高い測定レートを選択します。最大測定レートが
(CHRocodileS で 2000Hz、CHR150E で 1000Hz) 既に設定されている場合、反映強度は
次の2つの方法のうちの1つによって削減されます：

センサーハンドを測定レンジの閾値上限または下限に移動する

autoadaptfunctionを有効にします（ここでAuto IntensityパラメータがONに設定
される）。これにより、ランプ強度がパーツの反射率に連続的に依存するようにな
ります。ここでは暗いリファレンスは使用されません。この方法は PC-DMIS でサ
ポートされます。
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露光時間 (輝度の値)
AUTO IntensityパラメータがONに設定された場合は、ここで露光時間（輝度値）を選択
できます。

ランプの輝度は定義されたパーセンテージの変調強度に到達するように変調されます。そ
の値は 0% ～ 75% の間です。ほとんどのアプリケーションでは、推奨される明るさの値
は20％から40％の間です。

自動強度
この値はLEDの相対的なパルス幅を定義し、それとともに光源の有効輝度も定義します。

最高の測定レートでも過変調が発生する高反射面を測定している場合は、露光時間を短く
するのが妥当です。

反射率の低い表面を高い測定レートで測定する最善の方法は、より長いパルス幅を使用す
ることです。

自動強度：オフ

LEDの現在の光度を使用するには、自動光度ボタン（ ）をオフにします。

自動光度：ON

自動光度ボタンがONに設定されていると、露光時間中のLEDのフラッシュ時間を個
別に調整することで、さまざまな表面で測定するときに最適な光度設定を自動的に
受け取ることができます。これはまた最適な信号対雑音比を可能にします。

システムはランプの明るさを変調して、定義された割合の変調振幅を達成します。
その値は 0% ～ 75% の間です。ほとんどのアプリケーションでは、推奨される明る
さの値は20％から40％の間です。

オフセット
これは、測定機が測定位置に加えて測定方向に移動するオフセット距離です。
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HP-OW（CWS）センサーのオフセットをサポートするには、バージョン
51.03.000以降のDCファームウェアがインストールされている必要があります。

例えば、HP-OWまたはCWSセンサーを使用して測定される機能を備えた測定
ルーチンを実行するとします。オフセットパラメータが0に等しくなく、現在の
DCファームウェアバージョンがHP-OWオフセットパラメータをサポートしてい
ない場合、PC-DMISは次のエラーメッセージを表示します：

PC-DMIS メッセージ：

レーザーパラメータ「オフセット」が CMM コン
トローラによってサポートされていません。

オフセットを適用する前後の線形スキャンの例

A = スキャンパス
トップ - 適切なオフセットがないと、下面は測定範囲に入り、上部のターゲット面の線
形スキャンに影響します。
底 - 適切なオフセット（+0.3）が適用されると、要素のターゲットの上面のみが測定範
囲内にあり、線形スキャン測定が成功します。

オフセットを適用する前後の厚さスキャンの例
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A = スキャンパス
トップ - 適切なオフセットがないと、下面が測定範囲に収まらず、厚さスキャンが失敗
します。
下部 - 適切なオフセット (-0.6) が適用される場合、要素の両面は測定範囲内に入り、厚
さを正常に測定します。

強度フィルタ
この値は、ノイズと測定信号の間のしきい値を定義します。ソフトウェアは、このしきい
値を下回るピークは無効であると認識し、測定値 "0"としてディスプレイに表示します。

有効な測定値では、強度は CHRocodileS の場合は 0 から 999、CHR150E の場合は 0 か
ら 99 の間に収まるはずです。それ以外の場合は測定レートを変更する必要があります。

反射率の低い表面までの距離を測定すると、反射光の強度が低すぎる可能性があるため、
測定速度を遅くする必要があります。1 kHz未満の測定レートの場合、しきい値は
CHRocodileSでは40、CHR150Eでは25になります。これにより、誤測定になるような、
ノイズよりわずかに立ち上がるだけの極端に低い強度の測定値を避けることができます。

1 kHz以上の測定レート（CHRocodileSの場合のみ）では、15のしきい値がデバイスの動
特性を最大限に活用するのに最適です。

ﾌｫｰｶｽ
このセクションには、X、Y、Z、および信号品質の4つのボックスがあります。右側の自

動フォーカスボタン をクリックしてフォーカスまたは表面測定を実行し、X、Y、Z、
および信号品質の値を表示します。

詳細については、PC-DMIS Visionドキュメンテーションの「CWSパラメータ」を参照し
てください。
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レーザープローブツールボックス：レーザーAF複数作成タブ

プローブツールボックス：レーザーAF複数作成タブ

レーザーAF複数作成タブはレーザーエッジ点自動要素でのみ使用できます。このタブは
レーザーエッジ点自動要素用のレーザースキャンプロパティタブでのポイントクラウドオ
プションが有効な COP IDに設定されているときに表示されます(オプションは無効に設定
されません)。

要素が既存のCOPオブジェクトから抽出される場合に、抽出された自動要素に対してこ
のタブを使用することができます。直接測定する要素(つまり、ポイントクラウドオプ
ションが無効に設定されている場合の要素) では使用できません。

複数要素を作成する - モデル上の曲線を選択して複数の要素を作成するには、このチェッ
クボックスを選択します。表面点要素では、代わりに表面を選択します。以下に注意して
ください。

曲線は連続的でなければなりません。それらを選択または選択解除するにはCtrlを押
します。以下の例を参考にして下さい。
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Ctrlを使用して追加の連続曲線を選択する

Ctrlを使用して追加の連続曲線を選択する

PC-DMISが曲線上に作成する最初の点は、曲線自体の始点を基準にして、水平ク
リッピング値にスペーサー値を加えたものに等しい距離にあります。これは、PC-
DMISが目的の曲線から最初の点を抽出しないように意図的に行われます。例を以下
に示します：
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最初の曲線の選択

ドラッグ機能を使用して、CAD曲線の一部を選択できます。要素はこれに応じて更
新されます。

複数要素を作成するチェックボックスをクリアすると、エッジ点は開始点として設定され
る表面およびエッジベクトルを持ち、ユーザーは抽出パラメータを調整することができま
す。これは、複数要素を作成するチェックボックスが選択されている場合、作成する要素
のベクトルに影響を与えません。

PC-DMISは、曲線に近い面の選択に基づいて、これらの要素のベクトルを作成し
ます。言い換えると、結果として生じる要素の(曲線に近い)表面ベクトルはク
リックして曲線自体を選択する必要のある表面上のベクトルです。したがって、
予測できないベクトルや反転したベクトルを避けるために、曲線を正確にクリッ
クしないことをお勧めします。

CAD選択方法 - 希望のCAD要素を選択します。

ステップ - このオプションでは、選択した曲線または作成している要素間の曲線に沿った
間隔を選択することができます。

複数作成の結果が下記のように表示されます。
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実行モード
PC-DMISレーザーでは、次の実行モードのいずれかを使用できます。

非同期実行モード（既定のモード）

シーケンシャル実行モード

非同期実行モードの使用

これがデフォルトの実行モードです。このモードにおいて、実行を高速にするために、ソ
フトウェアはすべての要素計算上のエラーを無視して次の要素に進みます。エラーがプロ
グラム実行中に発生した場合は、実行ダイアログボックスには、この2つのオプションが
表示されます：

 キャンセル - これは、測定ルーチンの実行をキャンセルします。

 スキップ - これは次の要素からパートプログラムの実行を再開します。スキッ
プされた要素コマンドは編集ウィンドウで赤色に変わります。
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実行ダイアログボックスの使用

非同期実行モードの例
測定ルーチンのシーケンスには3つの円があると仮定します。次のようにこの実行モード
が動作します。

スキャン1。

そのポイントクラウドからCIR1の抽出を開始します。

スキャン2。

そのポイントクラウドからCIR2の抽出を開始します。

スキャンCIR3。

そのポイントクラウドからCIR3の抽出を開始します。

CIR2が抽出に失敗する場合、そのエラーが発生しますが、デフォルト実行・モードが実
行を継続するので、マシンがCIR3を既にスキャンしている間か、または将来の要素に計
算上のエラーが実行ダイアログ・ボックスに現われるかもしれません。測定エラーが発生
するときに実行を中止させたいならば、シーケンシャル実行モードを使ってください。

このモードでオンエラーコマンドを使用すること
非同期実行モードにおいては、PC-DMISがエラーに遭遇し、ONERRORコマンドに下記
に示すとおりに定義されたスキップパラメータを持つ場合、PC-DMISは実行ダイアログ
ボックスを非表示にし、エラーがあった要素をスキップします：

ONERROR/LASER_ERROR, SKIP

重要なエラーがない限り、スキップパラメータは測定ルーチンを終わりまで継続に実行さ
せます。

パートプログラム全体の実行が終了した後、 PC-DMISはダイアログボックスで実行でき
なかった要素を表示します。そのダイアログボックスから必要に応じて、リストアップさ
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れた任意要素をクリックし、編集ウインドウで要素コマンドを見つけて編集することがで
きます。

実行が失敗した要素ダイアログ・ボックスのリスト

On Errorコマンドの詳細については、「On Errorコマンドを使用したレーザーセンサーエ
ラーの処理」を参照してください。

シーケンシャル実行モードの使用

順次実行モードにおいては、測定プログラムが要素を測定し計算する場合、現在の要素を
計算し終えるまで、それは実行を継続しません。この実行モードにより、エラーメッセー
ジが表示された場合に問題となっている要素に関する情報に集中することができます。さ
らに、メッセージが表示されると実行が停止します。これはパートの衝突を回避するのに
役立ちます。逐次実行モードは、デフォルトの（非同期実行）モードよりも遅いですが、
エラーが発生するとそれを監視することができます。

一般的には、初めて測定ルーチンを実行するとき、またはマシンの動き、レーザパラメー
タ、または要素の計算をテストしたいときにこのモードを使用する必要があります。

エラーが順次実行モード中に発生した場合は、[実行]ダイアログボックスで、次のオプ
ションがあります：

 キャンセル - このオプションは、測定ルーチンの実行をキャンセルします。

 スキップ - このオプションは次の要素からパートプログラムの実行を再開しま
す。スキップされた要素コマンドは編集ウィンドウで赤色に変わります。

 再試行する - このオプションは実行を再試行します。失敗した要素から開始
されます。
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実行ダイアログボックスの使用

順次実行モードを有効にする
順次実行モードを有効にするには、 ファイル|実行|シーケンシャル実行 を選択して 編集
ウィンドウ ツール バーから順次実行 アイコンをクリックしてください。

編集ウィンドウ ツール バーのシーケンシャル実行アイコン

ソフトウェアは順次実行モードにあるときは、このアイコンを押された状態で表示しま
す。PC-DMISは現在の実行にでは、単に順次実行のモードを維持するだけです。後に、
PC-DMISはデフォルト実行モードに戻ります。

オンエラーコマンドについて
On Errorコマンドは順次実行モードでは機能しません。PC-DMISは、発生したOn Errorコ
マンドをすべて無視します。On Errorコマンドの詳細については、「On Errorコマンドを
使用したレーザーセンサーエラーの処理」を参照してください。

サウンドイベントの使用
サウンドイベントは視覚的なユーザーインタフェースに加えて音声によるフィードバック
を提供します。これによって、画面から離れている場合に測定作業を実行することができ
ます。セットアップオプションダイアログボックスのサウンドイベントタブにアクセスす
るには、編集 | 基本設定 | セットアップメニュー項目を選択します。

レーザー装置を使用して作業を行うときに、以下のサウンドイベントオプションは特に役
立ちます：

レーザーマニュアル校正下部： 所定のフィールドの校正測定が球の下の領域で取得され
る必要があるとき、サウンドが再生されます。
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•

レーザーマニュアル校正フィールドカウンター - このサウンドは校正中に測定がどの
フィールドで取得されるべきかを示すために再生されます。

1 ビープ- 遠い

2 ビープ- 左

3 ビープ- 右

レーザーマニュアル校正トップ - このサウンドは球の下の領域で所定のフィールドの校正
測定を取得する必要があるときに再生されます。

レーザーセンサー初期化の終了 - このサウンドはレーザーセンサー初期化の最後に再生さ
れます。

レーザーセンサー初期化の開始 - このサウンドはレーザーセンサー初期化の最初に再生さ
れます。

レーザースキャン - このサウンドはセンサー校正の新規各ステップで再生されます。

レーザービューの使用
レーザービューはグラフィック表示ウィンドウのビューにあり、センサーが何を「見てい
る」かを可視化することができます。レーザータブをクリックするといつでもレーザー
ビューにアクセスできます。

レーザー プローブ校正、スキャンおよび自動要素の測定中にはレーザービューを使用し
ます。このタブには、PC-DMISが使用している情報が表示されます。スキャン処理中、
PC-DMISはクリッピング領域の四角形の外側にあるデータは無視します。詳しくは、
「レーザープローブツールボックス：レーザー切り抜き領域プロパティタブ」にある画面
キャプチャを参照してください。
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グラフィック表示ウィンド - ウレーザービュータブ

[レーザ]タブでレーザの状態をオンまたはオフにするには、[開始/停止]ボタン（ ）を
クリックします。プローブツールボックスで変更を加えたら、レーザーの状態をオフにし
てからオンにして、[レーザー]タブで変更を適用する必要があります。

HP-L センサーの追加
HP-L センサーを使用する場合、PC-DMIS は以下のボタンを表示します。

オートゲイン - HP-L-5.8センサーが被測品の範囲内にある場合は、このボタン
をクリックして最良のゲイン設定をティーチングし、それに応じてプローブツール
ボックスを更新することができます。

 オートクリップ - このボタンをクリックして、[レーザー] タブにある「データ
に従ってクリッピング」を自動的に設定します。

 クリッピングのリセット - このボタンをクリックして、既存のクリッピングを
消去します。これで選択したスキャンズームモードのセンサービュー全体がリセッ
トされます。詳細は、「スキャンズーム状態（HP-L センサーの場合）」を参照して
ください。

 パートを中心に配置する - このボタンをクリックして、パートをセンサーの視
野内の中心に配置します。
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また、HP-L センサーはマウスを使ってクリッピング領域をドラッグすることができま
す。これはプローブツールボックスでを入力することで、クリッピング領域を調整する代
わりの方法を提供します。

HP-L-10.10センサーオプションの詳細については、PC-DMIS Laser ドキュメントの「HP-
L-10.10センサーでのライブビューの使用」トピックを参照してください。

スキャンラインインジケータの使用
PC-DMISレーザーは3D空間における実際のビームのスキャンライン位置を表す色付きス
キャン･ライン･インジケータをグラフィックの表示ウィンドウに表示します。インジケー
タはリアルタイムでパートを指す実際のレーザーセンサーにおいてオンライン･モードで
PC-DMISを実行するときにのみ機能します。

スキャン・ライン・インジケータ（及びレーザー・ビュー）をオンまたはオフにするに

は、[レーザー]タブで[開始/停止]アイコン（ ）をクリックします。

範囲内にある場合、ビームはグラフィックの表示ウィンドウに表示され、レーザー
ビームがパルス発生するときは常に点滅します。ビームがパートに向かって移動す
るとき、インジケータの色が変化し始めます。ビームが希望の焦点範囲に近づく
と、赤色からオレンジ色->黄色->黄緑色に変化し、最終的には緑色に変化します。

スキャンラインインジケータ（オレンジ色）の例はビームのスキャンライン位置がパー
トの上方に離れすぎていることを示しています。

この緑の色がビームが走査部から離れて最適な距離にあるのを意味します。
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スキャンラインインジケータ（緑色）の例はビームのスキャンラインの位置が最適な焦
点距離にあることを示してます。

ビームをパートに近づけすぎると、再度希望の緑色から離れて赤色に移動します。

視覚化ツールの理解
PC-DMISはグラフィックの表示ウィンドウで作成または編集する要素の最上部または周
辺部に描画するグラフィックオーバーレイを提供します。これらの色付きオーバーレイは
プローブツールボックスおよび自動要素 ダイアログ ボックスにおける色付きパラメータ
または設定の適合に対して視覚的全体像を提供します。

プローブツールボックスの [レーザースキャンのプロパティ] タブから [視覚化ツールオン/
オフ] アイコンをオンまたはオフにすることができます (表示|その他のウィンドウ|プロー
ブツールボックス)。

[視覚化ツールのオン／オフ] アイコン

下記に例の一部を示します。これらの例はすべての可能なグラフィックオーバレイに対応
します。

色のついたオーバレイの説明
黄色い線または円- オーバースキャン領域。

青い線または円 - 要素の深さの値。
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赤いライン - 要素のインデント 値。

ピンクの円 - 要素の隔たり 値。

ピンクの円やピンクの長方形 - 要素のリングバンド 値。

円錐と円筒オーバーレイ
DCC円筒および円錐 はそれらの境界(開始点と終了点にオーバースキャンを加えた
値)を淡い薄緑色で描画します。例として、以下の DCC 円錐の画像を参照してくだ
さい。

Portable円筒および円錐 (または要素抽出のみの要素)は境界を(開始点と終了点から
垂直クリップを引いた値)ライムグリーンで描画します。例として、以下のPortable
円筒の画像を参照してください。

特定パラメータや要素の情報については、PC-DMIS Laserドキュメントの「レーザーセン
サーでの自動要素の作成」セクションにおける適切なトピックを参照して下さい。

オーバレイによるいくつかのサンプル要素

エッジ点自動要素のサンプル
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次を備える円自動要素のサンプル

スロット自動要素の例

DCC円錐自動要素のサンプル
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Portable円筒自動要素の例

ポイントクラウドのスキャン色
次の色は、スキャンされたポイントクラウドを解釈するのに役立ちます。

青 - パーツ外部の既存走査された点。青は、ポイントクラウドのデフォルトの外部色で
す。この色を変更する方法については、「ポイントクラウドを操作すること」を参照して
ください。

オレンジ - パーツ内部の既存の走査された点。

赤紫色 - 現時点に走査されている点。

例

青はパーツ外部の既存走査された点を表示します。オレンジはパーツ内部の既存の走査された
点を表示します。
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赤紫色は現時点に走査されている点を表示します。

レーザツールの使用
パーツのプログラム作成にかかる時間を短縮するには、PC-DMIS Laserは、頻繁に使用さ
れるコマンドから構成される様々なツールバーを用意しています。2つの方法でこれらの
ツールバーにアクセスすることができます。

画像 | ツールバーサブメニューを選び、メニューからツールバーを選択して下さ
い。

PC-DMISのツールバーエリアを右クリックし、ショートカットメニューからツール
バーを選択して下さい。

標準的なPC-DMIS ツールバーの説明については、PC-DMIS Core 文書の「ツールバーの
使用」章を参照してください。

レーザー機能に固有のツールバーは以下のとおりです。

点群ツールバー

[点群]ツールバー
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ポイントクラウドツールバーはすべてのポイントクラウド演算、要素および機能を提供し
ます。ユーザの設定によって、ビュー | ツールバー | ポイントクラウドメニューからアク
セスできます。

すべてのオプションが利用できない場合があります。いくつかのオプションは、
彼らを有効にするように特定のライセンスが必要とします。

次のオプションはこのツールバーから使用できます：

 ポイントクラウド - このボタンは、ポイントクラウド要素を作成するために使用で
きる[ポイントクラウド]ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスとポイ
ントクラウド機能の作成方法の詳細については、PC-DMIS Laserドキュメンテーションの
「ポイントクラウドの使用」章の「ポイントクラウドの操作」を参照してください。

 ポイントクラウド演算子 - このボタンはポイントクラウド演算子ダイアログボック
スを開きます。このダイアログボックスを使用して、ポイントクラウド(COP)コマンドお
よびその他のポイントクラウド演算子コマンドで各種演算を実行することができます。こ
のダイアログボックスおよびポイントクラウド演算子の作成方法については、PC-DMIS 
Laserドキュメントの「ポイントクラウド演算子」を参照してください。

 ポイントクラウドメッシュ - このボタンはポイントクラウドのメッシュコマンドを
定義するのに使用できるメッシュコマンドダイアログボックスを開きます。詳しくは、
PC-DMIS Laserドキュメントの「メッシュ要素の作成」を参照してください。このオプ
ションはメッシュおよびビッグCOPライセンスをお持ちの場合にのみ使用できます。

 ポータブルスキャンウィジェット - このボタンはポータブルスキャンウィジェット
ツールバーを表示します。ポータブルデバイスに接続し、アクティブプローブがレーザー
スキャナーであるとき、PC-DMISはポータブルスキャンウィジェットツールバーを自動
的に表示します。ポータブルスキャンウィジェットツールバーの詳細については、PC-
DMIS Prtableドキュメントの「ポータブルスキャンウィジェットツールバー」を参照して
ください。

 ポイントクラウドデータ収集パラメーター - このボタンは、データフィルタリング
を定義し、pointcloudデータの除外平面を定義するために使用できる[レーザーデータ収集
設定]ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスの詳細については、
「レーザーデータ収集の設定」トピックを参照してください。

 CAD から COP をシミュレーションする - このボタンをクリックして [CAD から
COP をシミュレーションする] ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックス
を使用して、選択する CAD 表面上に理論的ポイントクラウドを作成することができま
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す。詳しくは、「[CAD から COP をシミュレーションする] ダイアログボックス」を参照
してください。

 ポイントクラウドをシミュレーションする - このボタンをクリックして [シミュレー
ション] ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスを使用して、ポイント
クラウドファイルを選択して読み込むことができます。ポイントクラウドファイルをイン
ポートしたら、ボタンアイコンが [ポイントクラウドをシミュレーションする - 停止] アイ

コン に変わります。これで、PC-DMIS はインポートされたポイントクラウドデータ
のスキャンをシミュレーションします。インポートされたポイントクラウドのスキャンの
シミュレーションについて詳しくは、本ドキュメントの「ポイントクラウドのインポート
によるスキャンのシミュレーション」を参照してください。

 ポイントクラウドブール演算子 - このボタンはブール演算子が選択されているポイ
ントクラウド演算子ダイアログボックスを表示します。ダイアログボックスおよびブール
ポイントクラウド演算子の作成方法について詳しくは、PC-DMIS Laser ドキュメントの
「ポイントクラウド演算子」章の「BOOLEAN」トピックを参照してください。

 断面ポイントクラウド - このボタンは選択された「CROSS SECTION」オプショ
ンを備えたポイントクラウド演算子ダイアログボックスを開きます。

ポイントクラウド断面ツールバーを表示するには、ドロップダウン矢印をクリックしま
す。

ポイントクラウド断面およびポイントクラウド断面ツールバーの使用について詳しくは、
このドキュメントのポイントクラウド演算子」章の「CROSS SECTION」トピックを参
照してください。

 クリーンポイントクラウド - このボタンをクリックすると、CLEAN演算によって
CADへの点のデフォルトMAX DISTANCE (最大距離)に基づいて外れ値のCOP点が即座に
なくなります。点の距離が[最大距離]の値よりも大きい場合、ソフトウェアはその点を外
れ値と見なすか、または被測品に属さないと見なします。この操作を使用するには、少な
くとも大まかな整列およびCADモデルを作成する必要があります（「ポイントクラウド/
CAD整列の作成」を参照）。CLEANポイントクラウド演算子の詳細については、PC-
DMIS Laserドキュメントの「CLEAN」トピックを参照してください。

 ポイントクラウドを空にする - このボタンをクリックすると、PC-DMISは直ちに現
在選択されているCOPからすべてのデータを削除します。この変更が永久なので、注意
に使用してください。EMPTY ポイントクラウド演算子の詳細については、PC-DMIS 
Laserドキュメントの「EMPTY」を参照してください。
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 ポイントクラウドのフィルタリング (濾過)ボタン - このボタンは選択されたFILTER
演算を備えたポイントクラウド演算子ダイアログボックスを表示します。この演算はデー
タをより小規模な点のサブセットにフィルタリングします。FILTER ポイントクラウド演
算子の詳細については、PC-DMIS Laserドキュメントの「FILTER」トピックを参照して
ください。

 ポイントクラウドのエクスポート - 現在選択されているエクスポートオプション
に対するポイントクラウド演算子ダイアログボックスを表示します。

サポートされているファイルタイプのエクスポート (出力) 方法について詳しくは、PC-
DMIS Laser ドキュメントの「ポイントクラウドのエクスポート (出力)」を参照してくだ
さい。

ポイントクラウドをエクスポートツールバーを表示するには、ドロップダウン矢印をク
リックします：

使用可能なオプションを下記に示します：

 IGESフォーマットでポイントクラウドをエクスポート - このボタンは選択さ
れたEXPORT IGES 演算を備えたポイントクラウド演算子ダイアログボックスを表
示します。IGESエクスポート操作はCOPまたは演算子コマンドにおけるデータを
IGES フォーマットでIGESファイルにエクスポートします。

 XYZフォーマットでポイントクラウドをエクスポート - このボタンは選択され
たEXPORT XYZ 演算を備えたポイントクラウド演算子ダイアログボックスを表示し
ます。EXPORT XYZ演算はCOPまたは演算子コマンドにおけるデータをXYZフォー
マットでXYZファイルにエクスポートします。

 PSLフォーマットでポイントクラウドをエクスポート - このボタンは選択され
たEXPORT PSL 演算を備えたポイントクラウド演算子ダイアログボックスを表示し
ます。EXPORT PSL演算は COPまたは演算子コマンドでのデータをPSLフォーマッ
トでPSLファイルにエクスポートします。

 ポイントクラウドをインポート： このボタンは現在選択されているインポートオ
プションのポイントクラウド演算子ダイアログボックスを開きます。

サポートされているファイルタイプのインポート (読み込み) 方法について詳しくは、PC-
DMIS Laser ドキュメントの「ポイントクラウドのインポート (読み込み)」を参照してく
ださい。
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ポイントクラウドをエクスポートツールバーを表示するには、ドロップダウン矢印をク
リックします：

使用可能なオプションを下記に示します：

 XYZフォーマットでポイントクラウドをインポート - このボタンは選択された
IMPORT XYZ 演算を備えたポイントクラウド演算子ダイアログボックスを表示しま
す。インポートXYZ操作は外部ファイルからのデータをXYZフォーマットでCOPコ
マンドにインポートします。

 PSLフォーマットでポイントクラウドをインポート - このボタンは選択された
IMPORT PSL 演算を備えたポイントクラウド演算子ダイアログボックスを表示しま
す。PSLをインポート操作はPSLフォーマットで外部ファイルからCOPコマンドに
データをインポートします。

 STLフォーマットでポイントクラウドをインポート - このボタンは選択された
IMPORT STL 演算を備えたポイントクラウド演算子ダイアログボックスを表示しま
す。STLをインポート操作はSTLフォーマットで外部ファイルからCOPコマンドに
データをインポートします。

 STLフォーマットでポイントクラウドをインポート - このボタンは選択された
IMPORT NSD演算を備えたポイントクラウド演算子ダイアログボックスを表示しま
す。.nsdファイルには、バイナリファイル内のX、Y、Z点が含まれています。これ
らのファイルは通常、3DReshaper Meteorアプリケーションによって作成されま
す。

 ポイントクラウドを除去 - このボタンがクリックされた時、PC-DMISはこの演算子
に所有していないデータポイントをすべて直ちに削除します。それは不可逆的であり、そ
のように注意に使用するのと同じ、COPコンテナを参照するすべての他の演算子コマン
ドに影響します。ポイントクラウド演算子を削除のコマンドの詳細については、PC-
DMIS Laserドキュメントの「PURGE」を参照してください。

 ポイントクラウドのリセット - このボタンをクリックすると、PC-DMISは即座に最
近の表面カラーマップ、点カラーマップ、選択またはクリーン (パージが行われていない
場合) の操作を逆にします。ポイントクラウド演算子をリセットするコマンドの詳細につ
いては、PC-DMIS Laserドキュメントの「RESET」を参照してください。

 ポイントクラウドを選択 - デフォルトのポリゴン選択方法を使用してCOPの一部を
選択および削除するには、このボタンをクリックします。
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•

•

•

•

このボタンをクリックした後：

ポリゴンの頂点を定義するには、グラフィック表示ウィンドウをクリックします。

Deleteキーを押して、最後の頂点を削除します。

ポリゴンの選択を閉じるには、ダブルクリックするか、またはEndキーを押しま
す。PC-DMISは、ポリゴンで囲まれたポイントクラウドの部分を削除します。

中止するには、Escキーを押します。

ポイントクラウド演算子を選択するコマンドの詳細については、PC-DMIS Laserドキュメ
ントの「選択」トピックを参照してください。

[ポイントクラウドを選択]オプションは、ポイントクラウド演算子の使用とは異な
ります。これはすぐに要素を適用し、コマンドとして追加されません。コマンド
を作成するには、ポイントクラウドの演算子を開き、選択方法を選びます。

 TCP/IP - このボタンは現在選択されている下記操作を実行します。

TCP/IPツールバーを表示するには、ドロップダウン矢印をクリックします：

使用可能なオプションを下記に示します：

 TCP/IP Pointcloudサーバーのデータ受信 - このボタンはPC-DMISをク
ライアントアプリケーションからポイントクラウドファイルを受信する準備が
できている「監視」状態にします。クライアントアプリケーションはポイント
クラウドデータの送信を開始する必要があります。このボタンは、PC-DMIS
をオフラインモードで実行している場合にのみ表示されます。

 ローカルコピー付きの TCP/IP ポイントクラウドサーバー接続 - このボタ
ンはクライアントとの接続を確立し、ポイントクラウドデータをクライアント
に直接送信します。スキャンが完了されたときに、ポイントクラウドデータが
測定ルーチン内に残ります。TCP/IPのポイントクラウドのサーバ接続の詳細
については、「TCP/IPのポイントクラウドのサーバー」を参照してくださ
い。

 ローカルコピーのない TCP/IP ポイントクラウドサーバー接続 - このボタ
ンはクライアントとの接続を確立し、ポイントクラウドデータをクライアント
に直接送信します。スキャンが終了すると、ポイントクラウドデータは測定
ルーチンから削除されます。TCP/IPのポイントクラウドのサーバ接続の詳細
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については、「TCP/IPのポイントクラウドのサーバー」を参照してくださ
い。

 ポイントクラウドの整列 - このボタンは、点群からCADまでおよび点群から点群ま
での整列を作成するために使用できる[点群/CADの整列]ダイアログボックスを開きます。
詳しくは、PC-DMIS Laserドキュメントの「ポイントクラウドアラインメント」章の「ポ
イントクラウド/CAD整列ダイアログボックスの説明」を参照してください。

 ポイントクラウドカラーマップ - このボタンはボタンに示されている演算子に対
応するダイアログボックスを表示します。

ポイントクラウドカラーマップツールバーを表示するには、ドロップダウン矢印をクリッ
クします：

ポイントクラウドカラーマップツールバーを使用すると、表面カラーマップ、点カラー
マップおよび厚さカラーマップオプションのいずれかを選択することができます。

ボタンは左から右に向かって下記のようになっています

 表面カラーマップ - このボタンは選択された表面カラーマップ演算子のある [
ポイントクラウド演算子] ダイアログボックスを表示します。SURFACE 
COLORMAP演算はカラーのシェーディングをCADモデルに適用します。ソフトウ
エアはCADと比較したポイントクラウドの偏差に従って陰影を付けます。ポイント
クラウドの表面をカラーマップする演算では、[寸法色の編集]ダイアログボックスで
定義された色、及び後述された[上偏差値]ボックスと[下偏差値]ボックスで指定され
た公差値の制限が使用されます。

PC-DMIS測定ルーチンでは複数の表面カラーマップを作成することができます。た
だし、アクティブなのは1つだけです。適用または作成された、及び実行された最後
の表面カラーマップは常に現時点でアクティブなカラーマップです。カラーマップ
一覧ボックスからアクティブなカラーマップを選択することもできます。[図形アイ

テム]ツールバーの[カラーマップをアクティブ化]ボタン（ ）またはメニュー（
操作|グラフィック表示ウィンドウ|グラフィックアイテム|カラーマップをアクティ
ブ化）からアクティブなカラーマップを表示または非表示にすることもできます。[
カラーマップをアクティブ化]オプションを使用してカラーマップを表示および非表
示にする方法の詳細については、「表面カラーマップ」トピックの「カラーマップ
の表示/非表示」セクションを参照してください。

新しいカラーマップをアクティブにすると、PC-DMISはそれに関連付けられたス
ケールを公差値と注釈とともにグラフィック表示ウィンドウに表示します。
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カラーマップ一覧からカラーマップをアクティブにするには、[カラーマップ]一覧
ボックスをクリックし、定義済みのカラーマップ演算子の一覧からカラーマップを
選択します：

ポイントクラウド表面カラーマップ演算子の詳細については、 PC-DMIS Laserド
キュメントの「SURFACE COLORMAP」トピックを参照してください。

 点カラーマップ - このボタンは選択された点カラーマップ演算子のある [ポイ
ントクラウド演算子] ダイアログボックスを表示します。ポイントカラーマップ操作
は、COPコマンドに含まれるデータ点の偏差をCAD オブジェクトと比較して評価し
ます。このコマンドを使用して、点群全体を着色したり、点をドット、針、テキス
トとして表示したりできます。ポイントクラウド点カラーマップ演算子の詳細につ
いては、PC-DMIS Laserドキュメントの「ポイントカラーマップ」を参照してくだ
さい。

 厚さカラーマップ： このボタンは選択された厚さカラーマップ演算子のある [
ポイントクラウド演算子] ダイアログボックスを表示します。厚さカラーマップを使
うと、メッシュまたはポイントクラウド (COP) データオブジェクトのみを使用した
カラーマップとして、パートの厚さを表示および測定することができます。また、
測定された厚さを公称上のCADモデルの厚さと比較することができます。厚さカ
ラーマップオプションについて詳しくは、本ドキュメントの「ポイントクラウド厚
さカラーマップ」を参照してください。

 HHScan からデータを受信 - このボタンをクリックしてオンにすると、PC-DMIS は
ポイントクラウドまたはメッシュを Hexagon HHScan アプリケーションから受信するの

を待ちます。このボタンがオンン状態にあると、その背景色は暗くなります 。詳し
くは、PC-DMIS Laser ドキュメントにある「ポイントクラウドまたはメッシュを
HHScan アプリケーションから受信」トピックを参照してください。

QuickCloudツールバー

QuickCloudツールバー
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QuickCloudツールバーはPC-DMISがポータブルデバイスとしてライセンス供与および設
定されているときにのみ使用できます。このツールバーはCOPでの作業に対して最初か
ら最後までの全ステップを完了するためのボタンを提供します。

このツールバーの詳細については、PC-DMIS Portableドキュメントの「QuickCloudツー
ルバー」を参照してください。

すべての点群ツールバー機能については、このドキュメントの「点群ツールバー
」を参照してください。

メッシュツールバー

メッシュツールバー

メッシュツールバーはすべてのメッシュ演算、要素および機能を提供します。それはシス
テムの構成によってビュー|ツールバー| メッシュメニューからアクセスできます。

このオプションを使用または表示するにはメッシュライセンスを有効にする必要
があります。

次のオプションはこのツールバーから使用できます：

メッシュ - このボタンはメッシュコマンドダイアログボックスを開きます。こ
のダイアログボックスを使用して、任意数のポイントクラウドからメッシュ要素を
作成できます。このダイアログボックスおよびメッシュ要素の作成方法について詳
しくは、「メッシュ要素の作成」トピックを参照してください。

 メッシュ演算子 - このボタンはメッシュ演算子ダイアログボックスを開きま
す。このメッシュボックスを使用して、メッシュや他のメッシュ演算子コマンドに
対してさまざまな操作を実行することができます。このダイアログとメッシュ演算
子の作成方法について詳しくは、「メッシュ演算子の作成」トピックを参照してく
ださい。

 ポータブルスキャンウィジェット - このボタンはポータブルスキャンウィジェット
ツールバーを表示します。ポータブルデバイスに接続し、アクティブプローブがレーザー
スキャナーであるとき、PC-DMISはポータブルスキャンウィジェットツールバーを自動
的に表示します。ポータブルスキャンウィジェットツールバーの詳細については、PC-
DMIS Prtableドキュメントの「ポータブルスキャンウィジェットツールバー」を参照して
ください。
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メッシュ断面： - このボタンは、既存のメッシュから断面を作成するために
使用できるメッシュ演算子ダイアログボックスを開きます。ドロップダウン矢印を
クリックしてメッシュ断面ツールバーを表示します：

メッシュ断面及びメッシュ断面ツールバーの使用の詳細については、このドキュメ
ントの「メッシュ断面演算子」を参照してください。

STL形式でメッシュをインポート - このボタンは、STLメッシュデータファイルをイ
ンポートするために使用できるメッシュデータインポートダイアログボックスを開きま
す。メッシュオブジェクトがPC-DMIS Editウィンドウに存在しない場合は、新しいメッ
シュオブジェクトが作成され、ソフトウェアによってSTLデータがインポートされます。
メッシュオブジェクトがPC-DMIS Editウィンドウにすでに存在する場合、ソフトウェア
はSTLデータをメッシュオブジェクトに追加します。

詳細は、「メッシュIMPORT演算子」トピックを参照してください。

STL形式でメッシュをエクスポート - このボタンをクリックすると、STL ASCIIまた
はSTL Binファイル形式でメッシュをエクスポートするために使用できる[メッシュデータ
をエクスポート]ダイアログボックスが開きます。

詳細は、「メッシュEXPORT 演算子」を参照してください。

 メッシュを空にする - このボタンは編集ウィンドウでのカーソル位置に対応す
る最初のメッシュを空にします。

このコマンドをメッシュに適用すると、メッシュデータを復元することは
できません。[元に戻す]をクリックすることは失われたデータを復元できま
せん。

詳しくは、「メッシュEMPTY演算子」トピックを参照してください。

 メッシュのリセット - このボタンを使用して、すべてのメッシュ選択T操作を
元に戻し、元のメッシュオブジェクトを返します。メッシュリセット演算子コマン
ドの詳細については、PC-DMIS Laserのドキュメントの「メッシュリセット演算子
」を参照してください。

 メッシュを選択 - このボタンを使用して、メッシュデータオブジェクトに含ま
れる三角形のサブセットを選択して削除します。このボタンを使用する場合、選択
方法はポリゴンを使用して3Dビューの三角形を削除します。
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[メッシュを選択]ボタンオプションは、ダイアログのメッシュ選択演算子の使用とは
異なります。このボタンをクリックすると、PC-DMISはすぐに機能を適用します
が、選択コマンドを追加しません。コマンドを作成するには、メッシュ演算子ダイ
アログを開き、選択機能を選択します。

このボタンをクリックした後：

[グラフィック表示]ウィンドウ内をクリックして、ポリゴンの頂点を定義しま
す。

Deleteキーを押して、最後の頂点を削除します。

マウスの左ボタンをダブルクリックするか、Endキーを押して、ポリゴンの選
択を閉じます。PC-DMISは、ポリゴンで囲まれたメッシュの部分を削除しま
す。

Escキーを押して中止します。

詳細は、「メッシュSELECT演算子」トピックを参照してください。

 メッシュをカラーマップする： このボタンは、メッシュ COLORMAP演算子
を作成するために使用できるメッシュ演算子ダイアログボックスを開きます。詳細
については、「メッシュ COLORMAP演算子」トピックを参照してください。

メッシュをカラーマップする操作は色のシェーディングを選択されたメッシュに適
用します。PC-DMISはCADと比較したメッシュの偏差に従って陰影を付けます。
メッシュをカラーマップする操作では、[寸法色の編集]ダイアログボックスで定義さ
れる色と後記の[上限公差]および[下限公差]ボックスで指定される公差値の制限が使
用されます。メッシュをカラーマップする演算子の詳細については、PC-DMIS 
Laserドキュメントの「メッシュ COLORMAP 演算子」トピックを参照してくださ
い。

PC-DMIS測定ルーチンでは複数のカラーマップを作成することができます。ただ
し、アクティブなのは1つだけです。適用および作成された最後のカラーマップ（点
群面カラーマップまたはメッシュカラーマップ）、または最後に実行されたカラー
マップは、常に現在アクティブなカラーマップです。カラーマップ一覧ボックスか
らアクティブなカラーマップを選択することもできます。新しいカラーマップをア
クティブにすると、PC-DMISはそれに関連付けられたスケールを公差値と注釈とと
もにグラフィック表示ウィンドウに表示します。

これを行うには、[カラーマップ]一覧のボックスをクリックし、定義済みのカラー
マップ演算子の一覧からカラーマップを選択します：

以下のように、ドロップダウン矢印をクリックしてメッシュのカラーマップツール
バーを表示します：
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メッシュカラーマップツールバーを使用すると、メッシュー･カラーマップおよび厚
さカラーマップオプションのいずれかを選択することができます。厚さカラーマッ
プオプションについて詳しくは、本ドキュメントの「厚さカラーマップ」を参照し
てください。

 メッシュの整列： このボタンは、メッシュからCADへの整列を作成するのに
使用できる[メッシュ/CADの整列]ダイアログボックスを開きます。

詳しくは、「メッシュ整列」トピックを参照してください。

 OptoCatからメッシュを受信する： このボタンをクリックすると、PC-DMIS
はOptoCatアプリケーションからメッシュを受信するのを待ちます。[OptoCatから
メッシュを受信する] ボタンがオン状態のとき、下記のように背景色は暗色になりま

す 。これが機能する仕組みについて詳しくは、「OptoCatからメッシュを受信
する」トピックを参照してください。

 HHScan からデータを受信 - このボタンをクリックしてオンにすると、PC-DMIS は
ポイントクラウドまたはメッシュを Hexagon HHScan アプリケーションから受信するの

を待ちます。このボタンがオンン状態にあると、その背景色は暗くなります 。詳し
くは、PC-DMIS Laser ドキュメントにある「ポイントクラウドまたはメッシュを
HHScan アプリケーションから受信」トピックを参照してください。

HxGN Robotic Automationツールバー

HxGN Robotic Automationツールバー

HxGN Robotic Automationツールバーには、HxGN Robotic Automationアプリケーショ
ンを実行しているシステムに接続して通信するために必要なすべてのオプションが用意さ
れています。ビュー|ツールバー|HxGN Robotic Automationメニューから、このツール
バーにアクセスできます。

HxGN Robotic Automationツールバーは、ROY-AUTOMATEライセンスが有効に
なっている場合にのみ使用できます。

次のオプションはこのツールバーから使用できます：
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 HxGN Robotic Automationへエクスポート - このボタンをクリックして、PC-
DMIS測定ルーチンと検査計画のHxGN Robotic Automationへのエクスポートを開始しま
す。PC-DMISからHxGNRobotic Automationへのワークフローの詳細については、このド
キュメントの「HxGN RoboticAutomationを使用したPC-DMISワークフロー」トピックを
参照してください。

 TCP/IP Pointcloudサーバーのデータ受信 - このボタンはPC-DMISをクライアント
アプリケーションからポイントクラウドファイルを受信する準備ができている「監視」状
態にします。クライアントアプリケーションはポイントクラウドデータの送信を開始する
必要があります。このボタンは、PC-DMISをオフラインモードで実行している場合にの
み表示されます。

ポイントクラウドの使用
ポイントクラウドコマンド(COP)では、スキャンコマンドを1回または複数回参照するこ
とでレーザーセンサーから直接取得できた XYZ 座標データを保存できます。その他の
PC-DMIS 要素や外部データファイルからCOPにデータを直接入力することもできます。

下記の方法で測定プログラムにポイントクラウドを追加できます：

ファイル | インポート | ポイントクラウド サブメニューを選択し、インポートする
データファイル(XYZ、PSL、STL)またはNSDを選択します。

STL: STLファイル形式はPC-DMIS Core文書の「STLファイルのインポート」ト
ピックで網羅されているのと同じファイル形式ですが、ファイルをCADモデルとし
てインポートする代わりにファイルをポイントクラウドとしてインポートする点が
異なります。

XYZ: XYZ ファイル形式はPC-DMIS Core文書の「XYZファイルをCAD データとし
てインポート」トピックで網羅されているのと同じファイル形式ですが、ファイル
をCADモデルとしてインポートする代わりにファイルをポイントクラウドとしてイ
ンポートする点が異なります。

挿入 | ポイントクラウド | 要素 メニュー項目を選択し、ポイントクラウドダイアロ
グボックスを開きます。

編集ウィンドウにCOPコマンドを手動で入力します。編集ウィンドウにおけるCOP
コマンドでF9を押してポイントクラウドダイアログ ボックスを開きます。COPコマ
ンドモードテキストに関する情報については、「COPコマンドモードテキスト」を
参照してください。

ポイントクラウド ツールバーからポイントクラウド ボタン（ ）をクリックし
てポイントクラウド ダイアログボックスを開きます。
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ポイントクラウドダイアログボックスからのポイントクラウド操作方法に関する情報につ
いては、「ポイントクラウドの操作」トピックを参照してください。

PC-DMISは追加のレーザーセンサーに関連するコマンドとポイントクラウド機能をサ
ポートするツールを使用します。それらは以下のとおりです：

ﾎﾟｲﾝﾄｸﾗｳﾄﾞ操作

ポイントクラウドアラインメント

ﾎﾟｲﾝﾄｸﾗｳﾄﾞ点情報

レーザーデータ収集の設定

ユーザーの PC-DMIS ライセンスにはCOP機能を使用するための小さなCOP 
(COP)または大きなCOPオプションを有するライセンスを含んでいる必要があり
ます。

スモールCOP (COP) およびビッグCOPレーザーオプション
PC-DMIS CAD++ライセンスはスモールCOP (COP)オプションを含みます。これは、限定
されたポイントクラウド機能を提供します。

PC-DMIS Laserオプション（ビジョンプローブを含まない）はビッグCOPオプションを
含みます。このオプションは完全なポイントクラウド機能を提供します。他の構成用に別
途購入することができます。

以下の一覧では、スモールCOP（COP）とビッグCOPの各ライセンスオプション間の機
能の違いを説明します：

小さなCOP（COP）が有効で、大きなCOPが無効である場合、PC-DMISはポイン
トクラウドのサイズを50万点に制限します。ポイントクラウドは制限内に維持され
るように自動的にサイズ変更されます。

点群の整列は大きなCOPが有効になっている場合のみに有効になります。

大きなCOPおよびメッシュの両方が有効になっている場合のみにメッシュは有効に
なります。

小さなCOP（COP）と大きなCOPオプションが無効になっている場合は、点群の機
能は無効になります。
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ポイントクラウドの操作

[ポイントクラウド] ダイアログ ボックス

[ポイントクラウド]ダイアログはCOPコマンドにデータが含まれている場合にの
み有効です。

ポイントクラウドダイアログボックスを開くには、ポイントクラウドツールバーのポイン

トクラウドボタン（ ）をクリックするか、または挿入|ポイントクラウド|要素メ
ニューを選択します。

ダイアログ ボックスには次の要素が含まれます：

ID - このボックスには、pointcloudコマンドの一意のIDが表示されます。

IDを探索 - 定義されたオペレータの長いリストがある場合、ID検索ボックスを使用
して、リストに特定のオペレータを探索することができます。作業者のIDをボック
スに入力すると、一覧は自動的に入力内容に基づいてフィルタリングされます。

サイズ - このボックスには、ポイントクラウド内の点の総数が表示されます。

色 - このチェックボックスを使用すると、パーツの外側のポイントクラウドでス
キャンされた点の色を設定できます。ポイントクラウドの色を変更するには、[色] 
チェックボックスを選択し、次に [色] ボックスをクリックして [色] ダイアログ ボッ
クスから必要な色を選択します。ポイントクラウド色に関する追加情報は、「ポイ
ントクラウドのスキャン色」を参照してください。

コマンドリスト - このエリアは、COP コマンドにデータを送信する要素またはス
キャンのリストをダイアログ ボックスに含めます。ID、タイプ、ルーチンまたは時
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間によってリストを整理するには、並べ替え機能を使用することができます。リス
トからオプションを選択し、 [並べ替え]ボタンをクリックします。

ポイント情報 - ポイントクラウドダイアログボックスを開いた状態で、グラフィッ
ク表示ウィンドウのポイントクラウドポイントをクリックすると、ポイントクラウ
ドポイント情報ダイアログボックスが開きます。ポイントクラウドポイント情報ダ
イアログボックスには、ポイントの整列に関する情報が含まれています。このボッ
クスには点のID、座標、および点の推測公称値が含まれています。対応するCAD点
もCAD座標とCAD理論値とともに表示されます。最後に、点とCADの間の偏差がダ
イアログボックスで指定した偏差矢印のスケールとともに表示されます。ポイント
の選択は演算子コマンドに関連付けられていません。ポイントクラウドポイント情
報ダイアログボックスが開いている場合、ポイントの作成ボタンをクリックする
と、2つのシナリオが可能です：

測定ルーチンにCADモデルがあり、ポイントクラウドが配置されている場合、
選択した位置にレーザー面上点が作成、挿入、解像されます。

それ以外の場合、構築されたオフセット点が作成され測定ルーチンに挿入され
ます。

パージ/リセット - [リセット] ボタンは COP コマンドに保存されたデータをす
べて復元します。[パージ] ボタンは現在表示、選択、またはフィルタされてい
ないポイントクラウドのデータをすべて完全削除します。これにより、ポイン
トクラウドは可視データのみを保持します。

ポイントクラウドポイントの偏差情報を表示する方法については、「ポイント
クラウドポイント情報」を参照してください。

点群の図形表現
選択された点群（COP）のグラフィック表示を設定できます。測定ルーチンを保存する
と、PC-DMISに設定が保存されます。これを行うには、編集ウィンドウでCOPを右ク
リックするか、またはグラフィック表示ウィンドウでCOPラベルを右クリックして、[ポ
イントクラウド表示] メニューを表示します。

下記は可能な表示オプションの例です。

強度 (グレースケール) 値のないポイントクラウドデータのポイントクラウド表示メニュー
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強度 (グレースケール) 値のないポイントクラウドデータおよびメッシュ表示がオンの状態でス
キャンされた COP のポイントクラウド表示メニュー

強度 (グレースケール) 値のあるポイントクラウドデータのポイントクラウド表示メニュー

ポイントクラウド表示オプションを以下に示します

スムーズ：このオプションは定義されたCOPカラーを使用して影付きの外観を提供
します。

ポイントクラウド表示がスムースに設定された例

フラット - このオプションは影無しのグラフィカル表示で点群を表示します。この
選択には、最小量のグラフィカルメモリが必要です。
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ポイントクラウド表示が平坦に設定された例

両面：このオプションはスキャンされたパートの側面が定義済み COP 色であり、
非スキャン側がコントラストのある色である影付きの外観を表示します。

ポイントクラウド表示が両側に設定された例

グレースケール - このオプションが利用可能なのは、データが強度値 (例えば、
ATS600、ATS800、AS1 または HPL10.10 スキャナーを使用してスキャンされたポ
イントクラウドデータ) から成る場合です。また、このオプションは強度値を含むポ
イントクラウドを読み込んだ場合に使用することができます。このオプションを選
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択すると、PC-DMISはグレースケールでのグラフィック表示ウィンドウにおけるポ
イントクラウド表示に色を付けます。

グレースケールでのポイントクラウド表示の例

パッチ - このオプションは無作為に割り当てられた異なる色を個別の各スキャン
パッチに適用します。これはスキャンパッチが重複する領域を特定するのに役立つ
ことがあります。下記画像で、赤色および紫色のパッチが重複しているこが分かり
ます。ポイントクラウドデータを収集するときは重複したパッチを常に避けるよう
にしてください。それはノイズ発生の原因になることが多いからです。一方、これ
は重複領域におけるカラーマップまたは抽出された要素の精度に影響を及ぼす可能
性があります。

ポイントクラウドに適用されるパッチオプションの例

垂線 - このオプションはポイントクラウドにおける各点の垂線を表示します。
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ポイントクラウド表示が垂線表示に設定された例

下記の方法のいずれかで、ポイントクラウドの各点における垂線を表すのに PC-
DMIS が使用する線セグメントの長さを定義できます。

[CAD およびグラフィック設定] ダイアログボックスの [OpenGL] タブににお
けるポイントクラウドセクションにある [ベクトル長] ボックスの値を更新しま
す。入力する値で設定エディターアプリケーションの 
PointcloudNormalsLengthMM エントリが同じ値で更新されます。

設定エディターの OpenGLSettings セクションで、
PointcloudNormalsLengthMM 設定の値を更新します。入力する値で、
[CAD およびグラフィック設定] ダイアログボックスの [OpenGL] タブにおけ
る [ポイントクラウド] セクションにある[ベクトル長] 値が更新されます。詳し
くは、PC-DMIS 設定エディタードキュメントにある
「PointcloudNormalsLengthMM」トピックを参照してください。

メッシュ表示 - このオプションによって、ソフトウェアはポイントクラウドをメッ
シュ表示として表示することができます。
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ポイントクラウド表示がメッシュ表示に設定された例

メッシュ表示オプションは、メッシュライセンスを所持しており、メッ
シュ表示オプション (ポータブルのみ) を使用して点群をスキャンした場合
にのみ使用できます。詳細については、「ポイントクラウド表示エリア」
を参照してください。

メッシュ表示は表示設定のみです。基になるデータは点群です。つまり、
ポイントクラウドでCOPを編集したり、COP操作を実行したりすると、
メッシュ表示が失われ、表示が点に戻ります。

COP コマンドモードのテキスト

編集ウィンドウのコマンドモード内部にある COP コマンドは以下のようになります：

   COP1 =COP/DATA,SIZE=0
      REF,,

COP コマンドは測定ルーチン内でそれを参照するあらゆるスキャンよりも先になくては
なりません。以下のコードでは REF,SCN2  は SCN2  スキャンを指しており、そのデー
タを使用します：
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1.

2.

   COP2 =COP/DATA,SIZE=0
      REF,SCN2,,

COP コマンドを参照するスキャンを複数持つことも可能です。

COPコマンドを切り取り、それを再度貼り付けた場合、結果として得られるコマ
ンドはデータポイントなしで貼り付けてしまうので注意してください。編集ウィ
ンドウで異なる場所にCOPコマンドを移動する必要がある場合は、所望の位置で
COPコマンドを再作成し、以前のものを削除する必要があります。

ﾎﾟｲﾝﾄｸﾗｳﾄﾞ点情報

ポイントクラウド点情報ダイアログボックスで、点固有の情報を表示することができま
す。

このダイアログ ボックスにアクセスするには

編集ウィンドウでCOPコマンドをクリックして選択し、F9キーを押します。COPコ
マンドの[ポイントクラウド]ダイアログボックスが開きます。

グラフィック表示ウィンドウでポイントクラウド (COP) 上の点をクリックします。
これによって、ポイントクラウド点情報ダイアログ ボックス ダイアログボックスが
開きます。

ポイントクラウド点情報ダイアログボックス
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このダイアログボックスから、ポイントクラウド点のXYZおよび法線点ベクトル値ならび
に選択した点のIDを表示できます。対応するCADの XYZ および法線ベクトル値も表示さ
れます。

強度 - このボックスは利用可能な場合、ポイントクラウドの強度値を表示します。ポイン
トクラウドの強度値が存在しない場合、PC-DMIS はこのフィールドを非表示にします。
ユーザーが RDS バージョン 6.6 またはそれ以降で、ATS600 レーザートラッカー
(SURFACE_LEICA プローブ)、HPL10.10 レーザーセンサーあるいは AS1 レーザーセン
サーを使用するとき PC-DMIS は現在、強度値を保存します。

偏差 - このボックスはポイントクラウド点から対応するCADの点までの距離を表示しま
す。

厚さ - ポイントクラウド点をクリックすると、ソフトウェアはこの値を計算するCAD値か
らの偏差に追加します。例えば、この値はCAD面モデルに材料の厚さを追加したい場合に
役立ちます。

スケール - この値は偏差矢印がグラフィックの表示ウィンドウで使用するスケールを決定
します。例えば、スケール10は偏差の長さ×10の長さで矢印を表示します。

偏差矢印はグラフィックの表示ウィンドウから点を選択すると表示されます。矢印はCAD
から点の偏差の方向を示します。

ポイント偏差矢印

[点の作成] ボタン - このボタンは選択した点に対する構築された抽出表面を作成します。
ソフトウェアは下記の表記規則に従って作成された抽出表面点に名前を付けます：

CONSTR/POINT,EXTRACTED_SURFACE_POINT

次に、PC-DMISは測定ルーチンに点を追加します。
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ポイントクラウドから構築されたポイント

自動要素のポイントデータの使用
自動要素 ダイアログ ボックスを開いて、ポイントクラウドから希望の点をクリックし
て、自動要素の入力データを提供することができます。詳しくは、「自動要素抽出」を参
照してください。

レーザーデータ収集の設定

レーザーデータ収集設定ダイアログボックス(操作 | ポイントクラウド | データ収集）を開
くか、あるいはポイントクラウドツールバーまたはQuickCloudツールバーのポイントク

ラウドのデータ収集パラメータボタン（ )をクリックします。

[レーザーデータ収集設定]ダイアログボックス

レーザーデータ収集設定ダイアログボックスでは、スキャンプロファイルの選択、定義お
よび保存を行うことができます。また、レーザーでスキャンされたデータの占有面および
ポイントクラウド表示を定義することができます。
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折り畳みボタン をクリックして、レーザーデータ収集設定ダイアログボックスのセク
ションを非表示にするか、展開ボタン をクリックして、ダイアログボックスの非表示
セクションを表示することができます。

PC-DMIS は AS1 および AS1-XL センサーなど、多くのセンサーをサポートしま
す。

AS1-XL センサーはその他のセンサーよりずっと大きなスタンドオフで測定する
ことができます。このため、このセンサーは別セットのスキャンパラメータを必
要とします。

PC-DMIS は AS1-XL センサーがアクティブなセンサーであることを自動検出する
と、そのセンサーが必要とする適切なパラメータ設定でスキャンプロファイルを
自動的に切り換えます。プロファイル名は同じままですが、プロファイル設定の
一部のパラメータの変更が [レーザーデータ収集設定] ダイアログボックスに表示
されます。その他の変更はバックグランドで行われ、外部からは分かりません。

AS1-XL センサーから別のレーザーセンサーに切り替えると、PC-DMIS はその変
更を自動検出して、適切なパラメータでスキャンプロファイルを再度更新しま
す。

プロファイルセクション

レーザーデータ収集設定ダイアログボックス（操作|ポイントクラウド|データ収集）のプ
ロファイルセクションでは、事前に設定されたスキャンプロファイルの一覧から選択でき
ます。また、ユーザー独自のスキャンプロファイルを作成することもできます。メッシュ
表示オプションでスキャンするときは、線フィルターを使用する必要があります。

折り畳みボタン をクリックして、レーザーデータ収集設定ダイアログボックスのセク
ションを非表示にするか、展開ボタン をクリックして、ダイアログボックスの非表示
セクションを表示することができます。

PC-DMISに付属の事前に設定されたスキャンプロファイルを以下に示します。
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プロファイル
名 内容

ポイントクラウド (COP) プロファイル

点群 - フィル
ター無し

この輪郭曲線を選択すると、PC-DMISはこの
ダイアログボックスで設定されたすべてのフィ
ルターのチェックを外し、レーザーセンサーか
らのすべての点をCOPに保存します。

COP - 標準解
像度

これは新規インストールのデフォルトのCMM
レーザースキャンプロファイルです。従って、
これは編集できません。

このプロファイルを使用して、1 mm以上の細
部を持つパーツをスキャンできます。

COP - 細分解
像度

このプロファイルを使用して、細部が0.5mm以
下であるパーツをスキャンすることができま
す。

COP - 高細分
解像度

このプロファイルを使用して、細部が0.5mm以
下であるパーツをスキャンすることができま
す。

メッシュ表示輪郭

メッシュ - 法線
スキャン速度とスキャンされた点の描画は良好
で、メッシュ表示の解像度は中程度です。

メッシュ-詳細
スキャン速度とスキャンされた点の描画は低速
ですが、メッシュ表示は細部がより鮮明です。

メッシュ - 平滑
スキャン速度とスキャンされた点の描画は高速
ですが、メッシュ表示の解像度は低くなりま
す。

PC-DMISはユーザー定義のスキャンプロファイルを「C:
\Users\<user_name>\AppData\Local/Hexagon\PC-DMIS\<version>\ScanningProfiles」
フォルダに保存します。ここで、
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•

•

<user_name>は、PC-DMISアプリケーションが実行されているコンピュータにログ
オンしているユーザーの名前です。

<version>は、インストールされているPC-DMISアプリケーションのバージョンで
す。

事前に設定されたプロファイルの構成を変更することはできません。変更を行うと、PC-
DMISはプロファイルの名前を「カスタム (n)」に変更します。ここで、「(n)」はPC-
DMISが作成する新しい各カスタムプロファイルに対して更新される数値インデックス値
を表します。例えば、ソフトウェアは作成した最初のカスタムプロファイルに
「Custom1」、2番目に作成したカスタムプロファイルに「Custom2」などと名前を付け
ます。プロファイル名ボックス内部をクリックして、任意のカスタムプロファイルの名前
を編集できます。

以前のバージョンのPC-DMISから測定ルーチンを開いたが、データ収集設定が既存のプ
ロファイルのいずれとも一致しない場合、ソフトウェアはそれらの設定で新しいカスタム
プロファイルを自動的に作成します。

PC-DMISはすべての新しい測定ルーチンに最後に使用したプロファイルを使用します。

2026.2 以前のバージョンからアップグレードした後、最初に PC-DMIS を起動すると、
PC-DMIS はユーザーが初期バージョンで最後に使用したプロファイルを保持します。一
つの例外は「COP - フィルターなし」です。それが最後に使用されたプロファイルであっ
た場合、PC-DMIS は代わりに COP - 標準の解像度を選択して、ユーザーが新規インス
トールとして同じデフォルトを取得するようにします。

追加ボタン をクリックして、現在のプロファイルのコピーを作成することができます。
その後、名前を変更してプロファイルの構成を変更することができます。削除ボタン を
クリックして、現在のプロファイルを削除します。

データフィルタリングエリア

データのフィルタリングは、データをリアルタイムにフィルタリングすることを可能にし
ます。それはは、スキャン中にデータを削除します。

折り畳みボタン をクリックして、レーザーデータ収集設定ダイアログボックスのセク
ションを非表示にするか、展開ボタン をクリックして、ダイアログボックスの非表示
セクションを表示することができます。
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[データフィルタリング]セクションには、次のオプションがあります：

線フィルタ - 個々の線のリアルタイム・フィルタリングを有効にするには、このチェック
ボックスを選択します。レーザーセンサーからの着信データの平滑化および点の削減を提
供します。

[線フィルタ]チェックボックスをオンにすると、次のオプションが有効になります。

最大偏差 - ソフトウェアは各入力スキャン線を評価するとき、隣接する点に関して
点を移動または平滑化することができます。この設定はソフトウェアが点を移動ま
たは平滑化することができる最大許容値を定義します。

穴のサイズ - この設定はスキャン中の最小の穴またはギャップサイズを定義しま
す。PC-DMISがスキャン線を評価し、このサイズ（またはより大きいサイズ）の穴
またはギャップを検出すると、フィルターが個別の線としてスキャンセグメントを
処理します。ほとんどの場合、ユーザーは穴のサイズ値を物理パートでの最小穴サ
イズに設定することができます。

最大点間隔 - この設定は、ソフトウェアが受信スキャンデータを分析して点数を減
らす時に使用する2つの連続する点間の最大距離を定義します。スキャン面が曲面で
ある場合、得られる点間隔は通常、最大点間隔値よりも小さくなります。

このパラメータをゼロに設定すると点は削減されません。通常、この値を穴の大き
さの1/3未満に設定する必要があります。

最大点間隔設定は、スキャンされた点の解像度を決定します。大部分のパートで
は、下表のデフォルト値を使用することができます。小さい詳細部のあるパートを
スキャンするときに高い解像度を得るために、小さい最大点間隔を使用することが
できます。狭い最大点間隔を使用すると、除外される点が少なくなりCOPの総サイ
ズが大きくなります。

  最大点間隔

大きな詳細 1 mm / 0.03937 インチ

初期値 0.75 mm / 0.02953 インチ

小さい詳細 0.5 mm / 0.01968 インチ

細分の詳細 0.25 mm / 0.00984 インチ

パーセント削減 - このオプションは、収集されたポイントクラウドデータのパーセンテー
ジを削除します。
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1.

2.

1.

2.

削減割合オプションを選択し、右側のボックスに0〜100のパーセント値を入力しま
す。値はソフトウェアがフィルタリングする収集されたポイントクラウドデータの
割合です。ユーザがゼロを入力すると、フィルタリングは行われません。

OKをクリックしてこれを測定ルーチンに適用します。

距離密度 - このオプションは、点距離値に基づいてデータをフィルタリングします。隣接
する点間の距離がこの値より小さい場合、その点は破棄されます。このオプションは、ダ
イアログボックスのポイントクラウド表示セクションで点オプションを選択する場合に使
用できます。

距離密度オプションを選択し、右側のボックスに、測定ルーチンの単位で距離の値
を入力します。ゼロ以上の値が有効です。デフォルト値は1 mmです。測定ルーチン
が、インチを使用している場合、ソフトウェアは、インチに1ミリメートルに変換し
ます。

OKをクリックしてフィルタリングを適用します。

入射角 - このオプションは、入力された値よりも大きな入射角を持つすべてのスキャンポ
イントを除外します。デフォルト値75のデフォルトでは入射角チェックボックスがマーク
されています。角度は推定される表面とレーザーセンサーのスキャン方向の間で計算され
ます。値が小さいほど、より多くの点が除去されます。

入射角が適用されない輝く球
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デフォルト値75で入射角が適用される輝く球

スキャン中にリアルタイムで入射角フィルタを適用することができます。ソフトウェアは
スキャン中に測定される表面に対するスキャン線の角度を決定します。ソフトウェアは指
定された角度よりも大きいすべての点を自動的に削除して廃棄します。

HP-L-10.10レーザーセンサーを使用している場合、[入射角]オプションは使用で
きません。

ポイントクラウド表示エリア

ポイントクラウド表示セクションでは、スキャン中の表示設定を選択できます。ポイント
クラウドを点として表示するか、メッシュ表示として表示するかを選択できます。スキャ
ンにメッシュオプションを選択すると、より多くのデータを取得する必要がある領域を簡
単に確認できる場合があります。
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折り畳みボタン をクリックして、レーザーデータ収集設定ダイアログボックスのセク
ションを非表示にするか、展開ボタン をクリックして、ダイアログボックスの非表示
セクションを表示することができます。

メッシュオプションは、メッシュライセンスのあるポータブルシステムでのみ使
用できます。

ポイント - このオプションでは、点の集合としてポイントクラウドが表示されます。

メッシュ - このオプションはレーザーポイントクラウドデータをメッシュとして表示し、
ポータブルシステムでのみ使用できます。メッシュ表示でスキャンするときは、線フィル
ターを使用する必要があります。

スキャン中、PC-DMISはアクティブなスキャンパスをポイントクラウドとして表示しま
す。ソフトウェアがスキャンパスを完了すると、スキャンがメッシュとして表示されま
す。メッシュ表示は一時的なグラフィカルレンダリングのみです。

ポイントクラウドを変更した場合 (例えば、Select、CleanまたはFilter操作を実行した場
合)、または測定ルーチンを閉じてから再度開いた場合、メッシュ表示は失われ、PC-
DMISはデータをポイントクラウドとして表示します。

メッシュ表示オプションを使用してスキャンした後、ポイントクラウドのみを維持するこ
とを選択するか、またはメッシュデータオブジェクトを作成するすることができます。
メッシュデータオブジェクトの作成を選択する場合、ソフトウェアは元のポイントクラウ
ドも維持します。

アクティブ (1) および優先 (2) スキャンパスの表示例
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•

•

メッシュの表示はレーザセンサーの向きを基準とします。スキャンスキャン中に
レーザセンサの方向が単一のスキャンパスで25度以上変更された場合、収集され
たデータはソフトウエアにメッシュされて、新しいスキャンパッチは自動的に作
成されます。

最大三角形のサイズおよびグリッドサイズ値はスキャン中に表示されるメッシュの設定を
定義します。

ポイントクラウドを変更した場合 (例えば、Select、CleanまたはFilter操作を実行した場
合)、または測定ルーチンを閉じてから再度開いた場合、メッシュ表示は失われ、PC-
DMISはデータをポイントクラウドとして表示します。

スキャン速度が遅く、複数の点がグリッド正方形内にある場合、PC-DMISは最適点
を維持します。

スキャン速度が速い場合、データの存在しないグリッド正方形を持つことができま
す。これによって、表示されるメッシュにギャップが生じることがあります。

最大三角形サイズ - ソフトウェアはこの値を使用して、ポイントクラウドデータで
の穴またはギャップを認識します。任意の2点間の距離がこの値よりも大きい場合、
その領域で三角形は作成されません。パーツに穴要素がある場合には、通常、最小
の穴よりもわずかに小さくなるように、この値を設定します。これによって、メッ
シュ表示が穴を埋めるのを防ぐことができます (下の画像を参照)。

最大ト三角形サイズのデフォルト値は5ミリメートルです。測定ルーチンがその装置
を使用している場合、ソフトウェアは、インチに変換します。有効な範囲値は部品
の大きさによって違います。

この例は、2点間の距離が最大三角形のサイズ値より大きいことを示しています。PC-
DMISはこの領域で三角形を作成しません。
青色の三角形 = メッシュ表示。青色の三角形のサイズはグリッドサイズの値によって決
まります。
紫色の点 = スキャンされた点。
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◦

◦

◦

グリッドサイズ - この値はメッシュ表示グリッドの各三角形のサイズを定義しま
す。この値は表示の解像度とメッシュがどの程度精巧に表示されるかに影響を与え
ます。小さな値を使用すると、スキャン中にメッシュ表示の生成に時間が掛かりま
すが解像度は高くなります。この値は重要であることに注意してください。小さな
値はデータ収集速度に悪影響を与えることがあります。

仕上げモード - ポータブルスキャンウィジェットツールバーのグリッドメッシュの
作成ボタン (または、メッシュダイアログボックスのグリッドメッシュオプション) 
を使用してメッシュを作成すると、ソフトウェアはメッシュ表示を減らして滑らか
にし、重複を削除します。 仕上げモードオプションは適用するスムージングの量を
定義します。そのオプションは次の通りです：

正確 (最小量のスムージング)

垂線

平滑化 (最大量のスムージング)。

重複の削除チェックボックス - このチェックボックスをオンにすると、PC-DMISは
スキャンが行われているときに複数のスキャンパスの重複領域を平均化して、それ
らをリアルタイムで融合します。これによって、ソフトウェアはメッシュ表示から
重複データを削除します。ポイントクラウド (COP) オブジェクトはスキャンされた
元の点のすべて含むことに注意してください。図形メッシュのレンダリングが遅す
ぎる場合は、この機能を無効にすることをお勧めします。

(A) - スキャンパス 1
(B) - スキャンパス 2
(C) - ステッチ領域

重複スキャンパスはステッチされるように点密度より短い距離の範囲内になければ
なりません。
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「重複の削除」オプションが選択されているメッシュ表示としてのスキャンの例

メッシュオプションを使用したスキャン中に、スキャンのパスを結合チェックボッ
クスをオフにすると、ソフトウェアは複数のスキャンパスを互いの上に重ね合わせ
ます。

「重複の削除」オプションが選択されていないメッシュ表示としてのスキャンの例

品質角度 - ポイントクラウド表示エリアからメッシュオプションを選択して、レー
ザースキャンを実行すると、PC-DMISはグラフィック表示ウィンドウの品質角度設
定よりも大きい角度のスキャンされた三角形を表示します。ソフトウェアは、セン
サーから表面への適切な方向でスキャンされた三角形を緑色で表示します。品質角
度値から外れた三角形は赤色で表示されます。

パート表面に対してより垂直なスキャン線で領域を再スキャンすると、高品質の三
角形が得られます。
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重複の削除オプションを選択し、スキャナーから表面への方向を改善し
て、低品質の領域を再スキャンすると、PC-DMISは赤色の三角形をスキャ
ンされた新しいデータで置き換える場合があります。

低品質の三角形の表示を有効にするとします。これを行うには、[ポータブ
ルスキャンウィジェット] ツールバーから 低品質三角形のオン/オフ] ボタン

( ) を選択します。

このボタンを使用して、赤色と緑色の三角形の表示をオンまたはオフにし
ます。

[低品質の三角形] ボタンを選択したときの赤色と緑色の三角形の表示を示す
例

ポータブルスキャンウィジェットツールバーの詳細については、PC-DMIS 
Prtableドキュメントの「ポータブルスキャンウィジェットツールバー」ト
ピックを参照してください。

ポイントクラウド操作を実行するか、測定ルーチンを閉じて再度開くと、
低品質三角形の赤色と緑色が表示されなくなります。
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1.

2.

3.

ワークフローの例：メッシュ表示時のスキャン
ポータブルスキャンウィジェットからメッシュプロファイルを選択します。

また、ユーザー独自のカスタムメッシュプロファイルを作成することもできます。
詳細については、本ドキュメントの「プロファイルのセクション」を参照してくだ
さい。

パートをｽｷｬﾝしてください。PC-DMISはCOPをメッシュとして表示しますが、デー
タはポイントクラウドです。

メッシュ表示は一時的な図形レンダリングです。ポイントクラウドのグラ
フィカル表現について詳しくは、本ドキュメントの「ポイントクラウドの
グラフィカル表現」を参照してください。

メッシュとして表示されるポイントクラウドの例

メッシュオブジェクトを作成する次の手順はオプションです。手順2で中止
すると、スキャンされたデータはすべてポイントクラウド (点群) になりま
す。

OPTIONAL：メッシュを作成します。PC-DMISは最大三角形サイズ、グリッドサイ
ズおよび仕上げモードオプションを使用して、縮小、スムージングを行い、重複の
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削除チェックボックスを選択した場合、重複を削除します。次に、PC-DMISは最終
的なメッシュオブジェクトを計算します。

測定ルーチンは、元のスキャンされたポイントクラウド (COP) とメッシュデータオ
ブジェクトの両方から成ります。

専有平面のセクション

平面の定義されたエリアのすべての点を削除するには、除外平面を使用することができま
す。除外平面チェックボックスをクリックして、この機能を有効にします。

折り畳みボタン をクリックして、レーザーデータ収集設定ダイアログボックスのセク
ションを非表示にするか、展開ボタン をクリックして、ダイアログボックスの非表示
セクションを表示することができます。

[除外平面]チェックボックスをオンにすると、ソフトウェアは、定義された除外平面の[ポ

イントクラウドのデータ収集パラメータ]ボタン（ ）をアクティブにします。ツール
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1.

2.

3.

4.

バーのボタンがアクティブな状態の場合、濾過が有効になります。アクティブになってい
ると、次に測定ルーチンを実行するときに占有面が使用されます。

[QuickCloud] または[ポイントクラウド]ツールバーにおけるポイントクラウドの
データ収集パラメータボタンの表示方によって、測定ルーチンで専用面がアク
ティブになる時点を設定ことができます。ボタンが押された状態で表示される場
合、排他面はアクティブであり、そうでない場合はアクティブではありません。

除外平面を定義するために、3つの方法があります。

1. 測定
除外面を測定するために、コンタクトプローブやレーザセンサを使用します。

計測ボタンをクリックし、その後、除外面を測定するために、コンタクトプローブ
で３つのヒットを取ります。レーザセンサでは、面の面積をスキャンします。アラ
イメントがすでに存在する場合、平面は自動的にその位置合わせで定義されていま
す。そうでない場合、平面は、機械座標を用いて定義されます。それが変化した場
合、ユーザは平面を再定義する必要があります。

2. XYZとIJK値を入力
また、垂直ベクトルとアンカーポイントによって除外平面を定義することもできま
す。除外平面は、データのフィルタリングとは無関係です。

排他面を定義するには：

必要に応じて XYZ のアンカー位置を編集します。

必要に応じて、平面が関連するI、JまたはK垂線ボタンをクリックして値を編
集します。反対方向ボタン をクリックして垂線値の方向を自動的に変更で
きます。

PC-DMISがオンラインモードの場合は、[計測]ボタンをクリックして定義済み
の除外平面を計測できます。

OKをクリックして設定を保存します。

3. 既存の平面を選択する
除外平面要素のリストから既存の平面（既に測定ルーチンに存在する面）を選択し
ます。アンカーと法線ベクトルのフィールドはそれに応じて更新されます。

既存の平面を選択することにより、測定ルーチンが再び実行され、平面も再測定さ
れた場合、これは、点群に使用される新しい排他面となります。デバイスが移動し
た場合、またはパーツが別の表面に移動される場合、これは、ポータブルデバイス
に有用です。

オフセット - (測定ルーチンの単位で) 入力された値によって、定義された垂線方向におい
て平面をオフセットするのに使用します。
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シミュレー点群機能の使用

ポイントクラウドのシミュレーション機能を使用すると、ユーザーは CMMがオフライン
モードにあるときに、スキャンダイアログボックス（線形、自由形状など）からポイント
クラウドを作成して表示することができます。

レーザー・プローブの向き、視野、スキャン設定を使用して、このソフトウエアはレー
ザーラインをCADモデルに投影します。この方法で、シミュレーションされたポイントク
ラウドが許容可能かどうかを確認し、必要に応じて個々のスキャンを変更することができ
ます。PC-DMISはシミュレーションされた点をCOP内に保持します。

シミュレートされたレーザースキャンの速度を制御するには、[セットアップオプション]
ダイアログボックス（編集|環境設定|セットアップ）の[アニメーション]タブにある設定を
調整することができます。詳細については、ポイントクラウドシミュレーションにアニ
メーションパラメータの使用を参照してください。

アクティブなセンサーのチップとスキャン速度を定義するには、「はじめに」の章に従っ
てください。希望する場合は、センサーを定義するときにレーザープローブの測定ダイア
ログボックスから、レーザ幅とスキャン密度を事前に定義することができます。このダイ
アログボックスにアクセスするには、プローブユーティリティダイアログボックス(挿入|
ハードウェア定義|プローブ)を開き、測定をクリックします。レーザープローブの測定オ
プションの詳細については、「レーザープローブの測定オプション」を参照してくださ
い。

いずれかのスキャンダイアログボックス（線形、自由形状及びその他のプロパティ）から
スキャンパスのプロパティを定義します。また、同じダイアログボックスからレーザ幅と
密度設定を定義することができます。詳細については、「スキャンズームの状態（HP-L 
センサーの場合）」を参照してください。

シミュレートされたポイントクラウドをグラフィックス表示ウィンドウに表示するには、
任意の[スキャン]ダイアログボックスから[シミュレート]ボタンをクリックしてください。
オフラインモードの編集ウィンドウからスキャンを実行すると、ポイントクラウドをシ
ミュレートすることもできます。

スキャン作成後に、オフライン測定プログラム全体を実行して、異なるプローブ方向での
すべてのスキャンを表示することができます。これによって、（例えば）スキャンした自
動要素をスキャン設定に基づいて抽出することができるかどうかを確認できます。

警告：CMMがオンラインである場合に、Laser Scanダイアログボックスでシ
ミュレーションボタンを押すと(自由形状（Freeform）、リニアオープン（Linear 
Open）など)、ソフトウェアは即座に機械を駆動し、オンラインでスキャンしま
す。怪我を防ぐために、シミュレーションボタンを押す前に測定機から離れてい
ることを確認してください。

シミュレー点群機能の使用の例
例えば、線形オープンスキャンでシミュレー点群の機能を使用するには：
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1.

2.

3.

4.

5.

•

•

•

（挿入 |点群|要素）COPを作成します。点群要素及びCOPの作成の詳細について
は、「点群の使用」の章を参照してください。

スキャン速度を設定します。詳細については、「はじめに」を参照してください。

線形オープンスキャンダイアログボックスを開きます（挿入|スキャン|線形オープ
ン）。

スキャンパラメータセクションでは、増分値を設定します。

ダイアログボックスの下部にある[レーザースキャンのプロパティ]タブをクリックし
て、次のオプションを設定します：

オーバースキャン値を入力します。

一覧からゲインオプションを選択します。

ストライプの幅及び走査の密度の設定を選択します。
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6.

7.

8.

レーザスキャンのプロパティタブ

グラフィックの表示ウィンドウでは、CADモデル上の3点をクリックして境界点と
ベクトルを定義します。

走査を設定する3点を示す例

境界点とベクトルセクションから生成ボタンをクリックします。

生成されたリニア・オープン・スキャンを示す例

理論スキャン点セクションから、スプラインポイントをクリックします。



点群の図形表現

163

9.

スプラインにしたリニア・オープン・スキャンスプラインを示す例

現時点のプローブ方向（アクティブチップ）およびレーザースキャン設定に基づい
てシミュレーションされたポイントクラウドを表示するには、シミュレーションボ
タンをクリックしてください。

ポイントクラウドシミュレーションの進行例
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10.

1.

2.

3.

完成したポイントクラウド・シミュレーションを示す例

必要に応じて、スキャンを変更してシミュレートして結果を確認できます。

すべてが正しいと判断したときは、作成ボタンをクリックして測定プログラムでス
キャンを実行します。

CAD から COP をシミュレーションする

[CAD から COP をシミュレーションする] ダイアログボックスを使用して、表面を選択す
るだけで、CAD モデル上に理論的なポイントクラウドを作成することができます。CAD 
モデルを測定ルーチンにインポートしている必要があります。

[CAD から COP をシミュレーションする] ダイアログボックス

これを行うには下記を実行してください：

[ポイントクラウド] ツールバーの [CAD から COP をシミュレーションする] ダイア
ログボックスをクリックします (ビュー | ツールバー | ポイントクラウド)。

ダイアログボックスの [CAD コントロール] エリアで [選択] チェックボックスをク
リックします。これによって理論的なポイントクラウドを作成する表面を選択でき
ます。

点距離の値を入力します。この値は隣接する点間の最小距離を定義します。PC-
DMIS はこの値を使用してポイントクラウドを作成します。
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4.

5.

•

ランダムな偏差誤差を追加して、理論的ポイントクラウドをいっそうリアルなもの
にすることができます。これを行うには、[ランダムな偏差を追加する] チェック
ボックスをオンにし、最小および最大偏差の値を入力します。

理論的ポイントクラウドの初期ビューに対応する [プレビュー] をクリックします。[
追加] をクリックして理論的ポイントクラウドを作成するか、または [閉じる] をク
リックしてポイントクラウドを作成せずにダイアログボックスを閉じます。

ポイントクラウドシミュレーションにアニメーションパラ
メータの使用

シミュレートされたレーザースキャンの速度は、[セットアップオプション]ダイアログ
ボックス（[編集|環境設定|セットアップ]を選択するか、またはF5キーを押す）の[アニ
メーション]タブのスキャンおよび実行エリアで制御できます。詳細については、PC-
DMIS Coreドキュメントの「セットアップオプション：[アニメーション]タブに関する情
報」を参照してください。

セットアップ オプション：アニメーションタブ

スキャンエリア
各点のスキャンアニメーション - この値は、PC-DMISがアニメーションに使用するスキャ
ンパスの点数を決定します。

ポイントクラウドのシミュレーションには、値1を入力すると、ソフトウェアはすべ
てのスキャンポイントを使用します。これにより、アニメーションがより平滑化に
なります。



PC-DMIS 2026.2 - ﾚｰｻﾞｰ Manual

166

• ポイントクラウドシミュレーションに大きな値（「10」など）を使用すると、レー
ザースキャナプローブが点1から点10に移動し、それらのスキャンパス点間に紫色
のポイントクラウドのストライプがすべて表示されます。結果は速くて滑らかでな
いアニメーションになります。

デフォルト値は50です。

この値はPC-DMIS Settings Editorでも設定できます。詳細については、PC-DMIS 
Settings Editorドキュメントの「ScanAnimateEveryNPts」を参照してください。

実行エリア

ポイントクラウドシミュレーションの場合、このエリアの値は通常最大値に設定
されます。

最大アニメーション速度(ミリ/秒) - これによって、測定ルーチンの実行中にアニメーショ
ン表示されたプロープが[グラフィックの表示]ウィンドウで使用する最大アニメーション
速度を定義できます。速度はmm/秒で表されます。アニメーションのレンダリングが遅す
ぎる複雑な測定ルーチンの場合、この値を変更することには便利です。アニメーションの
再描画ビューの間隔を増やしたい場合、この値を増やします。これにより、ソフトウェア
はアニメーションのステップを少なくします。

この値はPC-DMIS Settings Editorでも設定できます。詳細については、PC-DMIS 
Settings Editorドキュメントの「MaxAnimationSpeed」を参照してください。

アニメーションの速度％ - スライダを使用して、PC-DMISが使用する最大アニメーション
速度ミリ/秒値の実際の割合を調整できます。
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•

•

•

•

•

ﾎﾟｲﾝﾄｸﾗｳﾄﾞ操作
以下にリスト表示されているポイントクラウド演算子コマンドは、ポイントクラウド
（COP）コマンドと他のポイントクラウド演算子コマンドでさまざまな操作を実行しま
す。ソフトウェアは、測定ルーチンによってこれらのコマンドの単位を定義します。

PC-DMIS 2014より前のバージョンでは、演算子コマンドに先立ってCOPOPER
キーワードを使用していました。このCOPOPERコマンドはもはや利用可能では
ありません。また、コマンドは今COP接頭辞を使用します。例えば、現時点の
フィルタ演算子はCOPFILTERです。例えば、現時点のフィルタ演算子は
COPFILTER です。

以上のいずれかの方法で測定ルーチンにポイントクラウド演算子コマンドを追加できま
す：

挿入| ポイントクラウド| 演算子メニュー条項を選択してください。

[挿入 | ポイントクラウド ] サブメニューを選択してから、断面、表面カラーマップ
、点カラーマップ または 厚さカラーマップのいずれかを選択します。これらのオプ
ションで、グラフィック表示ウィンドウでのポイントクラウドの表示を変更する基
本的なポイントクラウドコマンドを追加できます。

操作|ポイントクラウド - このサブメニューを使用すると、PC-DMISがCOPコマンド
に含める点数を変更できます。このサブメニューに含まれるアイテムは次のとおり
です：クリーン、 エンプティー（空き）、 フィルタ、 パージ、 リセット及び 選択
。

編集ウィンドウにポイントクラウド演算子コマンドをキー入力します。カーソルが
編集ウィンドウ内のコマンド上にある場合、F9を押すと、[ポイントクラウド 演算
子]ダイアログボックスが開きます。

ポイントクラウドツールバーから適切なポイントクラウド 演算子ボタンをクリック
して、関連したポイントクラウド演算子ダイアログボックスを開きます。ソフト
ウェアはポイントクラウド演算子をCOPに適用します。

ポイントクラウド演算子コマンドを使用するには、COPオプションでライセンス
を取得する必要があります。
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ポイントクラウド操作の操作

ポイントクラウド操作ダイアログ ボックス

メインメニューで挿入|ポイントクラウド|演算子を選択すると、[ポイントクラウド演算子]
ダイアログボックスが表示されます。ダイアログ ボックスには次の要素が含まれます：

ID - 編集されているポイントクラウドオペレータコマンドの一意のIDを含まれま
す。

ポイントクラウドサイズ - このエリアがリストボックスに選択したポイントクラウ
ド操作の 全体 サイズを含んでいます。サイズ内の削減した サイズと割合(%) 減少
も表示されます。

コマンド一覧 - 左側にあるコマンド一覧は、IDボックス内のポイントクラウド演算
子コマンドにデータを送るCOPまたはポイントクラウド演算子を示しています。コ
マンド一覧のセクションにはさらにこれらの2つの機能を持っています：

IDを探索 - 定義されたオペレータの長いリストがある場合、ID検索ボックスを
使用して、リストに特定のオペレータを探索することができます。作業者のID
をボックスに入力すると、一覧は自動的に入力内容に基づいてフィルタリング
されます。

並べ替え - ID、タイプ、ルーチンまたは時間によってリストを整理するには、
並べ替え機能を使用することができます。リストからオプションを選択し、 [
並べ替え]ボタンをクリックします。

適用 - COPまたは選択したポイントクラウド演算子コマンドに演算子を適用しま
す。
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リセット - COPコマンドに保存されたデータをすべて復元します。

CAD コントロール - 選択されたCAD要素に演算を適用させます。スキャンの詳細に
ついては、「CADコントロール」のトピックを参照してください。

演算子 - このリストは、選択可能な算子コマンドを表示して、それをポイントクラ
ウドまたは他の演算子コマンドに適用します。選択した演算子の種類に応じて、さ
まざまなオプションダイアログボックスで使用できるようになります。詳細につい
ては、次の演算子のタイプを参照して下さい：

ポイントクラウド厚さカラーマップ
厚さカラーマップを使うと、メッシュまたはポイントクラウド (COP) データオブジェク
トのみを使用したカラーマップとして、パートの厚さを表示および測定することができま
す。また、測定された厚さを公称上のCADモデルの厚さと比較することができます。

この機能を使用するには、測定データオブジェクトは、反対側の法線方向を持つ2
つの反対側にデータを持っている必要があります。

ポイントクラウドの厚さのカラーマップを作成するには、ポイントクラウドツールバー（

表示 | ツールバー | ポイントクラウド）から[点群の厚さのカラーマップ]ボタン をク
リックして、[ポイントクラウド演算子]ダイアログボックスを開きます。これは、[厚さの
カラーマップ]メニューオプション（挿入 | ポイントクラウド | 厚さのカラーマップ）から
も実行できます。

ポイントクラウドを使用する場合、データにはXYZ IJK値またはストライプ情報
が必要です。詳細は、このドキュメントの「厚さカラーマップのポイントクラウ
ド･ファイル形式の例」を参照してください。

データオブジェクト（ポイントクラウドまたはメッシュ）の厚さカラーマップを実行する
とき、PC-DMISは測定された厚さを最大厚さ値まで計算します。ソフトウェアはこの最
大厚さより大きなデータ値を評価しません。

測定データをCADモデルに合わせる場合は、公称CADモデルの厚さと比較した実測厚さ
の偏差を示す厚さカラーマップを作成することを選択できます。

大きなデータ･オブジェクトに大きな最大厚さ値を使用すると、処理時間が長くな
る可能性があります。

次の太さのカラーマップを作成できます：
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•

•

•

•

•

•

ポイントクラウドまたはメッシュデータオブジェクトを使用して被測品の厚さを測
定します。

ダイアログボックスの[CADコントロール]エリアで[選択]チェックボックスをオンに
して、グラフィック表示ウィンドウでCADサーフェスを選択するときに、特定の
CADサーフェスに厚さカラーマップを作成します。

CAD厚さカラーマップと比較します。これは、CADモデルと比較したポイントクラ
ウドまたはメッシュデータオブジェクトの厚さの偏差を示します。

カラーマップの表示/非表示
グラフィック表示ウィンドウでさまざまな方法でカラーマップを表示または非表示にする
ことができます。PC-DMISが非表示の場合、編集ウィンドウを移動しても、グラフィッ
ク表示ウィンドウにカラーマップは表示されません。

[アクティブなカラーマップ]ボタンには、有効と無効の2つの状態があります。グラフィッ
クアイテムツールバーまたはメニュー（操作 | グラフィック表示ウィンドウ | グラフィッ
クアイテム | カラーマップのアクティブ化）から、[カラーマップのアクティブ化]ボタン

（ ）をクリックして、有効な状態（ ）にします。PC-DMISは、グラフィック表
示ウィンドウにカラーマップをアクティブに表示するようになりました。

グラフィック表示ウィンドウでカラーマップを非表示にするには、[カラーマップをアク

ティブ化]ボタンをもう一度クリックして、無効状態にします（ ）。[カラーマップ]
リストから[なし]を選択して、カラーマップを無効にすることもできます。

カラーマップを表示するには：

[カラーマップをアクティブ化]ボタンをクリックして、有効な状態にします。このボ
タンを有効にすると、PC-DMISは、編集ウィンドウのカーソル位置に基づいて、グ
ラフィック表示ウィンドウにカラーマップを表示します。

[カラーマップ]リストからカラーマップを選択します。

カラーマップを適用または実行すると、PC-DMISは[カラーマップをアクティブ化]
ボタンを自動的に有効な状態に設定します。

カーソルが編集ウィンドウのメッシュ、ポイント、サーフェス、または厚さのカ
ラーマップ上にある場合、アクティブなカラーマップがグラフィック表示ウィン
ドウに表示されます。PC-DMISは、カラーマップコンボボックスにカラーマップ
IDも表示します。

カーソルが編集ウィンドウのすべてのカラーマップの上にある場合、PC-DMISは
グラフィック表示ウィンドウにカラーマップを表示せず、カラーマップコンボ
ボックスを[なし]に設定します。
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1.

2.

3.

4.

5.

6.

実測のポイントクラウド厚さカラーマップ

ポイントクラウド厚さカラーマップを測定するには：

ポイントクラウドツールバー（表示 | ツールバー | ポイントクラウド）から[ポイン

トクラウドの厚さのカラーマップ]ボタン をクリックするか、またはメニューオ
プション（挿入 | ポイントクラウド | 厚さのカラーマップ]）をクリックして、ポイ
ントクラウドの厚さのカラーマップ演算子の[ポイントクラウド演算子]ダイアログ
ボックスを開きます。

一覧からポイントクラウド・データ・オブジェクトを選択します。

ポイントクラウド・データ・オブジェクトの太さを測定するときは、使用
する方法タイプを選択できません。PC-DMISは自動的に球法を使用しま
す。

最大厚さの値を入力します。ソフトウェアはこの最大厚さ値より大きなデータ値を
評価しません。

[適用] をクリックします。

注釈を作成します。詳細は、「厚さカラーマップの注釈」を参照します。

作成をクリックして下さい。
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1.

CADポイントクラウド厚さカラーマップとの比較

CADと比較した厚さカラーマップ処理は、大きなポイントクラウド（100万点以
上）を扱う場合は非常に時間がかかります。[CADとの比較]操作を実行する前
に、ポイントクラウドをフィルタリングすることをお勧めします。ポイントクラ
ウドのフィルタリングの詳細については、このドキュメントの「フィルタ」を参
照してください。

CADモデルとの比較には、ポイントクラウドデータオブジェクトの厚さカラーマップを作
成できます。この場合は、ポイントクラウド演算子ダイアログボックスから、CADと比
較するチェックボックスをオンにします。

CADと比べて厚さカラーマップにCAD面を選択すると、PC-DMISは材料の両面を
使用して厚さを計算します。ただし、PC-DMISは、選択した面のデータにのみ色
を付けます。

PC-DMISはCADモデルと比較したデータオブジェクトの厚さの偏差を計算します。

ソフトウェアは偏差を表示するためにCADとの比較に使用されるポイントクラウドデータ
オブジェクトをカラーマップします。

それを行うには以下を実行します。

[ポイントクラウド演算子]ダイアログボックスで、[厚さカラーマップ]を[演算子]一
覧から選択します。
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2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

対応するポイントクラウドデータオブジェクトを選択してください。

最大厚さを入力します。ソフトウェアはこの値より大きなデータ値を評価しませ
ん。

CADと比較をクリックして、正公差と負公差のボックスに適切な公差値を入力しま
す。負数を入力するときはマイナス記号を使用する必要があります。

最大距離を入力します。PC-DMISは、カラーマップのCADモデルからこの距離内の
データを使用します。

[適用] をクリックします。

注釈を作成します。厚さカラーマップ演算子を注釈点作成する方法の詳細について
は、「厚さカラーマップの注釈」を参照してください。

作成をクリックして下さい。

厚さのカラーマップをレポートに表示すること

厚さカラーマップをレポートに表示するには、[挿入|レポートコマンド|スナップショット]
の順に選択します。 PC-DMISは、レポート作成時にカラーマップ･イメージのスナップ
ショットを挿入します。

厚みカラーマップレポートの例
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•

•

厚さのカラーマップの注釈

サーフェス･カラーマップと同様に、太さのカラーマップに注釈点、最小/最大注釈、およ
び注釈の表示/非表示を作成できます。

ポイントクラウドまたはメッシュデータオブジェクトの注釈を作成すると（CADモ
デルにくらべていない）、注釈には実測厚さが表示されます。

CADモデルと比較された点群またはメッシュ用の注釈を作成すると、注釈は実測厚
さとCADの間の厚さ偏差を示します。

反対側点の注釈の表示

PC-DMISが注釈点を測定する方法を理解するために、PC-DMISに、グラフィック表示
ウィンドウにある最初にクリックされた点、パーツの厚さの反対側の点、および接続線を
表示させることができます。これを行うには、[注釈の反対側のポイントを表示する]
チェックボックスをクリックします。

注釈点のサイズと接続線の太さは、CADとグラフィックの設定ダイアログボックス（編
集|グラフィック表示ウィンドウ| OpenGL）のOpenGLタブのポイントクラウドエリアか
ら変更できます。詳細については、PC-DMIS Coreドキュメンテーションの「カスタマイ
ズ設定」章の「OpenGLオプションを変更する」を参照してください。

[反対側点の注釈を表示]チェックボックスをオンにした厚さカラーマップの例
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厚さカラーマップのポイントクラウドファイルフォーマット
の例

ポイントクラウドを使用する場合、データにはXYZ IJK値またはストライプ情報が必要で
す。

ファイル･フォーマットの例を以下に示します：

XYZIJK形式のポイントクラウド ファイルの例

ストライプ情報を含むポイントクラウド ファイルの例
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1.

2.

3.

•

色スケールの編集

カラースケールの編集ボタンは点のカラーマップ及び面のカラーマップ演算子に対してポ
イントクラウド演算子ダイアログボックスで使用できます。このボタンを使用すると、こ
れらの演算子での色スケールを変更できます。デフォルトでは、スケールの Min/Max (最
大/最小) 値はカラーマップの +/- 公差値に設定されています。さまざまなカラーバーを保
存してから、この機能を使って呼び出すことができます。

開始するには：

ポイントクラウドツールバーから、ポイントクラウド点のカラーマップ（ ）ま

たはポイントクラウド面のカラーマップ（ ）を選択して、オペレータのポイ
ントクラウドオペレータダイアログボックスを表示します。

[寸法カラースケールを使用]チェックボックスをクリックしてオフにし、[カラース
ケールの編集]ボタンを表示します。

下記のように、カラースケールの編集ボタンをクリックしてカラースケールエディ
タダイアログボックスを表示します。

[カラースケール編集]ダイアログボックス

下記のダイアログボックスのエリアが記述されます。

レベルエリア
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•

カラースケールエリア

プロファイルエリア

場面に表示エリア

色バーレベルエリア

[カラースケール編集]ダイアログボックスのレベルエリア

ゾーン数 - この設定では、ソフトウェアがカラーバーに表示するカラーゾーンの数を変更
できます。1に設定すると、下記に示すとおりグラデーション表示になります：

[カラースケール編集]ダイアログボックス

公差範囲ゾーンの数を変更するには、上下のレベル矢印をクリックします。現在の領域の
いずれかをクリックして、その場所に新しい領域を作成することもできます。

[両方向を表示]チェックボックス - 最小値の[スケール]および[設定]コントロールを有効に
するには、このチェックボックスをオンにします。このチェックボックスを選択しない
と、最小値のスケールコントロールと設定コントロールは無効になります。このケースで
の最小値は最大値の負数です。

公差値をパーセントで表示チェックボックス - このチェックボックスをオンにすると、公
差値ではなくパーセント値でカラースケールが表示されます。
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1.

2.

1.

2.

非線形スケールチェックボックスを使用する - 非線形カラーマップスケールを表示するに
は、このチェックボックスをオンにします。詳細は、このドキュメントの「非線形カラー
マップスケール」トピックを参照してください。

カラースケールエリア

[色スケール編集]ダイアログボックスの色スケールエリア

色スケールセクション - このセクションは各公差に関する測定値に関連する公差領域およ
び色を決定します。スケールおよび設定ボタンは下記の各種値で最大及び最小公差値を変
更します：

スケールボタン - このボタンをクリックすると、ソフトウェアは公差マーカーで指
定された中間ゾーン値を新しい最大値と最小値を中心に適切にスケールします。

新しい最大値または最小値を入力して設定をクリックします。色バーの最小/
最大値を変更すると、カラーマップ上の正/負の公差値も変更されます。

それぞれのスケールボタンをクリックします。カラーバーのすべてのゾーンは
同じように表示されますが、ソフトウェアは各マーカーの値を新しい最大値と
最小値を中心に適切に調整します。

[設定]ボタン - このボタンをクリックすると、最も高いゾーンの上限値、または最も
低いゾーンの下限値が変更されます。公差マーカーによって指定される中間領域値
は変化しません。

新しいMax (最大) または Min (最小) 値を入力します。

それぞれの設定ボタンをクリックします。PC-DMISは、対応する最大ゾーン
または最小ゾーンを変更します。すべての中間ゾンの値は、そのままに保持し
ます。
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1.

2.

1.

2.

3.

ゾーン値を変更するには、ゾーンマーカーの1つをクリックしてドラッグし
ます。ゾーン値を入力することもできます。新しいゾーン値を入力するに
は：

ゾーンマーカーをクリックすると、PC-DMISはマーカーから選択した
ゾーンへの引出線を表示し、フィールドが表示されます。

フィールドに適切な値を入力して、その値に対するフィールドの外側
をクリックして値が適用されるようにします。

[データ色なし]チェックボックス - カラーマップの[最大距離]に基づいて、データが
存在しない色を設定するには、このチェックボックスをオンにします。このオプ
ションに対する色を定義するには：

チェックボックスの右側のドロップダウン矢印をクリックして、[標準カラー
ピッカー]ダイアログボックスを表示します。

このオプションに対する色を選択してOKをクリックします。

チェックボックスをクリックしてマークし、このオプションを面のカラーマッ
プに適用します。

色づけの方法 - ドロップダウンリストは選択可能な事前に定義されたカラーバーの
色方式を提供します。ドロップダウン矢印をクリックして一覧を表示し、適用した
い配色を選択します。

色バープロファイルエリア

カラース ケール エディタダイアログボックスのプロファイルエリアを使用して、色バー
方式を管理します。

[管理] ボタンをクリックして、[プロファイルマネージャ] ダイアログボックスを開きま
す。

プロファイル マネージャダイアログ ボックス

ダイアログボックスには以下のオプションがあります：
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•

•
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•

これが新しい配色である場合、名前ボックスに一意な名前を入力して保存をクリッ
クします。ソフトウェアは、入力された名前で現在のカラーバープロファイルを保
存します。

配色プロファイルを読み込むには、[名前]リストからプロファイルを選択して[読み
込み]をクリックします。

既存のプロファイルを削除するには、「名前」リストからプロファイルを選択して
「削除」をクリックします。ソフトウェアは輪郭曲線を永久に削除する - これは元
に戻すことはできないため、配色を削除するときは注意してください。

名前フィールドに輪郭名前を入力し、ユーザーの入力に基づいてリストをフィル
タすることもできます。

PC-DMISは、測定ルーチンと同じフォルダに.cbrを拡張子としてファイルを保存
します。

色バーの場面に表示エリア

[カラースケールエディタ]ダイアログボックスの場面エリアに表示

[カラースケールエディタ]ダイアログボックスの[シーン内の表示]エリアでは、グラフィッ
クス表示ウィンドウにカラースキームが表示される方法が定義されます。そのオプション
は次の通りです：

表示なし - カラーバーはグラフィック表示ウィンドウに表示されません。

前景 - カラーバーがグラフィック表示ウィンドウのCADオブジェクトの上部に表示
されます。

背景 - カラーバーがグラフィック表示ウィンドウの CAD オブジェクトの背後に表示
されます。

分布カーブを表示するチェックボックス - このチェックボックスをオン（デフォル
ト）にすると、カラースケールのデータ値の上にレイヤーの分布曲線のヒストグラ
ムが表示されます。カーブは、公差範囲内のカラーマップの偏差を視覚的に示しま
す。

分布パーセンテージを表示するチェックボックス - このチェックボックスをオン
（デフォルト）にすると、ソフトウェアはパーセント値とカラースケールデータ値
を表示します。これは、公差範囲内の偏差のパーセンテージを示します。



ポイントクラウド厚さカラーマップ

181

1.

2.

3.

領域色の変更

特定領域での[最大公差マーカー] をクリックしキーボードの Ctrl キーを押して、
同じ領域での[最小公差マーカー]をクリックします。

選択したら、ドロップダウン矢印をクリックして、[カラーピッカー] イアログボッ
クスを表示します。

新しい色を選択しOKをクリックします。ソフトウェアは、選択したゾーンの色を新
しい色に変更します。

ゾーンの最大値または最小値のみを変更した場合、PC-DMISはそのゾーン
の色だけをグラデーションスキームに変更します。例えば、領域のMax色の
みを変更すると以下に示すとおり、その領域のグラデーション色の表示方
式は選択された新しいMax色およびMin値の現在の色をベースにしたものに
なります。



PC-DMIS 2026.2 - ﾚｰｻﾞｰ Manual

182

•

SELECT

ポイントクラウド操作ダイアログ ボックス - 操作を選択します

SELECT操作をポイントクラウドに適用するには、[ポイントクラウド]ツールバーから[ポ

イントクラウドの選択]（ ）をクリックするか、または操作 | ポイントクラウド | 選択
の順に選択します。デフォルトでは、[ポイントクラウドの選択]ボタンをクリックする
と、ソフトウェアは[多角形]オプションを使用します。

SELECT操作は、COPコマンドに含まれるデータのサブセットを選択します。

PC-DMISは、[イン]オプションを選択した場合、ポリゴン選択の内部に厳密に含ま
れるポイントクラウドデータのサブセットのみを保持します。
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•

[イン]オプションを使用してデータを示す点群の選択：

上部の画像は最初の選択です。
下の画像は [適用] ボタンをクリックした後の結果です。

PC-DMISは、[アウト]オプションを選択した場合、ポリゴン選択の外部に厳密に含
まれるポイントクラウドデータのサブセットのみを保持ます。

[アウト]オプションを使用してデータを示す点群の選択：
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1.

2.

3.

4.

•

上部の画像は最初の選択です。
下の画像は [適用] ボタンをクリックした後の結果です。

ポイントの領域を選択するには：

コマンドの [ID] 一覧から、選択を適用するポイントクラウドIDを選択します。

[ポイントクラウド演算子]ダイアログボックスから、選択方法を選択します：

選択する時は、Ctrl +左マウスクリックを使用します。これにより、選択の
中心がポイントクラウドにスナップされます。

また、個々のポイントクラウドが見えるように、[グラフィックビュー]ツー
ルバー（表示 | ツールバー | グラフィックビュー）から[グラフィックウィ
ンドウをソリッドとして表示]オプションをオフにすると役立つ場合があり
ます。

選択方法 必要なポイント

ボックス クリックしてドラッグし、長方形の形状を定義
します。

円 クリックして円の中心を設定し、ドラッグして
円のサイズを定義します。

校正球 クリックして選択球の中心を設定し、ドラッグ
して球形を定義します。

多角形

クリックして、ポリゴンの頂点を定義します。
ポリゴンの選択を閉じるには、マウスの左ボタ
ンをダブルクリックするか、Endキーを押しま
す。

グラフィック表示ウィンドウで、エリアをクリックしてドラッグして、ポイントク
ラウドの一部を選択します。選択するエリアのタイプは、ステップ2で行った選択方
法によって異なります。

選択範囲のアウトライン、位置、深さを変更できます：

ボックス、円、または球の輪郭を変更するには、エッジを新しい位置にドラッ
グします。ポリゴンの場合は、頂点をドラッグします。
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•

•

•

A.

B.

C.

D.

5.

6.

ボックス選択を回転するには、コーナーの頂点を新しい位置にドラッグしま
す。

選択範囲の位置を移動するには、中央のコントロールポイントを新しい位置に
ドラッグします。

デフォルトでは、ボックス、円、ポリゴンの選択は3Dであり、選択のビュー
に垂直にポイントクラウドを通過します。中央の深度点の1つをクリックして
ドラッグすると、選択範囲の深度を変更できます。

ポリゴン領域を次を表示：

領域境界点

領域中心制御点

領域中心深度点

多角形選択の頂点（またはボックス、円、球の選択ではエッジ）にカーソル
を合わせて強調表示し、クリック＆ドラッグして選択の輪郭を変更します。

選択範囲内に点を保持する場合は、[ポイントクラウド演算子]ダイアログボックスで
[イン]をクリックします。点を選択範囲外に保持する場合は、[アウト]をクリックし
ます。

選択ビューで正面を向いている点のみを保持する場合は、[前向き]チェックボックス
をクリックします。詳細については、「ポイントクラウドセレクト - 前向き」を参
照してください。
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7.

8.

9.

ソフトウェアは、デフォルトで「プレビュー」チェックボックスを選択します。こ
れにより、領域を選択した時にポイントクラウドが表示されます。選択したポイン
トクラウドデータが強調表示されないように、チェックボックスをオフにすること
ができます。これは、非常に大きなポイントクラウドオブジェクトがあり、選択し
たポイントクラウドデータが性能に影響することに明らかになる場合に役立ちま
す。

[グラフィック表示]ウィンドウで必要な点をクリックした後、[適用]ボタンをクリッ
クして選択を実行します。PC-DMISは選択された領域の内と外の点をグラフィック
の表示ウィンドウに表示します。

終了したら [作成] をクリックします。PC-DMISは、 COP/OPER,SELECT コマンド
を編集ウィンドウに挿入します。

ユーザが代わりに補数データを選択したい場合は、それを行うためにブー
ル演算子を使用することができます。BOOLEAN内部の補数オプションの詳
細については、「BOOLEAN」トピックを参照してください。

作成をクリックして COP/OPER,SELECT コマンドを編集ウィンドウに挿入します。

PC-DMISは、CAD座標系でポイントクラウドSELECTコマンドを作成します。下記のリ
ンクをクリックして、各選択方法に対する値の説明を表示します。

COPSELECT ボックス 例

COPSELECTION1=COP/OPER,SELECT,BOX,INSIDE=YES,FRONT_FACING=NO,

<77.136,-0.01,-25.715>,<0,-1,0>,<1,0,0>,17.104,28.514,0,SIZE=110280,REF=COP1,,

場所：

77.136,-0.01,-25.715 =選択のXYZ中心位置の値。

0,-1,0 =選択のビューI、J、K値。

1,0,0 =選択の主方向の値。

17.104 =選択の幅値。

28.514 =選択の長さ（主方向）値。

0 =選択の深さ値。

COPSELECT 円の例

COPSELECTION1=COP/
OPER,SELECT,CIRCLE,INSIDE=YES,FRONT_FACING=YES,

<0,80.045,-70.337>,<1,0,0>,22.047,15.143,SIZE=3388,REF=COP1,,
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場所：

0,80.045,-70.337 = 選択のXYZ円心位置の値。

1,0,0 =選択のビューI、J、K値。

22.047 =円の直径値。

15.143 =選択の深さ値。

COPSELECT SPHERE 例

COPSELECTION3=COP/
OPER,SELECT,SPHERE,INSIDE=YES,FRONT_FACING=YES,

<-95.864,149.866,-9.443>,56.185,SIZE=2278666,REF=COP1,,

場所：

-95.864,149.866,-9.443 = 球のXYZ中心値。

56.185 =球の直径値。

COPSELECT POLYGON 例

COPSELECTION4=COP/
OPER,SELECT,POLYGON,INSIDE=YES,FRONT_FACING=NO,10.709,

<0,2.889,-2.864>,

<0,27.35,-2.864>,

<0,28.586,-98.603>,

<0,2.148,-98.356>,

<0,1.901,-68.006>,

<0,22.161,-68.006>,

<0,21.667,-32.72>,

<0,3.136,-32.967>,

<0,3.136,-32.967>,

SIZE=2278666,REF=COP1,,

場所：

10.709 =選択の深さ値。

深さ値の後に、選択ビューの多角形の頂点のXYZ座標値の9つのセットが続き
ます。



PC-DMIS 2026.2 - ﾚｰｻﾞｰ Manual

188

深さの値が0（ゼロ）の場合、選択ビューでポイントクラウドュ全体が切り取ら
れ、無限の深さになります。

ポイントクラウドを選択-前向き

[ポイントクラウド演算子] ダイアログボックス - 前向きオプションを選択した状態の SELECT 
演算子

選択ビューで前向きの点のみを選択する場合は、[ポイントクラウド演算子]ダイアログ
ボックスの[前向き]チェックボックスをクリックします。このチェックボックスを無効に
すると、PC-DMISは前向きと後向きの両方のビューにある点を選択します。

前面と裏面を対照的な色で表示するには、グラフィック表示ウィンドウでポイントクラウ
ドを右クリックし、[ポイントクラウド表示|両面]の順に選択します。

このオプションを使用するには、ポイントクラウドに各点のストライプ情報また
はIJK値が必要です。
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選択ビューの例（左）、前向きを無効にした選択（中央）、前向きを有効にした選択（右）

断面

[ポイントクラウド演算子] ダイアログ ボックス - 断面演算子

「横断面」操作はCOPまたはメッシュオブジェクトに平行な平面セットの定義済み交差
によって決定されるポリラインのサブセットを生成します。平面セットは開始点、方向ベ
クトル、平面と長さの間のステップ距離によって定義されます。平面数は [長さ] + 1 に分
割された[ステップ] 距離によって決定されます。
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•

•

•

•

従来のプロファイル寸法を使用して、CROSS SECTION 演算子を評価できます。
幾何公差コマンンドはポイントクラウドまたはメッシュ演算子をサポートしませ
ん。

断面操作をポイントクラウドに適用するには、ポイントクラウドツールバーの断面 ポイ

ントクラウド（ ）をクリックするか、または挿入|ポイントクラウド|断面を選択し
ます。

ポイントクラウドまたはQuickCloudツールバーで、2D断面スライドショーボタン を
クリックして、2Dビューで横断面を表示します。詳しくは、「横断面ポリラインの表示
と非表示」トピックの「横断面スライドショー」セクションを参照してください。

[演算子]一覧の下のドロップダウンリストには、[ベクトル]、[軸]、[曲線]、および[2点]の
オプションが含まれています。曲線関数がどのように機能するかについては、「曲線に
沿った断面図の作成」トピックを参照してください。2点オプションについて詳しくは、
「2点間に横断面を作成」トピックを参照してください。

断面演算子は以下のオプションを使用します：

始点：この値は、ポイントクラウドを切断する最初の平面に属する点の座標を示し
ます。

ソフトウェアは、グラフィック表示ウィンドウに開始点を青いボールとして表示し
ます。このボールを新しい場所にドラッグするためのハンドルとして使用できま
す。グラフィック表示ウィンドウで最初のクリックにより、始点を定義します。実
際の編集ウィンドウのコマンドでは、開始点の値は START PT パラメータに保持さ
れます。

方向 (ベクトルオプションと2点オプションのみに適用される) - この値は垂線ベクト
ルの方向を示します。グラフィック表示ウィンドウでの2回目のクリックにより、方
向を定義します。実際の編集ウィンドウのコマンドでは、方向の値は NORMAL パ
ラメータに保持されます。

軸 (軸オプションのみに適用される) - このオプションを使用して X、YまたはZ軸に
沿って横断面を作成します。希望の軸（デフォルトはX軸）を選択し、グラフィッ
ク表示ウインドウに始点を設定し、終了点を設定してください。切断面は、切断面
の長さに渡って与えられた段階値でそのパーツをカットします。

[COP 平滑化] チェックボックス：このチェックボックスを選択して、ポイントクラ
ウドを平滑化するために点の位置を最適化します。ユーザーが [COP 平滑化] ボック
スに入力する値は、PC-DMIS が断面作成時に勘案する定義されたエリア内部で考慮
すべき隣接点の数を表します。値が大きいほど隣接点の数は多く含まれます。最小
有効値は 8 です。8 未満の値を入力すると、PC-DMIS は以下のエラーメッセージを
表示します。
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幅：この値は、検討中のセクションの幅を示します。値が0の場合、システムは
CADおよびCOPの境界ボックス値として値を計算します。

高さ：この値は検討中のセクションの高さを示します。値が0の場合、システムは
CADおよびCOPの境界ボックス値として値を計算します。

デルタ：この値は切断面の一部と見なされる点の平面からの最大距離を示します。
実際の編集ウィンドウコマンドでは、デルタ値は TOLERANCEパラメータに保持さ
れます。デルタプロパティはCOPオブジェクト選択時にのみ使用できます。

ステップ：この値は平面間の距離を示します。実際の編集ウィンドウのコマンドで
は、ステップ値はINCREMENT パラメータに保持されます。

[ステップ]ボックスの値が[長さ]ボックスの値より大きい場合は、開始点に1
つだけのセクションカットが作成されます。

長さ：この値は最初および最後の平面間の最大距離を示します。ソフトウェアは、
ダイアログボックスの長さパラメータに長さの値を表示します。PC-DMISは、グラ
フィック表示ウィンドウに紫色の線として表示します。

曲線平滑化係数：曲線平滑化係数を使用して、平滑化制約のある最小二乗近似を順
序付けられた点のセットに適用できます。曲線平滑化係数を使用すると、スプライ
ンの粗さが滑らかになるにつれて点が元の位置から移動するため、トレードオフが
存在します。したがって、スムージング係数がデータを移動または変更するため、
スムージング係数を適用するときには注意が必要です。このオプションは、「ノイ
ズ」と見なされる点を平滑化するのに役立ちます。
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曲線平滑化係数の値に上限はありません。但し、この値を大きくするほど、目立っ
た変化が見られなくてもデータに与える影響は少なくなります。非常に大きなス
ムージング (平滑化) 係数を使用すると、測定された断面ポリラインの元の形状に変
化が生じます。

値0（ゼロ）は、非常に小さな内部平滑化係数を適用します。

0.1～0.25の開始値で曲線平滑化係数オプションをテストする必要がありま
す。次に、結果に応じて、値を0.5、1、または2に増やし、目的の結果が得
られるまで再テストします。

曲線平滑化係数を0（ゼロ）に設定した例

 

曲線平滑化係数を0.5に設定した例
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ギャップフィル距離：この値は横断面の測定された黄色ポリラインに沿った最大
ギャップ距離を定義します。この値以下のギャップが発生した場合、PC-DMISは計
算されたポイントでギャップを埋めます。この値はPC-DMIS Settings Editorでも設
定できます。詳細については、PC-DMIS Settings Editorのドキュメントの
「CrossSectionMaximumEmptyLength」トピックを参照してください。

点間隔：この値はCrossSectionCopCadCrossSectionDrivenByCadエントリが
1 (真)に設定される場合のみに使用されます。この値は最良の補間COP点を探すた
めにCADポリラインに沿って使用されるステップです。高精度を達成するために、
またはCADモデルが非常に小さい場合、この値を小さな値に設定できます。

この値はPC-DMIS Settings Editorでも設定できます。詳しくは、PC-DMIS 
Settings Editorドキュメントの
「CrossSectionCopCadCrossSectionStep」トピックを参照してくだ
さい。

CADまでの最大距離：入力された値は、公称CADモデルからポイントクラウドデー
タの最大距離を定義します。デフォルト値は2 mmです。スキャンされた部品が
CADからの最大距離値を超えると、ソフトウェアは黄色の測定断面を計算しないこ
とがあります。この値を調整して、スキャンしたデータのCADモデルに対する大き
な偏差を考慮に入れることができます。

輪郭寸法 - 各断面の新しい輪郭寸法を作成するには、[追加]ボタン をクリックしま
す。輪郭寸法の詳細については、PC-DMIS Coreドキュメントの「レガシー寸法の
使用」章の「輪郭計測 - 線または表面」を参照してください。

分析ビュー - [追加]ボタンをクリックして、編集ウィンドウで ANALYSISVIEW コマ
ンドを作成します。 ANALYSISVIEW コマンドの詳細については、PC-DMIS Coreド
キュメントの「レポートコマンドの挿入」章にある「分析ビューコマンドの作成」
を参照してください。

注釈最小/最大：アクティブな断面の注釈ラベルの形式で最小値と最大値を作成する
には、[追加]ボタンをクリックします。
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•

PC-DMISは、測定ルーチンを実行するたびに最小点と最大点を計算します。

CADコントロール - 選択チェックボックスをマークすると、グラフィックの表示
ウィンドウでCAD面を選択できます。[作成] をクリックすると PC-DMIS は選択し
た面を通過しない断面をフィルタリングします。

例えば、始点と終点を定義した後で面Aを選択した場合、PC-DMISはBとCでのみ断
面を生成します：
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横断面を(B)と(C)のみに制限する選択面(A)の例

選択した面は [表示] ボタンをクリックしたときに見える内容には影響しません。

切断面がグラフィック表示ウィンドウに表示されると、次のようにそれらを操作できま
す：

切断面の高さと幅のサイズを変更するには、面のエッジハンドルを新しい位置にド
ラッグします。

平面のセットを軸周りにに回転させるには、平面のコーナーハンドルを新しい位置
にドラッグします。

紫色の線の 始点 または 終点 定義を再定義するには、最初または最後の紫色の長さ
の線の青いポイントハンドルを新しい位置にドラッグします。方向が変化している
ときは、ダイアログボックスの値とグラフィック表示ウィンドウの平面数が更新さ
れます。「軸」モードで、平面の方向は変化しません。

平面のセットを移動するには、紫色の長さの線の真ん中の青いポイントハンドルを
ドラッグします。

横断面を作成または編集するときは、上にしめされたとおりに透明ビュー
で切断面が表示されます。

次のことを実行するには、作成をクリックします：
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•

•

•

•

•

•

各平面の COP/OPER、CROSS SECTION コマンドを編集ウィンドウに挿入します。
これは下記のコードにあります。

COPSECTION3=COP/OPER,断
面,TOLERANCE=0.05,WIDTH=117.715,HEIGHT=227.086,

START PT = -6.439,60.097,6.276,NORMAL = 
0.9684394,-0.2221293,-0.1130655,SIZE=76

REF,COP1,,

PC-DMIS は公称上の CAD を黒色のポリラインで、COP ポリラインを黄色のポリラ
インで表します。

下記に示すとおりグラフィック表示ウィンドウ内に各平面のラベルが挿入されま
す。

6つの平面を示す完成済断面

値の入力による断面の定義
ポイントクラウド演算子ダイアログボックスを使用して、必要な値を入力します：

START PT：この値は、始点X、Y、Zボックスを使用して断面の始点を指定しま
す。

法線：この値は方向I、JおよびKボックスを使用して横断面のベクトルを指定しま
す。

幅：これは幅ボックスで横断面の幅プロパティの値を指定します。

高さ：これは高さボックスで横断面の高さプロパティの値を指定します。
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•

•

•

•

a.

公差：これは、PC-DMISがDeltaボックスの断面の一部と見なすためにPC-DMISが
点からの最大距離を決定するために使用する値を指定します。

増分：これはステップボックスで切断平面間の値を指定します。

長さ：長さボックスで最初の切断面と最後の切断面間の値を指定します。

平滑化公差：これは平滑化公差ボックスで生成される横断面に関連する点を微調整
するための公差値を指定します。

グラフィックの表示ウィンドウを使用した断面の定義
横断面パラメータの一部を定義するには、グラフィックの表示ウィンドウでCADモデルを
クリックして開始点を選択します。 ピンク色の線が現れます。CADモデルで2番目の点を
クリックして方向ベクトルと長さを決定します。

また、グラフィック表示ウィンドウからの輪郭寸法の作成
断面ラベルをダブルクリックすると、PC-DMISは選択した断面を評価する新しいプロ
ファイル寸法を作成します。

2D半径ゲージによる断面上の半径の測定
PC-DMISは、ポイントクラウド断面上の半径を迅速に測定するために2D半径ゲージを提
供します。詳細は、「2D半径ゲージの概要」を参照してください。

横断面の2Dビュー

断面を定義したら、各断面を個別に2Dビューに表示できます。このビューは、横断面に
垂直です。断面の上で作成された注釈点は2Dビューに表示されます。

断面を2Dで表示するには、グラフィックモード、メッシュ、点群、またはクイッククラ

ウドツールバー（表示|ツールバー）から、2D断面スライドショーボタン（ ）をク
リックします。

2D断面スライドショーの詳細については、「断面ポリラインの表示と非表示」トピック
の「断面のスライドショー」セクションを参照してください。

編集ウィンドウから2Dで断面を表示する方法。

編集ウィンドウで、2Dで表示したい断面をクリックします。選択された部分がグラ
フィック表示ウインドウに水色で表示されます。
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b.

c.

断面の選択された部分の例

選択された部分を右クリックして、編集ウィンドウのポップアップメニューを表示
します。

表示のみオプションをクリックして、選択された断面の2Dビューを表示します。こ
のオプションを有効にすると、PC-DMISの左側にチェックマークが表示されます。

2Dビューになっているときは、横断面グラフィックコントロールツールバーを使用でき
ます。
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•

•

•

•

•

•

断面に垂直する局部図の例

グラフィックの表示ウィンドウで横断面の上にカーソルを置いて移動させると、
ラベルが表示され、リアルタイムで更新されます。2Dビューになっているときに
横断面上の任意の点をクリックして、その位置に対する注釈ラベルを作成しま
す。

断面の図形コントロールツールバーは、グラフィック表示ウィンドウ内の任意の場所に配
置できるフローティング･ツールバーです。

断面グラフィック制御ツールバー

左から右へのボタンで下記の機能を実行できます：

注釈の表示/非表示 - 注釈を表示または非表示にします。

距離ゲージの表示/非表示 - 距離ゲージの表示/非表示を切り替えます。

2D半径ゲージの表示/非表 - 2D半径ゲージの表示/非表示を切り替えます。

公称ポリラインの表示/非表示 - 公称ポリラインを表示および非表示にします。

測定ポリラインの表示/非表示 - 測定ポリラインを表示/非表示にします。

前の2D断面を表示 - 編集ウィンドウで現在選択された断面から、このボタンをク
リックするたびに、ソフトウェアは前の断面から最初の断面までを表示します。
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•

1.

2.

3.

次の2D断面を表示 - 編集ウィンドウで現在選択された断面から、このボタンをク
リックするたびに、ソフトウェアは次の断面から最後の断面までを表示します。

[前の2D断面を表示]または[次の2D断面を表示]ボタンをクリックすると、前後に切り替え
て断面図をスライドショーパターンで表示できます。詳しくは、「横断面ポリラインの表
示と非表示」トピックの「横断面のスライドショー」セクションを参照してください。

曲線に沿った断面の作成

ポイントクラウド演算子またはメッシュ演算子ダイアログボックスのカーブ機能で、カー
ブ要素に沿って横断面を作成することができます。PC-DMISは、CAD曲線に垂直な断面
を作成します。

ポイントクラウド演算子ダイアログボックス - 断面演算子、カーブ機能が選択されます。

カーブに沿って横断面を作成すること

ポイントクラウドを入力として作成された断面の場合は、挿入| ポイントクラウド| 
演算子をクリックして、ポイントクラウド演算子ダイアログボックスを表示しま
す。

メッシュを入力として作成された断面の場合は、挿入| メッシュ| 演算子をクリック
して、メッシュ演算子ダイアログボックスを表示します。

[演算子]一覧から、[断面]演算子を選択します。

[演算子]一覧のドロップダウンリストから、[曲線]関数を選択します。
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4.

5.

グラフィック表示ウィンドウで、カーブ要素の上にカーソルを置きます。PC-DMIS
はカーブを自動的に検出して強調表示します：

断面を作成したい先のハイライトされたエッジをクリックします。PC-DMISは、自
動的に断面を生成します：

連続する複数のエッジを選択するには、次のエッジの上にマウスを移動しながら、
Ctrlキーを押したままにします。
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エッジをクリックして、それを選択します：

必要に応じて、このように多くのエッジを選択します。

エッジの選択を解除するには、Ctrlキーを押し、最初または最後のエッジ上にカーソ
ルを移動（それは赤色に変わり）し、その後、それを左クリックします。

すべてのエッジの選択を解除するには、[リセット]ボタンをクリックします。
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6.

7.

曲線の長さ線の開始または終了点 (青色のボールハンドル)をドラッグして、曲線の
一部のみを定義します。更新された部分が短すぎる場合は、リセットボタンをク
リックして、キャンセルし、ステップ3から繰り返すようにします。

始点と終点（青いボールハンドル）のある曲線の長さの線（紫色の線）

定義された横断面の始点または終了点を変更すると、ダイアログボックスの値が自
動的に更新されます。

完了したら、[適用]をクリックして、ポリラインを作成します。[作成]をクリックし
て、編集ウィンドウで断面を生成します。
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黒いポリラインは公称CADを表します。黄色のポリラインは計測のポリラインを表
します。

曲線に沿って横断面を平滑化
[ポイントクラウド演算子] または [メッシュ演算子] ダイアログボックスの [曲線平滑化係
数] オプションを使用して、曲線に沿って PC-DMIS が作成した断面を平滑化することが
できます。詳しくは、「断面」トピックにおける「曲線平滑化係数」についての説明を参
照してください。

2点間で横断面を作成

ポイントクラウド演算子またはメッシュ演算子ダイアログボックスから2点機能を使用し
て、2点間で横断面を作成することができます。
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1.

2.

3.

4.

5.

ポイントクラウドオペレータダイアログボックス - 断面オペレータ、2ポイント機能が選択さ
れます。

PC-DMISは、選択された2つの点間に2点の断面を作成し、現在のグラフィックビューに
垂直に配置します。横断面の紫色の長さ線は選択された2点によって定義される線に垂直
します。それはこの線の中点に作成され、デフォルト値は0 (ゼロ) です。

2点間で横断面を作成するには：

ポイントクラウドを入力として作成された断面の場合は、挿入| ポイントクラウド| 
演算子をクリックして、ポイントクラウド演算子ダイアログボックスを表示しま
す。

メッシュを入力として作成された断面の場合は、挿入| メッシュ| 演算子をクリック
して、メッシュ演算子ダイアログボックスを表示します。

[演算子]一覧から、[断面]演算子を選択します。

[演算子]一覧のドロップダウンリストから、[２点]関数を選択します。

QuickMeasureまたはグラフィック表示ツールバーから、横断面方向の適切なグラ
フィック表示を選択します。QuickMeasureツールバーについて詳しくは、「PC-
DMIS CMM」ドキュメントの「QuickMeasureツールバー」を参照してください。グ
ラフィック表示ツールバーについて詳しくは、PC-DMISコアドキュメントの「ツー
ルバーの使用」項にある「グラフィック表示ツールバー」トピックを参照してくだ
さい。

グラフィック表示ウィンドウから、断面の最初の点を定義しようとする場所をク
リックします：
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6.

赤い矢印が選択された表面に垂直なとき、点のベクトルが表示されます。

グラフィック表示ウィンドウから、断面の二番目の点を定義しようとする場所をク
リックします：

2番目の点を選択すると、PC-DMISは断面を表示します：
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7.

1.

2.

必要に応じて横断面のプロパティを調整します。

断面ポリラインの表示/非表示

作成済みの断面要素を表示または非表示にすることができます。

メッシュ、ポイントクラウドまたはQuickCloud ツールバーから断面ポリラインを表示ま
たは非表示にする
断面ポリラインを表示または非表示にするには：

メッシュ、ポイントクラウド、またはQuickCloudツールバー（[表示|ツールバー]）
から、断面ドロップダウン矢印をクリックして、断面ツールバーを表示します：

ポイントクラウド断面のドロップダウンツールバー

メッシュ断面のドロップダウンツールバー

2D 断面をスライドショーボタン をクリックすると、グラフィック表示ウィン
ドウに断面の2Dビューが表示されます。



PC-DMIS 2026.2 - ﾚｰｻﾞｰ Manual

208

3.

1.

2.

グラフィック表示ウィンドウのフローティング断面グラフィックコントロールツー
ルバーから、該当するボタンをクリックして説明したアクションを実行します。

 
理論ポリラインを表示/非表示ボタン - これをクリックして、黒い理論ポリラインを
非表示または表示します。

実測ポリラインの表示/非表示ボタン - これをクリックして、黄色の実測ポリライン
を表示または非表示にします。

断面スライドショー
2D 断面スライドショーボタンは、グラフィック表示ウィンドウの浮動断面グラフィック
コントロールツールバーを有効にします。浮動のツールバーから、前の2D 断面の表示と

次の2D 断面の表示ボタンを使用して、それぞれの断面を対応の順序で表示します。
で押されるボタンが表示されると、断面スライドショーが有効であることが分かります。

測定ルーチンに「COPSECTIONS」と「MESHSECTIONS」の両方が含まれてい
る場合は、「次の2D断面を表示」および「前の2D断面を表示」ボタンを使用し
て、メッシュまたはCOPの次のセクションに移動できます。

断面のスライドショーを有効にしたら、浮動ツールバーから、前の2D断面を表示および
次の2D断面を表示をクリックして、個々の断面を2Dビュー（ビューのみを表示）で表示
します：

QuickCloudの断面ドロップダウン矢印をクリックして、断面ツールバーを表示しま
す。

2D 断面スライドショーボタンをクリックします。このソフトウェアは、断面の2D
ビュー及び断面グラフィックスコントロールのフリー ツール バーを表示します。
ツールバーの位置は、グラフィック表示ウィンドウの任意の場所に変更できます。
浮動のツールバーには、グラフィック表示ウィンドウの2Dビューで各断面をナビ
ゲートするために使用できる次のボタンがあります：

前の2D断面を表示 - クリックして2Dビューで編集ウィンドウにおいて現在選択され
ている断面の前の断面を表示します。CADグラフィックが非表示になります。繰り
返してボタンをクリックし、最初の断面になるまで後方に巡回します。
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3.

1.

断面を選択しない場合、ソフトウェアは編集ウィンドウの現在のカーソル
位置の上にある最初のものを選択します。結果的に、現在のカーソル位置
の上で定義された断面が存在しない場合、何も起こりません。リスト内の
最初の断面を選択し、このボタンをクリックすると、同じことが起こりま
す。

次の2D断面を表示 - クリックして2Dビューで編集ウィンドウにおいて現在選択され
ている断面の後の断面を表示します。CADグラフィックが非表示になります。繰り
返してボタンをクリックし、最後の断面に到達するまで前方に巡回します。

断面を選択しない場合、ソフトウェアは編集ウィンドウの現在のカーソル
位置の下にある最初のものを選択します。結果的に、現在のカーソル位置
の下に定義された断面が存在しない場合、何も起こりません。リスト内の
最後の断面を選択し、このボタンをクリックすると、同じことが起こりま
す。

断面グラフィックコントロールのフリー ツール バーの詳細については、「クロスセ
クションの2Dビュー」を参照してください。

2D 断面スライドショーボタンを再度クリックして、スライドショーを終了し、
CADグラフィック (3Dビュー)に戻ります。

グラフィックの表示ウィンドウから断面ポリラインを表示または非表示にする
グラフィックの表示ウィンドウから断面ポリラインを非表示にするには：

グラフィック表示ウィンドウで断面ラベルを右クリックすると、ポップアップメ
ニューが表示されます。
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2.

3.

断面オプションにマウスを置いて断面メニューを表示します。

測定された断面ポリラインおよび設計上の断面ポリラインが表示される場合、断面
メニューには下記のオプショオンがあります：

測定された断面ポリラインおよび設計上の断面ポリラインが表示「されない」場
合、断面メニューには下記のオプションがあります：

また、下記のようにポリラインの見え方に応じて、上記オプションの組み合わせも
あります：

適切なオプションをクリックして、関連するポリラインを表示または非表示にしま
す。

断面距離の測定

距離はグラフィックの表示ウィンドウでの2D横断面で測定できます。横断面を作成済み
で、横断面2Dビューになければなりません。2Dビューで横断面を表示する方法について
詳しくは、「横断面ポリラインの表示と非表示」を参照してください。

横断面距離ゲージを作成するには：
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1.

2.

3.

4.

ポイントクラウド、QuickCloudまたはメッシュツールバー（[表示|ツールバー]）か
ら、断面ドロップダウン矢印をクリックして、断面ツールバーを表示します。

2D断面スライドショーボタン（ ）をクリックして2Dビューに切り替えます。

グラフィックの表示ウィンドウに横断面が表示されるまで、前の2D断面を表示また
は次の2D断面を表示ボタンをクリックします。

グラフィックの表示ウィンドウで横断面にマウスを置いて、次にそれをクリックし
てドラッグし開始点を表示します。



PC-DMIS 2026.2 - ﾚｰｻﾞｰ Manual

212

5. カーソルを終了点に移動しクリックして選択します。距離ゲージが計算され、作成
され、関連付けられたラベルとともに2Dビューに表示されます。

カーソルをドラッグするとき、ソフトウェアが開始点と終了点が軸に沿って存在す
るかどうかを直感的に検出します。そうである場合、方向は認識されて、その軸に
平行になるように制約されます。
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a.

b.

平行な距離ゲージの例

選択した最初の辺に平行に距離ゲージを作成するには：

Shift キーを押して保持します。

開始点をクリックしドラッグして終了点をクリックします。

この例は横断面がX、YまたはZ軸に沿って作成されなかった場合のものです。

開始点と終了点が一方の側から他方の側に相殺される場合でも、軸方向は認識され
ます。但し、距離は平行に計算されましたが、補正点の間で計算されます。
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6.

相殺された距離ゲージの例

距離ゲージのプロパティを変更するには、ラベル上の距離ゲージオプションボタン
（ ）をクリックします。距離ゲージオプションダイアログノックスが表示されま
す。

例えば、距離ゲージをオフセット計算として計算したくない場合、制約リストから
平行オプションを選択します。以前のように開始点と終了点をクリックすると、距
離ゲージが2点間で計算されます。
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7.

•

•

•

平行制約オプションを選択して計算される距離ゲージの例

距離ゲージのプロパティを編集：

サイズ - 種類リストでなしオプションを選択する場合、サイズ値を使用してグラ
フィックの表示ウィンドウで開始点および終了点アイコンのサイズを決定します。
最適化、最大適合または最小適合オプションのいずれかを種類リストから選択する
場合、下記に記載するとおりサイズ値が使用されます。デフォルトでサイズは4で
す。

種類 - ドロップダウン矢印をクリックして下記のオプションを表示します：

なし (デフォルト) - 選択された開始点と終了点に基づいた最も近い横断
面ポリライン点間の点-点距離の計算

最適化 - 最初の選択領域内にあるすべての黄色点に基づいて最小二乗直
線が計算されます。これはサイズ値 (デフォルトは4) と選択された開始
点によって定義されます。これがサイズ値と選択された終了点によって
定義される2番目の選択領域に対して繰り返えされます。最初の最小二乗
直線の中心軌跡が測定領域線上に投影されます。これが2番目の最小二乗
直線の中心軌跡に対して繰り返えされます。距離はこれらの投影された2
点間の距離です。

最大適合 - 最初の選択領域における最も遠い点によって定義されます。
これはサイズ値と選択された開始点、ならびに2番目の選択領域における
最も遠い点によって定義されます。これはサイズ値と選択された終了点
によって定義されます。最大適合点は測定領域線上に投影されます。最
大距離はこれらの投影された2点間の距離です。
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• 最小適合 - 最初の選択領域における最も近い点によって定義されます。
これはサイズ値と選択された開始点によって、2番目の選択領域に点にお
いて定義されます。これはサイズ値と選択された終了点によって定義さ
れます。最小適合点は測定領域線上に投影されます。最小距離はこれら
の投影された2点間の距離です。

種類オプションを変えると、測定される距離が自動的に再計算され、選択されたオ
プションに基づいて更新された値が表示されます。

制約 - それをいずれかの軸に制約したくない場合、なし (デフォルト) を選択しま
す。適切なオプションを選択して距離ゲージをX、YまたはZ軸、あるいは平行に制
約して、選択された最初の辺に平行な距離を計算します。

測定点の有無にかかわらず距離ゲージを作成すること
下に記載されているとおり、ゲージの両側に測定点の有無にかかわらず、距離ゲージを作
成できます。

ケース #1

測定された両側の点を使用して作成された距離ゲージ（色付きの矢印で示される）

ケース #2

片側のみで測定点を使用して作成された距離ゲージ

この場合、PC-DMISはアスタリスクを距離値の前に付けます。これは、1つ以上の
辺が測定されていないことを示します。値は理論値（灰色の矢印の側）と測定され
た側の間の距離を示します。

ケース #3

両側に測定点がない場合に作成された距離ゲージ（灰色の矢印）
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1.

2.

3.

1.

この場合、距離ゲージは公称値を示します。

3D距離ゲージの作成
どの軸にも制約されない3D距離ゲージを作成するには：

Ctrlキーを押して保持し、グラフィック表示ウィンドウで横断面の上にマウスを置
き、クリックしてドラッグし、開始点を表示します。

Ctrlキーを押しながらカーソルを終了点の位置までドラッグし続けます。

クリックして終了点を選択し、距離ゲージとその関連ラベルを表示します。

2D距離ゲージについて前述したのと同じ機能を使用できます。距離ゲージオプションボ
タンをクリックして、距離ゲージオプションダイアログボックスを表示します。制約オプ
ションがなしに設定されます。

レポートでの断面ラベルの表示

下記の2つの方法でレポートにおける断面の注釈と距離ゲージラベルを表示することがで
きます。

グラフィック画像を有するレポートテンプレートからのラベルの表示
グラフィック画像を有するいずれかのレポートテンプレートから、画像を右クリッ
クしてポップアップメニューを表示します。
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2.

1.

2.

3.

GraphicOptionsをクリックし、次に1 - Labelsをクリックすると、レポート内のす
べてのラベルを表示できます。0 - Noneをクリックして、すべてのラベルを非表示
します。

断面ダイアログボックスからレポートグラフィカル分析テンプレートにおけるラベルを表
示

断面に対する注釈と距離ゲージ項目を作成します。注釈の作成について詳しくは、
「断面」ヘルプトピックを参照してください。距離ゲージ項目の作成について詳し
くは、「断面距離の測定」ヘルプトピックを参照してください。

分析ビューの作成。 分析ビュー コマンドについて詳しくは、断面」ヘルプトピック
の「分析ビュー」の説明を参照してください。

レポートウィンドウでグラフィカル分析オプションをクリックします(表示 | レポー
ト)。注釈とゲージラベルは自動的に表示されます。



ポイントクラウド厚さカラーマップ

219

SURFACE COLORMAP

[ポイントクラウド演算子]ダイアログボックス - 表面カラーマップ演算子

SURFACE COLORMAP演算はカラーのシェーディングをCADモデルに適用します。PC-
DMISはCADと比較したポイントクラウドの偏差に従って陰影を付けます。このモデル
は、[寸法色の編集]ダイアログボックス（編集 | グラフィック表示ウィンドウ | 寸法色）
からの色と、[上限公差]ボックスと[下限公差]ボックスの公差限界を使用します。これらの
2つのボックスについて以下で説明します：

カラーマップの表示/非表示
グラフィック表示ウィンドウでさまざまな方法でカラーマップを表示または非表示にする
ことができます。PC-DMISが非表示の場合、編集ウィンドウを移動しても、グラフィッ
ク表示ウィンドウにカラーマップは表示されません。

[アクティブなカラーマップ]ボタンには、有効と無効の2つの状態があります。グラフィッ
クアイテムツールバーまたはメニュー（操作 | グラフィック表示ウィンドウ | グラフィッ
クアイテム | カラーマップのアクティブ化）から、[カラーマップのアクティブ化]ボタン

（ ）をクリックして、有効な状態（ ）にします。PC-DMISは、グラフィック表
示ウィンドウにカラーマップをアクティブに表示するようになりました。

グラフィック表示ウィンドウでカラーマップを非表示にするには、[カラーマップをアク

ティブ化]ボタンをもう一度クリックして、無効状態にします（ ）。[カラーマップ]
リストから[なし]を選択して、カラーマップを無効にすることもできます。

カラーマップを表示するには：
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•

•

•

[カラーマップをアクティブ化]ボタンをクリックして、有効な状態にします。このボ
タンを有効にすると、PC-DMISは、編集ウィンドウのカーソル位置に基づいて、グ
ラフィック表示ウィンドウにカラーマップを表示します。

[カラーマップ]リストからカラーマップを選択します。

カラーマップを適用または実行すると、PC-DMISは[カラーマップをアクティブ化]
ボタンを自動的に有効な状態に設定します。

カーソルが編集ウィンドウのメッシュ、ポイント、サーフェス、または厚さのカ
ラーマップ上にある場合、アクティブなカラーマップがグラフィック表示ウィン
ドウに表示されます。PC-DMISは、カラーマップコンボボックスにカラーマップ
IDも表示します。

カーソルが編集ウィンドウのすべてのカラーマップの上にある場合、PC-DMISは
グラフィック表示ウィンドウにカラーマップを表示せず、カラーマップコンボ
ボックスを[なし]に設定します。

寸法色バーから色スケールを表示するには、表示 | その他のウィンドウ | 寸法色を選択し
ます。

SURFACE COLORMAP操作をPointcloudに適用するには、ポイントクラウドツールバー
（表示 | ツールバー | ポイントクラウド）で、[ポイントクラウドのサーフェスカラーマッ

プ]ボタン（ ）をクリックするか、または挿入 | ポイントクラウド | サーフェスのカ
ラーマップを選択します。

選択したCAD 要素に適用された面のカラーマップの例

SURFACE COLORMAP演算子には、次のオプションがあります：
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公差値 - このオプションを使用して、公差値の上限（プラス）と下限（マイナス）
を設定します。

寸法のカラースケールの使用チェックボックス - このチェックボックスをオンにす
ると、ソフトウェアは寸法のカラーバーで面のカラーマップのカラープロパティに
使用するカラーバーを定義します。寸法色バーについて詳しくは、PC-DMISコアド
キュメントの「その他のウィンドウ、エディタおよびツールの使用」章にある「寸
法色ウィンドウの使用 (寸法色バー)」を参照してください。

カラースケールの編集 - [寸法カラースケールを使用]チェックボックスをオフ
にすると、PC-DMISは[カラースケールの編集]ボタンを有効にします。このボ
タンがクリックされると、動的に表面と点のカラーマップのプロパティの色、
スケール及び閾値を変更することはカラースケールエディタダイアログボック
スを通じて利用可能になります。詳細については、「カラースケールの編集」
トピックを参照してください。

データ色なしチェックボックス - このチェックボックスをオンにすると、ソフト
ウェアは選択された色を選択されたサーフェス上のデータが見つからない領域に
マッピングします。

精度係数 - これは面カラーマップの精度を調整します。この値が変更された場合
は、PC - DMISは、新規及び変更されたカラーマップを描画します。根本的な測定
データは変わりません。カラーマップは、有色の三角形のオーバーレイを備えた
CADモデルをモザイク式にします。各三角形の頂点がポイントクラウドからの偏差
に対応する色で着色されています。色は、上述した寸法の色スケールから取られて
います。より小さなまたはより大きなリ精度値を使用して、それぞれより細かい
テッセレーションまたはより粗いテッセレーションを生成できます。ユーザは、よ
り精確的な偏差表現を持つスムーズシェーディングCADを取得するために精度係数
を減少することをお勧めします。ただし、精度値を小さくすると三角形の数が増え
るため、計算時間とCADモデルのサイズが大きくなります。生成される三角形の数
を比較するには、1.0の精確係数より0.5の精確係数が約4倍多く、1.0より0.1の精確
係数は約100倍多いということに注意してください。

微調整因子が1であるポイントクラウドCOLORMAPの例：
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微調整因子が0.1であるポイントクラウドCOLORMAPの例：

最大距離 - このソフトウェアは、カラーマップの一部として最大距離値内にある点
のみを含みます。この値が小さすぎると、期待されるすべての色付き偏差が視認で
きるわけではありません。適切な経験則としては、この値を最大偏差よりわずかに
大きく (例えば、10%) 設定することです。

厚さ - このオプションは、カラーマップ偏差に厚さ値を追加します。CAD面モデル
に材料の厚さを追加したい場合に便利です。

直接投影 - このチェックボックスをオンにすると、PC-DMISはポイントクラウドの
すべてのポイントをテッセレーションされたCADモデルに投影します。[直接投影]
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1.

2.

チェックボックスがオンにされていない標準的な方法では、PC-DMISは、デフォル
トの角度内の各三角形の頂点で最も近い点を探します。

次に、PC-DMISは、テッセレーションされた各三角形の偏差を計算し、それに応じ
てCADモデルに色を付けます。

注釈ポイントの作成チェックボックス - 注釈は、それに関連付けられた色で、表面
のカラーマップ上の特定の場所の偏差を表示する方法です。注釈を作成するには：

[注釈点を作成]チェックボックスをオンにします。これにより、[CADコント
ロール]領域の[選択]チェックボックスがクリアされ、ダイアログボックスの右
側にあるほとんどのオプションが無効になります。

グラフィック表示ウィンドウのCAD表面上の点を選択します。PC-DMISは偏
差値とCOP偏差点と同じ背景色で注釈ラベルを評価し作成します。他のラベ
ルと同様に、グラフィック表示ウィンドウ内でラベルを移動することができま
す。

作成の後、測定ルーチンを再起動した場合、またはPC-DMISを
再起動して同じ測定ルーチンをリロードした場合、注釈ラベル
は同じ位置に残り、同じ特性を持ちます。

[MinMax注釈を作成]チェックボックス - このチェックボックスをオンにすると、最
小値と最大値が作成され、アクティブなCOP曲面カラーマップの注釈ラベルとして
表示されます。

PC-DMISは、測定ルーチンを実行するたびに最小点と最大点を計算します。
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注釈ラベルの表示、非表示または削除
注釈ラベルを表示、非表示または削除するには、ラベルを右クリックしてポッ
プアップメニューを表示してから、適切なオプションを選択します。

注釈の削除 - ソフトウェアは選択された注釈ラベルを削除します。

すべての注釈を表示 - ソフトウェアはすべての注釈ラベルを表示しま
す。

すべての注釈を非表示 - ソフトウェアはすべての注釈ラベルを非表示し
ます。

すべての注釈を削除 - ソフトウェアはすべての注釈ラベルを削除しま
す。

注釈点を表示チェックボックス - このチェックボックスを選択すると、ソフトウェ
アはすべての注釈点を表示します。

グループ - このオプションを使用して、Surfaceカラーマップグループを作成、変
更、または識別することができます。詳しくは、複数表面プロファイル公差を持つ
CADモデルにCOLORMAP (カラーマップ) を適用するトピックにある「方法2」を参
照してください。

中止をクリックして、[適用]ボタンをクリックした後に生成された計算を元に戻しま
す。

CAD制御 - このオプションを使用すると、選択したCAD要素に操作を適用できま
す。詳細については、「CADコントロール」トピックのスキャンのエリアを参照し
てください。

下記に示されるとおり、[作成] をクリックして COP/OPER,SURFACE COLORMAP コ
マンドを編集ウィンドウに挿入します。

COPFCOLMAP2=COP/OPER,SURFACE COLORMAP,PLUS 
TOLERANCE=0.25,MINUS TOLERANCE=-0.25,THICKNESS=0

REF,COP1,,

レポートにおけるカラーマップ
ソフトウェアがレポートでカラーマップを表示する方法について詳しくは、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「測定結果情報のレポート」章における「カラーマップ及び
CadReportObject」トピックを参照してください。
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2.

3.

4.

5.

6.

複数の表面プロファイル公差を持つCADモデルにCOLORMAP (カラーマップ) を
適用する

CADモデルに複数の表面プロファイル公差がある場合、表面カラーマップを適用する方法
が2つあります。

方法1
各公差または表面プロファイルについて1つ、複数表面カラーマップを作成します。

複数のサーフェスカラーマップを作成するには、次の手順を実行します：

ポイントクラウドツールバーから、ポイントクラウド面のカラーマップボタン（

）を選択します。表面カラーマップのポイントクラウド演算子ダイアログ
ボックスが表示されます。

公差を入力します。

特定のCAD表面を選択します。CADサーフェスの選択の詳細については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「パートのスキャン」章の「CADサーフェスの使用」を参照し
てください。

適用をクリックして表面カラーマップを選択したCAD表面に適用します。

選択した最初のCAD表面に適用される表面カラーマップの例

編集ウィンドウで作成をクリックして表面カラーマップを追加します。

次の表面プロファイルに対して同じ方法で2番目の表面カラーマップを作成します。
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選択した最初のCAD表面に適用される2番目の表面カラーマップの例

方法2
単一カラーマップ内部で選択されたCAD表面のグループを作成できます。各グループには
種々の公差および表面カラーマップパラメータ (微調整因子、最大距離および厚さ) が存
在する場合があります。表面カラーマップに2つ以上のグループがある場合、ソフトウェ
アは割合でカラースケールを表示します。
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1.

2.

3.

4.

5.

この例は、左側の画像は 3 つの異なるグループ化されたCAD表面を示していま
す。右側の画像は、公差のパーセンテージを使用して、各グループに適用された
表面カラーマップを示します：

(A) - グル－プ01 TOL +/- 0.1 mm

(B) - グループ02 TOL +/- 0.2 mm

(C) - グループ03 TOL +/- 0.3 mm

グループを作成し、種々の公差を1つのカラーマップ内で選択されたCAD表面に適用する
には、次のステップを実行します：

ポイントクラウドツールバーから、ポイントクラウド面のカラーマップボタン（

）を選択します。表面カラーマップのポイントクラウド演算子ダイアログ
ボックスが表示されます。

公差値とカラーマップパラメータ(微調整因子、最大距離及び他のパラメータ)を入
力します。

ポイントクラウドの演算子ダイアログボックスから、CAD 制御エリアの選択チェッ
クボックスを選択します。

グループ分けしようとする各CAD表面をクリックします。PC-DMISは、それらの面
をクリックするとグループカラーで面を強調表示します。選択解除ボタンをクリッ
クして、強調表示された最後の表面をグループから削除します。

選択された (強調表示された) 表面をグループ分けするには、グループリストの右側
にある新規データグループの追加 (+) ボタンをクリックします。

このグループは新規グループが作成されるまでアクティブグループのままになりま
す。PC-DMISは、公差値またはCOLORMAPパラメータに加えた変更をアクティブ
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6.

7.

8.

なグループに適用します。また、追加のサーフェスを選択すると、PC-DMISはそれ
らをアクティブなグループに追加します。

どの表面がどのグループに属するかを識別するために、選択されたCAD表面がPC-
DMISにグループカラーで強調表示されます。グループ分けされた表面がどのグルー
プに属するかを識別するには、Shiftキーを押しながら表面を左クリックします。グ
ループリストが更新され、それが割り当てられるグループが表示されます。

アクティブなグループにないCADサーフェスをクリックすると、PC-DMISは、現在
割り当てられているグループからCADサーフェスを削除してから、アクティブなグ
ループに追加します。

別のグループを作成するには、新規データグループを追加する (+) ボタンを再度ク
リックし、CAD上の表面をクリックして、公差と任意のCOLORMAPパラメータを
必要に応じて更新します。さらなるグループの作成を続けます。

グループ分けされたCAD表面の例

グループに変更を加えるには、それをグループリストから選択し、必要な変更を行
います。

グループを削除するにはそれをグループリストから選択し、現在のデータグループ
を削除する (-) ボタンをクリックします。

COLORMAPに種々の公差を持つ2つ以上のグループがあるとき、カラース
ケールは割合で偏差を表示するように自動的に設定されます。

グループでポイントクラウドカラーマップを使用して表面プロファイルを寸法測定する
[従来の寸法を使用する] オプション (挿入 | 寸法) を有効にしている場合、ポイントクラウ
ド COLORMAP グループを使用して、表面プロファイルの寸法設定を行うことができま
す。PC-DMIS は現在、その他の寸法設定方法をサポートしていません。
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1.

2.

方法2に記載しているとおりに、ポイントクラウドカラーマップグループを作成しま
す。

従来の寸法では下記を行います。

寸法ツールバーでプロファイル表面寸法オプションをクリックします (表示 | ツール
バー | 寸法)。ソフトウェアは従来の寸法に対する表面プロファイルダイアログボッ
クスを表示します。

グループを含むポイントクラウドカラーマップの[面輪郭]レガシーダイアログボックス

レガシー表面プロファイルの作成について詳しくは、PC-DMIS Coreドキュメント
の「レガシー寸法の使用」章の「表面輪郭オプションを使用して寸法測定を行うに
は」を参照してください。

ポイントクラウド表面COLORMAPを使用した表面輪郭の寸法設定

ポイントクラウド表面COLORMAPを使用して、寸法の表面輪郭を作成できます。



PC-DMIS 2026.2 - ﾚｰｻﾞｰ Manual

230

1.

2.

3.

ポイントクラウドCOLORMAPを使用して作成された寸法表面輪郭の例

ポイントクラウド表面COLORMAPから寸法の表面輪郭を作成するには：

ポイントクラウド表面COLORMAPを作成します。詳細は、「ポイントのカラー
マップ」を参照してください。

「旧式寸法の使用」オプションが選択されていることを確認してください（挿入|寸
法|寸法の使用）。

[寸法] ツールバーから [輪郭表面寸法] オプションをクリックする（表示|ツールバー|
寸法）か、またはメニューからそれを選択します（挿入|寸法|輪郭|表面）。[表面輪
郭] ダイアログボックスが開きます。
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4.

5.

ポイントクラウド表面カラーマップの表面輪郭レガシーダイアログボックス

レガシー表面プロファイルの作成について詳しくは、PC-DMIS Coreドキュメント
の「レガシー寸法の使用」章の「表面輪郭オプションを使用して寸法測定を行うに
は」を参照してください。

要素一覧から、ご要望のポイントクラウド表面カラーマップを選択します。

必要に応じてその他のオプションを設定し、[作成] をクリックします。
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点のカラーマップ

ポイントクラウド操作ダイアログ ボックス - ポイントカラーマップ演算子

ポイントカラーマップ操作は、COPコマンドに含まれるデータ点の偏差をCAD オブジェ
クトと比較して評価します。方法1を使用して点群内の点に色を付けるか、色付きの点、
実際の偏差を示す色付きの針、または方法2による偏差の数値として偏差を表すことを選
択できます。プラスとマイナスの公差、および使用する比例を指定する必要があります。

カラーマップの表示/非表示
グラフィック表示ウィンドウでさまざまな方法でカラーマップを表示または非表示にする
ことができます。PC-DMISが非表示の場合、編集ウィンドウを移動しても、グラフィッ
ク表示ウィンドウにカラーマップは表示されません。

[アクティブなカラーマップ]ボタンには、有効と無効の2つの状態があります。グラフィッ
クアイテムツールバーまたはメニュー（操作 | グラフィック表示ウィンドウ | グラフィッ
クアイテム | カラーマップのアクティブ化）から、[カラーマップのアクティブ化]ボタン

（ ）をクリックして、有効な状態（ ）にします。PC-DMISは、グラフィック表
示ウィンドウにカラーマップをアクティブに表示するようになりました。

グラフィック表示ウィンドウでカラーマップを非表示にするには、[カラーマップをアク

ティブ化]ボタンをもう一度クリックして、無効状態にします（ ）。[カラーマップ]
リストから[なし]を選択して、カラーマップを無効にすることもできます。

カラーマップを表示するには：
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•

•

•

[カラーマップをアクティブ化]ボタンをクリックして、有効な状態にします。このボ
タンを有効にすると、PC-DMISは、編集ウィンドウのカーソル位置に基づいて、グ
ラフィック表示ウィンドウにカラーマップを表示します。

[カラーマップ]リストからカラーマップを選択します。

カラーマップを適用または実行すると、PC-DMISは[カラーマップをアクティブ化]
ボタンを自動的に有効な状態に設定します。

カーソルが編集ウィンドウのメッシュ、ポイント、サーフェス、または厚さのカ
ラーマップ上にある場合、アクティブなカラーマップがグラフィック表示ウィン
ドウに表示されます。PC-DMISは、カラーマップコンボボックスにカラーマップ
IDも表示します。

カーソルが編集ウィンドウのすべてのカラーマップの上にある場合、PC-DMISは
グラフィック表示ウィンドウにカラーマップを表示せず、カラーマップコンボ
ボックスを[なし]に設定します。

点群のカラーマップは、次の2つの方法で作成できます：

方法1：[ポイントクラウドの演算子]ダイアログボックスの[表示]エリアにある3つす
べてのチェックボックス（[ドット]、[針]および[テキスト]）のチェックボックスを
オフにします。

[表示]チェックボックスをすべてオフにすると、PC-DMISは点をテッセレーション
されたCADモデルに投影します。ソフトウェアは偏差を計算し、それに応じてポイ
ントクラウドを色付けします。

方法1を使用した点のカラーマップの例（CADモデルは非表示）



PC-DMIS 2026.2 - ﾚｰｻﾞｰ Manual

234

1.

2.

この方法で注釈点を作成することもできます。[ポイントクラウドの演算子]ダイアロ
グボックスの注釈関連のチェックボックスの詳細については、[注釈点の作成]チェッ
クボックスの説明から始まる、[表面カラーマップ]ヘルプトピックの該当する説明を
参照してください。

方法2：[ポイントクラウド演算子]ダイアログボックスの[表示]エリアから、3つの
チェックボックスのいずれかをオンにします。

表示チェックボックスの一部または全部を選択すると、PC-DMISは点を実際のCAD
モデルに投影します。ソフトウェアは偏差を計算し、それに応じてポイントクラウ
ドを色付けします。このプロセスは、より時間がかかり、より正確です。これは、
ソフトウェアが点をテッセレーションされたCADモデルではなく実際のCADモデル
に投影するためです。しかし、この操作は時間がかかるため、まずはポイントクラ
ウドを濾過するか、選択したCAD面に限定することをお勧めします。

ポイントカラーマップ操作をポイントクラウドに適用するには、ポイントクラウドツール

バーから、ポイントクラウドポイントカラーマップ（ ）をクリックするか、または
メニューから挿入|ポイントクラウド|ポイントカラーマップを選択します。

これは、ドット、針、および/またはテキストを使用してポイントカラーマップを作成す
る場合に推奨されるプロセスです（方法2）。

データをきれいにするか、ポイント･カラーマップを必要とする面だけを選択してく
ださい。

フィルター COP 演算子から、DISTANCEの形式設定を使用してデータを濾過しま
す。
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3. 点のカラーマップを作成します。

点のカラーマップに適用する推奨ステップの例

「点のカラーマップ」演算子には下記のプロパティがあります：

公差 - このプロパティを使用して、上限（プラス）および下限（マイナス）の公差
値を設定します。

正 - 上限公差値

負 - 下限公差値

寸法カラースケールを使用チェックボックス - このチェックボックスを選択する
と、ソフトウェアは寸法のカラーバーを使用してポイント カラーマップの色プロパ
ティのカラーバーを定義します。寸法色バーについて詳しくは、PC-DMISコアド
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キュメントの「その他のウィンドウ、エディタおよびツールの使用」章にある「寸
法色ウィンドウの使用 (寸法色バー)」を参照してください。

カラーバーの編集 - [寸法カラースケールを使用]チェックボックスをオフにし
た場合、ソフトウェアは[カラースケールの編集]ボタンを有効にします。この
ボタンがクリックされると、動的に表面と点のカラーマップのプロパティの
色、スケール及び閾値を変更することはカラースケールエディタダイアログ
ボックスを通じて利用可能になります。詳細については、「カラースケールの
編集」トピックを参照してください。

ドット - このオプションは色付きドットの使用を可能にします。

サイズ - このオプションはドットのサイズを定義します。

針 - このオプションでは、CADの法線方向の色付き線分として、スケールされた偏
差（下記の[スケール]値を使用）を使用できます。

スケール - このオプションは、PC-DMISが針の表現に使用するスケール値を定義し
ます。

テキスト - このオプションは偏差の数値を定義します。

最大距離 - このソフトウェアは、カラーマップの一部として最大距離値内にある点
のみを含みます。この値が小さすぎると、期待されるすべての色付き偏差が視認で
きるわけではありません。適切な経験則としては、この値を最大偏差よりわずかに
大きく (例えば、10%) 設定することです。

厚さ - これは、マップ上の偏差の厚さの値を追加することができます。CAD面モデ
ルに材料の厚さを追加したい場合に便利です。

次の3つの注釈点チェックボックスオプションは、[ドット]、[針] および [テ
キスト] チェックボックスを選択しない場合にのみ使用できます。また、注
釈点を作成するためにはCADモデルが表示されている必要があります。

[注釈点を作成]チェックボックス - このチェックボックスの詳細については、 「表
面カラーマップ」ヘルプトピックの 「注釈点の作成」の説明を参照してください。

[MinMax注釈を作成]チェックボックス - このチェックボックスの詳細については、
「サーフェスカラーマップ」ヘルプトピックの「MinMax注釈を作成する」の説明を
参照してください。

注釈点を表示チェックボックス - このチェックボックスを選択すると、ソフトウェ
アはすべての注釈点を表示します。
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注釈付きのポイント カラーマップの例

下記に示されるとおり、[作成] をクリックして COP/OPER,POINT COLORMAP コマンド
を編集ウィンドウに挿入します。

COPPCOLMAP1=COP/OPER,POINT COLORMAP,PLUS 
TOLERANCE=0.0394,MINUS TOLERANCE=-0.0394,THICKNESS=0,

SHOW DOTS=YES,DOT SIZE=0.0787,SHOW NEEDLES=YES,NEEDLE 
SCALE=10,SHOW LABELS=YES,

SIZE=50023

REF,COP2,,

レポートにおけるカラーマップ
ソフトウェアがレポートでカラーマップを表示する方法について詳しくは、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「測定結果情報のレポート」章における「カラーマップ及び
CadReportObject」トピックを参照してください。
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クリーニング

[ポイントクラウド演算子] ダイアログ ボックス - クリーン演算子

クリーン操作では、パーツのCADモデルまでの点の距離を使用して、外れ値を排除しま
す。点の距離が最大距離値よりも大きい場合、PC-DMISはその点をパートに属さない外
れ値と見なします。この操作を使用するには、少なくとも大まかな整列を確立する必要が
あります（「ポイントクラウド/CAD整列の作成」を参照）。

CLEAN演算を ポイントクラウドに適用するには、ポイントクラウドツールバーのポイン

トクラウドの削除 をクリックするか、または演算 | ポイントクラウド | 削除を選択し
ます。これは即座にポイントクラウドを削除します。

「挿入|ポイントクラウド|演算子ダイアログボックスを選択して、ポイントクラウドの演
算子ダイアログボックスを開きます。演算子一覧からCLEANを選択します。

Clean演算子のダイアログボックスには、次のオプションがあります：

最大距離 - これは、点がCADモデルまでの距離であり、外れ値とは見なされない最
大距離です。

[最大角度]チェックボックスと値 - この機能を有効にするには、チェックボックスを
選択します。この機能を有効にすると、角度の値を入力できます。ソフトウェア
は、推定された法線がCAD法線の指定された角度内にある関連点を返します。この
便利なツールはユーザーがCAD面に関連するデータを選択するとき、「クリー
ナー」クリーンになります。



ポイントクラウド厚さカラーマップ

239

デフォルトでは、PC-DMISは最大角度設定を無効にして既存の測定ルーチンに影響
しないようにします。

以下の例に、最大角度チェックボックスをオフにしてからオンにした場合の結果を
示します。

例1 - 最大角度オプションが無効になっているClean演算子

例2 - 最大角度オプションが有効になっている同じClean演算子
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2番目の例の場合、編集ウィンドウのコードは以下のようになります

COPCLEAN1 =COP/OPER,CLEAN,MAX DISTANCE-2,APPLY MAX 
ANGLE=YES,MAX ANGLE=20,SIZE=23383,REF=COP1,,

CADコントロール - [選択]チェックボックスを選択した場合は、[グラフィック表示]
ウィンドウで特定のCADサーフェスをクリックして[クリーン]操作を適用できま
す。選択した面が赤で強調表示されます。この操作は、選択した面上のポイントク
ラウドのすべての点に影響します。PC-DMISは、選択されたすべての面から指定さ
れた最大距離よりも大きな距離にある点をすべて破棄します。例えば、1つの面を選
択し、10の値をキー入力したと仮定します。これは、ソフトウェアが選択された面
から10ユニット以上離れた位置にある点群の任意の点を掃除することを意味しま
す。選択された表面から 10 単位以内の点群内の任意点が残ります。

[選択] チェックボックスをオンにすると、[CADオフセット] チェックボックスが有
効になります。[CAD オフセット] チェックボックスを選択して、[CADオフセット] 
入力ボックスを有効にします。PC-DMIS が CAD エッジから「縮小」するために使
用する値を入力します。これにより、特定の CAD 面に対して点を分離し、この固
定オフセット距離内のエッジに沿った点を無視することができます。

[最大距離]オプションと[CADオフセット]オプションを指定した[削除]操作の使用例
A   - グラフィック表示ウィンドウで選択されたCADサーフェス
B - 最大距離1mmで適用される消去操作
C - 最大距離1mm、最大角度20度で適用される消去操作
D - 最大距離 1mm、最大角度20度、CAD オフセット 1mm で適用される消去操作

CADオフセット値が最大距離値よりも小さい場合、PC-DMISは、CADオフセット値
が最大距離値以上でなければならないというメッセージを表示します。
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OKをクリックすると、PC-DMISはCAD オフセットの値を現在の最大距離の値にリ
セットします。

[削除]操作と[CADオフセット]オプションを使用している場合は、複数の
CAD表面を選択することもできます。CAD表面が互いに接している場合、
ソフトウェアは通常、オフセットを外側の境界に適用します。ただし、面
が正接ではない場合、またはCADモデルに不連続点がある場合は、選択さ
れた面が個別にオフセットされることがあります。

1 mmの CAD オフセットを有する複数の正接 CAD 面に適用される消去操作
の例

COPCLEAN機能を使用して、多数のCAD面を選択し、[選択]チェックボックスをオ
ンにして、[点群演算子]ダイアログボックスの[CADコントロール]エリアにCADオフ
セット値を入力すると、PC-DMISはメッセージを表示します。

このメッセージは、[OK]をクリックして現在の設定でCADオフセット操作を実行す
ると、選択したCAD面が多数あるため、PC-DMISはこの処理に非常に長い時間がか
かることを示しています。

メッセージが再度表示されないように、[今後は確認しない] チェックボックスをオ
ンにすることができます。

[選択] および [CAD オフセット] チェックボックスをオンすると、PC-DMIS は [表面
を結合する] チェックボックスを有効にします。このチェックボックスをオンにし、
CAD モデルで複数の隣接する表面を選択すると、ソフトウェアはこれらの表面を結
合し、1つの表面として処理します。
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「表面を結合する」オプションを適用する前 (上方) および後 (下方) の例

表面を結合するメリットは、個別の表面として処理された場合に表面が出会う部分
にギャップのあるポイントクラウドではなく、1つの連続するポイントクラウドが得
られることです。

これは Extracted Surface コマンドで明白です。Extracted Surface コマンドの主な
目的は、表面のプロファイルをレポートする方法を提供することです。結合は表面
が出会う位置でデータの消失が生じないことを保証します。
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以下の例では結合がない場合、各曲線間にギャップ (CAD オフセットの 2 
倍) が存在することが分かります：

CAD モデル上の各曲線の表面間における移行を確認したい場合、結合は滑
らかな移行があるか、または段差があるかを検出する方法を提供します。

[OK] をクリックして操作を続行するか、または [キャンセル] をクリックしてソフト
ウェアが操作を実行しないようにします。

以下に示すとおおり、ダイアログボックスの更新が終了したら、[作成]をクリックし
て、編集ウィンドウに COP/OPER,CLEAN コマンドを挿入します。

COPCLEAN1 =COP/OPER,CLEAN,MAX DISTANCE=1,APPLY MAX 
ANGLE=NO,STITCH SURFACES=YES,

SIZE=41709,REF=COP1,,
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パージ

ポイントクラウドオペレータダイアログボックス - パージオペレータ

この演算子によって参照されるCOPコマンドから、PURGE(削除)操作はこの演算子に属
さないすべてのデータ点を除去します。削除操作は不可逆的で、同じCOPコンテナを参
照する他のすべての演算子コマンドに影響するので、操作を慎重に使用してください。

削除操作をポイントクラウドに適用するには、[ポイントクラウド] ツールバーの [ポイン

トクラウドを削除] （ ）をクリックするか、または [演算 | ポイントクラウド | 削除] 
を選択します。

以下の例のように、作成をクリックして COP/OPER, PURGE コマンドを編集ウィンドウ
に挿入します：

COPPURGE1=COP/OPER,PURGE,SIZE=0

REF,COPSECTION1,,

このコマンドを点群に適用すると、永続的であり、点群データを復元する方法は
ありません。[元に戻す]をクリックすることは点群データを復元できません。
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ﾌｨﾙﾀ

[ポイントクラウド演算子] ダイアログ ボックス - フィルタ演算子

フィルタ操作はデータをより小さな点のサブセットに濾過します。

フィルター操作をポイントクラウドに適用するには、[ポイントクラウド]ツールバーで[ポ

イントクラウドを濾過]（ ）をクリックするか、または操作 | ポイントクラウド | フィ
ルター]の順に選択します。

FILTER演算子には、次のオプションがあります：

種類 - 適用するフィルタ演算子の種類を示します。オプションには以下のものがあ
ります。

UNIFORM – これはX、Yおよび Z 方向に均一に分配された点のサブセットを
生成します。2次元での通常のグリッドと同じ効果を生み出しますが、この
ケースでは効果は3次元グリッドです。

CURVATURE – このオプションは主にエッジ、頂点、および表面のカーブが
急な面の周囲で、最も高く見積もられた歪みで点のサブセットを生成します。

RANDOM – このオプションはポイントクラウド内にランダムに分配された点
のサブセットを生成します。

DISTANCE – このオプションは少なくとも指定の [距離] 値の分だけ互いに離
れている点のサブセットを生成します。

距離 - DISTANCEを選択すると、このボックスに入力した値によって距
離フィルタの距離が指定されます。
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•

•

入射角 - これはレーザセンサの向きに対して、指定された角度外にある法線ベ
クトルの向きを持つ点を除外（つまり、フィルタアウト）する点のサブセット
を生成します。このフィルタを使用すると、2次反射や「ノイズ」に起因する
レーザポイントを削除できます。このフィルタの効果は、ダイアログボックス
から「適用」ボタンをクリックした後で確認できます。

有効な値は10から90までの任意の実数です。

このフィルタを使用するには、点群データにはベクトル情報を含んでい
る必要があります。

NOISE REDUCTION (ノイズ低減) ノイズ低減フィルターは選択されたポイン
トクラウドの全体的な密度に作用します。PC-DMISはポイントクラウドの全
体的密度から離れすぎている点を削除します。

スライダーはノイズ低減フィルターの最大値と最小値を表します。最小値は0 
(ゼロ) です。ゼロはソフトウェアがデータに対してノイズフィルターを適用し
ないことを意味します。最大値はノイズフィルターに設定できる最高の値で
す。最高値は99です。デフォルト値は80であり、上の画像においてスライ
ダーが設定さている位置です。

スライダーを動かすと、PC-DMISはグラフィック表示ウィンドウでの表示を
更新し、除外される点を赤色で、含まれる点を緑色で表示します。

強度 - 選択されたポイントクラウドが強度値を含む場合、強度フィルターを使
用して、PC-DMIS が定義された範囲内にある点のみを維持する強度範囲を定
義することができます。

現在、AT600 レーザートラッカー、AS1 レーザーセンサー (RDS 
バージョン 6.6 またはそれ以降で動作するとき) および HPL-10.10 
レーザーセンサーのみが強度値を提供することができます。
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•

•

スライダ－は強度範囲の最大値と最小値を表します。上の画像で設定されてい
るスライダーによって、強度値が 0.20 ～ 0.50 であるすべての点が維持されま
す。

スライダーを調整すると、PC-DMIS はグラフィック表示ウィンドウを動的に
更新して、このフィルターの効果を表示します。

COP データをフィルタリングするには：

類別一覧からフィルタのタイプを選択します。

コマンドのリストから、フィルタに適用したいポイントクラウドコマンドを選択し
ます。

[削減済]または[％]ボックスで、フィルターを適用した後で保持する点数または点の
パーセンテージを指定します。 これは、[距離] フィルタには適用されません。

[適用] ボタンをクリックします。

PC-DMIS はデータをフィルタリングし、その結果をグラフィックの表示ウィンドウ
に表示します。フィルタリングされたデータのサイズは指定した値と若干異なる場
合があります。測定ルーチンを実行してソフトウェアがスキャンコマンドからデー
タを収集すると、さらに顕著になります。同じエンティティを繰り返しスキャンす
るのと同じ点数をレーザーセンサーから取得するのは一般的に不可能です。

結果が問題ない場合は、[作成]ボタンをクリックします。PC-DMISは、適用された
フィルタに関するすべての情報を含む COP/OPER,FILTER コマンドを測定ルーチン
に追加します。

最初にCOP1に10,000の点があり、編集ウィンドウに次の COP/OPER、FILTER
コマンドがあるとします：

COPFILTER3=COP/OPER,FILTER,UNIFORM,SIZE=3000

REF,COP1,,

フィルタは、COP1に保持された10,000の点を、フィルタリングされた3,000の点
に置き換えます。次に、COP1は、そのポイントクラウド用に濾過された3,000の
点を保持します。

PC-DMIS は未使用の7,000個の点にフラグを立て、ユーザーがリセット操
作によってフィルタリング操作を元に戻すことができるようにします。

PC-DMISがPURGE操作で使用しなかった7000点を完全に削除することが
できます。

詳細については、「リセット」と「パージ」を参照してください。
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5.

ポイントクラウドのエクスポート

二つの方法のうちのいずれかでポイントクラウドデータをエクスポートできます。いずれ
の方法も指定された形式でデータを外部ファイルにエクスポートします。

方法 1 -

この方法はメニュー項目またはツールボタンを使用して、COP コマンドから完全な
ポイントクラウドを直ちにエクスポートします。

方法 2 -

この方法は COP 演算子コマンドにおける EXPORT 演算子を使用してエクスポート
を処理します。これはデータのサブセットをエクスポートする追加オプションを提
供します。PC-DMIS はコマンド実行時にのみデータをエクスポートします。

XYZ ファイルタイプをエクスポートするときは、使用する区切り文字を定
義できます。詳細については、PC-DMIS Settings Editorのドキュメントの
「PointcloudOperator」セクションにある「ExportXYZSeparator」を参
照してください。

方法 1 - ポイントクラウドツールバーまたはメニューオプション

この方法はメニュー項目またはツールボタンを使用して、COP コマンドから完全なポイ
ントクラウドを直ちにエクスポートします。

編集ウィンドウでエクスポートしたいポイントクラウドコマンドの上またはその直
下にカーソルを置きます。

次に、[ポイントクラウド] ツールバーから以下のオプションのいずれかをクリック
して、[ポイントクラウドデータのエクスポート] ダイアログボックスを開きます：

XYZ 形式でのポイントクラウドのエクスポート ( )

IGS 形式( )でのポイントクラウドのエクスポート

PSL 形式 ( )でのポイントクラウドのエクスポート

[ポイントクラウドデータのエクスポート] ダイアログボックスで、ユーザーのファ
イルシステムを操作してファイルをエクスポートしたいフォルダーを開きます。

[ファイル名] ボックスで、エクスポートファイルの名前を定義します。

アライメント一覧から使用するアライメントの種類を選択します。
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6. [エクスポート] をクリックして定義したフォルダー内にエクスポートファイルを生
成します。

または、[ポイントクラウド] ツールバーを使用しないで、[ファイル | エクスポート | ポイ
ントクラウド] メニューオプションを選択し、XYZ、IGS または PSL を選択します。

[ポイントクラウドデータのエクスポート] ダイアログボックス

ポイントクラウドデータのエクスポートダイアログボックス

ファイル名 - このオプションはエクスポートファイルの名前を示します。

ファイルのタイプ - このオプションはユーザーが選択するエクスポート操作のデー
タ形式を表示します。異なるファイルタイプを使用するには、このダイアログボッ
クスを閉じて、メニューまたはツールバーから異なるエクスポートタイプを選択し
ます。

アライメント - このオプションはデータをエクスポートするときに付属させるアラ
イメントのタイプを示します。

エクスポート - このボタンはクリックすると、COP コマンドのポイントクラウド
データをエクスポートします。

方法 2 - エクスポート演算子

この方法は COP 演算子コマンドにおける EXPORT 演算子を使用してエクスポートを処
理します。これはデータのサブセットをエクスポートする追加オプションを提供します。
PC-DMIS はコマンド実行時にのみデータをエクスポートします。
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•

[挿入 | ポイントクラウド | 演算子] メニューオプションを選択して、 COP/
OPER,EXPORT  コマンドを編集ウィンドウに挿入します。このメニューオプション
を選択すると、[ポイントクラウド演算子] ダイアログボックスが表示されます。

[ポイントクラウド演算子] ダイアログ ボックス - ポイントクラウドのエクスポート演算
子

右上の [演算子] 一覧から [エクスポート] を選択します。

[タイプ] 一覧からエクスポートファイルに使用するデータ形式を選択します。

[ファイル名] ボックスで、フル出力パスとファイル名を入力するか、または左側の
[...] ボタンを使用して、パスおよびファイル名を定義します。

[作成] をクリックして COP/OPER,EXPORT コマンドを編集ウィンドウに挿入しま
す。このコマンドは下記同様に実行時にデータをエクスポートします：

COPEXPORT1=COP/OPER,EXPORT,FORMAT=IGES,FILENAME=D:/
Dataout.IGS,SIZE=1623201

REF,COP1,,

ポイントクラウド演算子 - 利用可能なオプション
PC-DMIS は COP 全体を常時エクスポートしたくないケースに対するいくつかのオプ
ションを提供します。

COPコマンドにフィルタを適用した場合は、元のCOPコマンドではなく
COPFILTER コマンドをエクスポート用に参照する必要があります。

例えば、 REF, COP1 ではなく REF, COPFILTER1 。これによりエクスポートされ
るファイルがフィルタのセットを確実に反映するようになります。
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COPEXPORT2=COP/OPER,EXPORT,FORMAT=IGES,FILENAME=D:/
Dataout.IGS,SIZE=0

REF,COPFILTER1,,

ユーザーの COP/OPER, EXPORT  が IGES タイプ使用して断面をポイントする場
合、PC-DMIS は IGES タイプ 126 を使用して B-スプライン曲線として選択した断
面をエクスポートします。

ユーザーの COP/OPER, EXPORT  が XYZ タイプを使用してカラーマップをポイン
トする場合、PC-DMIS は各点に対して公称上の XYZ、測定された XYZ および T 偏
差データをエクスポートします。

これは、単一の操作でエクスポートするコマンドのリストには複数のコマンドを選択する
ことも可能です。

複数コマンドが選択された場合の[ポイントクラウド演算子]ダイアログボックス

この場合、下記に示すとおり PC-DMIS はコマンドを編集ウィンドウに挿入します。

COPEXPORT1=COP/OPER,EXPORT,FORMAT=XYZ,FILENAME=D:/
Dataout.XYZ,SIZE=1246

REF,COPSECTION1,COPSECTION2,COPSECTION3,COPSECTION4,,
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複数コマンドを使用する場合、同じタイプの必要があります。例えば、断面コマ
ンドとフィルターコマンドの混合または表面カラーマップコマンドと点カラー
マップコマンドの混合を行うことはできません。

また、複数の点カラーマップコマンドをエクスポートのために選択すると、それ
らの一部しか表示方法がない場合、複数の点カラーマップコマンドを選択するこ
とはできません。選択された点カラーマップコマンドは、すべて表示方法を持た
ないか、または、すべて表示方法を持つ必要があります (「ドット」、「ニード
ル」または「テキスト」)。

 

ﾘｾｯﾄ

ポイントクラウドオペレータダイアログボックス - リセットオペレータ

リセット操作は元に戻すと同様の動作を持っています。これは前の演算子コマンドで参照
されたデータをリセットし、新しい演算子コマンドが参照されたCOPコマンドのデータ
のサブセットだけでなくすべてのデータを表すようにします。

リセット操作を適用するには、ポイントクラウドツールバーから、ポイントクラウドをリ

セットボタン( )をクリックするか、または操作|ポイントクラウド|リセットメニュー
項目を選択します。

下記に示されるとおり、[作成] をクリックして COP/OPER,RESET コマンドを編集ウィン
ドウに挿入します。
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COPRESET7 =COP/OPER,RESET,SIZE=0

REF,COPFILTER 2,,

空にする

[ポイントクラウド演算子] ダイアログ ボックス - 空きの演算子

この操作は 選択されたCOPまたは演算子コマンドに含まれるすべてのデータを削除しま
す。このコマンドが実行されると、PC-DMIS は 点群に関連したデータを削除します。

EMPTYポイントクラウド操作をポイントクラウドに適用するには：

１つ以上のポイントクラウドを定義している場合、空にしたいポイントクラウドの
位置にカーソルを置きます。1つだけのメッシュが定義された場合、カーソルをメッ
シュのところまたはメッシュの上方に置きます。

[ポイントクラウド] ツールバーで [ポイントクラウドを空にする]（ ）をクリッ
クするか、または [操作|ポイントクラウド| 空] を選択します。

下記のコードに示すとおりに、[作成] をクリックして、 COP/OPER,EMPTY  コマン
ドを編集ウィンドウに挿入します：

COPEMPTY2 =COP/OPER,EMPTY,SIZE=0

REF,COP2,,
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このコマンドを点群に適用すると、永続的であり、点群データを復元する
方法はありません。[元に戻す]をクリックすることは点群データを復元でき
ません。

ポイントクラウドのインポート

二つの方法のうちのいずれかでポイントクラウドデータをインポートできます。両方の方
法で、指定されたフォーマットの外部ファイルからデータを COP コマンドにインポート
できます。

方法 1 -

この方法はメニュー項目またはツールバーボタンを使用して、外部ファイルから編
集ウィンドウで選択する COP コマンド内部、または既存のものがない場合は新し
い COP コマンド内部にポイントクラウドデータをインポートします。インポート
は、ユーザーがファイルを選択して、[インポート] をクリックするとすぐに始まり
ます。

方法 2 -

この方法は COP 演算子コマンドにおけるインポート演算子を使用して、データが
インポートされる方法をコントロールします。PC-DMIS はユーザーがダイアログ
ボックスで選択する COP コマンド内部にデータをインポートします。PC-DMIS は
コマンド実行時にのみこれを実行します。

方法 1 - ポイントクラウドツールバーまたはメニューオプション

この方法はメニュー項目またはツールバーボタンを使用して、外部ファイルから編集ウィ
ンドウで選択する COP コマンド内部、または既存のものがない場合は新しい COP コマ
ンド内部にポイントクラウドデータをインポートします。インポートは、ユーザーがファ
イルを選択して、[インポート] をクリックするとすぐに始まります。

編集ウィンドウからデータをインポートしたい COP コマンドを選択します。

次に、[ポイントクラウド] ツールバーから以下のオプションのいずれかをクリック
して、[ポイントクラウドデータのインポート] ダイアログボックスを開きます：

XYZ 形式でのポイントクラウドのインポート ( )

PSL 形式でのポイントクラウドのインポート ( )

STL 形式でのポイントクラウドのインポート ( )

NSD 形式でのポイントクラウドのインポート ( )
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[ポイントクラウドデータのインポート] ダイアログボックスで、ポイントクラウド
データファイルに移動して選択します。

インポートされたデータを既存の COP データに追加する場合、[追加] チェックボッ
クスを選択します。

[単位] エリアでインポートしようとする COP データの単位を選択します。

[インポート] をクリックして選択された COP にデータを読み込みます。

または、[ポイントクラウド] ツールバーを使用しないで、[ファイル | インポート | ポイン
トクラウド] メニューオプションを選択し、XYZ、PSL、STLIGS または NSD を選択しま
す。

[ポイントクラウドデータのインポート]ダイアログボックス

[ポイントクラウドデータのインポート]ダイアログボックス

ファイル名 - このオプションはインポートするパスおよびファイルの名前を示しま
す。

ファイル形式 - このオプションはインポートしようとするファイルの形式—XYZ、
PSL (Polyworks)、STL または NSD (3DReshaper)- を示します。異なるファイルタ
イプを使用するには、このダイアログボックスを閉じて、メニューまたはツール
バーから異なるエクスポートタイプを選択します。

アライメント - インポートされるポイントクラウドデータに適用するアライメント
を定義します。
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追加 - インポートされたデータを既存のCOPに追加するには、このチェックボック
スを選択します。このオプションをオフにすると、PC-DMIS は既存の COP データ
を置き替えます。

単位 - インポートファイルによって使用される単位を定義します。

インポート - このボタンはクリックすると、ポイントクラウドデータを選択された
COP にインポートします。

方法 2 - インポート演算子

この方法は COP 演算子コマンドにおけるインポート演算子を使用して、データがイン
ポートされる方法をコントロールします。PC-DMIS はユーザーがダイアログボックスで
選択する COP コマンド内部にデータをインポートします。PC-DMIS はコマンド実行時
にのみこれを実行します。

[挿入 | ポイントクラウド | 演算子] メニューオプションを選択して、 COP/
OPER,IMPORT  コマンドを編集ウィンドウに挿入します。これを行うと、[ポイント
クラウド演算子] ダイアログボックスが表示されます。

[ポイントクラウド演算子] ダイアログボックス - ポイントクラウド・インポートの演算
子

[演算子] 一覧から [IMPORT] を選択します。

COP コマンド一覧からインポートする COP を選択します。

[種類] 一覧からファイル形式 (XYZ、PSL、STL または NSD) を選択します。

[ファイル名] ボックスで、完全ファイルパスと名前を入力するか、または [...] ボタ
ンを使用してファイルを探します。
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5.

6.

7.

8.

[アライメント] 一覧から、インポートされるポイントクラウドデータに適用するア
ライメントを選択します。

[単位] 一覧から、インポートファイルによって使用される単位を選択します。

インポートされたデータを既存の COP データに追加する場合、[追加] チェックボッ
クスを選択します。

[作成] をクリックして、 COP/OPER,IMPORT コマンドを編集ウィンドウに挿入しま
す。このコマンドは下記同様に実行時にデータをインポートします：

COPIMPORT1=COP/OPER,IMPORT,FORMAT=XYZ,

FILENAME=D:/DATAIN.XYZ,SIZE=0

REF,COP1,

ブール

[ポイントクラウド演算子] ダイアログ ボックス - ブール演算子

ソフトウェアはこの演算を 1 つまたは 2 つの演算子または選択した COP コマンドに適用
します。
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ブール演算子は 1 つの COP のみから、または同じ COP を参照するコマンドから
のデータを使用します。異なる COP におけるデータ間のブール演算は許容され
ません。

例えば、ポイントクラウドデータの異なるセットを含む測定ルーチンで定義され
る COP1  および COP2  という名前の 2 つのポイントクラウドがあるとします。
COPSELECTION1  および COPSELECTION2  というラベルの付いた COP1  から

2つの COPSELECTION オブジェクトを作成する場合、 COP1  および
COPSELECTION オブジェクトの1つまたは両方でブール演算子を使用すること
ができます。というのは、それらはすべて同じデータセットから作成されるから
です。但し、 COP2  オブジェクトはポイントクラウドデータの異なるセットに基
づいているため使用できません。

PC-DMIS ではブールコマンド COP 参照が同じデータセットを共有する限り、そ
れらを手作業で変更することができます。ブールコマンド COP 参照が同じデー
タセットを共有しない場合、PC-DMIS はその参照を元の参照に変更します。

ブール演算をポイントクラウドに適用するには、[ポイントクラウド]ツールバーの[ポイン

トクラウドブール演算]（ ）をクリックします。

ブール演算子は以下のオプションを使用します：

タイプ - これはブールタイプオプションの一覧です。以下の適用したい一覧からタ
イプを選択します：

補体 – このタイプは選択された単一コマンドで表示されない点を生成します。

結合 – 2つの選択されたコマンドに適用すると、このタイプは、それらのコマ
ンドにおけるすべての点を含むデータ点のセットを生成します。

交差 – このタイプは2つの選択されたコマンドで位置が同一のデータ点のセッ
トを生成します。

差異 – このタイプは 1 番目のコマンドから選択された 2 番目のコマンドと共
通するすべての点を削除します。

下記で分かるとおり、コマンドを編集した後に [作成] をクリックして、 COP/OPER、
BOOLEAN コマンドを編集ウィンドウに挿入します。

COPBOOLEAN1=COP/OPER,BOOLEAN,UNITE,SIZE=0

REF,COPOPER2,COPOPER3,,
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ゲージ
PC-DMISゲージは、軸または方向に沿った長さ（キャリパー）、ポイントクラウド断面
上の半径（2D半径ゲージ）を測定するために設計されたクイックチェックツールです。

PC-DMISには、温度計と厚さ計も用意されます。このセクションでは、単にポイントク
ラウドとメッシュで使用できるゲージについて説明します。

温度ゲージの詳細については、PC-DMIS Coreドキュメントの「温度ゲージ」を参照して
ください。

厚さゲージの詳細については、PC-DMIS Coreドキュメントの「厚さゲージ」を参照して
ください。

キャリパーの概要

このオプションは、PC-DMISライセンスに小さなCOPまたは大きなCOPオプショ
ンが含まれている場合のみに使用できます。

このキャリパーは物理的なキャリパーに似た働きをするクイックチェックツールです。ポ
イントクラウド (COP)、メッシュまたはCOPOPER (COPSELECT、COPCLEANまたは
COPFILTERなど) オブジェクト上で局所的な2点サイズチェックを提供します。キャリパ
は選択された軸または方向に沿った測定された長さを表示します。

[挿入 | ゲージ]メニューから[キャリパー]オプションを選択します。

これらの方法でゲージダイアログボックスにアクセスすることができます：

QuickCloudツールバーからキャリパーボタン（ ）をクリックします。

QuickMeasureツールバーから、[ゲージ]ドロップダウン矢印をクリック
し、次に[キャリパー]ボタンをクリックします。
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ゲージダイアログボックス

１つのキャリパーには2つの先端があり、対向する2つの側面間の距離を測定するために使
用されます。キャリパーの先端は、ユーザー定義のサイズを持っています。グラフィック
表示ウィンドウをクリックして、開始点と終了点を選択します。チップサイズ内のデータ
を使用して、キャリパーの終点は、選択されたデータの上位点で停止します（またはオプ
ションで計算された最適合点）。ソフトウェアは、キャリパー軸に沿って探索距離を実行
して、関連する点を決定します。

ゲージダイアログボックスには次のタブがあります：
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ゲージダイアログボックス - プロパティタブ

ゲージダイアログボックス - プロパティタブ

ゲージダイアログボックスのプロパティタブには、次のセクションがあります：

測定タイプ

フィットタイプ：ドロップダウン矢印をクリックして下記のオプションを表示
します：

MaxFit： これはデフォルト設定です。先端のサイズと探索距離を使用し
て、キャリパーの終点は選択したサーフェス上の高い点で停止します。
キャリパー軸に沿った探索距離は、関連する点を決定するために使用さ
れる。

BestFit： キャリパーチップのサイズと検索距離に含まれるすべての
データポイントに、最も適合する最小の四角形フィットが適用されま
す。キャリパーの長さを決定するために、得られた最良適合点が使用さ
れます。この代替的な方法は、スキャンデータに「ノイズ」が含まれて
いる場合に使用できますが、ポイントクラウドまたはメッシュ内にキャ
リパーが表示される可能性があります。

軸： キャリパーは、X軸、Y軸、またはZ軸に沿って構成できます。選択した
最初のサーフェスに対して法線を作成するには、平行を選択します。制約なし
（2点間の3D距離）を適用するには、[なし]を選択します。

制約： このオプションを選択すると、選択した軸に沿って2つの端点が互いに
正確に対向します。
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オフセット： このオプションを選択すると、2つのエンドポイントの位置を相
互にずらすことができます。測定された長さは選択された軸に沿ったままにな
ります。

理論上の幾何学要素

開始点： このオプションは、キャリパーの開始位置のXYZ座標位置です。

終了点： このオプションは、キャリパーの終了位置のXYZ座標位置です。

キャリパーのプロパティ

形状： 適切な先端形状、円（デフォルト）または長方形を選択します。長方
形を選択すると、高さと高さの軸オプションは有効になります。

[長方形]オプションは、[測定タイプ]セクションから[X軸]、[Y軸]、ま
たは[Z軸]オプションを選択した場合のみに有効です。[平行]または[無
し]を選択すると、長方形オプションは無効になります。

サイズ / 幅： キャリパには様々なサイズの開始および終了チップが付いていま
す。円チップのサイズ開始点および終了点値または方形チップの幅開始点およ
び終了点値を入力します。距離が計算されると、先端はキャリパーと同じよう
に最上部点に停止します。

高さ： これらの値は方形チップの開始点および終了点の高さを定義します。
高さのサイズは、選択した軸に沿って実行されます。このオプションは方形
キャピラーでのみ有効です。

高さ軸： リストからオプションを選択して、矩形の回転を制御する軸を設定
します。このオプションは方形キャピラーでのみ有効です。

検索距離： この値は、選択された点の両側の公称値からの距離を定義しま
す。キャリパー先端の形状に沿う検索距離が円筒形のゾーンを作成します。こ
のゾーン内のすべてのデータが評価され、キャリパーの最上部点が決定されま
す。

詳しくは、「キャピラーの作成」トピックを参照してください。
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1.

2.

ゲージダイアログ ボックス - ラベル/レポートタブ

ゲージダイアログ ボックス - ラベル/レポートタブ

ゲージダイアログボックスのラベル/レポートタブには、次のセクションがありま
す：

公差セクション

デフォルトのキャリパー公差値は、寸法色スケールで定義されます。詳細
については、 PC-DMIS Core ドキュメントの「寸法色の編集」を参照して
ください。

公差セクションでは、キャリパーの長さに正と負の公差値を入力できます。

プラス、マイナス、設計上の公差を入力するには

[プラス]ボックスにプラスの公差の値を入力します。

[負]ボックスに負の公差の値を入力します。

CADモデルが使用された場合、公称（理論上）のキャリパー長さはCADから決定さ
れます。CADモデルを使用しない場合、公称値は初期測定値で更新されます。公称
値を編集することができます。

ラベル セクション

表示チェックボックス：このチェックボックスをオンにすると、グラフィック
表示ウィンドウにキャリパーのラベルとグラフィックが表示されます。
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見出しを表示チェックボックス：キャリパーラベルの行見出しと列見出しの表
示を切り替えます。このチェックボックスをオンにすると、ラベルの行見出し
と列見出しが表示されます。

目次 エリア

次のチェックボックスを選択した順序によって、ラベルに表示
される順序が決まります。順位番号は、選択された各アイテム
の左側に表示されます。チェックボックスをオフにすると、選
択された残りのチェックボックスの順位番号が並べ替えられま
す。

測定値チェックボックス：このチェックボックスをオンにすると、測定
データがラベルに表示されます。

公称チェックボックス：このチェックボックスをオンにすると、公称
データがラベルに表示されます。

[公差]チェックボックス：このチェックボックスをオンにすると、公差の
データがラベルに表示されます。

偏差チェックボックス：このチェックボックスをオンにすると、測定値
と公称値の偏差データがラベルに表示されます。

許容範囲外チェックボックス：このチェックボックスをオンにすると、
許容範囲外のデータがラベルに表示されます。

デフォルトボタン - これをクリックして、デフォルトとしてチェック
ボックスの現時点の選択を設定します。

リセットボタン：コンテンツエリアのすべてのチェックボックスをオフ
にします。次に、ソフトウェアが実測値を示す自動設定の構成にセク
ションをリセットします。

レポートおよび統計セクション

このセクションから、オプションを使用して出力結果を制御できます。

統計 – 出力を統計ファイルに送信する

レポート – 出力を検査レポートに送信する

両方 –出力を検査レポートおよび統計ファイルの両方に送信する

なし – 出力をどこにも送信しない

PC-DMISがコマンドを実行すると、結果が指定された出力に送信されます。
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1.

[統計]または[両方] オプションを選択した場合、結果を統計ファイルに送信す
るために、先行する[STATS/ON] コマンドが編集ウインドウ内に存在している
必要があります。

テキスト形式の出力に表示される項目は、測定プログラムの寸法形式コマンド
で定義されます。詳細については、PC-DMIS Coreドキュメントの「寸法形
式」を参照してください。

クリアボタン：これをクリックすると、ゲージダイアログボックスが自動設定の構成にリ
セットされます。

作成ボタン：これをクリックすると、ゲージダイアログボックスで行った設定で定義され
た新しいキャリパーが作成されます。ソフトウェアはキャリパーを作成します。

閉じるボタン：これをクリックすると、キャリパーを作成せずに[ゲージ]ダイアログボッ
クスを閉じます。

キャリパー線の太さ

キャリパー線の太さは、CAD及び図形設定ダイアログボックス（編集|グラフィッ
ク表示ウィンドウ| OpenGL）のOpenGLタブで設定できます。詳細については、
PC-DMIS Coreドキュメントの「カスタマイズ設定」章の「OpenGLオプションの
変更」 を参照してください。

キャリパーの作成

キャリパーを作成する前に、COP、メッシュまたは COPOPER (例えば、
COPSELECT、COPCLEAN または COPFILTER) オブジェクトのいずれかが測定
ルーチンで定義済みでなければなりません。CAD モデルは不要です。

キャリパー要素を作成するには：

[挿入 | ゲージ]メニューから[キャリパー]オプションを選択します。ゲージダイアロ
グボックスが開きます。
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2.

3.

4.

5.

6.

これらの方法でゲージダイアログボックスにアクセスすることができま
す：

QuickCloudツールバーからキャリパーボタン（ ）をクリックし
ます。

QuickMeasureツールバーから、[ゲージ]ドロップダウン矢印をク
リックし、次に[キャリパー]ボタンをクリックします。

ゲージダイアログボックス

使用するCOP、COPPERまたはメッシュデータオブジェクトを選択します。

[測定の種類] エリアで、[適合の種類] 一覧から種類を選択します。

[軸] 一覧から軸を選択し、[制約] または [オフセット] オプションを選択します。

制約オプションを選択すると、選択した軸に沿って2つの端点が互いに正確に対向し
ます。

オフセットオプションを選択すると、2つのエンドポイントの位置を相互にずらすこ
とができます。測定された長さは選択された軸に沿ったままになります。

[キャリパーのプロパティ]エリアで、[円または四角形]の形を選択します。

現在の値を編集するか、下記のオプションに対する適切な値を選択します：
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円形のキャピラー先端オプション
サイズ： デフォルト値は開始点と終了点のオプションで4mmです。キャピ
ラーの開始点および終了点をCAD表面に応じて異なるサイズに設定できます。

異なる大きさの開始および終了点で作成されたキャピラーの例

非プラナー表面では、高い点でキャプチャするために、このサイズを
8～10mmなどの大きな値に設定する必要があります。平面では、こ
れを2mmなどの小さな値に設定できます。

検索距離： デフォルト値は2mmです。この値は選択された点の両側の設計値
からの距離を定義します。キャリパー先端の形状に沿う検索距離が円筒形の
ゾーンを作成します。このゾーン内のすべてのデータが評価され、キャリパー
の最上部点が決定されます。

方形形状のキャピラーチップオプション
幅： デフォルト値は開始点と終了点のオプションで4mmです。この値はキャ
ピラー先端の開始および終了点の幅を設定します。

高さ： デフォルト値は開始点と終了点の両方で4 mmです。この値はキャピ
ラーチップの開始および終了点の高さを設定します。

非プラナー表面では高い点でキャプチャするために、幅と高さを8～
10mmなどの大きな値に設定する必要があります。平面のでは、幅と
高さを2mmなどの小さな値に設定できます。
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8.

高さ軸：デフォルト値は、[測定の種類]エリアで選択した軸オプションによっ
て異なります。一覧からオプションを選択して、矩形の回転を制御するのに使
用される軸を定義します。

検索距離： 円形状のキャピラーチップオプション項における説明を参照して
ください。

次回ダイアログボックスが開かれると、ゲージダイアログボックスの
プロパティの変更がデフォルト値になります。

グラフィック表示ウィンドウで開始点をクリックして定義します。最初に選択した
点を削除するには、Deleteキーを押します。

カーソルを2番目の場所に移動し、クリックして終点を定義します。カーソルを動か
すと、長さ値がグラフィック表示ウィンドウで更新されます。選択されたオブジェ
クト（COPまたはメッシュ）にデータが含まれている場合、示されている長さは測
定値です。選択されたオブジェクトが空でCADモデルが使用されている場合、表示
されている長さ値は公称値です。

また、始点と終点のXYZボックスにXYZ値を入力することもできます。
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キャリパー線の太さ

キャリパー線の太さは、CAD及び図形設定ダイアログボックス（編集|グラ
フィック表示ウィンドウ| OpenGL）のOpenGLタブで設定できます。詳細
については、PC-DMIS Coreドキュメントの「カスタマイズ設定」章の
「OpenGLオプションの変更」 を参照してください。

[作成]をクリックして、キャリパーを定義し、編集ウィンドウのコマンドに追加しま
す。
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キャリパーの開始点、中間点および終了点

ソフトウェアは下記のときに、キャリパゲージの理論値および実測の開始点および終了点
を抽出します。

キャリパを作成します

測定プログラムでキャリパを実行します

ソフトウェアは開始点および終了点を使用して中間点を計算します。次に、PC-DMIS
は、中点を選択した軸に投影します。

これらの点は、編集ウィンドウの個々の要素ではありません。これらは、キャリパーゲー
ジの内部部品です。

開始点、中間点および終了点は寸法、作成およびアライメントダイアログボックスにおい
て作成されたオフセット点として自動的に表示されます。余分な材質を持つキャストパー
ツを整列する場合など、点の寸法を決めて、最適化のアラインメントで使用することがで
きます。

下の例に、要素およびアライメントを作成する時のキャリパ開始点、中間点および終了点
の様々な使用法を示します。



ゲージ

271

構築される要素を作成するときの開始、中間および終了点の例

要素の位置寸法を作成する時の開始点、中間点、および終了点のオプションの例
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アライメント作成時の開始、中間および終了点の例

この例では、キャリパー機能を定義するときに制約メソッドと補正を使用する方法を示し
ます。

限定された (左) およびオフセット法 (右) を使用したキャリパ点の例
(A) - Y軸に拘束されたキャリパー1の端点
(B) - キャリパー2の端点Y軸へのオフセット
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1.

2.

3.

2D半径ゲージの概要

2D半径ゲージ機能は、ポイントクラウドまたはメッシュ断面上の半径を測定するために
使用できるクイックチェックツールです。

2D スライドショービュー画面の断面に2D 半径ゲージを図形に作成することができます。

2D 半径ゲージを図形に作成するには、次の手順を実行します：

断面図を作成したら、メッシュ、ポイントクラウド、またはクイッククラウドの

ツールバー（表示|ツールバー）から断面スライドショーボタン（ ）をクリック
して断面図を2Dビューで表示します。詳しくは、「横断面ポリラインの表示と非表
示」トピックの「横断面スライドショー」セクションを参照してください。

Shiftキーを押しながらマウスカーソルを半径に移動すると、表示ウィジェット内の
公称値、実測値、偏差値が表示されます。

左クリックして半径を選択します。ウィジェットダイアログボックスから半径ゲー
ジを作成または取り消すことができます。

ソフトウェアでは、最小二乗最適フィットのアルゴリズムを使用して、デフォルトで2D
半径を計算します。アクティブな公差は寸法カラーバーで設定されます。半径ゲージ図は
その偏差に対応する寸法カラーバーからの色を使用します。寸法色スケールの編集方法に
ついて詳しくは、PC-DMIS Coreドキュメントの「寸法色の編集」を参照してください。

ゲージの公差を編集ウィンドウから変更するか、またはF9キーを押して2D 半径ゲージダ
イアログボックスを表示します。

2D半径ゲージの例
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デフォルトでは、PC-DMISは自動的に2D半径ゲージをレポートに含めます。

2D半径ゲージレポートの例

2D 半径ゲージダイアログボックスのラベル/レポートタブから、レポート内の2D 半径
ゲージの表示をオフにすることができます。詳細は、「2D 半径ゲージダイアログボック
ス」を参照してください。

2D 半径ゲージを作成したら、位置及び距離寸法、構造で使用できます。位置寸法では、
形状はサポートされていません。

2D半径ゲージダイアログボックス

2D 半径ゲージダイアログボックスには次のタブがあります：

プロパティタブ

2D半径ゲージダイアログボックス - プロパティタブ

2D半径ゲージは、作成された断面に自動的にリンクされます。断面に2D半径ゲージを作
成したので、関連する断面を変更することはできません。

2D半径ゲージダイアログボックスのプロパティタブには、次のセクションがあります：

測定タイプ
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1.

フィットタイプ - ドロップダウン矢印をクリックして下記のオプションを表示
します：

ベストフィット - 半径検索ゾーン内にあるすべてのデータポイントにベスト
フィット最小二乗フィットを適用します。

要素理論の理論値 - ソフトウェアは、XYZ中心点の位置と公称半径のサイズを表示
します。公称値を編集することができます。

要素の実測値 - ソフトウェアはXYZ中心点と測定半径のサイズを表示します。実測
値を編集することはできません。

ラベル/レポートタブ

2D 半径ゲージダイアログボックス - ラベル/レポートタブ

[2D半径ゲージ]ダイアログボックスの[ラベル/レポート]タブには、次のエリアがありま
す：

公差

寸法カラースケールは、デフォルトの2D 半径ゲージの公差を定義します。詳
細については、PC-DMIS Coreドキュメントの「寸法色の編集」を参照してく
ださい。

[公差]セクションでは、半径の正と負の交差値を入力できます。

プラス、マイナス、及び設計の公差を入力するには、次のステップに従いま
す：

[プラス]ボックスにプラスの公差の値を入力します。
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2. [負]ボックスに負の公差の値を入力します。

CADモデルを使用している場合、断面理論（黒）ポリラインが公称（理論）半
径を定義します。CADモデルを使用していない場合、ソフトウェアは公称値を
初期測定値で更新します。公称値を編集することができます。

ラベル

表示チェックボックス - このチェックボックスをオンにすると、グラフィック
表示ウィンドウに2D 半径ゲージのラベル及びグラフィックが表示されます。

見出しを表示するチェックボックス - このチェックボックスは、2D 半径ゲー
ジラベルの行見出しと列見出しの表示を切り替えます。このチェックボックス
をオンにすると、ラベルの行見出しと列見出しが表示されます。

目次

次のチェックボックスを選択した順序によって、ラベルに表示される順序が決
まります。順位番号は、選択された各アイテムの左側に表示されます。チェッ
クボックスをオフにすると、選択された残りのチェックボックスの順位番号が
並べ替えられます。

測定値チェックボックス - このチェックボックスをオンにすると、測定のデー
タがラベルに表示されます。

理論値チェックボックス - このチェックボックスをオンにすると、理論値の
データがラベルに表示されます。

公差値チェックボックス - このチェックボックスをオンにすると、公差値の
データがラベルに表示されます。

偏差チェックボックス - このチェックボックスをオンにすると、偏差データは
測定値と公称値の間でラベルに表示されます。

許容範囲外チェックボックス - このチェックボックスをオンにすると、許容範
囲外のデータがラベルに表示されます。

デフォルトボタン - これをクリックして、デフォルトとしてチェックボックス
の現時点の選択を設定します。

リセットボタン - これをクリックして目次エリアのすべてのチェックボックス
の選択を解除します。次に、ソフトウェアが実測値を示す自動設定の構成にセ
クションをリセットします。

レポートおよび統計

このセクションから、オプションを使用して出力結果を制御できます。

統計 - このオプションを選択すると、ソフトウェアは出力を統計ファイ
ルに送信します。
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1.

•

•

2.

3.

レポート - このオプションを選択すると、出力が検査レポートに送信さ
れます。

両方 - このオプションを選択すると、出力が検査レポート及び統計ファ
イルに送信されます。

なし - このオプションを選択すると、ソフトウェアは出力をどこにも送
信しません。

PC-DMISがコマンドを実行すると、結果は指定された出力に送信されます。

[統計]または[両方] オプションを選択した場合、結果を統計ファイルに送信す
るために、先行する[STATS/ON] コマンドが編集ウインドウ内に存在している
必要があります。

2D半径ゲージの作成

断面を持つ2D半径ゲージを作成するには：

断面を作成します。

ポイントクラウドの断面の作成の詳細については、「断面」を参照してくださ
い。

メッシュ断面の作成の詳細については、「メッシュ断面の演算子」を参照して
ください。

ポイントクラウドツールバー（表示|ツールバー|ポイントクラウド）から断面スライ

ドショーボタン（ ）を選択すると、断面図が2Dビューで表示されます。

Shiftキーを押しながら、目的の半径にポインターを合わせます。表示ウィジェット
が現れます。表示ウィジェットには、半径の公称値、実測値、偏差値が表示されま
す。

半径の公称値、実測値、偏差値を表示する2D半径ゲージ表示ウィジェット
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4.

•

•

•

•

5.

•

クリックして半径を選択します。ウィジェットダイアログボックスが表示されま
す。

A - 2D半径ゲージID
B - 半径公称値
C - 半径を計算するために使用されるアルゴリズム
D - キャンセルボタン
E - 作成ボタン
F - ハンドルを使用してウィジェットダイアログボックスを移動する
G - 半径偏差値
H - 半径の実測値
 
2D 半径ゲージウィジェットダイアログボックス

ウィジェットダイアログボックスから、次の操作を実行できます：

2D半径ゲージID（A）及び公称値（B）を変更します。

一覧（C）から、ソフトウェアが半径を計算するために使用するアルゴリズム
を選択します。

作成ボタン（E）をクリックして、半径ゲージを作成するか、または、キャン
セルボタン（D）をクリックして、半径ゲージを作成せずにウィジェットダイ
アログボックスを閉じます。

ウィジェットの位置を変更します。これを行うには、ウィジェットの左側にあ
るハンドルをポイントします（F）。グラフィック表示ウィンドウでウィ
ジェットをクリックしてドラッグし、ウィジェットの位置を変更します。

2D半径ゲージを作成すると、PC-DMISは編集ウィンドウに関連するコマンドを作成
します。必要に応じて追加の半径ゲージを作成することができます。

2D 半径ゲージを作成したら、位置及び距離寸法、構造で使用できます。位置寸法では、
形状はサポートされていません。

半径の設定を変更するには：

編集ウィンドウで直接編集します。
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編集ウィンドウで半径ゲージコマンドをクリックし、F9キーを押して2D半径ゲージ
ダイアログボックスを開き、変更を加えます。

2D半径ゲージの計算方法
断面が公称（黒色ポリライン）及び実測値（黄色ポリライン）の両方のデータを持
つ場合：

公称2D半径の計算

最初にピックされた測定点から開始して、公称半径は最も近い黒ポリライン上に見
出されます。ソフトウェアは、標準偏差0.005 mm以内のすべての公称点を使用し
て、最小二乗最良適合円の公称（理論上の）半径を計算します。

実測2D半径の計算

ソフトウェアは、公称点に関連付けられた黄色ポリライン上の実際の点を使用し
て、最小二乗最良適合円を計算します。

断面に公称値のデータ（黒いポリライン）しかない場合：

最初に選択された理論点から始めて、ソフトウェアは最も近い黒いポリライン上の
半径を見つけます。ソフトウェアは、標準偏差0.005 mm以内のすべての公称点を使
用して、最小二乗最良適合円の公称（理論上の）半径を計算します。

断面に測定データのみがある場合（黄色ポリライン）：

選択された最初の測定点から開始して、最小二乗ベストフィット円の半径を計算し
ます。このソフトウェアは、0.050 ミリの標準偏差内のすべての測定点と0.25mmの
探し距離を使用して、半径に属する追加のセグメントを検索します。

ポイントクラウドアラインメント
ポイントクラウドにおいて収集したデータを正しく使用するために、ポイントクラウドと
パートモデルの CAD データ間、またはポイントクラウド間にアライメントを作成する必
要があります。これはポイントクラウド/CADアライメントダイアログボックスを使用し
て行われます。
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ポイントクラウド/CAD アラインメントダイアログ ボックス
の説明

ポイントクラウド/CAD アラインメントダイアログ ボックスのデフォルト表示

ポイントクラウド/CADアライメントダイアログ ボックスには以下のオプションがありま
す。

ID - このボックスはアラインメントの識別ラベルを表示します。

基準 - この一覧を使用して、通常はCAD自体または定義されたCOPから、アライン
メントの基準点を選択します。

ポイントクラウド - この一覧では、線形で使用するポイントクラウドを選択できま
す。

オフセット - このオボックスは面のCADモデルのオフセット値を定義し、通常は
シートメタルパーツと共に使用されます。オフセット値を適用すると、基本的に
サーフェスCADモデルに厚みが与えられます。これにより、ポイントクラウドデー
タを、サーフェスCADモデルで表されていない別の面に位置合わせできます。例え
ば、パート上部に表面CADモデルがあるが、対応する底面に整列したい場合、パー
ト厚さのオフセット値を適用し、スキャンされたデータを底面に整列することがで
きます。

サーフェス法線ベクトルと同じ方向に厚みを適用するには、正の値を使用しま
す。

サーフェス法線の反対側の厚さを適用するには、負の値を使用します。
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このオプションは CAD アラインメントに対するポイントクラウドで使用できま
す。CAD アライメントに対するポイントクラウドについて詳しくは、「CAD アラ
イメントに対するポイントクラウドを作成する」を参照してください。

自動 - このエリアでは、計算ボタンを使用してメッシュを持つCADを自動的に整列
することができます。このオプションはCADアラインメントに対するポイントクラ
ウドで使用できます。

点のペア - このエリアでは、ポイントクラウドから選択した点に対応するCADから
選択した点に基づいて大まかなアラインメントを作成できます。必要なペアを選択
したら、計算ボタンを使用して大まかなアラインメントを実行できます。

アラインメントの微調整 - このエリアではアラインメントを微調整することができ
ます。最大距離オプションのみがPointcloudアラインメントに対するPointcloudで使
用できます。

作成中のアラインメントに応じて、ダイアログボックスの[アラインメントの微調整]
エリアは下記項目から成ります：

計算 - このボタンはアラインメントの微調整プロセスを開始します。プロセス
がアラインメントの繰り返しを行う際に、進行状況バーが進行状況を表示しま
す。

最大標準偏差-このボックスは、自動アライメントの実行中にPC-DMISが使用
する最大標準偏差を定義します。コマンドの実行中にPC-DMISが入力された
値を超えると、ソフトウェアはCAD/ポイントクラウドで点ペアを選択するよ
うに請求します。値を -1 にすると最大StdDev機能は無効になります。

最大距離 - このボックスはPC-DMISが有効なCOP点に対してCADから見る最
大距離を定義します。値が入力されていない場合、PC-DMISはデフォルト値
の0（ゼロ）を使用し、最大距離はCAD境界ボックスの距離の半分になりま
す。

結果 - このエリアには以下の項目があります：

CADモデルに関連したポイントクラウドの平均偏差、最大偏差および標準偏差
を表示した情報ボックス。

ヒストグラム - このボタンはポイントクラウドからランダムに点をサンプリン
グし、それらを CAD に投影し、次に、ポイントクラウド アラインメントヒス
トグラム ダイアログボックスでそのサンプルの偏差を表示します。
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1.

ポイントクラウド アラインメント ヒストグラムの例

マトリックス - このボタンは、ポイントクラウ ドアライメントの[ポイントク
ラウド アライメント マトリックス]ダイアログボックスを表示します。アライ
ンメント、オフセット、回転行列の数値が表示されます。

アラインメント用のポイントクラウド整列行列ダイアログボックス

ポイントクラウド - CAD アライメントを作成する

CAD アラインメントに対するポイントクラウドを作成するには、以下の操作を行いま
す：

グラフィックの表示ウィンドウにインポートされた CAD モデルがあり、測定ルー
チンに COP コマンドがあることを確認します。PC-DMISでは、ポイントクラウド
をCADに整列するためにこれらの要素が必要です。
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2.

3.

挿入 | ポイントクラウド | アラインメント メニュー オプションを選択します。

コマンドモードにある場合、編集ウィンドウで ALIGNMENT/START コマン
ドと ALIGNMENT/END コマンド間に COPCADBF コマンドを入力して、この
ダイアログボックスを開くことができます。

[ポイントクラウド/CAD整列]ダイアログボックスが開きます：

ポイントクラウド/CAD アラインメントダイアログ ボックス

アラインメントダイアログボックスの完全な説明については、PC-DMIS 
Laser ドキュメントの「点群/CAD アラインメントダイアログボックスの説
明」トピックを参照してください。

CAD モデルとポイントクラウドの一時的な分割画面ビューがグラフィック表示ウィ
ンドウに表示されます。この分割画面ビューを使用してアラインメントの様子を視
覚的に見ることができます。[基準]ドロップダウンリストから、基準点を選択しま
す。通常、CADモデル自体または定義されたポイントクラウドのいずれかが使用可
能です。
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4.

5.

a.

b.

i.

ii.

トップビューにCADモデルをボトムビューにポイントクラウドを表示した分割画面
ビュー

測定プログラム中に複数のポイントクラウドがある場合、 ポイントクラウドリスト
からポイントクラウドを選択してください。

アラインメントを実行します：

自動セクションにある計算ボタンをクリックします。これは、パーツの外面を
完全にスキャンする場合にのみ使用してください。これはポイントクラウドの
CADへのアライメントを自動的に実行し、生成時にアライメント上での微調整
も実行します。

まず、ポイントクラウド/CAD ペアエリアを使用して大まかなアラインメント
を実行し、(十分に接近していない場合)ポイントクラウドをCADに十分に近づ
け、必要に応じてアラインメントの微調整ができるようにします。ポイントク
ラウドが完全でない場合や固定冶具、テーブルなどに属するスキャンされた
データを含む場合、このタイプのアラインメントを使用する必要があります。

ポイントクラウド上で希望の数の点をクリックします。

CAD モデルの上で対応する位置をクリックします。 
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iii.

iv.

c.

選択されたCAD点 (最上部) と対応するポイントクラウド点 (最下部) を表示
する分割画面ビュー

モデルおよびポイントクラウドの様々な領域周囲で取得する点が多いほ
ど、大まかなアライメントが良好になります。

計算をクリックして大まかなアラインメントを作成します。

次に、アラインメントを調整する場合は常に、[アラインメントを調整]領域を
使用します。これにより、ポイントクラウドがCADモデルに近づきます。十分
に微調整されたアラインメントを得るには、ポイントクラウドの点が最初の大
まかなアラインメントを介して CAD 点に十分に接近している必要がありま
す。 
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i.

ii.

iii.

6.

7.

8.

微調整が必要なCADに対する大まかなポイントクラウドの例

[最大標準偏差]ボックスで、ポイントクラウド内の点とCADモデル間の
自動整列実行の最大標準偏差を定義します。自動アラインメントコマン
ド実行時に、ポイントクラウド/CADの逸脱の標準偏差が定義された最大
値より大きい場合、点のペアを選択してより良好なアラインメントを得
ることができます。デフォルト値は -1 で、無限の許容標準偏差に相当し
ます。

最適化ルーチンで使用するためにCADからの点の最大距離を定義しま
す。デフォルト値は０です。この場合、PC-DMISは、ポイントクラウド
のサイズに基づいた内部最大距離を使用します。

計算をクリックしてアラインメントを微調整します。

ポイントクラウドの一部がCADに十分に整列されていない場合、[元に戻す] ボタン
をクリックして同じタイプで追加のパラメータを持つアラインメントを使用して再
計算したり、別のアラインメントを試すことができます。

[結果] エリアを使用してポイントクラウドをどの程度よくCADに整列させるかを決
定します。必要に応じてオフセットまたはアラインメントの精製値を変更してアラ
インメントを改善します。変更する場合は、必ず計算ボタンをクリックして新しい
値でアラインメントを再生成してください。

アラインメントの結果に満足したら、[作成] をクリックします。PC-DMIS は一時的
な分割画面ビューを閉じ、編集ウィンドウに COPCADBF コマンドを配置します。
[ウィンドウの編集]コマンドの詳細については、「COPCADBFコマンドモードテキ
スト」のトピックを参照してください。

必要に応じて、CadGridSizeForPointcloudCadAutoAlignmentエントリを
調整して、ポイントクラウドを CAD モデルに並べる際に使用する点のグリッド
間の距離を定義することができます。
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COPCADBF コマンドモード テキスト

COPCADBFコマンドを使用すると、CADデータを有するポイントクラウドデータの最適
化アライメントを実行することができます。

下記は COPCADBF アラインメントのコード例の抜粋例です：

   A1 =ALIGNMENT/START,RECALL:STARTUP,LIST=YES
      COPCADBF/REFINE=n1,n2,n3,n4,n5,SHOWALLPARAMS=TOG1,
      ROUGH ALIGNPAIR/
         THEO/<x,y,z>,<i,j,k>,
         MEAS/<x1,y1,z1>
      REF,TOG2,,
   ALIGNMENT/END

n1 は微調整で使用するサンプル点の総数を表します。

n2 は繰り返しの最大数を表します。

n3 は厚さを適用する際のオフセット値を表します。

n4 は最大標準偏差値を表します。

n5 は最大距離値を表します。

TOG1 では大まかなアラインメントに使用するパラメータを表示または非表示にで
きます。[はい]または[いいえ]に設定されます。

      ROUGH ALIGNPAIR/
         THEO/x,y,z,i,j,k,
         MEAS/x1,y1,z1

これらの点の大まかなアラインメントペアはグラフィックの表示ウィンドウを
使用して定義および選択されます。 THEO/ の隣の値はCAD上の点を表しま
す。 MEAS/ の隣の値は COP 上で対応する点を示しています。これらの組み
合わせはさらにアラインメントの精密化ができるように COP が CAD に十分
に接近できるような CAD と COP 間の大まかな変換を決定するのに使用され
ます。

TOG2 ではアラインメントに使用するポイントクラウドを選択できます。

ポイントクラウド/ポイントクラウドアラインメントの作成

点群間の整列機能は、最良の一部重複を持つ2つの異なる参照フレームで収集された２つ
の点群を最適化に整列することができます。典型的な例では、2つの点群のコマンドでの2
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•

•

1.

2.

つのスキャンで、同じパーツの向きでスキャンすることができないパーツのエリアを表し
ます。

整列は2段階で行われます：

2つのポイントクラウドの重なり合う領域で点のペアを選択する大まかな配置。

参照ポイントクラウドにできるだけ近い2番目のポイントクラウドを提供する精巧な
な最適化。

ポイントクラウドアラインメントに対するポイントクラウドを作成するには下記のことを
行います：

アライメントに使用できるCOPコマンドが測定ルーチンに2つ以上あることを確認
してください。PC-DMISは、ポイントクラウドを整列できるようにこれらの要素を
必要とします。

挿入 | ポイントクラウド | アラインメント メニュー オプションを選択します。

コマンドモードにある場合、編集ウィンドウで ALIGNMENT/START コマン
ドと ALIGNMENT/END コマンド間に COPCOPBF コマンドを入力して、この
ダイアログボックスを開くことができます。

以下のように、[ポイントクラウド/ポイントクラウドアラインメント]ダイアログ
ボックスが開きます。

[ポイントクラウド/ポイントクラウドアラインメント]ダイアログボックス
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3.

4.

5.

•

◦

アラインメントダイアログボックスの完全な説明については、トピック「
ポイントクラウド/CADアラインメントダイアログボックスの説明」を参照
してください。

この２ポイントクラウドの一時分割画面ビューがグラフィック表示ウィンドウに表
示されます。この表示を使用してアラインメントの様子を視覚的に見ることができ
ます。参照一覧から、参照点として使用する最初のCOPを選択します。

ポイントクラウドアラインメントにポイントクラウドを表示する分割画面ビュー

マウスを使用して必要に応じて各ビューを操作し、方向を変えて点のペアを作成し
ます。

アラインメントを実行します：

最初に、[点のペア]エリアを使用して、ポイントクラウドを相互に十分近くに
移動させるおおまかなアラインメントを実行します。これは必須の手順です。

重複領域内部の各ポイントクラウドで所望の点数 (3ペア以上) をクリッ
クします。2つのポイントクラウドの重複領域上の点「のみ」をクリック
します。 
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◦

•

◦

選択された COP1 および COP2 ポイントクラウドを表示する分割ビュー

ポイントクラウドの重複エリアの周囲で取得する点が多いほどアライン
メントが改善します。計算をクリックして大まかなアラインメントを作
成します。

次に、アラインメントを調整する場合は常に、[アラインメントを調整]領域を
使用します。これにより、2つのポイントクラウドが互いに近づきます。十分
に微調整されたアラインメントを実現するには、2 つのポイントクラウド点が
最初の大まかなアラインメントを介して、お互いに十分に接近している必要が
あります。 

微調整が必要なポイントクラウドに対する大まかなポイントクラウドの例

最大距離ボックスを使って２つのポイントクラウドに点間の最大距離を
定義します。ゼロ以上の整数値を受け入れます。デフォルト値を使用す
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◦

6.

7.

ると、PC-DMIS はポイントクラウドの測定結果に関連する内部デフォル
ト値を使用します。

計算をクリックしてアラインメントを微調整します。

ポイントクラウドの一部がポイントクラウドに十分に整列されていない場合、[元に
戻す] ボタンをクリックして同じタイプで追加のパラメータを持つアラインメントを
使用して再計算したり、別のアラインメントを試すことができます。

アラインメントの結果に満足したら、[作成] をクリックします。PC-DMIS は一時的
な分割画面ビューを閉じ、編集ウィンドウに COPCOPBF コマンドを配置します。
COPCOPBF コマンドについて詳しくは、PC-DMIS Laser ドキュメントの
「COPCOPBF コマンドモードテキスト」トピックを参照してください。

COPCOPBF コマンドモード テキスト

COPCOPBFコマンドを使用すると、2番目のポイントクラウドで参照ポイントクラウド
の最適化アラインメントを実行できます。

下記は COPCOPBF アラインメントのコードの抜粋例です：

   A1 =ALIGNMENT/START,RECALL:STARTUP,LIST=YES
      COPCOPBF/REFINE,SHOWALLPARAMS=TOG1,
      ROUGH ALIGNPAIR/
         THEO/<x,y,z>,<i,j,k>,
         MEAS/<x1,y1,z1>
      REF,TOG2,TOG3,,
   ALIGNMENT/END

 

TOG1 では大まかなアラインメントに使用するパラメータを表示または非表示にで
きます。[はい]または[いいえ]に設定されます。

      ROUGH ALIGNPAIR/
         THEO/x,y,z,i,j,k,
         MEAS/x1,y1,z1

これらの点の大まかなアラインメントペアはグラフィックの表示ウィンドウを
使用して定義および選択されます。 THEO/ の隣の値は 参照 COPの点を表し
ます。 MEAS/ の隣の値は 2 番目の COP 上で対応する点を示しています。こ
れらの組み合わせはさらにアラインメントの精密化ができるように2つのポイ
ントクラウドが接近できるような 参照COPと2番目のCOP間の大まかな変換
を決定するのに使用されます。
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•

•

•

•

1.

TOG2 は 2番目の COP に対して整列するために使用される参照 COP を決定しま
す。

TOG3 参照 COP に対して整列し直すために使用される 2番目の COP を決定しま
す。

編集ウィンドウでの線形の追加または更新に関する注意

編集ウィンドウでカラーマップまたは点群を掃除コマンドの前に線形を追加した場合、ま
たは編集ウィンドウでカラーマップの上に線形を変更した場合、PC-DMISは、線形の依
存コマンドを更新するかどうかを尋ねる次のメッセージを表示します：

測定ルーチンに最適なオプションを選択してください：

はい - このオプションは、依存コマンドを新しい整列座標系に変換します。

いいえ - このオプションは、依存するコマンドを変更しません。

TCP/IP ポイントクラウドサーバー
PC-DMISには、TCP/IP通信を使用してサードパーティ製のクライアントを監視または接
続するいくつかのオプションがあります。

汎用オフラインTCP/IPインポートポイントクラウド機能
このOFFLINE機能を使用すると、クライアントアプリケーションからPC-DMIS（サー
バーアプリケーション）にポイントクラウドをインポートできます。PC-DMISが新しい
ポイントクラウドデータを受信すると、オフラインで検査ルーチンを自動的に実行しま
す。「汎用インポートファイルの形式」を参照してください。

ポイントクラウドツールバーから、[TCP/IP ポイントクラウドサーバー受信データ]ボタン

（ ）をクリックして、PC-DMISを「監視」状態にします。この状態になると、PC-
DMISは準備が整い、ポイントクラウドファイルの受信を待機します。クライアントアプ
リケーションはポイントクラウドデータの送信を開始する必要があります。このボタン
は、PC-DMISをオフラインモードで実行している場合にのみ表示されます。このボタン
をもう一度クリックすると、この機能がオフになります。

PC-DMISが新しいポイントクラウドファイルを検出する場合：

測定ルーチンにはCOP（点群）がすでに含まれている場合、PC-DMISはCOPを受信
データに置き換えて測定ルーチンを実行します。

測定ルーチンにCOPが含まれていない場合、PC-DMISはCOP要素を作成し、データ
をインポートして、測定ルーチンを実行します。

オフライン実行の初期測定ルーチンを作成するには：

オフラインインターフェイスを使用してPC-DMIS測定ルーチンを作成します。
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2.

3.

4.

ソフトウェアは、プローブユーティリティダイアログボックスを表示します。アク
ティブなオフラインレーザープローブとしてSMARTSCANを選択します。

ポイントクラウドツールバーから、[TCP/IP 操作]ボタンを選択し、次に[TCP/IP 

Pointcloud Server受信データ]ボタン（ ）を選択します。

TCP/IP Pointcloud Server受信データボタンは、PC-DMISがオフライン
モードで実行されている場合にのみ使用できます。

[クライアントTCP/IPポート]ダイアログボックスでポートIDを入力し、[OK]をク
リックします。ポート ID はクライアントアプリケーションで見つけることができま
す。デフォルトのポート ID は 2323 です。
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5.

6.

7.

•

PC-DMISは、クライアントアプリケーションが送信機能を開始すると、すぐにポイ
ントクラウドデータのインポートを開始します。ソフトウェアは、左下隅にある
PC-DMISステータスエリアに着信データの進行状況を表示します。

必要なポイントクラウドコマンド（ポイントクラウド整列、ポイントクラウドサー
フェスカラーマップなど）、自動要素、および寸法を作成します。

測定ルーチンを保存します。

汎用インポートファイルの形式
PC-DMISでは、これらのポイントクラウド形式をインポートすることができます：

1組の点ごとのデータ
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•

各レーザーストライプ、ラインまたはパッチがストライプのベクトル
（IJK）を定義するデータは、ストライプ上のポイントのXYZ値が後につけ
られます。点のXYZ値は、スペース区切りまたはコンマ区切りにすることが
できます。

A - 線（レーザーストライプまたはパッチ）番号固有の識別番号（オプショ
ン）線のIJK（センサー方向から）

B - 線上の点のXYZ値

データポイント
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データファイルは、各点のXYZ値またはXYZIJK値を定義します。これらの
データ型では、PC-DMISがサーフェスカラーマップや要素抽出などのポイ
ントクラウド操作でポイントのベクトルを使用するため、XYZIJKが優先さ
れます。次の例は、XYZIJK値の点を示しています。

A - 各点のXYZIJK値

汎用ONLINE TCP/IPエクスポートポイントクラウド機能
PC-DMIS はポイントクラウドデータをカスタムビルドのサードパーティ製ソフトウェア
に送ることができます。これを行うにはTCP/IPプロトコルを使用します。接続を確立す
るには、使用するカスタムアプリケーションがPcDmisPointCloudClientDll.dllという名の
ダイナミックリンククライブラリ(.dll)ファイルを読み込めなくてはなりません。このファ
イルはHexagonのテクニカルサポートに要求することができます。

アプリケーションがdllファイルを読み込んだら、PC-DMISのポイントクラウドツール
バーから利用可能なTCP/IPポイントクラウドサーバーアイコンの1つをクリックして接続
を確立します：

ローカルコピー付きの TCP/IP ポイントクラウドサーバー接続 - これはクライアント
との接続を確立し、ポイントクラウドデータをクライアントに直接送信します。ス
キャンが完了されたときに、ポイントクラウドデータが測定ルーチン内に残りま
す。

ローカルコピー無しのTCP/IPポイントクラウドサーバー接続 - これはクライアント
との接続を確立し、ポイントクラウドデータをクライアントに直接送信します。ス
キャンが終了すると、ポイントクラウドデータは測定ルーチンから削除されます。

ポイントクラウドから自動要素の抽出
スキャンされたポイントクラウドデータからレーザー自動要素を抽出することができま
す。自動要素を設定したらパートをスキャンすることができます。PC-DMIS はスキャン
から自動要素の情報を抽出します。単一のポイントクラウドから複数の自動要素を取り込
んで抽出することができます。
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•

•

•

•

•

•

1.

2.

3.

手動スキャンから自動要素の抽出を実行するには以下のトピックを参照してください：

ポイントクラウドをクリックしてレーザ自動要素を定義すること

深さオプションを使用して自動円要素を作成する方法の例

スキャン抽出された自動要素の実行

測定された自動要素を CAD に揃える

PC-DMIS が [深さ] オプションを使用して自動円要素を作成する方法の例については、
「[深さ] オプションを使用して自動円要素を作成する方法の例」を参照してください。

ポイントクラウドのクリックによるレーザー自動要素の定義

多くの場合、CADをクリックして自動要素を定義します。CADが存在しない場合は、
パーツのスキャンを実行してから、次の操作を実行できます：

個々のポイントクラウドの点をクリックして、自動要素を定義します。

または、ポイントクラウドから要素をボックス選択することもできます。

ポイントクラウドの点から自動要素を定義するには：

必要な自動要素が存在するパートの面をスキャンします。

[自動要素]ツールバーまたは [挿入 | 要素 | 自動]サブメニューより自動要素をクリッ
クします。これによって [要素の自動作成] ダイアログ ボックスが開きます。

ポイントクラウドから要素の公称位置を最適に定義している点を選択するか、ポイ
ントクラウドで直接ボックスをドラッグして PC-DMIS がドラッグしたボックス内
の点から要素を抽出するようにします。PC-DMISは、選択に基づいて自動要素を定
義します。

点の選択による要素の定義
以下の表に自動要素の位置を定義するのに必要な点の数を示します。

幾何学
要素 選択する点

表面ポ
イント 測定された面のエリア内の必要な位置で1つの点を選択します。

エッジ
点 測定されたエッジに沿って必要な位置で1つの点を選択します。

面 必要な平面の理論上の位置を最適に定義する点を少なくとも3つ選択します。

円 測定された円の円周上で少なくとも3つの点を選択します。

丸型溝 スロットの円弧のうちの1つに沿って少なくとも3つの点を選択し、次に別の
円弧に沿って別の3つの点を選択します。
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•

•

角穴

[要素の自動作成] ダイアログ ボックスにスロットの理論上の [幅] を入力しま
す。スロットの長辺に沿って2つの点を選択します。スロットの短辺上で1つ
の点を選択します。スロットのもう1つの長辺で1つの点を選択します。最後
に、スロットのもう1つの短辺で1つの点を選択します。

ﾌﾗｯｼｭと
ｷﾞｬｯﾌﾟ ギャップの各辺で点を選択します。

円筒 円筒の形状と長さの範囲を定義するよう、2つの円のそれぞれに対し3つの点
を選択します。

校正球 測定された球の表面上で少なくとも5つの点を選択します。

ボックス選択による要素の定義
学習モードの最中は、ポイントクラウド上にある目的の要素の周りにボックスをドラッグ
し、選択したデータ点を使用してサポートされる自動要素を抽出できます。

この機能には以下の制約が存在します：

PC-DMISは表面ベクトルのみを計算します。多角形要素などに対しては、角度ベク
トルを手動で定義する必要があります。

Z 軸で複数の深さにある点がボックス選択に含まれている場合、要素の抽出がうま
く行われない場合があります。この問題を回避するには、それらの点を除外するた
めに、ボックス選択の前に取得したものを切り取るか、または COP/OPER,SELECT
を使用します。

ボックス選択による円要素の自動作成の例

ボックス選択は、これらの支援された要素で機能します。
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•

•

•

•

•

•

表面ポイント

面

円

長穴

角穴

球体

ﾎﾟﾘｺﾞﾝ

その他のあらゆる自動要素に対しては、点の選択方式を使用する必要があります。

深さオプションを使用して自動円要素を作成する方法の例

ポイントクラウドデータでは、深さ値を 0 (ゼロ) に設定すると、PC-DMIS はエッジに
沿った円の平面上の点を使用します。点線の白矢印は、これが下の画像で存在する場所を
指しています。

深さ値の 5 を入力すると、例えば PC-DMIS は円の平面より 5 単位下で点を取得し、それ
らの点を円の平面に投影し戻して解決します。点線の白矢印は、これが下の画像で存在す
る場所を指しています。
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これは [測定された点を表示する] ボタンをオンにする場合、混乱させるように思われま
す。これは PC-DMIS が 深さ位置ではなく点が投影された円の平面でのヒットを表示する
ためです。PC-DMIS がこれを表示するのは設計によります。実際、表示される点は深さ
位置で取得されるのと同じ点ですが、それらの点は円の平面に投影されます。点が存在し
ない深さで円の作成を試みると、このことをテストすることができます。テストはうまく
いきません。

アプリケーション
円のエッジが良好な定義を有する限り、深さ値を実際に設定する必要はありません。深さ
値はゼロのままにしておくことができます。これが特に当てはまる理由は、点を繰り返し
スキャンする必要があり、一定の深さでそれを行うことが難しいためです。

面取り面または押し出し穴の場合を除いて、深さ値を 0 (ゼロ) に設定したままにしておく
ことができます。

この例では深さを 4 に設定して、面取り面から下方に離れるように円筒を測定していま
す。リングバンドを使用して、面取り面から円を離しています。
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1.

2.

3.

4.

5.

スキャン抽出された自動要素の実行

自動要素が抽出される手動スキャンを実行する際は、以下の操作を行う必要があります：

任意の順番で測定プログラムの自動要素をスキャンします。これは1つまたは複数の
パスで達成できます。最初のパス後にスキャンのポイントクラウド点が要素に対し
て変更される場合、要素の測定値が再計算されます。

スキャンに関連したすべての自動要素が問題なく解決されたら、編集ウィンドウの
コマンドが黄色にハイライトされます。

自動要素が解決され正しくレポートされたら、編集ウィンドウのコマンドが緑色に
ハイライトされます。

すでに解決済みの要素に対して追加のスキャンデータが取得される場合、要素の測
定値は新しい解決データで再度アップデートされます。

含まれる自動要素のすべてが解決されたら、スキャンを継続してさらに測定結果を

精密化するか、[実行] ダイアログ ボックスから [スキャン完了] ボタン（ ）をク
リックするかを選択することができます。さらに、測定腕の上で完了ボタンを押す
ことにより走査を終了することができます。

すべての付属オート要素が成功的に測定されるまでスキャン完了ボタンは使用で
きません。

「ポイントクラウドの使用」トピックを参照してください。
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1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

測定された自動要素を CAD に揃える

この手順は、単に手動レーザーセンサ（携帯用アームの上で）か、またはインポートされ
たCADデータで自動要素を計測するときのみに、利用できます。これによって、CAD か
ら選択された理論要素に対応するポイントクラウドから実際に測定された要素を選択でき
ます。

測定された自動要素をCAD理論値に揃えるには：

CAD データをインポートします。

手動整列に含める要素用の[要素の自動作成] ダイアログ ボックスを開きます。

要素の名目場所を選択します。こうするために、要素に隣接するにCAD面をクリッ
クしてください。

必要に応じて自動要素のパラメータを変更し、作成をクリックして、自動要素を測
定ルーチンに追加します。

整列にそれぞれの自動要素を含めるように手順2〜4を繰り返します。

新規レーザー自動要素の作成が開始されると、PC-DMIS は自動的に新しい
抽出点群を追加します。手動整列の要素が同じポイントクラウドに含める
ことも可能です。レーザープローブ・ツールボックス： レーザー走査プロ
パティ・タブは、ソフトウェアがレーザー自動要素を引き抜くCOPを決定
します。

測定ルーチンを実行します。PC-DMISはユーザーに対して、ポータブルレーザーの
アラインメントのパーツとしてレーザー自動要素をスキャンするように要求しま
す。

パートをスキャンして手動アラインメント用に自動要素を含めます。各要素を適切
に定義するには複数のスキャンが必要な場合があります。

スキャンが完了したら、測定アームの[完了]ボタンを押します。

ここで、PC-DMIS は最初の手動アラインメント要素を定義するよう求めるプロンプ
トを表示します。ダイアログ ボックスとステータス バーに示される手順に従い、
[OK] をクリックします。選択の終了時に自動要素の予備フォームがソフトウエアに
表示されます。

各手動アラインメント要素に対してステップ9を繰り返します。

PC-DMIS は CAD からの理論値および測定されたポイントクラウドからの
実測値を使用してレーザー自動要素を解決します。
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11.

12.

[挿入 | アラインメント | 新規作成] メニュー項目 (Ctrl+Alt+A) を選択して [アライン
メント ユーティリティ] ダイアログ ボックスを開きます。

リストボックスよりアラインメント要素を選択して [自動アラインメント] をクリッ
クします。PC-DMIS はポイントクラウドから定義された要素を対応するCAD公称値
に揃えます。これは、手動レーザー整列を行います。

メッシュからの自動要素の抽出
レーザ[自動要素]ダイアログボックスを使用して、メッシュデータオブジェクトからレー
ザ自動要素を抽出できます。

メッシュデータオブジェクトからのレーザ自動面上点の抽出の詳細については、
「メッシュからのレーザ自動面上点の抽出」を参照してください。

測定ルーチンにメッシュが1つしかない場合、PC-DMISはデフォルトの参照データオブ
ジェクトとしてのそのメッシュデータオブジェクトを使用します。COP (点群)（または複
数のCOP）と1つ以上のメッシュデータオブジェクトがある場合は、プローブツールボッ
クスの要素の [要素抽出] タブの [参照] 一覧から正しい参照データオブジェクトを選択す
る必要があります。

PC-DMISがメッシュデータオブジェクトからレーザー自動要素を抽出する場合、それは
まず、水平および垂直クリッピングによって定義された、抽出ゾーン内のすべての三角形
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の頂点を考慮します。抽出ゾーンに含まれるポイントを表示するには、[レーザースキャ
ンのプロパティ]タブで[分離点の表示/非表示]ボタン（ ）をクリックします。

[テスト]ボタンをクリックして、要素を測定し、計測済の点を表示します。

メッシュデータオブジェクトから抽出された要素の例

メッシュオブジェクトからの要素抽出の例が下記の画像にあります。

メッシュデータオブジェクトから抽出された円筒自動要素の例

メッシュデータオブジェクトから抽出された平面自動要素の例

オレンジ色の点は抽出領域内部にある分離された点を表し、緑色の点は、ユー
ザーが [テスト] ボタンをクリックしたときにPC-DMIS がテスト操作を実行した
後の測定された点を表します。

レーザー自動表面点をメッシュから抽出する

レーザー自動表面点ダイアログボックスを使用して、レーザー自動表面点をメッシュデー
タオブジェクトから抽出できます。
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レーザー自動表面点をメッシュデータオブジェクトから抽出するときに、PC-DMIS には
水平および垂直切り抜きによって定義される抽出領域内部の三角形のすべての頂点が最初
に考慮されます。抽出ゾーンに含まれるポイントを表示するには、[レーザースキャンの
プロパティ]タブで[分離点の表示/非表示]ボタン（ ）をクリックします。
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自動表面点をメッシュから抽出するときに、曲がった表面でより正確な結果を得
るために、より小さな水平切り抜き領域を使用して、PC-DMISによって測定値を
計算するのに使用される点(頂点)を制限します。

例えば、小さなクリッピングゾーンを使用する場合、PC-DMISは公称位置に近い
点を使用して偏差を計算します。これにより、曲面でのより正確な測定が可能に
なります：

水平クリッピングが小さい (0.25mm) 表面点

ただし、より大きな水平クリッピングゾーンを使用する場合、PC-DMISはより多
くの点を使用して偏差を計算します。曲面上の点を測定する場合は、これを避け
てください。
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1.

2.

3.

4.

大きな (1 mm)水平クリッピング領域を持つ表面点

既存のメッシュから表面点を抽出するには

[サーフェス]メニューオプション（挿入 | 要素 | 自動 | 点]）をクリックして、[自動
要素]ダイアログボックスを開きます。詳細オプションがダイアログボックスに表示
されない場合、詳細測定オプションを表示するボタンをクリックします。

詳細測定オプションのある表面点用自動要素ダイアログボックス

参照リストから表面点のメッシュ参照を選択します。

グラフィック表示ウィンドウで、CADをクリックして点の設計上の位置およびベク
トルを選択します。

分離された点を表示/非表示にするボタンをクリックして、抽出領域内部にある点を
表示します。
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5.

6.

抽出領域内にある抽出された点の例

領域内部の頂点数が3より少ない場合、切り抜き領域はメッシュと交差し、自動表面
点要素測定のために交点を使用します。

頂点が3未満の抽出領域内にある抽出された点の例

[プローブツールボックス] タブで必要な情報を入力します。レーザースキャンプロ
パティ、レーザーフィルタプロパティおよびレーザークリップ領域プロパティタブ
を巡回して情報を入力します。

必要に応じて、テストボタンをクリックして、要素をテストします。
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7.

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

警告： これを行うと機械が動きます。怪我を防止するために機械に近づか
ないでください。ハードウェアの損傷を防止するために機械を低速で動か
してください。

作成及び閉じるをクリックします。

レーザーセンサを使用した自動要素の作成
PC-DMIS Laserを使用すると、これらの自動要素を作成することにレーザセンサを使用す
ることができます。

ﾚｰｻﾞｰ面上点
ﾚｰｻﾞｰｴｯｼﾞ点
レーザーの最上部点
ﾚｰｻﾞｰ平面
ﾚｰｻﾞｰ円
レーザースロット
ﾚｰｻﾞｰのﾌﾗｯｼｭとｷﾞｬｯﾌﾟ
レーザー多角形
レーザー円筒
レーザー円錐
ﾚｰｻﾞｰ球

この話題は単にレーザーセンサの動作に関係して、自動要素だけを議論ます。自
動要素の詳細については、PC-DMIS Coreドキュメントの「自動要素の作成」章
を参照してください。

PC-DMIS LaserにおけるQuickFeatureの実装

QuickFeature機能を手際よく実装するには、内部/外部オプションを備えた特定の要素タ
イプ (例えば、レーザー円、レーザー円形スロット、レーザー正方形スロット、レーザー
円筒、レーザー円錐およびレーザー球)間で切り換えを行うときにルールを適用する必要
があります。

この機能性は、フラッシュおよびギャップ要素タイプではマウスを置く機能が使
えないため使用できません。

内部オプションでは LEAST_SQR と MAX_INSC が有効になり、外部オプションでは
LEAST_SQR と MIN_CIRCSC が有効になるため、以下のルールが適用されます：
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•

•

•

•

1.

2.

3.

デフフォルトとしてダイアログで選択された内部/外部オプションが CAD クイック
選択から生じる内部/外部情報と一致するときは常に、最適化アルゴリズムのデフォ
ルトが作成された要素で維持されます。

LEAST_SQRがデフォルトとして設定されている場合にのみ、デフォルトとしてダ
イアログボックスで選択された内部/外部オプションがCADクイック選択から生じる
内部/外部情報と一致しないとき、最適化アルゴリズムのデフォルトが作成された要
素で維持されます。その他のすべてのケースで、作成された要素には CAD から生
じる内部/外部情報と LEAST_SQR に設定される最適化オプションが存在します。

例えば、外円をデフォルトにMIN_CIRCSCを最適化アルゴリズムとして設定して内円を
素早く選択すると、結果としてLEAST_SQRオプション付きの内円が得られます。

QuickFeatureの作成方法について詳しくは、PC-DMISコアドキュメントの「自動要素の
作成」章の「自動要素作成の迅速な方法トピックを参照してください。

作成されてCOPにリンクされるときのQuickFeaturesまたは
自動要素の抽出

ポータブルインターフェイスまたはCMMインターフェイスをCADモデルに整列された既
存のポイントクラウド (COP) で使用する場合、PC-DMISは要素を作成するときにレー
ザー自動要素を抽出して測定します。

これは以下に適用されます。

QuickFeature法でレーザー自動要素を作成するとき (Shift + クリック)。

自動要素ダイアログボックスからレーザー自動要素を作成するとき (挿入 | 要素 | 自
動)。

この機能は直接測定されたレーザー自動要素には使用できません。

CAD データを付けて抽出

CAD データがインポートされたパートを測定すると、以下を実行することで自動要素を
抽出できます：

必要な自動要素が存在するパートの面をスキャンします。

必要な要素のエッジ近くで CAD 面をクリックします。PC-DMIS はCAD からの理論
値データとポイントクラウドデータから要素の理論値に最も近い測定データを使用
して自動要素を解決します。

ポイントクラウド内に存在する必要な自動要素の選択を続行します。



レーザーセンサを使用した自動要素の作成

311

•

•

•

•

•

[レーザー自動要素] ダイアログ ボックスの共通オプション

PC-DMIS Laser では、[要素の自動作成] ダイアログ ボックスは [プローブツールボック
ス] と共に機能し、完全なレーザー自動要素の作成コマンドを作成します。自動要素を編
集するには、編集ウィンドウを使用してそこにあるコマンドを変更するか、[要素の自動
作成] ダイアログ ボックス および [プローブ ツールボックス] 内のパラメータを変更する
ことができます。ツールボックスについては、「PC-DMISレーザーでのプローブツール
ボックスの使用」を参照してください。

以下の[要素の自動作成] ダイアログボックス オプションはすべてのサポートされるレー
ザー自動要素のタイプに共通であり、ダイアログボックスの各エリアで詳細に説明されま
す。

[要素プロパティ] エリア

[測定プロパティ] エリア

[高度な測定オプション] エリア

コマンド ボタン

直接測定のレーザー自動要素

詳細については、PC-DMIS Coreドキュメントの「要素の自動作成」章の「自動要素の作
成」を参照してください。

特定の自動要素で使用されるオプションはそれぞれのセクションで説明します。

要素特性エリア

XYZ 中心または点 - これらのボックスは要素の XYZ 中心または点の位置をパートの座標
で示します。

IJK 面、エッジ、スロット、またはギャップ方向 (ベクトル) - これらのボックスでは、要
素の面の法線ベクトル、エッジベクトル、スロットベクトル、またはギャップ方向を設定
できます。

IJK 角度ベクトル - これらのボックスでは、要素の第2ベクトルを定義できます。これは
要素の向きをコントロールするのに便利です。

極/直交座標 - このボタンは極座標および直交座標モードの間で表示を切り替えます。

最寄りのCADを検索 - [中心] ボックスから1つの軸 (X、Y、または Z) を選択してこのボ
タンをクリックすると、PC-DMIS はグラフィックの表示ウィンドウでその軸に最寄りの
CAD要素を検索します。

 測定機から点を読み取る - このボタンをクリックすると、PC-DMIS は測定機の XYZ 位
置を使用して要素の XYZ 座標を取得します。
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•

•

 ベクトルを検索 - このボタンは、XYZ 点および IJK ベクトルに沿って全ての面を貫通
し最も近い点を探します。面法線ベクトルがIJK法線ベクトルとしてソフトウエアによっ
て表示されますが、XYZ値は変化しません。

このオプションは面、エッジ点要素のみで利用可能です。

 ベクトルを反転 - このボタンは面の法線ベクトルを反転します。例えば、0,0,1 を
0,0,-1 に反転します。

厚さ - このフィールド (T) は要素に厚さを適用します。実測値または理論値のどちらを使
用するかを指定し、厚さの値を入力できます。

 ベクトルをスワップ - このボタンをクリックして現在のエッジベクトルとサーフェス
ベクトルを入れ替えます。

このオプションはエッジ点要素でのみ使用できます。

今測定 - このボタンは、作成をクリックするときにPC-DMISが要素を測定するかどうか
を定義します。

 再測定 - このボタンは、要素を測定した後にPC-DMISが自動的に要素を2回再測定する
かどうかを決定します。PC-DMISは第1の測定からの測定値を第2の測定の目標位置とし
て使用します。

これは円、円筒、正方形スロット、円形スロットおよび切り欠き要素に対
してのみ使用でき、ユーザーはDCCモードになければなりません。

[測定プロパティ] エリア

このセクションで設定された特定のパラメータの詳細については、次のトピックを参照し
てください：

エッジ点に固有のパラメータ

平面に固有のパラメータ

円に固有のパラメータ

スロットに固有のパラメータ

フラッシュおよびギャップに固有のパラメータ

円筒に固有のパラメータ

球に固有のパラメータ
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自動リスト - このボタンはプローブの向きを自動要素のサーフェス ベクトルに厳密に
対応するベクトルに移動させます。

通常表示 - このボタンをクリックすると、CADの向きが変わり、要素を見下ろすことが
できます。

垂直に表示 - このボタンをクリックして要素の側面が見えるようにCADの向きを設定し
ます。

[高度な測定オプション] エリア

最適化用の数学型
PC-DMIS が要素を計算するのに使用する方法を指定します。

下記オプションはレーザー自動円および自動円筒に利用できます：LEAST_SQR、
MAX_INSC および MIN_CIRCSC。

計算の種類について詳しくは、PC-DMIS Coreドキュメントの「既存の要素から新しい要
素を構築する」章の「円の最適化の種類」を参照してください。

相対
ユーザーはこのオプションによって、一定の要素 (複数可) と自動作成された要素間の相
対位置および方向を維持することができます。 ボタンをクリックして [相対要素]ダイア
ログボックスを開き、自動作成された要素がどの要素(複数可)を基準するか選択します。
複数要素は自動作成された要素に相対する各軸(XYZ)に対して定義することができます。

分析エリア

[分析] エリアを用いると、測定されたヒット/点の各々がどのように表示されるか\を決定
することができます。

点のサイズ： - この値はCADタブに描画される測定点の大きさを決定します。この値は、
現在の単位（mmまたはインチ）の直径を指定します。

[グラフィック分析] ボタン - このボタンがオンにされるとき、PC-DMIS は各点に対し
て公差チェック (各点が計算された実際の要素からどれだけ離れているか) を実行し、現
在定義された測定結果の色の範囲に基いて適切な色で描画します。

+ 公差 - このオプションは公称値から正の公差を提供します。現時点の測定ルーチンの単
位で指定されます。設計値からこの値より大きな点は標準PC-DMIS正公差の色に基づい
て色付けされます。

- 公差 - このオプションは公称値から負の公差を提供します。現時点の測定ルーチンの単
位で指定されます。設計値からこの値より小さな点は標準PC-DMIS負公差の色に基づい
て色付けされます。
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正と負の公差の寸法色を編集する方法については、PC-DMIS Coreドキュメントの「CAD
ディスプレイの編集」章の「寸法色の編集」トピックを参照してください。

コマンド ボタン

>>このボタンを使用すると、要素の自動作成 ダイアログ ボックスを拡張して、追加の詳
細な要素の自動作成オプションを表示できます。

<<このボタンは要素の自動作成ダイアログ ボックスの詳細要素を非表示にします。

移動先このボタンを使用すると、グラフィックの表示ウィンドウの表示領域を移動させて
要素のXYZ位置の中心に配置することができます。要素が複数の点から構成されている場
合 (線など)、このボタンをクリックすると要素を構成している点の間で切り替えが行われ
ます。レーザースロット自動要素では、視界はスロット要素の中心に移動します。

テスト - このボタンはPC-DMISが自動要素を作成する前にそれをテストします。レーザー
要素に対しては、測定機は要素の上をスキャンして要素の測定値を計算します。

作成 - このボタンは自動要素を作成します。[自動要素]ダイアログボックスは開いたまま
になります。

閉じる- このボタンは要素を作成せずに要素の自動作成ダイアログ ボックスを閉じます。

直接に測定されたレーザーの自動要素

レーザー自動要素ダイアログボックスのレーザースキャンのプロパティタブにある参照パ
ラメータは、PC-DMISが自動要素を抽出するポイントクラウドまたはメッシュを定義し
ます。一覧から[無効]オプションを選択すると、その要素を直接にスキャンできます。ソ
フトウェアはスキャンされたストライプを内部COPに保存します。これは「直接測定の
レーザー自動要素」と呼ばれます。

オンラインモードまたはオフラインモードでPC-DMISを実行する場合、レーザー自動要
素ダイアログボックスが開いていて、ストライプの表示/非表示ボタン が有効になるに
のみ、内部にスキャンされたストライプがグラフィックス表示ウィンドウに表示されま
す。ダイアログボックスを閉じると、スキャンストライプは表示されなくなります。自動
要素を作成し、F9を押して直接に測定済のレーザ自動要素を編集すると、ストライプが
再び表示されます。

無効パラメータは DCC モードでのみ使用できます。

オンライン
CMMでオンラインモードでPC-DMISを実行すると、レーザーの自動要素を直接測定でき
ます。これを行うには、参照パラメーターを無効に設定する必要があります。
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1.

2.

3.

4.

5.

6.

警告 - 測定機のオンラインで無効パラメータを選択し、今すぐ測定に切り替えボ
タンを選択すると、測定機は要素に移動し、作成またはOKボタンをクリックする
と直ちに選択した設定を使用してスキャンを開始します。

CMMを使用してオンラインで[テスト]ボタンをクリックすると、測定機は要素に
移動してスキャンを開始します。

ｵﾌﾗｲﾝ
オフラインモードでPC-DMISを実行すると、直接測定済のレーザ自動要素をシミュレー
トし、スキャン設定を確認し、測定機を稼動させずに必要に応じて調整することができま
す。

直接測定済のレーザ自動要素をシミュレートするには：

PC-DMISをオフラインモードで起動します。

プローブモードツールバー（表示|ツールバー|プローブモード）からDCCモードオ
プションを選択します。

[自動要素]ダイアログボックス（[挿入|要素|自動]）を開き、作成する要素を選択し
ます。

[参照]一覧から[無効]オプションを選択します。

ストライプの表示/非表示ボタン をクリックして、シミュレートされたストライプ
を表示します。

[テスト]ボタンをクリックすると、内部スキャンストライプをシミュレートされたス
キャンストライプとしてCADモデルに投影してプレビューします。



PC-DMIS 2026.2 - ﾚｰｻﾞｰ Manual

316

シミュレートされたスキャンラインがオフラインで表示された直接測定済のレーザ自動
要素の例

ﾚｰｻﾞｰ面上点

レーザー面上点を計算するには以下の3方法があります：平面、球面および延長された面
上点。これらの方法の詳細については、計算の方法を参照してください。

要素の自動作成ダイアログボックス - 面上点
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1.

2.

•

•

•

3.

4.

5.

レーザーセンサーを使用してレーザー面上点を測定するには、次の手順を実行します：

メニューから、[挿入 | 要素 | 自動] をクリックして [表面点] を選択し、表面点要素の
[自動要素] ダイアログボックスを開きます。

以下のうちの1つを行います：

グラフィック表示ウィンドウで [CAD] をクリックして、点に位置とベクトル
を提供します。残りの情報を入力します。

グラフィック表示ウィンドウから、[レーザー]タブを使用して、機械を点の位
置まで移動します。次に、[要素のプロパティ] エリアから、[位置から点を読み
取り] ボタン（ ）をクリックします。残りの情報を入力します。

X, Y, Z, I, J, K などすべての理論値を入力します。

[プローブツールボックス] タブのそれぞれを移動して必要な情報を入力します。特
定のプローブツールボックスタブについて詳しくは、PC-DMIS Laser ドキュメント
の「PC-DMIS laser でプローブツールボックスを使用する」セクションにある該当
するトピックを参照してください。

要素作成前に、[テスト]ボタンをクリックして要素をテストします。

警告： これを行うと機械が動きます。怪我を防止するために機械に近づか
ないでください。ハードウェアの損傷を防止するために機械を低速で動か
してください。

作成及び閉じるをクリックします。

面上点コマンドモードのテキスト

コマンドモードでの編集ウィンドウにおける自動表面点コマンドは以下のようになりま
す：
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PNT1 =FEAT/LASER/SURFACE POINT,CARTESIAN
   THEO/<1.895,1.91,1>,<0,0,1>
   ACTL/<1.895,1.91,1>,<0,0,1>
   TARG/<1.895,1.91,1>,<0,0,1>
   SHOW FEATURE PARAMETERS=YES
      SURFACE=THEO_THICKNESS,1
      MEASURE MODE=NOMINALS
      RMEAS=NONE,NONE,NONE
      AUTO WRIST=NO
      GRAPHICAL ANALYSIS=NO
      CONDITION INDICATOR=0,9
      FEATURE LOCATOR=NO,NO,""
   SHOW_LASER_PARAMETERS=YES
      REFERENCE ID=DISABLED
      SENSOR FREQUENCY=25,OVERSCAN=2,EXPOSURE=18
      FILTER=NONE

自動面または最上部点パス

PC-DMISは、ストライプ上の面上点または最上部点のパスの方向を決定します。

表面または最上部点のスキャンのパス方向
(A) - スキャン動作

計算の方法

レーザー面上点を算出するには３つの方法が利用できます：

平面範囲

球状

拡張された面上点

計算方法を変更するには、次のいずれかを実行します：

プローブツールボックスの[詳細測定オプション]エリアから、[平面]、[球面]、また
は[拡張]オプションを選択します。
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• PC-DMIS Settings EditorのAutoFeaturesセクションにあるAlgorithm_Surface 
Point Laserエントリを変更します。このエントリについては、PC-DMIS 
Settings Editorを起動し、F1キーを押してそのヘルプファイルを開きます。詳しく
は、PC-DMIS設定エディタドキュメントを参照してください。

平面面上点の算法
この方法は、水平及び垂直の切り取りパラメーターによって定義された円形エリア内の走
査ポイントにローカルの平面を当てはめることにより、レーザーの面上点を計算します：
これはデフォルト方法です。 以下は例とその詳細です。

平面の面上点実例
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平面の面上点の例 –詳細

球状面上点の算法
この方法は、水平及び垂直の切り取りパラメーターによって定義された円形エリア内の走
査ポイントにローカルの球体を当てはめることにより、レーザーの面上点を計算します：
これはデフォルト方法です。

次は、詳細を含む例です：
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球面の面上点実例

球面の面上点の例 - 詳細
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球の面上点の例 - 状態インジケータ

拡張された面上点の計算方法
このアルゴリズムでは、水平および垂直の切り取りパラメータによって定義される円形エ
リア内の走査点にローカルの 2 曲率マニホールドを当てはめることにより面上点を計算す
ることができます。

この方法は特に切り開き面の面上点を計算する必要があるときに役立ちます。

下図に、下記に対して2曲率の切り開き面上の点に適用されるアルゴリズムの比較結果を
示します。

拡張された面上点

拡張球面上点

拡張平面
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拡張面上点の詳細

拡張球面上点の詳細
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拡張平面面上点の詳細

ログファイルが有効な場合、拡張面上点の計算からの追加結果が C:
\ProgramData\Hexagon\PC-DMIS\2026.2\NCSensorsLogs\FeatureExtractor フォルダ内の
ファイル「WaiFE_Debug.txt」に記載されています：

状態インジケータ（CI）の値は、0（ゼロ）から1までの数値です。点分布の品質を示しま
す。0(ゼロ)は悪い分布を示し、1は良い分布を示します。一般に、0.4以上が容認と見な
されます。
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3.

4.

ﾚｰｻﾞｰｴｯｼﾞ点

要素の自動作成ダイアログボックス - エッジ点

レーザーセンサを使用してエッジ点を測定するには：

メニューから [挿入 | 要素 | 自動] をクリックして [エッジ点] を選択し、エッジ点要
素の [自動要素] ダイアログボックスを開きます。

以下のうちの1つを行います：

CAD をクリックして点の位置とベクトルを指定します。残りの情報を入力し
ます。

グラフィック表示ウィンドウから、[レーザー]タブを使用して、機械を点の位
置まで移動します。次に、[要素のプロパティ] エリアから、[位置から点を読み
取り] ボタン（ ）をクリックします。残りの情報を入力します。

X、Y、Z、I、J、K、およびその他のパラメータのすべての理論的情報を入力
します。

プローブツールボックスの接触経路のプロパティタブから、深さ、インデント、お
よび間隔の値を指定します。PC-DMIS はグラフィックの表示ウィンドウで変更内容
に対応したグラフィカルな可視化を示します。

[プローブツールボックス] タブのそれぞれを移動して必要な情報を入力します。特
定のプローブツールボックスタブについて詳しくは、PC-DMIS Laser ドキュメント
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5.

6.

の「PC-DMIS laser でプローブツールボックスを使用する」セクションにある該当
するトピックを参照してください。

要素作成前に、[テスト]ボタンをクリックして要素をテストします。

警告： これを行うと機械が動きます。怪我を防止するために機械に近づか
ないでください。ハードウェアの損傷を防止するために機械を低速で動か
してください。

作成及び閉じるをクリックします。

エッジ点に固有のパラメータ

深さ：これはエッジ点を計算するときに使用する深さを定義します。これはグラフィック
の表示ウィンドウで青色のグラフィック表示に対応します。深さ０はこの要素が表面の面
の高さで計算されて表面から可能な限り低い深さで検出されたデータを使用させます。深
さを他の値にすると要素はその深さで計算されます。

間隔： これは PC-DMIS が要素の法線の計算に使用するエリアのサイズをコントロールし
ます。これはグラフィックの表示ウィンドウで紫色のグラフィック表示に対応します。

インデント： これ使用して PC-DMIS が要素の法線の計算に使用するエリアの位置を定義
できます。これはグラフィックの表示ウィンドウで赤色のグラフィック表示に対応しま
す。

グラフィックの表示ウィンドウで使用する深さ、間隔、およびインデントがグラフィック表示
されたエッジ点の例
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エッジ点のグラフィック分析および要素の抽出に関する注記
エッジ平面で計算されたグラフィック分析点が表示されない場合、以下を考慮してくださ
い：

エッジ線の点 - 要素の抽出で返された基準平面上のすべてのエッジ線の点が表示さ
れます。分析では、PC-DMISは基準平面の中心 ([間隔] 値で定義される円形表面エ
リアの中心) からエッジ線までの距離 ([インデント] 値) を使用してエッジ線の点を
計算します。

基準平面の点 - 間隔値が 0.0 の場合、基準平面点は表示されません。間隔値が0.0で
ない場合、PC-DMISはポイントクラウドから基準平面点を抽出し、次のルールを適
用し、要素抽出器から返された平面統計データを使用します：

ルール1：PC-DMISは、仮想の円筒の外側にあるすべての点を破棄します。

この円筒は以下の値を使用して識別されます：

中心 = インデントの中心点

ベクトル = 面のベクトル

半径 = 間隔

ルール2：PC-DMISは、仮想平面からの距離が最大平面誤差値よりも大きいす
べての点を破棄します。

この平面は以下の値を使用して識別されます：

中心 = 測定されたエッジ点

ベクトル = 測定された面のベクトル

ルール3：PC-DMISは、許可された数（19900）よりも高い残りの点を許可さ
れた値に均一に減らします。

分析のために、PC-DMISは、基準平面と測定された表面平面からの距離を使用し
て、各基準平面点を計算します。

以下の2つの画像はエッジ点のレーザーグラフィカル分析を示します：

グラフィカル分析の例 - 側面からの表示
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• グラフィカル分析の例 - 上からの表示

エッジ点コマンドモードのテキスト

コマンドモードでの編集ウィンドウにおける自動エッジ点コマンドは以下のようになりま
す：
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PNT2 =FEAT/LASER/EDGE POINT,CARTESIAN
   THEO/<1.895,1.91,1>,<0,1,0>,<0,0,1>
   ACTL/<1.895,1.91,1>,<0,1,0>,<0,0,1>
   TARG/<1.895,1.91,1>,<0,1,0>,<0,0,1>
   SHOW FEATURE PARAMETERS=YES
      SURFACE1=THEO_THICKNESS,1
      SURFACE2=THEO_THICKNESS,0
      MEASURE MODE=NOMINALS
      RMEAS=NONE,NONE,NONE
      AUTO WRIST=NO
      GRAPHICAL ANALYSIS=NO
      FEATURE LOCATOR=NO,NO,""
   SHOW_LASER_PARAMETERS=YES
      REFERENCE ID=DISABLED
      SENSOR FREQUENCY=25,OVERSCAN=2,EXPOSURE=18
      FILTER=NONE

レーザーの最上部点

自動最上部点ボタン

自動最上部点オプションを使用して、パーツ上のユーザー定義エリアを検索し、現在の作
業面の最高点を見つけます。これは最高点の地域をサンプリングします。それは測定ルー
チンで既存の点を検索しません。

ユーザーが最上部点要素を実行すると、PC-DMISは指定された検索範囲内の最上部点を
返します。検索の結果として、X、Y、Zの座標とアプローチベクトルで定義される1つの
点が返されます。
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1.

2.

•

•

•

3.

要素の自動作成 - 最上部点

レーザーセンサーを使用してレーザー最上部点を測定するには、次の手順を実行します：

メニューから [挿入 | 要素 | 自動] をクリックして [最上部点] を選択し、最上部点要
素の [自動要素] ダイアログボックスを開きます。

以下のうちの1つを行います：

グラフィック表示ウィンドウで [CAD] をクリックして、点に位置とベクトル
を提供します。残りの情報を入力します。

グラフィック表示ウィンドウから、[レーザー]タブを使用して、機械を点の位
置まで移動します。次に、[要素のプロパティ] エリアから、[位置から点を読み
取り] ボタン（ ）をクリックします。残りの情報を入力します。

X, Y, Z, I, J, K などすべての理論値を入力します。

[測定プロパティ]領域で、[モード]一覧から[ボックス]または[円形]を選択します。こ
のエリアの詳細については、PC-DMIS Coreドキュメントの「測定プロパティのエ
リア」セクションを参照してください。

[モード]からから[ボックス]を選択すると、PC-DMISは、最上部点要素を決定するた
めに長方形の検索エリアを定義します。[幅]ボックス及び[長さ]ボックスを使用し
て、エリアを定義できます。
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4.

5.

6.

7.

[モード]からから[円形]を選択すると、PC-DMISは、最上部点要素を決定するために
円形の検索エリアを定義します。

上の2つの画像に示すように、Probe Toolboxの[LaserScan Properties]タブから[分
離された点を表示する]ボタン（ ）をクリックして、検索領域内の分離された点を
表示します。

[基準]一覧から、点群（COP）またはメッシュ要素を選択して高点を抽出するか、[
無効]を選択して直接測定します。

[プローブツールボックス] タブのそれぞれを移動して必要な情報を入力します。特
定のプローブツールボックスタブについて詳しくは、PC-DMIS Laser ドキュメント
の「PC-DMIS laser でプローブツールボックスを使用する」セクションにある該当
するトピックを参照してください。

要素作成前に、[テスト]ボタンをクリックして要素をテストします。
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8.

警告： これを行うと機械が動きます。怪我を防止するために機械に近づか
ないでください。ハードウェアの損傷を防止するために機械を低速で動か
してください。

作成及び閉じるをクリックします。

最上部点コマンドモードのテキスト

コマンドモードでの編集ウィンドウにおける自動最上点コマンドは以下のようになりま
す：

PNT13=FEAT/LASER/HIGH POINT/DEFAULT,CARTESIAN
   THEO/<0,0,30>,<0,0,1>
   ACTL/<-0.333,-0.031,29.984>,<0,0,1>
   TARG/<0,0,30>,<0,0,1>
   ANGLE VEC=<0.9999988,0,0.0015469>
   OX,WIDTH=5,LENGTH=5
   SHOW FEATURE PARAMETERS=YES
      SURFACE=THICKNESS_NONE,0
      RMEAS=NONE,NONE,NONE
      AUTO WRIST=NO
      GRAPHICAL ANALYSIS=NO
   SHOW_LASER_PARAMETERS=YES.

自動面または最上部点パス

PC-DMISは、ストライプ上の面上点または最上部点のパスの方向を決定します。

表面または最上部点のスキャンのパス方向
(A) - スキャン動作
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1.

2.

•

•

•

3.

4.

ﾚｰｻﾞｰ平面

[要素の自動作成]ダイアログ ボックス - 平面

レーザーセンサを使用して自動平面を作成するには：

メニューから、[挿入 | 要素 | 自動] をクリックして [平面] を選択し、平面要素の [自
動要素] ダイアログボックスを開きます。

以下のうちの1つを行います：

CADをクリックして平面の位置とベクトルを指定します。Ctrlキーを使用し
て、複数の平面が互いに同一平面上にある場合は、それらを選択できます。残
りの情報を入力します。

グラフィック表示ウィンドウで、[レーザー]タブを使用して測定機を平面位置
の中心に移動し、[位置から点を読み取る]ボタン（ ）をクリックします。

[要素プロパティ]エリアから、X、Y、Z、I、J、K、材質の厚さ（T）、および
必要に応じてその他のパラメータを入力します。測定プロパティエリアから、
必要に応じて、表示、幅、長さ、およびその他のパラメータを入力します。

[プローブツールボックス] タブのそれぞれを移動して必要な情報を入力します。特
定のプローブツールボックスタブについて詳しくは、PC-DMIS Laser ドキュメント
の「PC-DMIS laser でプローブツールボックスを使用する」セクションにある該当
するトピックを参照してください。

要素作成前に、[テスト]ボタンをクリックして要素をテストします。
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5.

•

•

•

警告： これを行うと機械が動きます。怪我を防止するために機械に近づか
ないでください。ハードウェアの損傷を防止するために機械を低速で動か
してください。

作成及び閉じるをクリックします。

面固有のパラメータ：

幅： このボックスの値は、平面の測定領域の幅を決定します。

長さ：このボックスの値は、平面の測定領域の長さを決定します。

表示： このリストではグラフィックの表示ウィンドウ内で面を表示する方法を選択でき
ます。NONE、TRIANGLEまたはOUTLINEを選択できます。

NONEを選択すると平面は表示されません。

TRIANGLEを選択する場合、 PC-DMISは面の中心部にある三角形のマークが付いた
面を表示します。

OUTLINEを選択する場合、PC-DMISは面のエッジのアウトラインを表示します。

下記でのグラフィックの表示ウィンドウにおける平面の例
輪郭表示 (灰色の点線)
オーバースキャン表示 (黄色の三角形)
垂直クリッピング (緑色の長方形のボックス)

平面コマンドモードのテキスト

コマンドモードでの編集ウィンドウにおける自動平面コマンドは以下のようになります：
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PNT1 =FEAT/LASER/EDGE POINT/DEFAULT,CARTESIAN,TRIANGLE
   THEO/<-19.594,3.822,0>,<-1,0,0>,<0,0,1>
   ACTL/<-19.594,3.822,0>,<-1,0,0>,<0,0,1>
   TARG/<-19.594,3.822,0>,<-1,0,0>,<0,0,1>
   DEPTH=4
   INDENT=7
   SPACER=1
   SHOW FEATURE PARAMETERS=YES
      SURFACE1=THEO_THICKNESS,0
      SURFACE2=THEO_THICKNESS,0
      RMEAS=NONE,NONE,NONE
      AUTO WRIST=NO
      GRAPHICAL ANALYSIS=NO
   SHOW_LASER_PARAMETERS=YES
      REFERENCE ID=COP2
      HORIZONTAL CLIPPING=9,VERTICAL CLIPPING=9

自動平面のパス

PC-DMIS では平面に対して異なる2種類のパスが提供されます。レーザーストライプの利
用可能な部分の幅とサイズに基づいて適切なパスが自動的に選択されます。自動平面に対
しては、PC-DMIS は常にストライプの方向に垂直なスキャンを行います。

パス 1：より小さな幅

ストライプの利用可能部分よりも小さな幅の平面
(A) - スキャン動作

パス 2：大きな幅

ストライプの利用可能部分よりも大きな幅の平面
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1.

2.

•

•

•

3.

4.

ﾚｰｻﾞｰ円

要素の自動作成ダイアログボックス - 円

レーザー自動円を作成するには：

メニューから、[挿入 | 要素 | 自動] をクリックして [円] を選択し、円要素の [自動要
素] ダイアログボックスを開きます。

以下のうちの1つを行います：

CAD をクリックして円の位置とベクトルを指定します。残りの情報を入力し
ます。

グラフィック表示ウィンドウから、[レーザー] タブを使用して、機械を円の位
置まで移動します。次に、[要素のプロパティ] エリアから、[測定機から点を読
み取る] をクリックします。直径、深さ、その他のパラメータなど、残りの
情報を入力します。

X、Y、Z、I、J、K、直径、深さ、およびその他のパラメータのすべての理論
値を入力します。

[プローブツールボックス] タブのそれぞれを移動して必要な情報を入力します。特
定のプローブツールボックスタブについて詳しくは、PC-DMIS Laser ドキュメント
の「PC-DMIS laser でプローブツールボックスを使用する」セクションにある該当
するトピックを参照してください。

要素作成前に、[テスト]ボタンをクリックして要素をテストします。
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5.

警告： これを行うと機械が動きます。怪我を防止するために機械に近づか
ないでください。ハードウェアの損傷を防止するために機械を低速で動か
してください。

[作成] ボタンをクリックしてから [閉じる] をクリックします。

現在、レーザーセンサを使用して測定できるのは内側円 (穴) のみです。

円固有のパラメータ

直径 - このボックスでは円の直径を指定します。グラフィック表示ウィンドウでマウスを
使用して円を選択すると、PC-DMIS は自動的に CAD モデルから取得した円の直径をこ
のボックスに表示します。

深さ - このパラメータは PC-DMIS が要素特性の計算に使用するデータをコントロールし
ます。深さの値を使用して、面取り面上にあるデータや要素計算に含めたくない要素のそ
の他の遷移部分を排除することができます。正の値を指定すると、PC-DMIS が要素特性
計算のために要素のどこに沿って進むかを PC-DMIS に指定できます。深さ０はこの要素
が表面の面の高さで計算されて表面から可能な限り低い深さで検出されたデータを使用さ
せます。その他の深さ値では、PC-DMIS は表面の平面から一定の深さ値までの点を使用
して要素を計算します。ハードウェア制限のために、深さ値として0より大きい値を使用
する場合、最小でも0.3 mm (.01181インチ) を使用する必要があります。

深さは、デフォルトで突出端なしの平面要素にゼロになります。パーツ描画から
の特別な要件がある場合は、これを別の値に変更する必要があるだけです。そう
でない場合、PC-DMIS は指定された深さに点を位置決めしようとします。これは
要素の抽出モジュールで要素計算エラーを起こします。

例えば、深さを3にすると、3ミリ (または測定ルーチンの単位によってはインチ) 以上、
上方にあるすべてのデータを計算に使用することになります。0 を指定すると、すべての
利用可能なデータを計算に使用することになります。薄い壁の要素に対しては、値 0 は有
効なことがありますが、それらに対して任意の深さを持つパーツで、正確な結果を得るた
めに深さを指定しなければならない可能性があります。

ゼロより大きな深さを指定したとしても、測定された結果は常に要素が位置する
平面に投影されます。
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グラフィック表示ウィンドウでの円の例を下記に示します：
深さ (青色の円)
リングバンド（ピンク色の円）
オーバースキャン (黄色の円)

開始角度と終了角度 - これらのボックスで、要素のデフォルトの開始角度および終了角度
を変更することができます。これは、十進程度で角度を供給されるユーザーです。要素の
表示を回転して、その中心を見下ろす場合、PC-DMISは分離ルーチンに渡すポイントク
ラウドの一部を表示します。

方向 - 取込み点が取得される方向を選択します： CW (時計回り) または CCW (反時計回
り)。

円のコマンドモードのテキスト

コマンドモードでの編集ウィンドウにおける自動円コマンドは以下のようになります：

CIR2 =FEAT/LASER/CIRCLE,CARTESIAN
   THEO/<1.895,1.91,1>,<0,0,1>,1.895
   ACTL/<1.895,1.91,1>,<0,0,1>,1.895
   TARG/<1.895,1.91,1>,<0,0,1>
   ANGLE VEC=<0,0,1>
   DEPTH=3
   SHOW FEATURE PARAMETERS=YES
      MEASURE MODE=NOMINALS
      RMEAS=NONE,NONE,NONE
      AUTO WRIST=NO
      GRAPHICAL ANALYSIS=NO
      FEATURE LOCATOR=NO,NO,""
   SHOW_LASER_PARAMETERS=YES
      REFERENCE ID=DISABLED
      SENSOR FREQUENCY=25,OVERSCAN=2,EXPOSURE=18
      FILTER=NONE
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•

自動円のパス

PC-DMIS では円に対して異なる2種類のパスが提供されます。レーザーストライプの利用
可能な部分の直径とサイズに基づいて適切なパスが自動的に選択されます。自動円に対し
ては、PC-DMIS は常にストライプの方向に垂直なスキャンを行います。

パス 1：小さな直径

ストライプの利用可能部分よりも小さな直径の円
(A) - スキャン動作

パス 2：大きな直径

ストライプの利用可能部分よりも大きな直径の円

大きな直径を持つ円の測定方法は、イメージに示すように 12:00、3:00、6:00、
および 9:00ではなく1:30、4:30、7:30、および 10:30の方向での４つのパスを測
定するよう改善されました。

自動円の小部分

レーザー自動円の小部分を測定することができます。以下のケースで円の小部分を測定し
なければならないことがあります。

開始および終了角度がCADモデルで定義済みである。
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•

•

•

•

•

完全な円がCADモデルで定義されているが、実際のポイントクラウドデータに一貫
性がない。

開始および終了角度がCADモデルで間違った方法で定義されている場合がありま
す。

以下は小部分を測定するのに使用できる要素とパラメータです

CADモデルを1回だけクリックして、PC-DMISが開始および終了角度を学習できる
ようにします。

開始および終了角度を定義します。自動要素ダイアログボックスの測定プロパティ
エリアにある開始角度および終了角度ボックスに角度を入力できます。これらの
ボックスについて詳しくは、円固有のパラメータ」を参照してください。

方向 (時計回りまたは反時計回り) など、レーザー自動円のすべての要素を編集しま
す。詳しくは、円固有のパラメータ」を参照してください。

パート全体を表すポイントクラウドは数百万の点から成る場合があります。PC-DMISは
すべてのパラメータを分離ルーチンに渡します。分離ルーチンは所与のポイントクラウド
のサブセットを作成するコードです。水平および垂直クリッピングパラメーターはサブ
セットを制限します。次に、PC-DMISはこのサブセットから幾何学要素を抽出します。
これはポイントクラウド全体からの抽出よりも簡単で高速です。

コマンドモードの例
コマンドモードでの編集ウィンドウの例を以下に示します：

CIR_PARA_1 =FEAT/LASER/CIRCLE/DEFAULT,CARTESIAN,IN,LEAST_SQR
   THEO/<-26,51.094,-11.344>,<-1,0,0>,4
   ACTL/
<-26.013,50.113,-11.55>,<-0.9578033,0.0757769,-0.2772556>,2.
177
   TARG/<-26,51.094,-11.344>,<-1,0,0>
   DEPTH=0,START ANG=200,END ANG=340
   ANGLE VEC=<0,0,1>
   DIRECTION=CCW
   SHOW FEATURE PARAMETERS=YES
      SURFACE=THICKNESS_NONE,0
      RMEAS=NONE,NONE,NONE
      GRAPHICAL ANALYSIS=YES,0.5,0.01,0.01
   SHOW_LASER_PARAMETERS=YES
      REFERENCE ID=COP1
      HORIZONTAL CLIPPING=2,VERTICAL CLIPPING=1
      RINGBAND=ON,INNER OFFSET=0.5,OUTER OFFSET=1.5
      OUTLIER REMOVAL=OFF
      REMOVE POINTS WITH NORMALS OUTSIDE=OFF

要約モードの例
要約モードでの編集ウィンドウの例を以下に示します：
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FEAT/LASER/CIRCLE/DEFAULT,CARTESIAN,IN,LEAST_SQR
   THEO/<-26,51.094,-11.344>,<-1,0,0>,4
   ACTL/
<-26.013,50.113,-11.55>,<-0.9578033,0.0757769,-0.2772556>,2.
177
   TARG/<-26,51.094,-11.344>,<-1,0,0>
   DEPTH=0,START ANG=200,END ANG=340
   ANGLE VEC=<0,0,1>
   DIRECTION=CCW

CAD 選択の例
自動要素ダイアログボックス、CADモデルおよび編集ウィンドウの例を以下に示します。

[要素の自動作成] ダイアログ ボックス
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CADモデル

編集ウィンドウ

パートのバリエーションの例
パートのバリエーション削除のための自動要素ダイアログボックス、CADモデルおよび編
集ウィンドウの例を以下に示します。
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[要素の自動作成] ダイアログ ボックス

CADモデル
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編集ウィンドウ

レーザースロット

自動要素ダイアログボックス - 丸型溝（左）及び角型溝（右）

レーザーセンサーを使用してスロットを測定するには：
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1.

2.

A.

a.

b.

c.

d.

a.

b.

c.

d.

B.

C.

3.

4.

[要素の自動作成] ダイアログ ボックス (挿入 | 要素 | 自動) を開き、「丸型溝」また
は「角型溝」を選択します。

以下のうちの1つを行います：

CADをクリックして X, Y, Z, I, J, K 情報を収集します。PC-DMISが要素を自動
的に認識しない場合は、次のようにします：

丸型溝：

グラフィックの表示ウィンドウで、スロットの丸いエッジの1つをクリッ
クします。PC-DMIS は同じ丸いエッジ上でさらに2回クリックするよう
求めるメッセージを表示します。

このエッジを2回クリックします。PC-DMIS は他の丸いエッジ上をク
リックするよう求めるメッセージを表示します。

他の円形エッジをクリックします。PC-DMIS はそれと同じ丸いエッジ上
でさらに2回クリックするよう求めるメッセージを表示します。

2つ目の丸いエッジを 2回クリックします。PC-DMIS が丸型溝の方向を
確立します。

角型溝：

グラフィックの表示ウィンドウで、スロットの長いエッジの1つをクリッ
クします。PC-DMIS は同じエッジ上の別の位置をクリックして方向を決
定するよう求めるメッセージを表示します。

最初のエッジから 90度の角度にあるエッジを2番目のエッジとしてク
リックします。

2番目のエッジから 90度の角度にあるエッジを 3番目のエッジとしてク
リックします。これで幅が設定されます。

4番目のエッジと最後のエッジをクリックします。これで長さが設定され
ます。

[グラフィック表示ウィンドウ]から、レーザータブを使用して、機械をスロッ
トの位置まで移動します。

[要素のプロパティ] エリアから、[位置から点を読み取り] ボタン（ ）をク
リックします。

理論的なX、Y、Z、I、J、K、幅、長さ、深さ、高さ、およびその他のパラメータを
入力します。

[プローブツールボックス] タブのそれぞれを移動して必要な情報を入力します。特
定のプローブツールボックスタブについて詳しくは、PC-DMIS Laser ドキュメント
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5.

6.

の「PC-DMIS laser でプローブツールボックスを使用する」セクションにある該当
するトピックを参照してください。

要素作成前に、[テスト]ボタンをクリックして要素をテストします。

警告： これを行うと機械が動きます。怪我を防止するために機械に近づか
ないでください。ハードウェアの損傷を防止するために機械を低速で動か
してください。

作成及び閉じるをクリックします。

スロット固有のパラメータ：

内側/外側 - このリストでは、スロットが内側スロット(穴) や外側スロット(突起)のどちら
であるか選択できます。

幅 - このボックスの値はスロットの幅を決定します。

長さ - このボックスの値はスロットの長さを決定します。

深さ - このパラメータは PC-DMIS が要素特性の計算に使用するデータをコントロールし
ます。深さの値を使用して、面取り面上にあるデータや要素計算に含めたくない要素のそ
の他の遷移部分を排除することができます。０の深さはこの要素が表面の面の高さで計算
されて表面から可能な限り低い深さで検出されたデータを使用させます。深さを他の値に
すると要素はその深さで計算されます。正の値を指定すると、PC-DMIS が要素特性計算
のために要素のどこに沿って進むかを PC-DMIS に指定できます。ハードウェアの制限の
ため、0より大きい深さの値を使用する場合には、0.3ミリメートル（0.01181インチ）の
最小値を使用する必要があります。

例えば、深さを 3 にすることは、 3ミリ （または測定ルーチンの単位によってはイン
チ）以上の位置にあるすべてのデータを計算に使用することを意味します。0 を指定する
と、すべての利用可能なデータを計算に使用することになります。薄い壁の要素に対して
は、値 0 は有効なことがありますが、それらに対して任意の深さを持つパーツで、正確な
結果を得るために深さを指定しなければならない可能性があります。

ゼロより大きい深さを指定した場合でも、PC-DMIS は、常に要素が存在する平面
に測定結果を見込んでいます。

深さは、デフォルトで突出端なしの平面要素にゼロになります。パーツ描画から
の特別な要件がある場合は、これを別の値に変更する必要があるだけです。そう
でない場合、PC-DMIS は指定された深さに点を位置決めしようとします。これは
要素の抽出モジュールで要素計算エラーを起こします。

スロット(ベクトル) - これらのボックスはスロットの方向を定義します。
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グラフィック表示ウィンドウでの円形スロットの例を下記に示します：
深さ (青色のスロット線)
リングバンド (ピンク色の長方形)
オーバースキャン (黄色の長方形)

スロットコマンドモードのテキスト

コマンドモードでの編集ウィンドウにおける自動スロットコマンドは以下のようになりま
す：

SLT1 =FEAT/LASER/SQUARE SLOT,CARTESIAN
   THEO/<1.895,1.91,1>,<0,0,1>,<0,1,0>,3,7
   ACTL/<1.895,1.91,1>,<0,0,1>,<0,1,0>,3,7
   TARG/<1.895,1.91,1>,<0,0,1>
   DEPTH=3
   SHOW FEATURE PARAMETERS=YES
      SURFACE=THEO_THICKNESS,1
      MEASURE MODE=NOMINALS
      RMEAS=NONE,NONE,NONE
      AUTO WRIST=NO
      GRAPHICAL ANALYSIS=NO
      FEATURE LOCATOR=NO,NO,""
   SHOW_LASER_PARAMETERS=YES
      REFERENCE ID=DISABLED
      SENSOR FREQUENCY=25,OVERSCAN=2,EXPOSURE=18
      FILTER=NONE

自動丸型溝のパス

丸型溝の幅により、PC-DMIS は測定の実行時にこれらのパスのうちの1つを取ります。
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パス1：狭い幅

ストライプの利用可能部分よりも狭い幅を持つ丸型溝
(A) スキャン動作

パス 2：大きな幅

ストライプの利用可能部分よりも大きな幅を持つ丸型溝

自動角型溝のパス

PC-DMIS は溝に対して45度の角度で自動角型溝を測定しなければなりません(下図参
照)。溝のサイズにより、PC-DMIS は2つのパスのうちの1つを取ります。
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パス 1：小さな溝 - レーザーセンサの1つのパスで測定されます

小さな角型溝にはレーザーセンサーのストライプの1つのパスが必要です。
(A) - 対角線スキャン動作

パス 2：大きな溝 - レーザーセンサの複数のパスで測定されます

大きな角型溝はレーザーセンサのストライプの複数パスが必要です。
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1.

2.

3.

ﾚｰｻﾞｰのﾌﾗｯｼｭとｷﾞｬｯﾌﾟ

自動要素ダイアログボックス - フラッシュとギャップ

フラッシュとギャップでは、対をなす2つの板金パーツの間の高さの差(フラッシュ)と、
対をなす2つのパーツの間の距離(ギャップ)を測定します。

レーザーセンサーを使用してフラッシュとギャップを測定するには、メニューから [挿入 | 
要素 | 自動] をクリックして [フラッシュとギャップ] を選択し、フラッシュおよびギャッ
プ要素の [自動要素] ダイアログボックスを開きます。ダイアログボックスは[拡張板金オ
プション]エリアを自動的に展開します。このエリアにはマスターおよびゲージ側の点向
けに [XYZ] 位置ボックスと [IJK] ベクトルボックスがあります。以下の手順のうちの1つ
に従います。

CAD データ付き
CAD モデルをロードします。

マスター側をクリックします。

ゲージ側をクリックします。
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•

•

•

•

•

4.

5.

A - マスター
B - ゲージ
C - Cadを学んだ曲線
D - ビュー・ベクトル
E - 深さ線
F - 切断ベクトル

これらの点は曲線の上ではなく、 PC-DMISがフラッシュを計算するために使用され
る平面を設定する「平らな」参照面上にある必要があります。

PC-DMISは、これらの計算をバックグラウンドで実行します：

ソフトウェアは理論上のフラッシュを学習します。

ソフトウェアはCADモデルから曲線を学習します。

ソフトウェアはギャップのマスターおよびゲージの両側の点座標とベクトルを
学習します。

ソフトウェアは定義された深さの値を適用し、曲線を貫通した後に指定された
深さでの理論的ギャップを計算します。

ソフトウェアは、カットベクトル（レールに沿った）とギャップ方向（レール
を横切る）も計算します。

それらが単に曲がった部分上の点ではなく平面上の点を含んでいるように、インデ
ントとスペーサー値をセットしてください。

必要に応じてその他のパラメータを設定します。「フラッシュとギャップ固有のパ
ラメータ」を参照してください。
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6.

7.

8.

1.

2.

[プローブツールボックス] タブのそれぞれを移動して必要な情報を入力します。特
定のプローブツールボックスタブについて詳しくは、PC-DMIS Laser ドキュメント
の「PC-DMIS laser でプローブツールボックスを使用する」セクションにある該当
するトピックを参照してください。

要素作成前に、[テスト]ボタンをクリックして要素をテストします。

警告： これを行うと機械が動きます。怪我を防止するために機械に近づか
ないでください。ハードウェアの損傷を防止するために機械を低速で動か
してください。

[作成] ボタンをクリックして、[閉じる] をクリックします。

フラッシュとギャップの CAD 選択機能
選択した面の上で最初のCAD点を右クリックする機能は多くの場合、測定ルーチンを定義
したり再定義するときに必要な条件です。

マスターサイドポイントとエッジベクトルを除いて、PC-DMISは、グラフィック表示
ウィンドウで最初にクリックした点を、選択した点の中心にある黒い円として表示しま
す。ソフトウェアは、選択された面をも強調表示します。

検出されたマスターサイドポイントが間違った面境界位置にある場合があり、ソフトウェ
アで点をもう一度クリックする必要があります。次に、これを行う2つの方法について説
明します：

希望のマスター側の点がハイライトされた面のエッジ上にある場合、エッジに非常
に近い面の上で点を再度クリックするだけで十分です。

希望のマスターサイド点が強調表示された面上にない場合、描画された円の領域を
クリックしてインターフェイスをリセットできます。その後、PC-DMIS で最初の点
を再取得する準備が完了します。新しい面選択を再定義するために、PC-DMISは前
の面を強調表示したままにします。次の例の写真を参照してください：
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1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

フラッシュおよびギャップ自動要素のCAD選択機能の例

CAD データなし
グラフィック表示ウィンドウの[レーザー]タブを使用して、測定機をギャップ位置に
移動します。

[位置から点を読み取り] ボタンをクリックします。

XYZ および IJK の理論値をすべて入力します。これにはフラッシュおよびギャップ
点、表示ベクトル、ギャップ方向、マスター点、ゲージ点、マスターベクトル、
ゲージベクトルなどがあります。

一部のパラメータを変更し、CAD データがないとき、PC-DMIS は一部のパラメー
タ値を自動的に調節することに注意してください。詳しくは、「自動調節されるフ
ラッシュおよびギャップ値」を参照してください。

それらが単に曲がった部分上の点ではなく平面上の点を含んでいるように、インデ
ントとスペーサー値をセットしてください。

必要に応じてその他のパラメータを設定します。詳しくは「フラッシュとギャップ
固有のパラメータ」を参照してください。

[プローブツールボックス] タブのそれぞれを移動して必要な情報を入力します。特
定のプローブツールボックスタブについて詳しくは、PC-DMIS Laser ドキュメント
の「PC-DMIS laser でプローブツールボックスを使用する」セクションにある該当
するトピックを参照してください。

要素作成前に、[テスト]ボタンをクリックして要素をテストします。
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8.

警告： これを行うと機械が動きます。怪我を防止するために機械に近づか
ないでください。ハードウェアの損傷を防止するために機械を低速で動か
してください。

[作成] ボタンをクリックして、[閉じる] をクリックします。

フラッシュとギャップ固有のパラメータ

これらのパラメータの具体的な例については、以下の図を参照してください。

フラッシュ - このボックスでは対をなす2つの板金パーツ間の高さの差を決定します。フ
ラッシュ値が正または負のいずれになるかは、それが「マスター」側より高いか低いかに
よって異なります。

ギャップ - このボックスでは対を成す2つの板金パーツ間の (同一平面上の) 距離を決定し
ます。

インデント - インデントは PC-DMIS がフラッシュを測定した場所のギャップのエッジか
らの距離を指定します。

間隔 - これは計算上面の法線の計算に使用するインデント点での円となります。

ギャップ方向 (ベクトル) - 要素プロパティ エリアにあるこれらのボックスはギャップの方
向を定義します。

フラッシュとギャップ ダイアグラム

ｷｰ：

1 - ギャップ
2 - インデント
3 - フラッシュ (左に負のフラッシュを表示)
4 - マスター側
5 - 切断ベクトル
6 - 間隔
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[マスター] 側は常にスキャン/ギャップ方向の左側となります。

スキャン方向はレーザーストライプの方向ではなく指定した切断ベクトルでコン
トロールされます。

スキャン方向
(A) - マスターズサイド(B) - 動作のスキャン

[マスター] 側は常に切断ベクトルの左側となります。

グラフィック表示ウィンドウのフラッシュおよびギャップ自動要素の例。これは、インデント
（赤い線）、間隔（紫色の円）、深さ（青い線）、水平クリッピング領域（黄色の線）、垂直
クリッピング領域（緑）、ビューベクトル（青い矢印）、およびカットベクトル（赤い矢印）
を示します。
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1.

2.

3.

•

フラッシュとギャップ コマンドモードのテキスト

コマンドモードでの編集ウィンドウにおける AUTO Flush および Gap コマンドは以下の
ようになります：

FNG2 =FEAT/LASER/FLUSH AND GAP/DEFAULT,CARTESIAN
   THEO/<124.012,13.241,0>,<0,0,1>,<1,0,0>,0,7.985
   ACTL/<124.012,13.241,0>,<0,0,1>,<1,0,0>,0,7.985
   TARG/<124.012,13.241,0>,<0,0,1>
   MASTER SIDE POINT
   THEO/<128,13.241,0>,<0,0,1>
   ACTL/<0,0,0>,<0,0,0>
   GAUGE SIDE POINT
   THEO/<120,13.241,0>,<0,0,1>
   ACTL/<0,0,0>,<0,0,0>
   CUT PLANE VECTOR<0,1,0>,<0,1,0>
   Depth=1
   INDENT=3
   SPACER=1.5
   SHOW FEATURE PARAMETERS=NO
   SHOW_LASER_PARAMETERS=YES
      REFERENCE ID=DISABLED
      ZOOM=2A,GAIN=NORMAL,OVERLAP=1
      OVERSCAN=5
      REDUCTION FILTER=OFF
      FILTER LINES=Disabled
      CLIPPING TOP=100,BOTTOM=0,LEFT=0,RIGHT=100
      SOUND=ON
      HORIZONTAL CLIPPING=2,VERTICAL CLIPPING=5

フラッシュとギャップのグラフィック分析

フラッシュおよびギャップの分析はこれらの 3 領域から成ります。このトピックの一番下
にある図を見てください：

ギャップ領域 - ギャップ領域では、分析される点はギャップ点を中心としギャップ
ベクトルに沿った向きのボックス内にあります。ボックスの高さはギャップ長の値
の60％です。幅はギャップ長の値の130％です。

マスターフラッシュ領域 - マスターフラッシュ領域では、点はマスター側の点から
始まりマスターエッジベクトルから反対方向に向かうエリア内で分析されます。
ギャップ長の値の60％の長さを持ちます。

ゲージフラッシュ領域 - ゲージフラッシュ領域では、点はゲージ側の点から始まり
ゲージエッジベクトルから反対方向に向かうエリア内で分析されます。ギャップ長
の値の60％の長さを持ちます。

フラッシュとギャップの分析は以下の測定項目を使用して実施されます。

ギャップ点およびベクトル
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•

•

•

•

•

•

•

マスター側の点

マスター側の面およびエッジベクトル

ゲージ側の点

ゲージ側の面およびエッジベクトル

PC-DMIS は、以下の4つの測定済み基準平面からフラッシュとギャップの測定点の距離を
計算します：

最初の2平面は、2つの測定済み最小距離点(ギャップ距離が計算される位置)と測定
済みギャップベクトルから定義されたギャップ解析基準平面です。

3番目の平面は、測定済みマスター側の解析基準平面です。これは、測定済みのマス
ター側の点と測定済みのマスター側の面ベクトルによって定義されます。

4番目の平面は、測定済みゲージ側の解析基準平面です。これは、測定済みのゲージ
側の点と測定済みのゲージ側の面ベクトルによって定義されます。

解析時間を短縮するために、PC-DMIS は切断面に最も近い点(0.5mm または0.19685イン
チ未満)のみを使用します。

グラフィックス分析ダイアグラム：

ｷｰ：
AL - 分析長。ギャップ長さの値の60％です。
AW - 分析幅。ギャップ長さの値の130％です。

- 最小距離点

- ギャップベクトル
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•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

- ギャップ点および表示ベクトル

- ゲージ側の点およびベクトル

- マスター側の点およびベクトル
- マスター側のフラッシュ分析範囲。基準平面。

- ゲージ側のフラッシュ分析範囲。基準平面。

- ギャップ分析範囲

- ギャップ分析基準平面

自動調節されたフラッシュとギャップの値

フラッシュとギャップのパラメータを変更し、CAD データを持たない場合、PC-DMIS は
いくつかのパラメータの値を調節することを注意してください。このトピックでは変更内
容の詳細と、ソフトウェアがこれらの値をどのように計算するか説明します。

キー： 式を表示するときは以下の省略形を使用します。

CPV = 切断面のベクトル

VV = ビューベクトル

x = 外積

GV = ギャップベクトル

GD = ギャップ距離

GP = ギャップ点

GPV = ギャップ点ベクトル

ギャップ点の値を入力または位置読み取りによりそれを変更する場合...
現在のプローブベクトルは表示ベクトルとして使用されます。

現在のストライプべクトルはギャップベクトルとして使用されます。

新規の切断面はギャップ点に位置し、新規切断面ベクトルは以下のように計算され
ます：

マスター側の点およびゲージ側の点は、ギャップ点からギャップベクトルに沿って 

 で推測されます。
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◦

◦

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

フラッシュの距離が正の場合、マスター側の点はフラッシュの値の表示ベクト
ルに沿って変換されます。

フラッシュの距離が負の場合、ゲージ￥側の点はフラッシュの値の表示ベクト
ルに沿って変換されます。

マスター側の面ベクトルとゲージ側の面ベクトルは表示ベクトルを使用して設定さ
れます。

表示ベクトルの値に入力する場合...
新規の切断面はギャップ点に位置し、新規切断面ベクトルは以下のように計算され

ます：

ギャップベクトルは新規表示ベクトルに直角に、以下のように計算されます：

マスター側の面ベクトルとゲージ側の面ベクトルは新規切断面に投影されます。

マスター側の点ベクトルとゲージ側の点ベクトルは新規切断面に投影されます。

ギャップベクトルの値に入力する場合...
新規の切断面はギャップ点に位置し、新規切断面ベクトルは以下のように計算され

ます：

ギャップベクトルは新規表示ベクトルに直角に計算されます：

マスター側の面ベクトルとゲージ側の面ベクトルは新規切断面に投影されます。

マスター側の点ベクトルとゲージ側の点ベクトルは新規切断面に投影されます。

マスター側の点の値を入力または位置読み取りによりそれを変更する場合...
新規切断面は、表示ベクトルに直角にされて、マスター側の点からギャップ点を引
いた値は以下のように計算されます：

ギャップベクトルは新規表示ベクトルに直角に、以下のように計算されます。

マスター側の面ベクトル、ゲージ側の面ベクトル、およびゲージ側の点は新規切断
面上に変換されます。

ゲージ側の点の値を入力または位置読み取りによりそれを変更する場合...
新規切断面は、新しいマスター側の点を中心に計算され、表示ベクトルに直角に
し、マスター側の点からゲージ側の点を引いた値で、以下のように計算されます：

ギャップベクトルは新規表示ベクトルに直角に計算されます：
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•
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•

マスター側の面ベクトル、ゲージ側の面ベクトル、およびギャップ点は新規切断面
上に変換されます。

フラッシュ距離の値に入力する場合...
マスター側の点および/またはゲージ側の点は、マスターまたはゲージ側の面に沿っ
た新しいフラッシュ値に従い変換されます。

距離の値に入力する場合...
マスター側の点および/またはゲージ側の点は、新しいギャップ値に従いギャップベ
クトルに沿って変換されます。

定義された外形周囲のフラッシュおよびギャップ要素

定義された輪郭の周りに一連のフラッシュおよびギャップ要素を抽出できます。以下の例
を参照して下さい：
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最初の曲線の選択

フラッシュおよびギャップ自動要素 - 最初の曲線の選択

Ctrlキーを使用した追加の曲線選択
追加の曲線を選択するには、Ctrlキーを押して保持します：
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フラッシュおよびギャップ自動要素 - 追加の曲線の選択

追加の曲線を選択するにはCtrlキーを押して保持し続け、フラッシュおよびギャップ要素
を作成します。
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実績

フラッシュおよびギャップ自動要素 - 結果
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1.

2.

•

•

•

3.

レーザー多角形

[要素の自動作成]ダイアログ ボックス - 多角形

このダイアログ ボックスは六角形要素(6つの辺を持つ多角形)の測定のみに利用で
きます。

レーザーセンサを使用して六角形を測定するには：

メニューから、[挿入 | 要素 | 自動] をクリックして [多角形] を選択し、多角形要素の
[自動要素] ダイアログボックスを開きます。

以下のうちの1つを行います：

CAD をクリックして多角形の位置とベクトルを指定します。残りの情報を入
力します。

[グラフィック表示ウィンドウ]の [レーザー] タブを使用して、機械を球の位置
まで移動します。[位置から点を読み取り]ボタン（ ）をクリックします。必
要に応じて、直径などの残りの情報を入力します。

X、Y、Z、I、J、K、直径およびその他のパラメータのすべての理論値を入力
します。

[プローブツールボックス] タブのそれぞれを移動して必要な情報を入力します。特
定のプローブツールボックスタブについて詳しくは、PC-DMIS Laser ドキュメント
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4.

5.

の「PC-DMIS laser でプローブツールボックスを使用する」セクションにある該当
するトピックを参照してください。

要素作成前に、[テスト]ボタンをクリックして要素をテストします。

警告： これを行うと機械が動きます。怪我を防止するために機械に近づか
ないでください。ハードウェアの損傷を防止するために機械を低速で動か
してください。

作成及び閉じるをクリックします。

ポリゴン固有のパラメータ

辺数 - このパラメータは、多角形で使用される辺数を定義します。レーザーデバイスの場
合は、自動要素の多角形の辺数は6に固定されます。

直径 - このボックスの値は多角形の直径を定義しています。

深さ - このパラメータは PC-DMIS が要素特性の計算に使用するデータをコントロールし
ます。深さの値を使用して、面取り面上にあるデータや要素計算に含めたくない要素のそ
の他の遷移部分を排除することができます。正の値を指定すると、PC-DMIS が要素特性
計算のために要素のどこに沿って進むかを PC-DMIS に指定できます。０の深さはこの要
素が表面の面の高さで計算されて表面から可能な限り低い深さで検出されたデータを使用
させます。深さを他の値にすると要素はその深さで計算されます。ハードウェアの制限の
ため、0より大きい深さの値を使用する場合には、0.3ミリメートル（0.01181インチ）の
最小値を使用する必要があります。

深さは、デフォルトで突出端なしの平面要素にゼロになります。パーツ描画から
の特別な要件がある場合は、これを別の値に変更する必要があるだけです。そう
でない場合、PC-DMIS は指定された深さに点を位置決めしようとします。これは
要素の抽出モジュールで要素計算エラーを起こします。

例えば、深さを 3 にすることは、 3ミリ （または測定ルーチンの単位によってはイン
チ）以上の位置にあるすべてのデータを計算に使用することを意味します。0 を指定する
と、すべての利用可能なデータを計算に使用することになります。薄い壁の要素に対して
は、値 0 は有効なことがありますが、それらに対して任意の深さを持つパーツで、正確な
結果を得るために深さを指定しなければならない可能性があります。

ゼロより大きな深さを指定したとしても、測定された結果は常に要素が位置する
平面に投影されます。
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グラフィックの表示ウィンドウにおける多角形自動要素の例：

リングバンド（ピンク円）

水平オーバースキャン (黄色円)

垂直オーバースキャン (緑色円)

深さ (青色)

多角形コマンドモードのテキスト

コマンドモードでの編集ウィンドウにおける自動多角形コマンドは以下のようになりま
す：

POL1 =FEAT/LASER/POLYGON,CARTESIAN
   THEO/
<1.0379,1.9488,0.5906>,<0,0,1>,<0.8660254,-0.5,0>,0.5118
   ACTL/
<1.0379,1.9488,0.5906>,<0,0,1>,<0.8660254,-0.5,0>,0.5118
   TARG/<1.0379,1.9488,0.5906>,<0,0,1><0.8660254,-0.5,0>
   NUMSIDES=6
   DEPTH=0
   SHOW FEATURE PARAMETERS=NO
   SHOW_LASER_PARAMETERS=YES
      REFERENCE ID=DISABLED
      SENSOR FREQUENCY=30,OVERLAP=0.0394
      OVERSCAN=0.0787,EXPOSURE=35
      FILTER=NONE
      PIXEL LOCATOR=GRAY SUM,Min=30,Max=300
      CLIPPING TOP=100,BOTTOM=0,LEFT=0,RIGHT=100
      RINGBAND=OFF
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1.

2.

3.

•

自動多角形のパス

PC-DMIS は角度 IJK ベクトルを使用してスキャンの方向を決定します。

要素のスキャン線またはレーザーストライプ (2に示す) は要素の角度ベクトル (1に示す) に垂
直です。

レーザー円筒

[要素の自動作成]ダイアログ ボックス - 円柱

レーザーセンサを使用して円筒を測定するには：

メニューから、[挿入 | 要素 | 自動] をクリックして [円筒] を選択し、円筒要素の [自
動要素] ダイアログボックスを開きます。

[内側/外側] ボックスより、[内側] または [外側] を選択します。

以下のうちの1つを行います：

CADをクリックして円筒の位置とベクトルを指定します。残りの情報を入力し
ます。
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•

•

•

◦

◦

◦

◦

◦

◦

4.

5.

X、Y、Z、I、J、K、内側/外側の値、直径、長さ、深さなどパラメータのすべ
ての理論値を入力します。

グラフィック表示ウィンドウから、 [レーザー] タブを使用して、機械を円筒の
位置まで移動します。次に、[要素のプロパティ] エリアから、[測定機から点を
読み取る] をクリックします 。内側または外側の値、直径、長さ、その他の
パラメータなど、残りの情報を入力します。

測定プロパティエリアで、中央オフセット、検索長さ、開始角度、終了角度お
よび方向を入力します。

開始角度および終了角度プロパティは、円筒の小部分 (断片) を測定する必要
があるときに役立ちます。これは以下の場合、特に役立ちます

開始角度と終了角度がCADモデルで定義済みである。

CADモデルが完全な円筒を既に定義しているが、実際のポイントクラウ
ドデータが不完全である。

CADモデルが間違った方法で開始角度と終了角度を定義している。

開始角度および終了角度プロパティを定義するには以下のいずれかを行います

シングルクリックでCADモデルからそれらのプロパティを取得します。

ダイアログボックスを使用して値を入力するか、スピナー (ダイヤルコン
トローラー) を使って値を増減します。

既存の値を編集し、ダイアログボックスで方向値を選択することができ
ます。

そうすると、これらのパラメータが要素を抽出するためにPC-DMISに渡され
ます。

[プローブツールボックス] タブのそれぞれを移動して必要な情報を入力します。特
定のプローブツールボックスタブについて詳しくは、PC-DMIS Laser ドキュメント
の「PC-DMIS laser でプローブツールボックスを使用する」セクションにある該当
するトピックを参照してください。

プローブツールボックスの [要素抽出] タブには、円筒を囲む平面のベクトルに円筒
要素を制約するのに使用できる制約される軸と呼ばれる追加機能があります。平面
はリングバンドエリアによって定義されます。[制約される軸] オプションは円筒要
素でのみ利用でき、[リングバンド] オプションを選択するときにのみ利用可能で
す。

下記画像に [制約される軸] オプションの前および後の効果を表示しています。下に
示されるとおりデータが不十分でも、このオプションは平面のベクトルに制約され
る安定した円筒要素を計算します。



PC-DMIS 2026.2 - ﾚｰｻﾞｰ Manual

370

6.

制約される軸が選択されていない例 (左) と選択されている例 (右)

要素作成前に、[テスト]ボタンをクリックして要素をテストします。

警告： これを行うと機械が動きます。怪我を防止するために機械に近づか
ないでください。ハードウェアの損傷を防止するために機械を低速で動か
してください。

要素の位置および方向ベクトルで円筒の中心軸を定義します。

円筒に固有のパラメータ

直径 - このボックスの値は円筒の直径を定義します。

長さ - このボックスの値は円筒の軸の長さ (高さ) を指定します。長さのパラメータは理論
値としてのみ有効です。ソフトウェアは実際の長さを測定しません。

内側/外側 - このパラメータは円筒が内側円筒 (穴) か外側円筒 (突起を含む) かどうかを定
義します。
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•

•

他のレーザー自動要素と異なり、[プローブツールボックス]の[レーザースキャン
プロパティ] タブにあるオーバースキャン の値に対しては、負の値を使用する必
要があります。

これは、円筒領域の測定を円筒軸に沿うよう制限します。

深さ - このパラメータは円筒の外側直径 (外側円筒) または円筒の中心軸 (内側円筒) に関
連するレーザーの焦点の位置をコントロールします。これにより、レーザーが円筒面にど
れだけ遠く、または近くにあるかを指定することでレーザーストライプが円筒面にどのよ
うに照射されるかをコントロールできます。内側要素で深さが 0 とは、レーザーセンサの
中心が円筒の中心軸上にあるという意味です。外側要素では、外側円筒の表面上にあると
いう意味です。

深さの値が負の場合、レーザーセンサの中心は円筒の表面から離れる方向に移動し
ます。

深さの値が正の場合、レーザーセンサの中心は円筒の表面に向かって移動します。

中心オフセット - この値は突起の円筒部分の中心を特定します。

検索長さ - この値は円筒部分の長さを特定します。

深さは、デフォルトで突出端なしの平面要素にゼロになります。パーツ描画から
の特別な要件がある場合は、これを別の値に変更する必要があるだけです。そう
でない場合、PC-DMIS は指定された深さに点を位置決めしようとします。これは
要素の抽出モジュールで要素計算エラーを起こします。
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•

内側円筒の例

次を示す内側円筒の例：

深さ (青い円)

長さ (底部黒い円)

中心点 (黄色円)



レーザーセンサを使用した自動要素の作成

373

•

•

•

•

•

•

•

外部円筒の例

次を示す突起円筒の例：

検索の長さ（紫の円）

センターオフセット（ライムグリーン円）

点分離（オレンジ円）

中心点 (黄色円)

クリッピング平面（浅緑の円）

オーバースキャン（海緑色円）

リングバンド（ピンク円）

円筒 コマンドモードのテキスト

コマンドモードでの編集ウィンドウにおける自動円筒コマンドは以下のようになります：



PC-DMIS 2026.2 - ﾚｰｻﾞｰ Manual

374

CYL1=FEAT/LASER/CYLINDER/DEFAULT,CARTESIAN,OUT,LEAST_SQR
   THEO/<79.82,69.948,0>,<0,0,-1>,7.3,6
   ACTL/
<79.807,70.181,0.031>,<0.0201382,-0.0170408,0.999652>,6.66,6
.35
   TARG/<79.82,69.948,0>,<0,0,1>
   ANGLE VEC=<1,0,0>
   DEPTH=0
   CENTER OFFSET=3.175
   SEARCH LENGTH=4
   START ANG=0,END ANG=360
   DIRECTION=CCW
   SHOW FEATURE PARAMETERS=YES
      SURFACE=THICKNESS_NONE,0.7
      RMEAS=NONE,NONE,NONE
      AUTO WRIST=NO
      GRAPHICAL ANALYSIS=YES,0.2,0.01,0.01
   SHOW_LASER_PARAMETERS=YES
      REFERENCE ID=COP1
      HORIZONTAL CLIPPING=5
      UP VERTICAL CLIPPING=2,DOWN VERTICAL CLIPPING=2
      RINGBAND=ON,INNER OFFSET=2,OUTER OFFSET=4,CONSTRAINED 
AXIS=OFF
      OUTLIER_REMOVAL=OFF
      REMOVE POINTS WITH NORMALS OUTSIDE=OFF

自動円筒のパス

円筒測定
円筒面をできるだけ多く含めるように Laser ビュー内で処理中のウィンドウを調整しま
す。レーザー平面は円筒軸にほぼ垂直でなければなりません (30度未満の偏差)。円筒の直
径により、PC-DMIS は測定の実行時にこれらのパスのうちの1つを取ります。

パス 1：単一スキャン

ストライプの利用可能部分よりも小さな直径を持つ円筒。A はスキャンの移動です。

パス 2：複数スキャン
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ストライプの利用可能部分よりも大きな直径を持つ円筒

Tesastarの手首を使用して要素のレーザースキャンを実行する場合、最適なス
キャン方向は、要素のベクトルに沿っているか、それに垂直である可能性があり
ます。ただし、これは、ストライプの方向に垂直な方向にスキャンできる角度に
回転するヘッドの能力に依存します。

自動リストを使用するときの直接測定された円筒レーザー要素のパス作成の例：

突起測定
単一スキャン

円筒面をできるだけ多く含めるように Laser ビュー内で処理中のウィンドウを調整しま
す。レーザー平面は円筒軸とおよそ 30～60 度の角度を成すようにしてください。スキャ
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1.

2.

3.

ンは円筒がマウントされている突起の底面にある領域をキャプチャしなくてはなりませ
ん。

突起円筒上での単一パスレーザースキャン

レーザー円錐

[要素の自動作成]ダイアログ ボックス - 円錐

レーザーセンサを使用して円錐を測定するには：

メニューから、[挿入 | 要素 | 自動] をクリックして [円錐] を選択し、円錐要素の [自
動要素] ダイアログボックスを開きます。

内部/外部の箱から、中へあるいは外へ選択してください。

以下のうちの1つを行います：
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•

4.

5.

6.

CAD をクリックして、円錐の位置とベクトルを指定します。残りの情報を入
力します。

グラフィック表示ウィンドウから、 [レーザ] タブを使用して、機械を円錐の位
置まで移動します。次に、[要素のプロパティ] エリアから、[位置から点を読み
取り] ボタン（ ）をクリックします。内側/外側の値、直径、長さ、その他の
パラメータなど、残りの情報を入力します。

X、Y、Z、I、J、K、内側/外側の値、直径、長さ、深さなどパラメータの理論
値を入力します。

[プローブツールボックス] タブのそれぞれを移動して必要な情報を入力します。特
定のプローブツールボックスタブについて詳しくは、PC-DMIS Laser ドキュメント
の「PC-DMIS laser でプローブツールボックスを使用する」セクションにある該当
するトピックを参照してください。

要素作成前に、[テスト]ボタンをクリックして要素をテストします。

警告： これを行うと機械が動きます。怪我を防止するために機械に近づか
ないでください。ハードウェアの損傷を防止するために機械を低速で動か
してください。

作成及び閉じるをクリックします。

要素の位置および方向ベクトルで円錐の中心軸を定義します。

円錐に固有のパラメータ

直径： - このボックスの値は円錐の直径を定義します。

長さ - このボックスの値は円錐の軸の長さ (高さ) を指定します。長さのパラメータは理論
値としてのみ有効です。PC-DMISは実際の長さ測定を実行しません。

内側/外側 - このパラメータは円錐が内側円錐 (穴)か外側円錐（突起)かどうかを定義しま
す。
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他のレーザー自動要素と異なり、[プローブツールボックス]の[レーザースキャン
プロパティ] タブにあるオーバースキャン の値に対しては、負の値を使用する必
要があります。

これは、円錐領域の測定を円錐軸に沿うよう制限します。

深さ - このパラメータは円錐の外側直径 (外側円錐) または円錐の中心軸 (内側円錐) に関
連するレーザーの焦点の位置をコントロールします。これにより、レーザーが円錐面にど
れだけ遠く、または近くにあるかを指定することでレーザーストライプが円錐面にどのよ
うに照射されるかをコントロールできます。他の値の深さにより、ソフトウェアはその深
さで計算を実行します。０の深さはこの要素が表面の面の高さで計算されて表面から可能
な限り低い深さで検出されたデータを使用させます。

中心オフセット - この値は突起の円錐部分の中心を特定します。

検索長さ - この値は円錐部分の長さを特定します。

深さは、デフォルトで突出端なしの平面要素にゼロになります。パーツ描画から
の特別な要件がある場合は、これを別の値に変更する必要があるだけです。そう
でない場合、PC-DMIS は指定された深さに点を位置決めしようとします。これは
要素の抽出モジュールで要素計算エラーを起こします。
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次に示めされたグラフィック表示ウィンドウの外部円錐の例：

直径 (トップ黒い円)

長さ (底部黒い円)

深さ (青い円)

中心点 (黄色円)

次に示めされたグラフィック表示ウィンドウの突起円錐の例：
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検索の長さ（紫の円）

センターオフセット（ライムグリーン円）

点分離（オレンジ円）

中心点 (黄色円)

クリッピング平面（浅緑の円）

オーバースキャン（海緑色円）

リングバンド（ピンク円）

円錐のコマンドモードのテキスト

コマンドモードでの編集ウィンドウにおける自動円錐コマンドは以下のようになります：

CON1 =FEAT/LASER/CONE/DEFAULT,CARTESIAN,OUT
   THEO/<3.1425,2.7539,0>,<0,0,1>,0.5,20,12.7
   ACTL/<3.1425,2.7539,0>,<0,0,1>,0.5,20,12.7
   TARG/<3.1425,2.7539,0>,<0,0,1>
   DEPTH=0
   CENTER OFFSET=3
   SEARCH LENGTH=2
   SHOW FEATURE PARAMETERS=YES
      SURFACE=THEO_THICKNESS,0
      RMEAS=NONE,NONE,NONE
      AUTO WRIST=YES
      GRAPHICAL ANALYSIS=NO
   SHOW_LASER_PARAMETERS=YES
      REFERENCE ID=COP1
         SOUND=OFF
      HORIZONTAL CLIPPING=0.0787,VERTICAL CLIPPING=0.0787
   RINGBAND=ON,INNER OFFSET=0.5,OUTER OFFSET=2
   OUTLIER_REMOVAL=ON,1

自動円錐のパス

レーザーセンサは、円錐に沿って走査します。それは、円錐のベクトルの方向に動きま
す。レーザーは、そのベクトルとほとんど直角にする必要があります。
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1 - 要素のベクトルです。
2 - 要素のスキャン線またはレーザーストライプは要素のベクトル に垂直です。
3 - スキャン方向 は要素のベクトルに沿っています。

Tesastarの手首を使用して要素のレーザースキャンを実行する場合、最適なス
キャン方向は、要素のベクトルに沿っているか、それに垂直である可能性があり
ます。ただし、これは、ストライプの方向に垂直な方向にスキャンできる角度に
回転するヘッドの能力に依存します。

自動リストを使用するときの直接測定された円錐レーザー要素のパス作成の例：

突起測定
単一スキャン

円錐の表面をできるだけ多く含めるように Laser ビューで処理中のウィンドウを調整しま
す。レーザー面は円錐軸とおよそ30～60度の角度を成すようにしてください。スキャン
は円錐がマウントされている突起の底面にある領域をキャプチャしなくてはなりません。
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突起円錐上の単一パスレーザースキャン

ﾚｰｻﾞｰ球

[要素の自動作成]ダイアログ ボックス - 球

レーザーセンサーを使用して球を測定するには：

メニューから、[挿入 | 要素 | 自動] をクリックして [球] を選択し、球要素の [自動要
素] ダイアログボックスを開きます。

[内側/外側] ボックスより、[内側] または [外側] を選択します。

以下のうちの1つを行います：

CAD をクリックして球の位置とベクトルを指定します。残りの情報を入力し
ます。

グラフィック表示ウィンドウから [レーザー] タブを使用して、機械を球の位置
まで移動します。次に、[要素のプロパティ] エリアから、[位置から点を読み取
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り] ボタン（ ）をクリックします。内側/外側の値、直径、その他のパラメー
タなど、残りの情報を入力します。

X、Y、Z、I、J、K、内側/外側の値、直径およびその他のパラメータのすべて
の理論値を入力します。

[プローブツールボックス] タブのそれぞれを移動して必要な情報を入力します。特
定のプローブツールボックスタブについて詳しくは、PC-DMIS Laser ドキュメント
の「PC-DMIS laser でプローブツールボックスを使用する」セクションにある該当
するトピックを参照してください。

要素作成前に、[テスト]ボタンをクリックして要素をテストします。

警告： これを行うと機械が動きます。怪我を防止するために機械に近づか
ないでください。ハードウェアの損傷を防止するために機械を低速で動か
してください。

作成及び閉じるをクリックします。

球固有のパラメータ：

インナー/アウター： このパラメータは、球が内側の球（凹）、または外側の球（凸）で
あるかどうかを定義します。

直径：このボックスの値は球の直径を定義します。

オーバースキャン（黄色い円）を示すグラフィック表示ウィンドウのサンプル外側の球

球コマンドモードのテキスト

コマンドモードでの編集ウィンドウにおける自動球コマンドは以下のようになります：
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SPH1 =FEAT/LASER/SPHERE,CARTESIAN,IN,LEAST_SQR
   THEO/<1.895,1.91,1>,<0,0,1>,1.895
   ACTL/<1.895,1.91,1>,<0,0,1>,1.895
   TARG/<1.895,1.91,1>,<0,0,1>
   START ANGLE 1=0,END ANG 1=0
   START ANGLE 2=0,END ANG 2=0
   SHOW FEATURE PARAMETERS=YES
      SURFACE=THEO_THICKNESS,0
      MEASURE MODE=NOMINALS
      RMEAS=NONE,NONE,NONE
      AUTO WRIST=NO
      GRAPHICAL ANALYSIS=NO
      FEATURE LOCATOR=NO,NO,""
   SHOW_LASER_PARAMETERS=YES
      REFERENCE ID=DISABLED
      SENSOR FREQUENCY=25,OVERSCAN=2,EXPOSURE=18
      FILTER=NONE

自動球のパス

パスの方向はストライプに基づいて決定されます。

パスのスキャン方向
(A) スキャン動作

自動要素スキャンデータのクリア
PC-DMIS のレーザー自動要素は、時にスキャンされたデータの作成後に内部のポイント
クラウドとして保存します。この保存は、[レーザースキャンのプロパティ] タブにある ポ
イントクラウドパラメータが 無効 に設定されている場合に行われます。

必要に応じてこの内部データをクリアするために、2つのメニュー項目があります。[演算
| レーザー自動要素] サブメニューの下にあるこれらのメニュー項目を使用すると、内部
データを削除できるため、測定ルーチンのサイズを小さくするのに便利です。

すべてのスキャンデータを今すぐ消去 - このチェックボックスをオンにすると、PC-
DMISは測定ルーチンのすべてのレーザー自動要素からすべての内部点群を即座に削
除します。
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実行後にすべてのスキャンデータをクリアする - このチェックボックスをオンにす
ると、レーザー自動要素を備えた測定ルーチンを実行するたびに、PC-DMISは実行
後に内部のポイントクラウドデータを削除します。デフォルトでは、このメニュー
項目はマークされていません。

これは、自動要素の内部ポイントクラウドでのみ機能します。これは測定ルーチ
ン内のCOP コマンドに影響を与えません。

レーザーセンサーを使用したパートのスキャン
レーザーセンサでパートの表面をスキャンするとき、測定領域を定義できます。ソフト
ウェアは測定プログラムにおける参照ポイントクラウドオブジェクトに渡す一群の点デー
タを収集します。ポイントクラウドとスキャンを使用する場合、スキャン自体にはデータ
が含まれないことに注意してください。スキャンは機械の動きを定義するだけです。ポイ
ントクラウドオブジェクトは常に点データを保存します。

このセクションのメイントピックでは、レーザーセンサーを使用するときに、挿入 | ス
キャンサブメニューから使用できるスキャンオプションについて説明します：

高度なスキャン実行の概要

スキャン ダイアログ ボックスの共通機能

スキャン速度の変更

高度な開いた線のスキャンの実行

高度なパッチ スキャンの実行

高度な周囲のスキャンの実行

自由形式の高度なスキャンの実行

グリッド形式の高度なスキャンの実行

DCC 測定機で手動レーザースキャンの実行

スキャン用のマシンの速度の設定

CWSパラメータ･タブ

高度なスキャン実行の概要

詳細なスキャンとは、事前設定されたパスに沿った DCC 連続移動スキャンです。PC-
DMIS は実際のパートの形状に関係なく事前設定されたパスに沿って進みます。パスは後
述するように様々な方法で定義できます。
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これらの詳細なスキャンでは、レーザースキャニングプローブを使用します。これによ
り、サーフェスを自動的にデジタル化することができます。

高度なスキャンを実行するには、以下の操作を行います：

選択した DCC スキャンに必要なパラメータを指定します。

生成ボタンをクリックします。PC-DMIS がスキャンを生成します。

終了したら、 [作成] ボタンをクリックします。PC-DMIS スキャンアルゴリズムが測
定プロセスを制御します。

PC-DMISが支援する詳細なスキャンの種類には、次のものがあります：

線形オープン スキャン

断片スキャン

周囲長スキャン

自由形式のｽｷｬﾝ

ｸﾞﾘｯﾄﾞｽｷｬﾝ

DCC 測定機の手動レーザースキャン

このドキュメントでは、[スキャン]ダイアログボックス（これらのスキャンを実行するた
めに使用するダイアログボックス）で使用できる共通の機能について説明します。次に、
利用可能な詳細なスキャンを実行する方法について説明します。

また、測定機のスキャン速度の設定に関しては、「測定機のスキャン速度の設定」を参照
してください。

スキャン ダイアログ ボックスの共通機能

以下に説明する機能の多くが、DCC および手動スキャンに共通したものです。あるス
キャンモードに特化した機能は分かりやすく示されています。

スキャンの種類

スキャンタイプリスト

[スキャン]ダイアログボックスの[スキャンの種類]リストを使用して、ダイアログボックス
を閉じずにスキャンの種類を変更して、別のスキャンの種類を選択できます。
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ID

[スキャン]ダイアログボックスのIDボックスには、作成するスキャンのIDを表示します。

スキャン パラメータエリア

スキャンダイアログボックスのスキャンパラメータエリアが実行されているスキャンの種
類に応じてさまざまなコントロールを提供しています。各スキャンの種類の下にある特定
のトピックを参照してください：

線形オープンスキャンパラメータ

パッチｽｷｬﾝのﾊﾟﾗﾒｰﾀ

境界スキャンパラメータ

グリッドスキャンパラメータ

[CAD コントロール] エリア

必要に応じて[スキャン]ダイアログボックスの[詳細>>]ボタンをクリックして、完全なダ
イアログボックスを表示します。

開いた線スキャン用スキャンダイアログボックス

図形タブをクリックして、CADコントロールエリアを表示します。このエリアを使用し
て、「理論点」を定義するCAD面要素を指定できます。
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[CAD コントロール] エリア

場合によっては、スキャンが特定の表面上で開始され、終了前に他の多くの表面を移動す
る場合があります。このような場合、PC-DMISはスキャンを生成するのに使用するCAD
要素が分かりません。このため、PC-DMISはCAD モデルのすべての表面を検索する必要
があります。CAD モデルに多くの表面が存在する場合、スキャンの生成が成功するまで
に長い時間を要する場合があります。

この機能を使用して CAD 面を選択するには、CAD の面データをインポートし使
用する機能を持つことが必要です。必ず、表面を描画するボタン（ ）を選択し
てください。このボタンを選択しない場合、CADモデルをクリックしたときに選
択された面の代わりに最も近いワイヤーが選択されます。

特定の面をスキャンする

[選択] チェックボックスを選択します。

適切な面をクリックします。CAD面を選択したら、それがグラフィック表示ウィン
ドウにハイライト表示されます。状態バーには、選択された表面数が表示されま
す。

間違った面を選択した場合、Ctrlを押してその面を2度クリックします。これによって面が
選択解除されます。[すべて選択解除]ボタンを使用するとハイライトされた面すべてが一
度に選択解除されます。

サーフェスの選択が完了したら、[選択]チェックボックスをオフにします。選択された面
が維持されます。

[選択]チェックボックスをオフにすると、PC-DMISは表面上のクリックをスキャンパスを
作成するクリックと見なします。

以下のオプションが利用できます：

[選択] チェックボックス - 公称値検索に使用するCADの表面およびワイヤフレーム
要素を選択できます。

[すべて選択解除]ボタン -   [選択]チェックボックスで作成された、強調表示されてい
るすべての表面を一度に選択解除します。
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点変換エリア

点変換エリアへ

[スキャン] ダイアログボックスの [点変換へ] エリアでは、レーザーポイントコマンドを作
成できます。コマンドは、スキャンを構成する点から開始します。

[ヒットの種類] 一覧
デフォルト設定は点なしです。

境界スキャンの場合は、リスト内の面上点またはエッジ点のいずれかを選択できます。他
のすべてのタイプのスキャンでは、面上点のみを選択できます。

ポイントは、折りたたまれた GROUP コマンドで収集されます。コマンドの名前には、関
連するスキャンの名前、それに関連付けられたポイントクラウド、および「エッジ」が付
いたポイントID（エッジポイントを選択した場合）が含まれます。

面上点グループコマンドモードのテキスト
次は、面上点を収集する折り畳まれた GROUP コマンドの例です：

COP           = COP/DATA,TOTAL SIZE=468492,REDUCED 
SIZE=468492,
               FINDNOMS=NO,REF,SCN1,,
SCN1           =  FEAT/SCAN,PERIMETER,NUMBER OF HITS=4,
               SHOW 
HITS=NO,SHOWALLPARAMS=NO,POINTCLOUDID=COP
               MEAS/SCAN
               BASICSCAN/PERIMETER,NUMBER OF HITS=4,
               SHOW HITS=NO,SHOWALLPARAMS=NO
               ENDSCAN
               ENDMEAS/
SCN1_COP_PNT_GRP1=GROUP/SHOWALLPARAMS=NO
               EXECUTION CONTROL=AS MARKED
               ENDGROUP/ID=SCN1_GRP1 

次に、エッジ点を収集する GROUP コマンドの例を示します。
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SCN2       =FEAT/SCAN,PERIMETER,NUMBER OF HITS=3,SHOW 
HITS=NO,SHOWALLPARAMS=NO,POINTCLOUDID=COP
            MEAS/SCAN
            BASICSCAN/PERIMETER,NUMBER OF HITS=3,SHOW 
HITS=NO,SHOWALLPARAMS=NO
            ENDSCAN
            ENDMEAS/
SCN2_COP_EDGEPNT_GRP2=GROUP/SHOWALLPARAMS=YES
            EXECUTION CONTROL=AS MARKED
PNT5         =FEAT/LASER/EDGE POINT/DEFAULT,CARTESIAN
            THEO/<133.992,0,0>,<0,-1,0>,<0,0,1>
            ACTL/<133.992,0,0>,<0,-1,0>,<0,0,1>
            TARG/<133.992,0,0>,<0,-1,0>,<0,0,1>
            DEPTH=0
            INDENT=1.5
            SPACER=0.5
            SHOW FEATURE PARAMETERS=NO
            SHOW_LASER_PARAMETERS=YES
              REFERENCE ID=COP
              SOUND=OFF
              HORIZONTAL CLIPPING=3,VERTICAL CLIPPING=3
              REMOVE POINTS WITH NORMALS OUTSIDE=ON,10
PNT6       =FEAT/LASER/EDGE POINT/DEFAULT,CARTESIAN
            THEO/<138.992,0,0>,<0,-1,0>,<0,0,1>
            ACTL/<138.992,0,0>,<0,-1,0>,<0,0,1>
            TARG/<138.992,0,0>,<0,-1,0>,<0,0,1>
            DEPTH=0
            INDENT=1.5
            SPACER=0.5
            SHOW FEATURE PARAMETERS=NO
            SHOW_LASER_PARAMETERS=YES
              REFERENCE ID=COP
              SOUND=OFF
              HORIZONTAL CLIPPING=3,VERTICAL CLIPPING=3
              REMOVE POINTS WITH NORMALS OUTSIDE=ON,10
PNT7       =FEAT/LASER/EDGE POINT/DEFAULT,CARTESIAN
            THEO/<143.992,0,0>,<0,-1,0>,<0,0,1>
            ACTL/<143.992,0,0>,<0,-1,0>,<0,0,1>
            TARG/<143.992,0,0>,<0,-1,0>,<0,0,1>
            DEPTH=0
            INDENT=1.5
            SPACER=0.5
            SHOW FEATURE PARAMETERS=NO
            SHOW_LASER_PARAMETERS=YES
              REFERENCE ID=COP
              SOUND=OFF
              HORIZONTAL CLIPPING=3,VERTICAL CLIPPING=3
              REMOVE POINTS WITH NORMALS OUTSIDE=ON,10
            ENDGROUP/ID=SCN2_COP_EDGEPNT_GRP2

面上点とエッジポイントは、スキャンで指定した点群から抽出されます。
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境界スキャンの[スキャン]ダイアログボックスを使用して、点群から抽出された面上点と
エッジ点を示す次の図を検討してください：
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点だけを作成
[ポイントのみ作成]チェックボックスをオンにすると、PC-DMISはスキャンコマンドを作
成しません。この場合、 GROUP コマンドにはスキャンの名前は含まれません。

両方のコマンドを作成する場合、 SCAN コマンドは編集ウィンドウの GROUP コ
マンドに先行します。

理論スキャン点エリア

スキャンの理論点は、次のいずれかの方法で定義できます：

ファイルからそれらの読み取り

マシンの位置の読み

定義された境界点からそれらの作成

CAD データの使用

これらのトピックは後でこのセクションで詳しく説明されています。

理論スキャン点エリア

理論上の点の編集

理論上の点を編集するには、[＃] 列で希望する点の番号をダブルクリックします。

列番号

これにより、[理論データの編集]ダイアログ ボックスが表示されます。このダイアログ 
ボックスを使用して X、Y、Z、I、J、K の値を編集します。ダイアログボックスのタイト
ルバーには編集中の点の ID が表示されます。
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[次へ]、[前へ]、および [ベクトルを反転] ボタンが表示された [理論データの編集] ダイアログ 
ボックス

次へまたは前へボタンをクリックして、理論上の点を切り替えます。

反転ベクトルボタンをクリックして、選択された点のベクトルを反転します。

理論点の削除

任意のスキャンタイプの [理論点] リストは簡単に消去できます。[理論点] リストの内部を
右クリックします。[理論点をリセット] プロンプトが現れます。プロンプトをクリックす
るとリストからすべての点が消去されます。

ﾌｧｲﾙ読み込み

ファイルの読み込みボタンは、テキストファイルから理論上の点を読み込むようPC-
DMISに指示します。点は X,Y,Z,I,J,K のカンマ区切り形式である必要があります。点の間
の空白は新しいスキャンの線が始まることを示します。

手動点

マニュアルのポイント ェックボックスを選択することで、手動で理論ポイントリストに
ポイントを追加することができます。これらのポイントを取得するには、プローブを目的
の場所に移動し、ジョグボックスのプローブ有効ボタンをクリックするか、またはCAD
ファイルのポイントをクリックします。

新しい線

新しい線チェックボックスはパッチスキャンのみで有効です。新しい線 チェックボック
スを選択すると、取得する手動点から新しい線を開始することをPC-DMISに指示しま
す。

ｽﾌﾟﾗｲﾝ点

手動でポイントを取るときの間隔とパスは、通常に矛盾しています。スプラインポイント
ボタンで、スプラインポイントでは、ただし、手動でポイントのリストを介してパスに
沿ってスプライン曲線を構築することができ、スムーズで等間隔にパスを作成します。リ
ニアオープンスキャンの場合、PC-DMISは切断面にすべての点を配置します。パッチを
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スキャンし、それはそれぞれがその行をスキャン切断面上に線をスキャンポイントを配置
します。

スプライン点ボタンは周辺スキャンでは利用できません。

スプライン点ボタンをクリックすると、点の補間/近似ダイアログ ボックスが表示されま
す。

点の補間法/近似ダイアログボックス

曲線形式

スプライン ルーチンで構築される曲線には以下の 3つの種類があります：

オープン - このオプションは端が開いた曲線を作成します。これは、曲線がある位
置から開始し別の位置で終了することを意味します。

クローズド：このオプションは端が閉じた曲線を作成します。これは、曲線の開始
位置と終了位置が同じであることを意味します。

線：このオプションは[オープン] オプションとも 閉鎖 オプションとも異なります。
理論上の点を使用しないで、境界点を使用してその境界点内に境界点の方向規則に
従う直線を作成します。

計算方式

スプラインルーチンで使用できる計算方式は 2つあります。

概算：このオプションでは、新しい点が取得された位置から滑らかな曲線を生成するため
に、パスが実際の入力点から若干外れることを許容します。

補間：このオプションでは、曲線が各入力点を正確に通過するようになります。
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加重値

近似値 計算タイプを選択した場合に、このリストには使用可能になります。曲面を構築
する場合、より大きな加重をさらに離れた点を与えることができます。このオプションは
はいといいえの2つの選択肢があります。

点間隔形式

このオプションでは、スプラインルーチンの出力点を制御することができます。

密度：このオプションでは、各出力点の間の増分距離を指定することができます。PC-
DMISは曲線の長さと増分をユーザが指定した出力点の数を定義します。

ヒット数：このオプションでは、ユーザーが出力において希望する点の数を指定すること
ができます。どんなに曲線の長さで、PC-DMISは曲線の長さ以上に均一にユーザーに提
供したポイントを配置します。

増分

このボックスは、 点間隔のタイプの増分値、すなわち密度またはヒット数のいずれかを
保持します。

境界ポイントのエリア

PC-DMISは、ユーザに走査の境界線を定めさせます。ユーザは、これらの方法でこれを
することができます：

直接に個々の境界線点のXYZの値を入力してください。

レーザーセンサを使って点を計測します。

CADデータの使用

境界点とﾍﾞｸﾄﾙエリア

自由形状スキャンでは境界点は不要であり、利用できません。
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コラム・ヘディングの権利または左のエッジを望ましいサイズにクリックしてドラッグす
るすれば、境界点一覧のコラム幅を変えることができます。ソフトウェアはそれが変わる
たびに、PC-DMIS Settings Editorにこの情報を保存します。

入力で境界ポイントの設定

入力でスキャンの境界を設定するには：

[#] カラムで希望の境界点をダブルクリックして、[スキャン項目の編集] ダイアログ
ボックスを表示します。

[スキャン項目の編集]ダイアログボックス

X、YまたはZ の値を手動で編集します。

[OK]ボタンをクリックして、変更を適用します。

次へをクリックして、変更を受入れ、編集のための次の境界点を表示します。

測定点方式を用いた境界点の設定

測定されたポイントを使用してスキャンの境界を設定するには：

レーザーセンサーを希望の位置に置きます：

ジョグボックスのプローブ有効化ボタンを押します (DEA、Brownおよびシャープの
機械でのみ使用できます)。

これは境界点およびベクトルリストで現在選択されている境界点の値を自動的
に更新します。次に、ソフトウェアはリストにおける次の境界点 (存在する場
合)を 選択します。

パッチスキャンの場合、選択された点がリスト内の最後の点である場合、PC-
DMISは余分な境界点を自動的に追加します。パッチスキャンは最後の点を表
示します (これは以前の点と同じです)。OK ボタンをクリックすると、PC-
DMISはこの最後の点を削除します。

ジョグボックスのプローブ有効化ランプはプローブ有効化ボタンを押すたびにオ
フとオン間で切り換わります。これは重要ではなく、プローブ自体には影響を与
えません。
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CADデータ方式を用いた境界点の設定

PC-DMIS では、表面のCADデータを使用して境界点を選択することができます。

CAD の面のデータを使用するときは：

ソリッドな CAD データをインポートしておくようにしてください。

[描画面] アイコン で選択します。

グラフィックの表示ウィンドウで目的の位置をクリックし、境界点を選択します。
PC-DMISは選択された面をハイライトし、現在選択されている境界点を自動的に更
新値を設定します。PC-DMIS は焦点が次の境界ポイントに移動します (利用可能な
場合は)。パッチのスキャンの場合は、現在のポイントが一覧内の最後のポイントで
ある場合、追加のポイントが自動的に追加されます。

境界点の編集

境界点は ‘#’ 列で希望する点の番号をダブルクリックして編集することができます。

列番号

こうすることで[スキャン項目の編集] ダイアログボックスが表示され、X, Y, Z の値の編集
が可能となります。これにより、スキャン項目の編集ダイアログボックスが表示され、
X、Y、Zの値を編集できます。

[スキャン項目の編集]ダイアログボックス

境界点消去

任意のスキャンタイプの [境界点] リストを簡単にクリアすることができます。

カーソルが [境界点] リストの内部にあるときに右クリックします。

表示される境界線点をリセットボタンをクリックして、ゼロまですべての境界線点
をリセットします。境界点数は、走査タイプごとに最低限にセットされます。
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生成

[生成] ボタンはCAD データを使用した DCC スキャンでのみ使用可能です。

スキャンの境界点を定義した後に、[生成] ボタンをクリックします。PC-DMIS は開始点
と切断ベクトルによって定義された平面でCAD をスライスし、このスライスによって定
義された曲線から理論上の点を生成します。ここで、[作成] ボタンを押すと、 公称上の
ヒットデータでのスキャンが測定ルーチンに挿入されます。

やり直し

[元に戻す] ボタンを使用すると、生成 トピックに記載されているとおり、[生成] ボタンを
使用して生成されたヒットを削除できます。

境界点の追加および削除

ボタンの追加/削除

[追加]および[削除] ボタンを使うと、境界点を境界点リストへ追加または削除できます。
各タイプのスキャンに関しては、いくつかの制約があります。例えば、開いた線のスキャ
ンでは開始点、方向点、および終了点しか取りません。これ以上の点を追加したり、これ
らの点を削除することはできません。各スキャンに対する特定の制約を参照してくださ
い。

[ベクトル] エリア

境界点とﾍﾞｸﾄﾙエリア

境界点と ベクトル エリアの底部はPC-DMISがスキャンの開始と停止に使用するベクトル
のリストを表示します。下記のベクトルのいくつかは特定のスキャンリストに存在しない
場合があり、それらがスキャンに使用されないことを示します。詳細については各スキャ
ンを参照してください。ベクトルコラムで編集しようとするベクトルをダブルクリックし
てこれらの各ベクトルを編集できます。
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ベクトル列

[スキャン項目の編集]ダイアログボックスが表示されます。

[スキャン項目の編集]ダイアログボックス

I、J、およびKボックスを使用して、I、J、およびKの値を編集できます。

[次へ] - このボタンは[初期ベクトル] 一覧で利用可能なベクトルが順に表示されま
す。一部の初期ベクトルは反転することができます。その場合、[反転]ボタンが[ス
キャン項目の編集] ダイアログボックスで利用可能になります。

反転 - このボタンは、選択したベクトルの方向を反転します。

ベクトルのグラフィック的表現

スキャンの開始、方向および終了点を設定するとき、PC-DMIS を使うと、初期接触ベク
トル、方向ベクトルおよびスキャンが止まる境界平面に法線なベクトルにグラフィック的
表現を見ることができます。

これらのベクトルはパーツの [グラフィック表示] エリアに、青、緑そしてオレンジ色の矢
印で表示されます。

ベクトルを示す色付き矢印

ﾍﾞｸﾄﾙ ｸﾞﾗﾌｨｯｸ表示

初期接触 青矢印

方向 緑矢印
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3.

境界平面 オレンジ矢印

初期接触ベクトル (InitVec)

[初期接触ベクトル] 行に表示される値は、PC-DMIS がスキャン過程で最初の接触を取る
のに使用するベクトルを示しています。

I, J, K 初期接触ベクトルを編集するには：

ベクトル列のInitVectをダブルクリックして、[スキャン項目の編集] ダイアログボッ
クスを開きます。

値を変更します。

[OK]ボタンをクリックして変更を確定し、ダイアログボックスを閉じます。

切断面ベクトル(CutVec)

切断面はDCC スキャンの計算向けに内部的に使用されます。この切断面は初期接触ベク
トルと、開いた線の DCC スキャン用の最初と最後の点の間のベクトルにから派生しま
す。切断面ベクトルがどのように派生するかの詳細は個々のスキャンを参照してくださ
い。

終了接触ベクトル (EndVec)

終了接触ベクトルとは、スキャンの終了行でのアプローチ ベクトルです。これは、単に
スキャンを止めるか、または次の行(パッチスキャンの場合)への移動に使用されます。

ポイントクラウドの基準要素

ポイントクラウドの基準要素は、PC-DMISがスキャンされた表面データを配置する利用
可能なポイントクラウドオブジェクトの一覧を表示します。この一覧からポイントクラウ
ドを選択する必要があります。さもないと、PC-DMISはスキャンを作成できません。

測定

[測定] チェックボックスを選択して [作成] ボタンをクリックすると、PC-DMIS は即座に
スキャン測定を開始します。[作成] をクリックするときに [測定] を選択しない場合、PC-
DMIS は後に測定が可能なスキャンオブジェクトを編集ウィンドウに挿入します。これに
よってユーザーは、編集ウインドウに挿入して後で測定できる一連のスキャンを設定でき
ます。
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スキャン速度の変更

定義されたレーザースキャンパスの理論上のスキャンポイントでスキャン速度を設定でき
ます。PC-DMISは、スキャン中に理論上の点を通過した後、この速度でレーザープロー
ブを移動します。

非常に大きなパーツでは、次のことができます：

円やスロットなどの要素がある領域でより多くの点を収集します。より多くの点を
収集するために、要素を抽出する必要があるスキャン速度を下げることができま
す。

要素が存在しないエリアで収集する点を減らします。収集する点を減らすために、
抽出する要素が存在しない場所でスキャン速度を上げることができます。

これらの速度変更点の設定により、スキャン速度をより詳細に制御でき、スキャン時間を
短縮できます。

スキャン速度を変更するには、次の手順を実行します：

[理論上のスキャン点]エリアから、理論上のスキャン点を選択します。

選択された理論上のスキャン点の行を右クリックして、メニューを表示します。

メニューから[スキャン速度を変更]を選択して、[スキャン速度の編集]ダイアログ
ボックスを開きます。[スキャン速度]ボックスに値を入力します。

レーザーストライプの間隔からスキャン速度を計算するには、[レーザーストライプ

の間隔を計算]アイコン をクリックします。これにより、[スキャン速度の計算]ダ
イアログボックスが開きます。

ボックスに値を入力し、[計算]をクリックします。PC-DMISは、スキャン速度をミ
リメートル/秒で計算します。PC-DMISは、計算された値を[スキャン速度の編集]ダ
イアログボックスの[スキャン速度]ボックスに挿入します。

[OK]をクリックして、このスキャン速度の値を設定します。

複数の点で速度を設定する
複数の理論点でスキャン速度を設定するには、Ctrlキーを押しながら＃列の点をクリック
します。PC-DMISは、CADで選択されたすべてのアイテムを黄色で強調表示します。点
の選択を解除するには、Ctrlキーを押しながら、選択したポイントをクリックします。

CADでスキャン速度変更点を選択するには、グラフィック表示ウィンドウでCAD上の球
をクリックします。PC-DMISは、点を黄色で強調表示します。点の選択を解除するに
は、選択された球をクリックします。

CADで複数の点を選択するには、点をクリックして選択します。すべての点の選択を解除
するには、ダイアログボックスの灰色エリアのどこかをクリックします。
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理論的なスキャン点のテキスト（緑色のテキスト）およびグラフィック（緑色の球体）
ビュー。グラフィックビューでは、スキャン速度（緑色）のラベルに、その時点で設定されて
いる速度が表示されます。

右クリックメニュー
理論点をすべて削除 - このオプションは、スキャンを再作成するためにすべての理論点を
削除します。

スキャン速度を変更 - このオプションでは、理論上の単一のポイントで速度を変更できま
す。スキャンはこの速度を使用します。

スキャン速度のリセット - このオプションは、選択した理論点のスキャン速度を元の速度
にリセットします。

スキャン速度をすべてリセット -このオプションは、すべての理論点のスキャン速度を元
の速度にリセットします。

[生成]または[スプラインポイント]ボタンをクリックすると、PC-DMISはパスポイントを
変更します。スキャン速度の変更を元のパスポイントに割り当てると、PC-DMISは小さ
な公差範囲内で元のスキャン速度の変更点に最も近い点を見つけようとします。接近点が
利用可能な場合、PC-DMISは新しいスキャン速度変更点を割り当てます。接近点が利用
できない場合、PC-DMISはスキャン速度変更点を削除します。

[生成]または[スプラインポイント]ボタンをクリックした後、すべてのパスポイントが定義
されたことを確認します。

速度変更点は、FDCコントローラーを備えた測定機でのみ使用できます。コント
ローラーが制御点をサポートしていない場合、PC-DMISはスキャン速度を変更せ
ずにスキャンを実行します。

PC-DMIS 2020 R1以前では、PC-DMISは速度変更点を支援していません。PC-
DMIS 2020 R1以前に測定ルーチンを保存すると、PC-DMISは速度変更点を削除
します。その古いバージョンで測定ルーチンを開くと、速度変更点は使用できま
せん。これにより、一定のスキャン速度で測定ルーチンを確実に実行できます。
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1.

2.

3.

4.

5.

高度な開いた線のスキャンの実行

[開いた線のスキャン]ダイアログ ボックス

線形オープン走査方法では、線に沿って面を走査します。この方法では、直線の開始点と
終了点を使用し、切断面を計算するための方向点も必要です。スキャン中、プローブは常
に切断面上を移動します。

開いた線のスキャンの作成方法

レーザープローブが有効になっていることを確認します。

PC-DMISをDCCモードにします。

挿入 | スキャン | 開いた線 メニュー項目 を選択します。[線形オープンスキャン]オ
プションが既に[スキャンの種類]一覧で選択された際に[スキャン]ダイアログボック
スが表示されます。

スキャンですべてのサーフェスではなく、開始点と終了点の間の一部のサーフェス
を移動する場合は、[選択]チェックボックスを使用して、「CADコントロール」の
トピックで説明されているようにそれらのサーフェスを選択します。必要に応じて
ダイアログボックスの右上角の詳細>>ボタンをクリックすることにより、これらの
コントロールにアクセスして、次に、底で図形タブをクリックします。

スキャンパスを定義するために境界点を使用する場合は 「[境界点] エリア」トピッ
クに記載の手順に従って、点 1 (開始点)、点 D (スキャンの方向) および点 2 (終了
点) を追加します。
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6.

a.

b.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

始点と終点の間のすべての面をスキャンする場合は、すべての面を選択する必要は
ありません。PC-DMISですべての表面を自動的にスキャンするには：

1、D、及び2点を選択してから、[グラフィックス]タブの[詳細]セクションにア
クセスします。

[選択]チェックボックスをオンにします。次に、[すべて選択解除]をクリックし
て、選択したサーフェスを選択解除します。

この手順の後半で[生成]ボタンを選択すると、PC-DMISは、開始点と終了点の間の
すべての表面にわたってスキャンを自動的に生成します。

ベクトル一覧にあるベクトルに変更を加えます。ベクトルをダブルクリックして、
スキャン項目の編集ダイアログボックスで変更を行った後、OKをクリックして、ス
キャンダイアログボックスに戻ります。

ID ボックスにスキャンの名前を入力します。

スキャンを実行して作成時に測定する場合は、[測定]チェックボックスをオンにしま
す。

増分ボックスに生成された理論点の間の距離を設定します。

読み取りファイル、マニュアルヒット数、作成、とスプラインポイント オプション
からのスキャンパッチの定義用の形式を選択します。

必要に応じて、個別の点を削除できます。それらを削除するには、理論経路エリア
から一度に1つずつ選択し、キーボードでDeleteキーを押します。

必要に応じて、スキャンに補充的な変更を行います。

[ポイントクラウドの基準要素]ボックスに、サーフェスデータを受け取るポイントク
ラウドオブジェクトのIDを入力します。

ヒットタイプリストでは、スキャンデータを面上点のレーザーコマンドに変換する
場合に、面上点を選択できます。PC-DMISは、作成ボタンをクリックすると、これ
らのコマンドを編集ウィンドウに挿入します。

警告： [計測]チェックボックスをオンにして[作成]をクリックすると、計測
機から離しておく必要があります。ソフトウェアは測定ルーチンを開始
し、測定機は移動します。ユーザが測定機から離れていないと、けがが発
生する恐れがあります。

[作成] ボタンをクリックします。[ポイントのみを作成]チェックボックスが選択され
ていない場合、PC-DMISはスキャンを編集ウィンドウに挿入します。
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•

•

•

ｽｷｬﾆﾝｸﾞﾊﾟﾗﾒｰﾀ

[スキャンパラメータ] エリアの [増分] ボックスによって、[生成] ボタンをクリックしたと
きの理論点間の増分距離を設定できます。

ﾍﾞｸﾄﾙ

使用したベクトル

切断面(CutVec)

初期接触 (InitVec)

終了タッチ (EndVec)

詳細は、[スキャン] ダイアログボックスの共通機能下の「ベクトル」を参照してくださ
い。

カット平面ベクトル(CutVec) は初期接触ベクトル(InitVec) と開始および終了点間
の線の外積です。

高度なパッチ スキャンの実行

[パッチ スキャン]ダイアログ ボックス
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1.

2.

3.

4.

5.

パッチ スキャン
は、互いに並行な
複数の開いた線の
スキャンの集まり
と似ています。

パッチスキャンメソッドはスキャンパラメータに基づいてパートの表
面をスキャンします。各スキャンラインを実行中、プローブは常に切
断面上を移動します。増分 値を使用して各ライン上の点間距離を決定
します。線の端でスキャンが境界に達すると、スキャンは増分2の値
だけ次の線に移動して、反対方向に移動する新しいスキャン線を開始
します。下図にこのプロセスを記載します。

パッチスキャン増分の例

パッチスキャンの作成方法

レーザープローブが有効になっていることを確認します。

PC-DMISをDCCモードにします。

挿入 | スキャン | パッチ メニュー項目 を選択します。パッチスキャンオプションが
既にスキャンタイプリストから選択された状態でスキャンダイアログボックスが現
れます。

増分および増分2の値を設定します。これらは、生成またはスプラインボタンを押し
た時、または新しい線チェックボックスをを選択してスキャンを定義する場合に、
点の間隔を定義します。増分はスキャン線の各点の間隔を定義し、増分2はスキャン
線の間隔を定義します。

アクティブなセンサーが HPL-10.10 センサーである場合、パッチスキャンから自由
形状スキャンにスキャンタイプを変更することを考慮してください。これを行うに
は、[自由形状スキャンとして作成] チェックボックスを選択します。

自由形状スキャンは HPL-10-10 センサーを使用するときには最良のスキャ
ンタイプであることが分かります。このスキャンはパッチスキャンと異な
り各パスの後で停止しないからです。このため HPL-10-10 センサーを使用
するときは、[自由形状スキャンとして作成する] チェックボックスオプショ
ンを使用して、パッチスキャンを自由形状スキャンに変換することを考慮
してください。
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6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

スキャンが複数の面を横切る場合は、「CADコントロール」のトピックで説明した
ように面を選択することを検討します。

境界点を使用してスキャンパスを定義する場合は、1点（開始点）、D点（スキャン
を開始する方向）、2点（1行目の終点）、3点（最小領域を生成する）、および必
要に応じて4点（正方形または長方形のエリアを形成する）を追加します。これによ
り、スキャンの領域が選択されます。これらの点は「境界点」トピックで説明した
適切な手順に従って選択します。

ベクトル一覧にあるベクトルに変更を加えます。ベクトルをダブルクリックして、
スキャン項目の編集ダイアログボックスで変更を行った後、OKをクリックして、ス
キャンダイアログボックスに戻ります。

ID ボックスにスキャンの名前を入力します。

スキャンを実行して作成時にそれをスキャンを測定する場合に、 測定 チェックボッ
クスをマークします。

生成ボタンを選択してグラフィックの表示ウィンドウにCADモデル上のスキャンの
プレビューを生成します。スキャンを生成すると、PC-DMISは開始点でスキャンを
開始し、選択した方向に沿って境界点まで回ります。その後、スキャンは選択され
たエリアに沿って行を走査し、処理が終了するまで指定された増分値で走査しま
す。

必要に応じて、個別の点を削除できます。それらを削除するには、理論経路エリア
から一度に1つずつ選択し、キーボードでDeleteキーを押します。

必要に応じて、スキャンに補充的な変更を行います。

[ポイントクラウドの基準要素]ボックスに、サーフェスデータを受け取るポイントク
ラウドオブジェクトのIDを入力します。

ヒットタイプリストでは、スキャンデータを面上点のレーザーコマンドに変換する
場合に、面上点を選択できます。PC-DMISは、作成ボタンをクリックすると、これ
らのコマンドを編集ウィンドウに挿入します。

警告： [計測]チェックボックスをオンにして[作成]をクリックすると、計測
機から離しておく必要があります。ソフトウェアは測定ルーチンを開始
し、測定機は移動します。ユーザが測定機から離れていないと、けがが発
生する恐れがあります。

[作成] ボタンをクリックします。[ポイントのみを作成]チェックボックスが選択され
ていない場合、PC-DMISはスキャンを編集ウィンドウに挿入します。
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•

•

•

パッチｽｷｬﾝのﾊﾟﾗﾒｰﾀ

パッチスキャンを作成して測定する場合、以下に説明した増分と増分2 ボックスを利用で
きます。

増分

増分 では、生成またはスプライン/ラインがスキャンパッチの定義に使用される場合に各
ポイント間の増分距離を設定できます。

増分２

増分2 では、生成またはスプライン/ラインがスキャンパッチの定義に使用される場合に各
ポイント間の増分距離を設定できます。

初期ﾍﾞｸﾄﾙ

使用したベクトル

切断面(CutVec)

初期接触 (InitVec)

終了タッチ (EndVec)

切断面ベクトルは初期接触ベクトル (InitVect) と一および二番目の点の間にある線が交差
することによって得られます。切断面ベクトルは、2番目と3番目の点の間の線を用いて正
しい方向に設定されます。終了接触ベクトル（EndVec）は、2番目の境界線点をとるのに
用いられるベクトルで、最初の列を完了した後に2番目の列へジャンプするのに用いられ
ます。
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1.

2.

3.

4.

a.

b.

高度な周囲のスキャンの実行

[周囲のスキャン]ダイアログ ボックス

境界スキャン メソッドは、選択された面に基づいてパーツの表面をスキャンします。こ
の手順は、作成された境界内で選択された面を通過します。

周囲スキャンの作成方法：

周囲スキャンの作成方法：

レーザープローブが有効になっていることを確認します。

PC-DMISをDCCモードにします。

挿入 | スキャン | 周辺 メニュー項目 を選択します。周辺スキャンが既にスキャンタ
イプリストで選択された状態でスキャンダイアログボックスが現れます。

境界の作成に使用する表面 (複数も含む) を選択します。複数の表面を選択する場
合、スキャンされるのと同じ順番で表面を選択する必要があります。必要な表面 (複
数も含む) を選択するための手順は次のとおりです：

[選択] チェックボックスが選択されていることを確認します。スキャンしよう
とする各表面をスキャンしたい順番で選択します。PC-DMIS は表面を選択す
るとそれを強調表示します。

必要な面が全て選択されたら、[選択]チェックボックスをオフにします。
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c.

d.

e.

5.

•

•

•

•

6.

7.

8.

9.

スキャンを開始する境界の近くの面をクリックします。これが開始点となりま
す。

スキャンを実行する方向で、同じ表面をもう一度クリックします。これは方向
点てす。

スキャンが終了する点をクリックします。この点はオプションです。終了点が
指定されない場合は、開始点に戻った時点でスキャンが終了します。

[スキャンパラメータ] エリアに適切な値を入力します。それには下記があります。

増分 ボックス

CAD 公差 ボックス

[オフセット] ボックス

オフセット公差 (+/-) ボックス

境界の計算ボタンを選択してスキャンを作成するための境界を計算します。境界上
の赤色のドットは周囲スキャンでヒットを取得する位置を示します。

境界の計算にはそれほど時間がかかりません。

境界が正しくないように見える場合は、[削除] ボタンをクリックして現在の
境界を削除します。次に、別の境界を作成します。

境界が正しくないように見える場合は、通常、CADの公差を増やす必要が
あることを意味します。

CAD公差を変更したら、境界の計算 ボタンをクリックして境界を再計算し
ます。

境界を再計算するよりもスキャンパスの計算に時間がかかるため、境界ス
キャンを実行する前に、境界が正しいことを確認してください。

[オフセット]の値が正しいことを確認します。

生成ボタンをクリックします。PC-DMIS はスキャンを実行するのに使用される理論
値を計算します。この処理は非常に時間のかかるアルゴリズムを含みます。選択さ
れた表面が複雑であったり、計算される点の数が多いと、スキャンパスの計算にか
なりの時間を要する場合があります。5 分程度かかる場合も少なくありません。ス
キャン パスが適切でない場合は、 元に戻すボタンを使用して、生成されたスキャン 
パスを削除します。必要に応じて、オフセット許容値を変更してスキャンを再計算
することができます。

必要に応じて、理論上のパス エリアでそれらを一度に一つ選択して、キーボードの
DELETE キーを押し、個別の点を削除することができます。
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10.

11.

12.

[ポイントクラウドの基準要素]ボックスに、サーフェスデータを受け取るポイントク
ラウドオブジェクトのIDを入力します。

ヒットタイプリストでは、スキャンデータを面上点またはエッジ点のレーザーコマ
ンドに変換する場合に、面上点またはエッジ点を選択できます。PC-DMISは、作成
ボタンをクリックすると、これらのコマンドを編集ウィンドウに挿入します。

警告： 測定 チェックボックスがマークされている場合、 作成をクリックし
たら直ぐに測定機が動き始めることに注意してください。けがを避けるよ
うに、測定機から十分に離れていることを確認してください。

[点のみを作成] チェックボックスが選択されていない場合、編集ウィンドウで [作
成] ボタンをクリックして周辺スキャンを保存します。これはその他のスキャンと同
様に実行されます。

スキャンのダイアログボックスから [自動リスト] ボタン ( ) をクリックし
て、自動リスト機能を有効にすることができます。自動リストオプション
を有効にしているが校正されたルビーチップがない場合、PC-DMIS は校正
が必要な新しいプローブルビーチップを追加した時点でメッセージを表示
して通知します。他のすべてのケースでは PC-DMISは必要なチップ角度に
近い校正されたチップを使用するか、または必要な角度で新しい非校正
チップを追加するかをユーザーに尋ねます。
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これらの 3 表面を選択したとします。各面は互いに接していますが、すべての面
を取り囲む外周が1つの合成境界となります(線で表示)。オフセット距離は、ス
キャンが複合境界からオフセットされる量です（点線で示されます）

周辺スキャンの例

境界スキャンパラメータ

スキャン パラメータエリア

ダイアログボックスのスキャンパラメータ エリアは、周辺スキャンを作成するためのさ
まざまなオプションを可能にします。以下が含まれます。

増分
[増分] ボックスはスキャン上の各ヒット ポイントの間の距離を表示します。

CAD公差
[CAD 公差] ボックスは隣接する面を検出する際に役立ちます。公差が大きいほど、CAD 
の面は離れ、隣接する面として認識されます。
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1.

オフセット
[オフセット] ボックスは、スキャンが作成され実行されるパラメータからの距離を表示し
ます。

オフセット + / -
[オフセット公差(+/-)]ボックスは、オフセット値から許容可能なデビエーションの量を表
示します。ユーザーが提供する値です。

境界の計算
境界を計算 ボタンは、入力面の合成境界を決定します。計算された境界がグラフィック
の表示ウィンドウに赤色の点線で現れます。

削除する
[削除] ボタンは先に作成された境界を削除します。

自由形式の高度なスキャンの実行

[自由形式のスキャン]ダイアログ ボックス

自由形式スキャン法は、特定のルールセットに従うことに制限されないスキャンパスを定
義します。スキャンパスは戻ってそれ自体と交差することを含め、任意の方向に移動する
ように定義できます。

自由形式スキャンの作成
PC-DMISをDCCモードにします。
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2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

挿入|スキャン|自由形状メニューアイテムを選択します。[スキャン]ダイアログボッ
クスが開き、[スキャンの種類]リストで[フリーフォームスキャン]が既に選択されて
います。

スキャンパスを定義する必要があります。これを実行するにはファイルの読み込み
オプションまたは手動点方式を使用します。

必要に応じて、個別の点を削除できます。それらを削除するには、理論経路エリア
から一度に1つずつ選択し、キーボードでDeleteキーを押します。

5 個以上の 理論的な点を選択した後、パスをうまく定義するために、スプライン点
オプションを使用します。

必要に応じて、スキャンに補充的な変更を行います。

[ポイントクラウドの基準要素]ボックスに、サーフェスデータを受け取るポイントク
ラウドオブジェクトのIDを入力します。

ヒットタイプリストでは、スキャンデータを面上点のレーザーコマンドに変換する
場合に、面上点を選択できます。PC-DMISは、作成ボタンをクリックすると、これ
らのコマンドを編集ウィンドウに挿入します。

警告： [計測]チェックボックスをオンにして[作成]をクリックすると、計測
機から離しておく必要があります。ソフトウェアは測定ルーチンを開始
し、測定機は移動します。ユーザが測定機から離れていないと、けがが発
生する恐れがあります。

[作成] ボタンをクリックします。[ポイントのみを作成]チェックボックスが選択され
ていない場合、PC-DMISはスキャンを編集ウィンドウに挿入します。

スキャンのダイアログボックスから [自動リスト] ボタン ( ) をクリックし
て、自動リスト機能を有効にすることができます。自動リストオプション
を有効にしているが校正されたルビーチップがない場合、PC-DMIS は校正
が必要な新しいプローブルビーチップを追加した時点でメッセージを表示
して通知します。他のすべてのケースでは PC-DMISは必要なチップ角度に
近い校正されたチップを使用するか、または必要な角度で新しい非校正
チップを追加するかをユーザーに尋ねます。
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グリッド高度スキャンの実行

[グリッドスキャン]ダイアログ ボックス

グリッドスキャン法は、表示可能な矩形内に点のグリッドを作成し、選択されたサーフェ
スの上にそれらの点を投影します。長方形とその中の点のグリッドは、[CAD]タブのCAD
モデルの方向によって異なります。

境界内でスペースを空けて選択された 1 つまたは複数の表面にドロップするヒット数を定
義するには、[Aに沿ったヒット]ボックスと[Bに沿ったヒット]ボックスを使用します。

点群から抽出されたグリッド面上点を示す以下の図を検討してください。
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1.

2.

3.

 

 

グリッドスキャンの作成
レーザープローブが有効になっていることを確認します。

CADモデルをソリッドモードにします。

PC-DMISをDCCモードにします。
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4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

1.

挿入 | スキャン | グリッド メニュー項目を選択します。[スキャン]ダイアログボック
スが開き、[スキャンの種類]リストで[グリッドスキャン]が既に選択されています。

グリッドにカスタム名を使用する場合は、IDボックスにグリッドの名前を入力しま
す。

Aに沿うヒット及びBに沿うヒットボックスで、AとB方向のヒット数を選択した
サーフェスに間隔をあけてドロップする数を指定します。

スキャンに含める表面または表面上の画面上の四角形をクリックして、ドラッグし
ます。この長方形は、グリッドの境界を定義します。境界はCADサーフェスに投影
されます。PC-DMISは、矩形を描いたときに選択されたサーフェス上のCADモデル
上の点を描画します。

一部の表面を選択解除する場合、[選択]チェックボックスをマークします。PC-
DMISは選択された表面を強調表示し、それらの表面のみに点を描画します。たとえ
それらが矩形の境界に含まれていても、選択解除されたサーフェスにはポイントが
描画されません。

間違った面を選択した場合、Ctrlを押してその面を2度クリックします。強調表示さ
れたサーフェスを一度にすべて選択解除するには、「すべて選択解除」ボタンをク
リックします。

グリッドポイントをいつでも再計算するには（つまり、選択したサーフェスに異な
るA値とB値を適用するには）、[グリッドの計算]ボタンをクリックします。

ポイントクラウド参照要素ボックスに、サーフェスデータを抽出するCOPオブジェ
クトのIDを入力します。

[ヒットタイプ]一覧で使用できるオプションは、面上点のみです。これは、ダイアロ
グボックスのスコープがグリッドデータを表面点レーザーコマンドに変換するため
です。PC-DMISは、作成ボタンをクリックすると、これらのコマンドを編集ウィン
ドウに挿入します。

[作成] ボタンをクリックします。PC-DMISは、折りたたまれた グループ コマンドで
面上点レーザーコマンドを編集うウィンドウに挿入します。

DCC 測定機で手動レーザースキャンの実行

DCCマシンの手動レーザー走査は、単にFDCコントローラのみで働き、したがっ
て索引付け可能なヘッドを備えたブリッジ型測定機だけで使用できます。手動
レーザースキャン機能は、 水平腕を持つCW43Lの手首では使用できません。

DCCの測定機の上で手動レーザースキャンを作成するには：

オンラインでレーザセンサーを搭載するPC - DMISを起動します。
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2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

1.

2.

3.

4.

5.

メインメニューから、[ファイル | 新規] を選択して手動モードで機械を起動しま
す。

ジョグボックスの [プローブ有効] ボタンを押します (ボタンの状態に無関係にボタ
ンは1回だけ押せば十分です)。センサーが初期化され、グラフィックの表示ウィン
ドウにレーザタブが表示されます。ソフトウェアは自動的にCOPコマンドを作成し
ます。

注記：プローブツールボックスが開いている場合は依然として、必要に応
じてセンサーのズーム設定を変更することができます。

必要に応じてレーザタブを使用して、範囲内にあるパート上にプローブを配置しま
す。

ジョグボックスで、プローブ有効オプションを「有効」状態に変更します。有効に
しない場合、プローブはデータを収集しません。

ジョグボックスの記録ボタンを押してスキャンを開始します。レーザータブが直ぐ
に閉じ、スキャンされたデータがリアルタイムでCOPオブジェクトに入力されてグ
ラフィック表示ウィンドウに表示されます。

ジョグボックスを使用して、所要のデータ取得範囲が得られるまで、プローブを
パート上に移動してスキャンします。

スキャンを停止するには、再度記録ボタンを押します。

必要に応じて、もう一度 [プローブを有効にする] ボタンを押すと、さらに多くの
データがスキャンされます。PC-DMIS は既存の COP コマンドを空にするかどう
か、または新しいデータを COP コマンドに追加するかどうかをユーザーに促しま
す。

上記のステップ6から繰り返して、スキャンを継続します。

下記によってDCC機械で手動スキャンを作成することもできます：

上記1から4までの手順に従ってください。

ジョグボックスを使用して、[プローブ有効] ボタンを「無効」状態に変更します。

ジョグボックスの記録ボタンを押します。

ジョグボックスのプローブを有効にするボタンを使って、データ収集を「オン」お
よび「オフ」に切り替えます。

ジョグボックスの記録ボタンをもう一度を押して、スキャン停止し、COPデータを
確定します。
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1.

スキャン用のマシンの速度の設定

適切にレーザーでスキャンするためにマシンの速度を定義するには、次の手順を実行する
必要があります：

コントローラはVHSSをサポートする必要があります。CMMによってサポートされ
ているデフォルトでは、PC-DMISはこの高速モードを使用します。

スキャンスピード エントリ、 PC-DMIS のLeitz セクションを参照し、コントローラ
に送る最大速度の値をスキャン制限したことを発見しました。デフォルトでは、こ
れは50mm /秒に設定されています。SCANSPEED/ 編集ウィンドウコマンドで設定
された値はスキャンスピード エントリの値に限定されます。この値は、CMMの制限
に従って増やすことができます。

デフォルトでは、PC-DMISのパラメータの設定 ダイアログ ボックスの光学プロー
ブタブ内にある加速度値は非常に小さく設定されています（10 mm /秒）。スキャン
速度を速くしたい場合、この値をマシンに許容される範囲で目的の値まで大きくす
る必要があります。このタブにアクセスするには、編集| 優先設定| パラメータメ
ニュー項目を選択して、光学プローブタブをクリックします。

ポイントクラウドを読み込んでスキャンをシ
ミュレーションする

ポイントクラウドツールバーのスキャンをシミュレーションするボタン を使って、
読み込まれたポイントクラウドのスキャンをシミュレーションすることができます (表示
| ツールバー | ポイントクラウド)。このボタンには再生と停止 (デフォルト) の2つの状態
があります。

シミュレーションによって、スキャンパスが最初にスキャンされた順番に読み込まれま
す。XYZおよびPSLファイルを読み込んで、スキャンをシミュレーションすることができ
ます。

これによって、以下を行うことができます。

ポイントクラウドが最初にどのようにスキャンされたかを視覚化できます。

シミュレーションのインポート (読み込み) 中にソフトウェアがレーザーデータ収集
設定ダイアログボックスの任意のアクティブ設定をインポートされた (読み込まれ
た) ポイントクラウドデータに適用するため、リアルタイムフィルターの結果を表示
することができます。レーザーデータ収集設定ダイアログボックスについて詳しく
は、本ドキュメントの「レーザーデータ収集設定」トピックを参照してください。

スキャンをシミュレーションする

スキャンをシミュレーションするボタンをクリックして、シミュレーションするダ
イアログを開きます。
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2.

•

•

3.

シミュレーションするダイアログボックスを使用して、インポートしようと (読み込
もうと) するポイントクラウドファイルに移動します。ファイルの種類一覧を使用し
て、表示するファイルの種類をフィルタリングします。

ポイントクラウドファイルにはストライプ情報が含まれていなければなりません。

選択したファイルにストライプ情報が含まれていない場合、シミュレーション
するボタンをクリックすると即座に、PC-DMISは「ストライプ情報がないた
めファイルをシミュレーションできない」というエラーメッセージを表示しま
す。それから、PC-DMISはインポートのプロセスを中断します。

ファイルにストライプ情報が含まれている場合、インポート（読み込み）が続
行されます。PC-DMISは、編集ウィンドウの現在のカーソル位置の下にある
最初のポイントクラウド演算子内にポイントクラウドデータをインポートし
(読み込み) ます。

既存のポイントクラウド演算子に既にデータが含まれている場合、新しいデータは
既存のデータに追加されます。

ポイントクラウド演算子が存在しない場合、PC-DMISは新しいポイントクラウド演
算子を作成します。

シミュレーションするダイアログボックスの頻度ボックスに値を入力して、イン
ポート (読み込み) プロセス中のシミュレーションの速度を設定します。デフォルト
は100であり、範囲は最低速から最高速までの1～500 (両端を含む) です。
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4. [ポイントクラウドをシミュレーションする] ボタン をクリックします。PC-
DMIS は、ポイントクラウドデータをインポートし、ボタンのアイコンが [ポイント

クラウドをシミュレーションする - 停止] アイコン に変わったら、スキャンを
シミュレーションします。再度ボタンをクリックしてシミュレーションを停止し、
ボタンのアイコンを元の状態に戻します。

関連トピック：
レーザーセンサーを使用したパートのスキャン

オンエラーコマンドによるレーザーセンサーエ
ラーの処理
挿入| フロー制御コマンド| オンエラー」オプションは「オン・エラー」ダイアログボック
スを開きます。

「エラー時」ダイアログ ボックス

OnError  コマンドを使用して、実行中、特定のレーザー関連のエラーを発生させるコマ
ンドをスキップするよう PC-DMIS に指示できます。コマンドは単にデフォルト非同期実
行モードに適応します。

このトピックの情報はレーザーの校正に特化しています。このダイアログボックスおよび
それが触覚プローブに適用される方法について詳しくは、PC-DMISコアドキュメントの
「フロー制御による分岐」章の「エラー時の分岐」トピックを参照してください。

Robotic Automation および実行マネージャーのユーザーについての重要な注記
大部分の場合、 OnError  コマンドは OnError/Laser 出力ファイル内の欠陥要素を
レポートしますが、PC-DMIS 測定ルーチンの実行をブロックしません。但し、
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•

•

•

•

▪

▪

Construction または Alignment コマンドが欠陥要素に依存する場合、PC-DMIS はが
安全上の理由でその実行をブロックします。

ユーザーが Robotic Automation および実行マネージャーを使用して PC-DMIS 測定
ルーチンを実行するとき、そのルーチンはオフラインモードでのみ実行されます。
測定ルーチンの実行を一時停止するメッセージを一般的に表示するエラーを PC-
DMIS にスキップするように設定することができます。これによって、欠陥パート
の検出に起因する検査ラインのブロックが回避され、PC-DMIS 実行の観点から欠陥
パートの「パス」が可能になります。

それらのパートは確認し、最終的にはオフラインで排除する必要がありま
す。生産プロセスにおいてこれらの「パスされる」パートを処理する方法
を定義することはユーザーの責任です。

そのオプションを可能にするために、以下の条件を満たす必要があります：

PC-DMIS ライセンスには「Robotic Automation」オプションが含まれている
必要があります。

選択される環境は「Robotic Automation」でなければなりません。

Robotic Automation 環境では、測定機の種類は「Robotic Automation」でなけ
ればなりません。

Robotic Automation 環境では、測定機コントローラタイプは「オフライン」で
なければなりません。

作成またはアライメントで使用されるレーザー要素に欠陥があるとき、適切なライ
センス、環境および測定機設定で構成が正しく定義されると、PC-DMIS 測定ルーチ
ンの継続して実行されます。

例えば、OnError/Laser 出力ファイルからの以下の各項目はこれらのレポートされる
エラーを表示します。

次の要素の実行に失敗しました：

CIR3 : 要素抽出に対するレーザーストライプが見つかりません。

CIR3 : アライメントにおいてエラーを引き起こす (アライメントの平行移動)

下記に注意してください：

作成またはアライメントが未実行の場合、実行サイクル中に後続の測定の一部
またはすべてが通知なく未実行になることがあります。

一部のレーザー要素は OnError/Laser 出力ファイルで「未実行」として表示さ
れないことさえあります。しかし例えば、局所アライメントがスキップされる
ため、それらの測定結果がはレポートでも正しくない可能性があります。
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•

•

◦

◦

•

•

◦

◦

◦

エラータイプ - PC-DMIS Laserは以下のエラー条件を追跡します：

レーザーエラー

閾値範囲外の温度 - X軸、Y軸またはZ軸スケールまたはパートに対する温度の1つま
たは複数がTEMPCOMPコマンドで定義される閾値上限を超えるか、または閾値下
限を下回る場合、測定測定ルーチン内の温度補償コマンドコマンドがこのエラーを
発生させます。詳細については、PC-DMIS Coreドキュメントの「フロー制御によ
る分岐」章の「エラー時の分岐」を参照してください。

測定プログラムにおいてON ERRコマンドは温度補償コマンドの上に置く必
要があります。

エラーモード - PC-DMISはエラータイプに応じて、下記の操作を実行することができま
す。

オフ - このモードでPC-DMISでエラーが発生した場合、コマンドをスキップするの
ではなく、実行が完全に停止します。

GoToラベル - 測定プログラムのフローが定義済みラベルに移動します (PC-DMIS 
Coreドキュメントの「フロー制御を使用した分岐」章の「ラベルの使用」を参照し
てください)。下記のオプションが使用可能になります。

ラベルID - このボックスで、まだ存在していないラベルへの参照を入力しま
す。

現在のラベル - 測定ルーチン内のすべてのラベルを一覧表示します。

変数の設定 - 変数の値を1に設定します。

スキップコマンド - 実行は継続し、PC-DMISはコマンドによって以下のエラーのう
ちのどれかが発生する場合、そのコマンドをスキップします。

要素の実行用のレーザーストライプが見つからない

スキャンデータが存在しない

要素の計算エラー

コマンドは、編集ウィンドウのコマンドモードで、次の構文を持っています：

ONERROR/LASER_ERROR,TOG1

TOG1  = これは エラーモード 設定、オフ、ラベルに飛ぶ、変数の設定 または コマンド
のスキップを定義します。
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◦

◦

◦

◦

◦

◦

ユーザーは要素抽出を実行するとき、PC-DMIS がエラーメッセージを処理する方
法をコントロールできます。また、これは Robotic Automation 環境で測定ルーチ
ンを実行するとき、エラーメッセージが表示されないようにします。詳細につい
ては、PC-DMIS 設定エディタードキュメントの「ファイルへのレーザーエラー出
力」トピックを参照してください。

メッシュコマンドの使用
メッシュツールバー(表示|ツールバー|メッシュ)からすべてのメッシュコマンドを使用で
きます。

メッシュコマンドを以下に記載します。

メッシュ - このオプションは任意数のポイントクラウドからメッシュ要素を作
成するための [メッシュコマンド] ダイアログボックスを表示します。メッシュを作
成するために定義されるCOPがなくてもかまいません。定義されたCOPがない場
合、編集ウィンドウで空のメッシュオブジェクトが作成されます。

このオプションはメインメニュー (挿入 | メッシュ | 要素) から使用できます。ポイ
ントクラウド、クイッククラウドまたはメッシュツールバーからメッシュボタン（

）をクリックしてもアクセスすることができます。オプションまたはボタンを
選択すると、メッシュコマンドダイアログボックスが表示されます。

詳しくは、「メッシュ要素の作成」トピックを参照してください。

メッシュ演算子 - このオプションは、メインメニュー（挿入| メッシュ| 演算子
）または[メッシュ] ツールバーから利用できます。これにより、メッシュ演算子の
作成に使用できる[メッシュ演算子]ダイアログボックスが表示されます。

詳しくは、トピック「メッシュ演算子の作成」を参照してください。

これらの演算子は：

メッシュCROSS SECTION演算子

メッシュEXPORT演算子

メッシュIMPORT演算子

メッシュCOLORMAP演算子

メッシュEMPTY演算子

メッシュ選択 演算子
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STL形式でメッシュをインポート - このボタンは、STLメッシュデータファイ
ルをインポートするために使用できるメッシュデータインポートダイアログボック
スを開きます。メッシュオブジェクトがPC-DMIS Editウィンドウに存在しない場合
は、新しいメッシュオブジェクトが作成され、ソフトウェアによってSTLデータが
インポートされます。メッシュオブジェクトがPC-DMIS Editウィンドウにすでに存
在する場合、ソフトウェアはSTLデータをメッシュオブジェクトに追加します。

詳細は、「メッシュIMPORT演算子」トピックを参照してください。

このオプションはメインメニュー (ファイル | インポート | メッシュ) から使用でき
ます。メッシュツールバーからこのオプションにアクセスすることもできます。

詳しくは、「STLフォーマットでのメッシュのインポート」を参照してください。

STL形式でメッシュをエクスポート - このボタンをクリックすると、STL ASCII
またはSTL Binファイル形式でメッシュをエクスポートするために使用できる[メッ
シュデータをエクスポート]ダイアログボックスが開きます。

詳細は、「メッシュEXPORT 演算子」を参照してください。

このオプションはメインメニュー (ファイル | エクポート | メッシュ) から使用でき
ます。メッシュツールバーからこのオプションにアクセスすることもできます。

詳しくは、「STLフォーマットでメッシュをエクスポートする」トピックを参照し
てください。

メッシュを空にする - このオプションはメッシュオブジェクトを空にします。
この機能を使用するには、編集ウィンドウでカーソルを空にしたいメッシュオブ
ジェクト「上」に直接置き、ボタンをクリックします。カーソルがメッシュオブ
ジェクト上にない場合、カーソル位置の真上のメッシュオブジェクトが空になりま
す。

「メッシュを空にする」コマンドについて詳しくは、トピック「メッシュを空にす
る」を参照してください。

これはEmpty (空) コマンド演算子の挿入とは違うことに注意してくださ
い。このケースでは、空コマンドが空にするメッシュオブジェクトの上に
配置されます。Emptyコマンド演算子について詳しくは、「メッシュを空に
する」トピックを参照してください。

 メッシュを選択 - このボタンを使用して、メッシュデータオブジェクトに含ま
れる三角形のサブセットを選択して削除します。このボタンを使用する場合、選択
方法はポリゴンを使用して3Dビューの三角形を削除します。
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1.

詳細は、「メッシュSELECT演算子」トピックを参照してください。

 メッシュをカラーマップする - このボタンは、メッシュ COLORMAP演算子
を作成するために使用できるメッシュ演算子ダイアログボックスを開きます。

詳細については、「メッシュ COLORMAP演算子」トピックを参照してください。

メッシュアライメント - このオプションは [メッシュ/CADアライメント] ダイア
ログボックスを表示します。ダイアログボックスを使用してメッシュをCADモデル
に整列します。

詳しくは、「メッシュアライメント」トピックを参照してください。

OptoCatからメッシュを受信する - このオプションをクリックすると、PC-
DMISはOptoCatアプリケーションからメッシュ受信の待機状態になります。

詳しくは、「OptoCatからメッシュを受信する」トピックを参照してください。

メッシュ要素の作成

メッシュの作成ダイアログボックスで、グリッドメッシュまたは3Dメッシュを作成でき
ます。

このオプションを使用または表示するにはメッシュライセンスを有効にする必要
があります。

以下の手順のいずれかに従って、適切なメッシュ要素を作成します

3Dメッシュは推奨される方法であり、通常は優れたメッシュになります。グリッ
ドメッシュ法は、元のCOPのスキャンがポイントクラウドメッシュ表示オプショ
ンを使っているときに使用するように設計されています。COPでグリッドメッ
シュ法を使用し、メッシュ表示オプションを使用してスキャンしなかった場合、
結果的に不完全または不明確なメッシュになります。メッシュの作成は時間の掛
かる操作です。

ポイントクラウド表示オプションについて詳しくは、本ドキュメントにある「ポ
イントクラウドエリア」を参照してください。

3D メッシュ要素の作成
メインメニューから挿入|メッシュ|要素を選択して、メッシュコマンドダイア
ログボックスを表示します。メッシュツールバー（表示|ツールバー|メッシュ
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3.

4.

•

◦

◦

◦

◦

）のメッシュボタン（ ）からこのオプションにアクセスすることもでき
ます。PC-DMISはメッシュコマンドダイアログボックスを表示します。

[メッシュコマンド] ダイアログボックス - 3Dメッシュ作成法

リストから一緒にメッシュ(嚙み合わ)される要素とポイントクラウドを選択し
ます。

作成方法セクションから3Dメッシュオプションを選択します。

必要に応じてメッシュ･パラメータセクションでオプションを更新します：

プロファイル - 下記オプションでは、事前に構成されているメッ
シュ設定の一覧から選択できます：

なし - これはデフォルトのオプションで、すべてのメッ
シュ特性を手作業で設定することができます。

高速 - この事前に構成されたメッシュオプションは最高
速のメッシュ生成を可能にします。

標準 - この事前に構成されたメッシュオプションは高速
オプションより低速で詳細です。

詳細 - この事前に構成されたメッシュオプションは標準
メッシュオプションより低速ですが詳細です。
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高速、標準または詳細オプションを [プロファ
イル] 一覧から選択すると、PC-DMIS はダイ
アログボックスのこのエリアですべての手動
設定を非表示にします。

選択された高速プロファイルオプションを表
示する [メッシュコマンド] ダイアログボック
ス

「詳細」であるとして記述されたプロファイ
ルオプションは、PC-DMIS が以前のプロファ
イルオプションと比較して、CAD モデルで穴
の周囲に多くの三角形および高い曲線領域を
生成することを意味します。

すべての点を保持 - このオプションを選択すると、PC-DMISはポイ
ントクラウドのすべての点を使用してメッシュを作成します。

すべてのポイントを保持オプションを選択すると、PC-DMIS
はポイントクラウドをメッシュするのにより多くの処理時間
を必要とします。

点間距離 - この値は、メッシュ内の各三角形の頂点を作成するため
にソフトウェアが使用する隣接点間の最小距離を定義します。



メッシュコマンドの使用

429

•

◦

•

◦

◦

•

◦

◦

[点間距離]オプションがデフォルトの推奨設定です。このオプ
ションを選択すると、PC-DMISはこのサイズの「グリッド」
をメッシュ上に投影し、各グリッド要素の中で最高点のみを
取ります。

穴を検出チェックボックス - これをマークすると、PC-DMISはエッ
ジのサイズ値に基づいて点を排除するタイミングを決定します。

穴のサイズ - この設定はスキャン中の最小穴または
ギャップサイズを定義します。このオプションについて
詳しくは、本ドキュメントの「データフィルタリングエ
リア」トピックを参照してください。

メッシュの調整チェックボックス - このチェックボックスをオンに
すると、作成されるメッシュが次のように調整されます：

偏差 - 入力される値は、点がメッシュ構造から逸脱して
もメッシュに包含されていることが可能な距離を決定し
ます。

最小三角形サイズ - 入力される値は、三角形が評価され
る点に基づくことが可能な最小サイズを決定します。

境界の調整エリア - 以前に測定または抽出された 2D 要素 (円、多
角形、円形スロットまたは方形スロット) が利用可能な場合、PC-
DMIS はそれらのメッシュ境界を調整することができます。ユー
ザーは既存の COP またはメッシュを要素一覧から選択すると、す
べての有効な 2D 要素を選択できるようになります。次に、ユー
ザーはこれらの一つまたは複数の追加要素を選択して、メッシュ境
界をさらに調整することができます。

[すべての 2D 要素を選択する] チェックボックス - この
チェックボックスを選択して、利用可能なすべての 2D 
要素を自動的に選択します。

2D 要素の距離 - この値はメッシュ境界を調整するとき
に、追加される頂点を決定するのに役立ちます。大部分
の場合、デフォルト値 2 で十分です。境界が十分に調整
されていない稀なケースでは、通常この値を大きくする
と問題が解決されます。
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5.

1.

以下に例を示します：
1 - メッシュ境界とスロット形状間にギャップ
のある元のメッシュ。
2 - 2D スロット形状を使用してメッシュ境界を
調整した後の結果。

適用をクリックしてメッシュコマンドダイアログボックスで実行される変ｒ更
を適用します。作成をクリックして新規メッシュコマンドを生成します。

グリッドメッシュ要素の作成
メインメニューから挿入|メッシュ|要素を選択して、メッシュコマンドダイア
ログボックスを表示します。メッシュツールバー（表示|ツールバー|メッシュ

）のメッシュボタン（ ）からこのオプションにアクセスすることもでき
ます。PC-DMISはメッシュコマンドダイアログボックスを表示します。
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5.

[メッシュコマンド] ダイアログボックス - グリッドメッシュ作成法

[サイズ] セクションでは、メッシュ要素で定義される三角形と頂点の数
について詳述しています。

作成方法セクションでは、グリッドメッシュまたは3Dメッシュ作成法の
いずれかを選択できます。

リストから一緒にメッシュ(嚙み合わ)される要素とポイントクラウドを選択し
ます。

作成方法セクションからグリッドメッシュオプションを選択します。

仕上げモードオプションを一覧から選択します。選択したオプションはPC-
DMISがメッシュ表示を減らしてスムージング (平滑化) する量を定義します。
利用可能なオプションは以下の通りです。

正確 (最小量のスムージング)

垂線

スムーズ (平滑化)最大量のスムージング)。

このオプションについて詳しくは、本ドキュメントの「ポイントクラウ
ド表示エリア」トピックを参照してください。

グリッドサイズ値を入力します。この値はメッシュ表示グリッドの各三角形の
サイズを定義します。このオプションについて詳しくは、本ドキュメントの「
ポイントクラウド表示エリア」トピックを参照してください。
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6.

7.

◦

◦

8.

穴サイズ値を入力します。この設定はスキャン中の最小の穴またはギャップサ
イズを定義します。このオプションについて詳しくは、本ドキュメントの
「データフィルタリングエリア」トピックを参照してください。

境界の調整エリア - 以前に測定または抽出された 2D 要素 (円、多角形、円形
スロットまたは方形スロット) が利用可能な場合、PC-DMIS はそれらのメッ
シュ境界を調整することができます。ユーザーは既存の COP またはメッシュ
を要素一覧から選択すると、すべての有効な 2D 要素を選択できるようになり
ます。次に、ユーザーはこれらの一つまたは複数の追加要素を選択して、メッ
シュ境界をさらに調整することができます。

[すべての 2D 要素を選択する] チェックボックス - このチェック
ボックスを選択して、利用可能なすべての 2D 要素を自動的に選択
します。

2D 要素の距離 - この値はメッシュ境界を調整するときに、追加さ
れる頂点を決定するのに役立ちます。大部分の場合、デフォルト値
2 で十分です。境界が十分に調整されていない稀なケースでは、通
常この値を大きくすると問題が解決されます。

以下に例を示します：
1 - メッシュ境界とスロット形状間にギャップのある元の
メッシュ。
2 - 2D スロット形状を使用してメッシュ境界を調整した後
の結果。

 

適用をクリックしてメッシュコマンドダイアログボックスで実行される変ｒ更
を適用します。作成をクリックして新規グリッドメッシュコマンドを生成しま
す。
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操作が完了したら、ユーザーは下記のいずれかを行うことができます：

[リセット]をクリックして、編集ウィンドウとグラフィック表示ウィンドウから作成
したメッシュを削除します。

作成をクリックしてメッシュ要素を作成しない場合、閉じるをクリックしてダイア
ログボックスを閉じ、メッシュ操作を取り消します。

メッシュ演算子の作成

下記のメッシュ演算子コマンドはメッシュオブジェクト上で様々な操作を実行します。こ
れらのコマンドの単位は測定プログラムによって定義されます。

このオプションを使用または表示するにはメッシュライセンスが有効でなければ
なりません。

メッシュ演算子を作成するには：

メッシュツールバー（ ）からメッシュ演算子ボタンをクリックして (表示| ツー
ルバー | メッシュ)、メッシュ演算子ダイアログボックスにアクセスします。ダイア
ログボックスはメニュー (挿入|メッシュ|演算子) からもアクセスできます。

メッシュオブジェクトが存在しない場合、PC-DMISは、メッシュ演算子ボ

タンを無効にします。[メッシュ]ボタン（ ）をクリックして、空のメッ
シュオブジェクトを作成します。
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4.

5.

メッシュ演算子ダイアログボックス

演算子リストから作成しようとする演算子のタイプを選択します。

要素一覧ボックスからメッシュを選択します。

使用するオプションを選択します。使用できるオプションは選択された演算子のタ
イプによって異なります。

作成をクリックして下さい。PC-DMISはコマンドを編集ウィンドウに挿入します。
例えば、 EXPORT  演算子コマンドは下記のコードにある MESH/OPER,EXPORT  で
す。

MESHEXPORT1=MESH/OPER,EXPORT,FORMAT=STL ASCII,FILENAME=F:
\TRAINING\TEST1_STL.STL,

REF,MESH1,,
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メッシュCROSS SECTION演算子

メッシュ演算子ダイアログボックス - 断面演算子

メッシュ「横断面」操作はメッシュオブジェクトに平行な平面セットの定義済み交差に
よって決定されるポリラインのサブセットを生成します。ソフトウェアは、始点、方向ベ
クトル、平面間のステップ距離、および長さによって平面のセットを定義します。ソフト
ウェアは、ステップ距離を長さで割れ、1を加えたことで平面数を決定します。

メッシュ CROSS SECTION演算子は輪郭曲線の寸法によって評価できます。

CROSS SECTION演算をメッシュに適用するには：

メッシュツールバー（表示| ツールバー メッシュ）から、メッシュに断面を取るボ

タン（ ）をクリックしてメッシュ･オペレータダイアログボックスを開きま
す。挿入|メッシュ| オペレータメニューオプションをクリックすることもできま
す。

メッシュ演算子ダイアログボックスで、演算子リストから断面を選択します。

メッシュツールバーから、2D 断面スライドショーボタン（ ）をクリックして、断面
図を2Dビューで表示します。詳しくは、「横断面ポリラインの表示と非表示」トピック
の「横断面スライドショー」セクションを参照してください。
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[演算子]一覧の下のドロップダウンリストには、[ベクトル]、[軸]、[曲線]、および[2点]の
オプションが含まれています。曲線関数がどのように機能するかについては、「曲線に
沿った断面図の作成」トピックを参照してください。2点オプションについて詳しくは、
「2点間に横断面を作成」トピックを参照してください。

メッシュ断面演算子は以下のオプションを使用します：

開始点 - このオプションはメッシュを切り取る最初の平面に属する点の座標を示し
ます。

ソフトウェアは、グラフィック表示ウィンドウに開始点を青いボールとして表示し
ます。このボールを新しい場所にドラッグするためのハンドルとして使用できま
す。グラフィック表示ウィンドウで最初のクリックにより、始点を定義します。実
際の編集ウィンドウのコマンドでは、開始点の値は START PT パラメータに保持さ
れます。

方向 (ベクトルオプションと2点オプションのみに適用される) - この値は垂線ベクト
ルの方向を示します。グラフィック表示ウィンドウでの2回目のクリックにより、方
向を定義します。実際の編集ウィンドウのコマンドでは、方向の値は NORMAL パ
ラメータに保持されます。

軸 (軸オプションのみに適用される) - このオプションを使用して X、YまたはZ軸に
沿って横断面を作成します。希望の軸（デフォルトはX軸）を選択し、グラフィッ
ク表示ウインドウに始点を設定し、終了点を設定してください。切断面は、切断面
の長さに渡って与えられた段階値でそのパーツをカットします。

幅：この値は、検討中のセクションの幅を示します。値が0の場合、システムは
CADおよび有界ボックス値として値を計算します。

高さ：この値は検討中のセクションの高さを示します。値が0の場合、システムは
CADおよび有界ボックス値として値を計算します。

Delta：ソフトウェアはメッシュ断面にこの値を使いません。

ステップ：この値は平面間の距離を示します。実際の編集ウィンドウのコマンドで
は、ステップ値はINCREMENT パラメータに保持されます。

[ステップ]ボックスの値が[長さ]ボックスの値より大きい場合は、開始点に1
つだけのセクションカットが作成されます。

長さ：この値は最初および最後の平面間の最大距離を示します。ソフトウェアは、
ダイアログボックスの長さパラメータに長さの値を表示します。PC-DMISは、グラ
フィック表示ウィンドウに紫色の線として表示します。

平滑化公差：平滑化公差を使用して横断面における小さなステップを無くし、滑ら
かな測定ポリラインを作成します。この設定は平滑化公差値内の点を除去し、点間
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隔値を使用してポリラインをデータに適合させます。値0（ゼロ）は平滑化をオフに
します。これがデフォルトです。

CrossSectionCopCadCrossSectionStepエントリで点間隔を定義すること
もできます。このエントリについて詳しくは、PC-DMIS Settings Editorド
キュメントに記載された「CrossSectionCopCadCrossSectionStep」
を参照してください。

平滑化公差は非常に小さく設定して、測定される横断面積が実際のデータ
から大きく逸脱しないようにする必要があります。極端な状況 (例えば、非
常に大きなCADモデルや点の密度が非常に低い場合)を除いて、このパラ
メータは1/2～1/3 mm (最大) から1/2000～1/3000 mm(最小)の間に設定する
必要があります。

ギャップフィル距離：この値は横断面の測定された黄色ポリラインに沿った最大
ギャップ距離を定義します。この値以下のギャップが発生した場合、PC-DMISは計
算されたポイントでギャップを埋めます。この値はPC-DMIS Settings Editorでも設
定できます。詳細については、PC-DMIS Settings Editorのドキュメントの
「CrossSectionMaximumEmptyLength」トピックを参照してください。

点間隔：このエントリはCrossSectionCopCadCrossSectionDrivenByCadエン
トリが1(真)に設定される場合のみに使用されます。この値は最良の補間メッシュ点
を探すためにCADポリラインに沿って使用されるステップです。高精度を達成する
ために、またはCADモデルが非常に小さい場合、この値を小さな値に設定できま
す。

この値はPC-DMIS Settings Editorでも設定できます。詳しくは、PC-DMIS 
Settings Editorドキュメントの
「CrossSectionCopCadCrossSectionStep」トピックを参照してくだ
さい。

CADまでの最大距離：この値は、公称CADモデルからメッシュデータの最大距離を
定義します。デフォルト値は2 mmです。メッシュデータオブジェクトがCADモデ
ルまでの最大距離値を超えると、ソフトウェアは黄色の測定断面を計算しないこと
があります。この値を調整して、メッシュデータのCADモデルに対する大きな偏差
を考慮に入れることができます。

輪郭寸法 - 各断面の新しい輪郭寸法を作成するには、[追加]ボタン をクリックしま
す。輪郭寸法の詳細については、PC-DMIS Coreドキュメントの「レガシー寸法の
使用」章の「輪郭計測 - 線または表面」を参照してください。

分析ビュー - [追加]ボタンをクリックして、編集ウィンドウで ANALYSISVIEW コマ
ンドを作成します。 ANALYSISVIEW コマンドの詳細については、PC-DMIS Coreド
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•

•

キュメントの「レポートコマンドの挿入」章にある「分析ビューコマンドの作成」
を参照してください。

注釈最小/最大：アクティブな断面の注釈ラベルの形式で最小値と最大値を作成する
には、[追加]ボタンをクリックします。

PC-DMISは、測定ルーチンを実行するたびに最小点と最大点を計算します。

CADコントロール - 選択チェックボックスをマークすると、グラフィックの表示
ウィンドウでCAD面を選択できます。[作成] をクリックすると PC-DMIS は選択し
た面を通過しない断面をフィルタリングします。

例えば、始点と終点を定義した後で面Aを選択した場合、PC-DMISはBとCでのみ断
面を生成します：
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横断面を(B)と(C)のみに制限する選択面(A)の例

選択した面は [表示] ボタンをクリックしたときに見える内容には影響しません。

切断面がグラフィック表示ウィンドウに表示されると、次のようにそれらを操作できま
す：

切断面の高さと幅のサイズを変更するには、面のエッジハンドルを新しい位置にド
ラッグします。

平面のセットを軸周りにに回転させるには、平面のコーナーハンドルを新しい位置
にドラッグします。

紫色の線の 始点 または 終点 定義を再定義するには、最初または最後の紫色の長さ
の線の青いポイントハンドルを新しい位置にドラッグします。方向が変化している
ときは、ダイアログボックスの値とグラフィック表示ウィンドウの平面数が更新さ
れます。「軸」モードで、平面の方向は変化しません。

平面のセットを移動するには、紫色の長さの線の真ん中の青いポイントハンドルを
ドラッグします。

横断面を作成または編集するときは、上にしめされたとおりに透明ビュー
で切断面が表示されます。

次のことを実行するには、作成をクリックします：
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下記のコードに示されるとおり、各平面の MESH/OPER、CROSS SECTION コマン
ドを編集ウィンドウに挿入します。

MESHSECTION3=MESH/OPER,断
面,TOLERANCE=0.05,WIDTH=117.715,HEIGHT=227.086,

START PT = -6.439,60.097,6.276,NORMAL = 
0.9684394,-0.2221293,-0.1130655,SIZE=76

REF,MESH1,,

黒色のポリラインが公称CADを表し、黄色のポリラインは、計測済ポリラインを表
します。

下記に示すとおりグラフィック表示ウィンドウ内に各平面のラベルが挿入されま
す。

５つの平面を示す完了済みの断面

値の入力による断面の定義
メッシュ演算子ダイアログボックスを使用して、次のいずれかの値を入力します：

START PT：この値は、始点X、Y、Zボックスを使用して断面の始点を指定しま
す。

法線：この値は方向I、JおよびKボックスを使用して横断面のベクトルを指定しま
す。

幅：これは幅ボックスで横断面の幅プロパティの値を指定します。
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•

•
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•

1.

高さ：これは高さボックスで横断面の高さプロパティの値を指定します。

公差：これは、PC-DMISがDeltaボックスの断面の一部と見なすためにPC-DMISが
点からの最大距離を決定するために使用する値を指定します。

増分：これはステップボックスで切断平面間の値を指定します。

長さ：長さボックスで最初の切断面と最後の切断面間の値を指定します。

平滑化公差：これは平滑化公差ボックスで生成される横断面に関連する点を微調整
するための公差値を指定します。

グラフィックの表示ウィンドウを使用した断面の定義
横断面パラメータの一部を定義するには、グラフィックの表示ウィンドウでCADモデルを
クリックして開始点を選択します。 ピンク色の線が現れます。CADモデルで2番目の点を
クリックして方向ベクトルと長さを決定します。

また、グラフィック表示ウィンドウからの輪郭寸法の作成
断面ラベルをダブルクリックすると、PC-DMISは選択した断面を評価する新しいプロ
ファイル寸法を作成します。

メッシュ断面をエクスポートする
メッシュ断面を作成したら、[メッシュ演算子] ダイアログボックスからIGES、STL 
ASCII、STL BIN および XYZフォーマットでそれらをエクスポートできます。

IGES または XYZ フォーマットを選択すると、PC-DMIS は要素一覧に「メッシュ断
面」コマンドのみを表示します。

STL フォーマットの 1 つを選択すると、PC-DMIS は要素一覧に「メッシュ」コマ
ンドのみを表示します。

メッシュオペレータの詳細については、このドキュメントの「メッシュエクスポートのオ
ペレータ」を参照してください。

メッシュEXPORT演算子

メッシュ･データのエクスポート
メッシュのEXPORT演算子を使ってメッシュデータを出力するには以下のようにします

[メッシュ]ツールバー（[表示 | ツールバー | メッシュ]）から、[メッシュ演算子]ボタ

ン をクリックして、[メッシュ演算子]ダイアログボックスを開きます。
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2.

3.

4.

5.

メッシュ演算子ダイアログボックス - EXPORT演算子

演算子一覧からEXPORTを選択します。

要素一覧ボックスからメッシュを選択します。

使用するオプションを選択します。メッシュEXPORT演算子は以下のオプションを
使用します。

アライメント： このオプションはデータをエクスポートするときに付属させるアラ
イメントのタイプを示します。

タイプ： この一覧には、EXPORT演算子のファイルタイプを決定するためのオプ
ションがあります。EXPORT演算子のファイルタイプオプションは、メッシュデー
タオブジェクトをエクスポートするためのSTL ASCIIとSTL Binです。

メッシュ断面が既に定義された場合、リストにはIGESという3番目のオプションが
含まれています。メッシュツールバー（表示|ツールバー|メッシュ）からメッシュ断
面をIGESにエクスポート (出力)ボタンをクリックして、この操作を実行することも
できます。メッシュ断面演算子の詳細については、このドキュメントの「メッシュ
CROSS SECTION演算子」を参照してください。

ファイル名：エクスポートファイルの名前を示します。パスとファイル名を入力す
るか、またはブラウズボタンを使用してそれに移動します。

[作成]をクリックすると、PC-DMISは[編集]ウィンドウに[EXPORT]コマンドを挿入
します。コマンドは MESH/OPER,EXPORT です。メッシュデータは、[ファイル名]
ボックスで定義されたファイルの場所にエクスポートされます。

例えば、：
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2.

3.

4.

5.

6.

1.

MESHEXPORT1=MESH/OPER,EXPORT,FORMAT=STL ASCII,FILENAME=F:
\PCDMIS FILES\STL\TEST1_STL.STL,

REF,MESH1,,

メッシュ断面データをIGES形式でのエクスポート
メッシュ断面データをIGESフォーマットでエクスポートするには：

メッシュツールバー（表示 | ツールバー | メッシュ）から[メッシュ演算子]ボタンを
クリックするか、またはメニュー（挿入 | メッシュ | 演算子）から選択して[メッ
シュ演算子]ダイアログボックスを開きます。

演算子一覧からメッシュをエクスポート演算子を選択します。

種類一覧からIGESオプションを選択します。ソフトウェアは [要素一覧] ボックスに
すべてのメッシュ断面を表示します。

エクスポート (出力) しようとする要素一覧ボックスで断面を選択します。

[適用]をクリックしてから[作成]をクリックし、メッシュ断面のIGES形式でのエクス
ポートを完了します。

[閉じる]をクリックしてPC-DMISのメイン画面に戻ります。

メッシュIMPORT演算子

メッシュIMPORT演算子を作成するには

[メッシュ]ツールバー（[表示 | ツールバー | メッシュ]）から、[メッシュ演算子]ボタ

ン をクリックして、[メッシュ演算子]ダイアログボックスを開きます。



PC-DMIS 2026.2 - ﾚｰｻﾞｰ Manual

444

2.

3.

4.

5.

メッシュ演算子ダイアログボックス - IMPORT演算子

演算子一覧からIMPORT演算子を選択します。

要素一覧ボックスからメッシュを選択します。

使用するオプションを選択します。メッシュIMPORT演算子は以下のオプションを
使用します。

アライメント - データをインポートする場合、含まれるアライメントのタイプを示
します。

タイプ： IMPORT演算子のオプションはSTLです。

ファイル名： インポートファイルの名前を示します。パスとファイル名を入力する
か、またはブラウズボタンを使用してそれに移動します。

作成をクリックして下さい。PC-DMISはIMPORTコマンドを編集ウィンドウに挿入
します。コマンドは MESH/OPER,IMPORT です。メッシュデータは、[ファイル名]
ボックスで定義されたファイルの場所にインポートされます。

例えば、：

MESHIMPORT1=MESH/OPER,IMPORT,FORMAT=STL,FILENAME=F:\PCDMIS 
FILES\STL\Test2_STL.STL,

REF,MESH1,,
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メッシュCOLORMAP演算子

メッシュ演算子ダイアログボックス - カラーマップ演算子

メッシュCOLORMAP演算は色のシェーディングを選択されたメッシュに適用します。ソ
フトウェアは、CADと比較したメッシュの偏差に従ってカラーマップをシェーディングし
ます。PC-DMISは、[寸法色の編集]ダイアログボックスで定義された色、および後述の上
限公差および下限公差ボックスで指定される公差値の制限を使用します。

メッシュカラーマップがメッシュオブジェクト上の色の偏差を表示するため、カラーマッ
プを適用するときにソフトウェアはCADモデルを非表示にします。比較により、ポイント
クラウドのカラーマップはCADモデルの偏差を色付けし、PC-DMISはCADモデルを隠し
ません。CADモデルを表示または非表示にするには、グラフィック項目ツールバーにある

CADを表示するボタン（ ）をクリックします。詳しくは、PC-DMIS Coreドキュメン
トのツールバーの使用章の「「グラフィック項目ツールバー」トピックを参照してくださ
い。

PC-DMISがカラーマップに使用する色は、[寸法色の編集]ダイアログボックス（編集 | グ
ラフィック表示ウィンドウ | 寸法色）から取得されます。

表示 | その他のウィンドウ | 寸法色を選択して、寸法色バーから色スケールを表示するこ
とができます。

カラーマップの表示/非表示
グラフィック表示ウィンドウでさまざまな方法でカラーマップを表示または非表示にする
ことができます。PC-DMISが非表示の場合、編集ウィンドウを移動しても、グラフィッ
ク表示ウィンドウにカラーマップは表示されません。
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1.

2.

[アクティブなカラーマップ]ボタンには、有効と無効の2つの状態があります。グラフィッ
クアイテムツールバーまたはメニュー（操作 | グラフィック表示ウィンドウ | グラフィッ
クアイテム | カラーマップのアクティブ化）から、[カラーマップのアクティブ化]ボタン

（ ）をクリックして、有効な状態（ ）にします。PC-DMISは、グラフィック表
示ウィンドウにカラーマップをアクティブに表示するようになりました。

グラフィック表示ウィンドウでカラーマップを非表示にするには、[カラーマップをアク

ティブ化]ボタンをもう一度クリックして、無効状態にします（ ）。[カラーマップ]
リストから[なし]を選択して、カラーマップを無効にすることもできます。

カラーマップを表示するには：

[カラーマップをアクティブ化]ボタンをクリックして、有効な状態にします。このボ
タンを有効にすると、PC-DMISは、編集ウィンドウのカーソル位置に基づいて、グ
ラフィック表示ウィンドウにカラーマップを表示します。

[カラーマップ]リストからカラーマップを選択します。

カラーマップを適用または実行すると、PC-DMISは[カラーマップをアクティブ化]
ボタンを自動的に有効な状態に設定します。

カーソルが編集ウィンドウのメッシュ、ポイント、サーフェス、または厚さのカ
ラーマップ上にある場合、アクティブなカラーマップがグラフィック表示ウィン
ドウに表示されます。PC-DMISは、カラーマップコンボボックスにカラーマップ
IDも表示します。

カーソルが編集ウィンドウのすべてのカラーマップの上にある場合、PC-DMISは
グラフィック表示ウィンドウにカラーマップを表示せず、カラーマップコンボ
ボックスを[なし]に設定します。

メッシュCOLORMAP操作をメッシュに適用するには

メッシュツールバー（表示 | ツールバー | メッシュ）から、[メッシュの色]ボタン（

）をクリックするか、またはメニューから[挿入 | メッシュ | カラーマップを
選択します。

ユーザーの必要に基づいて以下のオプションを更新します。

公差値 - このオプションを使用して、公差値の上限（プラス）と下限（マイナス）
を設定します。

寸法カラースケールを使用チェックボックス - 寸法カラーバーを使用してメッシュ
カラーマップカラープロパティに使用するカラーバーを定義するには、このチェッ
クボックスをオンにします。詳しくは、PC-DMISコアドキュメントの「その他の
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a.

b.

ウィンドウ、エディタおよびツールの使用」章にある「寸法色ウィンドウの使用 (寸
法色バー)」を参照してください。

カラースケールの編集 - [寸法カラースケールを使用]チェックボックスをオフ
にすると、ソフトウェアは [カラースケールの編集] ボタンを有効にします。こ
のボタンがクリックされると、動的に表面と点のカラーマップのプロパティの
色、スケール及び閾値を変更することはカラースケールエディタダイアログ
ボックスを通じて利用可能になります。詳細については、「カラースケールの
編集」トピックを参照してください。

データ色なしチェックボックス - このチェックボックスをオンにすると、ソフト
ウェアは選択された色を選択されたサーフェス上のデータが見つからない領域に
マッピングします。

最大距離 - このソフトウェアは、カラーマップの一部として最大距離値内にある点
のみを含みます。この値が小さすぎると、期待されるすべての色付き偏差が視認で
きるわけではありません。適切な経験則としては、この値を最大偏差よりわずかに
大きく (例えば、10%) 設定することです。

厚さ - これは、カラーマップ偏差に厚さ値を追加します。これはメッシュ表面モデ
ルに材料の厚さを追加したい場合に便利です。

注釈ポイントの作成チェックボックス - 注釈は、それに関連付けられた色で、表面
のカラーマップ上の特定の場所の偏差を表示する方法です。注釈を作成するには：

[注釈点を作成]チェックボックスをオンにします。これにより、[CADコント
ロール]領域の[選択]チェックボックスがクリアされ、ダイアログボックスの右
側にあるほとんどのオプションが無効になります。

グラフィック表示ウィンドウでカラーマップされたメッシュ上の点を選択しま
す。PC-DMISは偏差値とメッシュ偏差点と同じ背景色で注釈ラベルを評価お
よび作成します。他のラベルと同様に、グラフィック表示ウィンドウ内でラベ
ルを移動することができます。

注釈ラベルを作成すると、測定ルーチンを再起動した時、またはPC-
DMISを再起動して同じ測定ルーチンをリロードした時に、注釈ラベ
ルは同じ位置に残り、同じ特性を持ちます。

最大最小注釈を作成チェックボックス - このチェックボックスをオンにすると、ア
クティブなメッシュ･サーフェス･カラーマップの注釈ラベルの形式で最小値と最大
値が作成されます。
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3.

最小、最大および種々の点注釈ラベルが表示されるメッシュカラーマップの例

ソフトウェアは、測定ルーチンを実行するたびに最小点と最大点を計算します。

注釈ラベルを表示、非表示または削除するには、ラベルの上を右クリックして
ショットカットメニューを表示してから、適切なオプションを選択します。

注釈の削除 - ソフトウェアは選択された注釈ラベルを削除します。

すべての注釈を表示 - ソフトウェアはすべての注釈ラベルを表示します。

すべての注釈を非表示 - ソフトウェアはすべての注釈ラベルを非表示します。

すべての注釈を削除 - ソフトウェアはすべての注釈ラベルを削除します。

注釈点を表示チェックボックス - このチェックボックスを選択すると、ソフトウェ
アはすべての注釈点を表示します。

下記のコードに示すとおりに、[作成] をクリックして、 MESH/OPER,COLORMAP  コ
マンドを編集ウィンドウに挿入します：

MESHCOLORMAP1=MESH/OPER,COLORMAP,PLUS TOLERANCE=0.5,MINUS 
TOLERANCE=-0.5,THICKNESS=0,MAX DISTANCE=1,

REFINE FACTOR=0.1,TRIANGLES=401063,VERTICES=206625,

REF,MESH1,,
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1.

2.

3.

レポートにおけるカラーマップ
ソフトウェアがレポートでカラーマップを表示する方法について詳しくは、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「測定結果情報のレポート」章における「カラーマップ及び
CadReportObject」トピックを参照してください。

メッシュCOLORMAPを使用した表面輪郭の寸法設定
メッシュ COLORMAPを使用して寸法の表面輪郭を作成することができます。

メッシュカラーマップを使用して作成された寸法面輪郭の例

メッシュ COLORMAP から寸法表面輪郭を作成するには、以下の手順に従います：

メッシュCOLORMAPを作成します。詳細については、「メッシュ COLORMAPの
演算子」トピックを参照してください。

「旧式寸法の使用」オプションが選択されていることを確認してください（挿入|寸
法|寸法の使用）。

[寸法] ツールバーから [輪郭表面寸法] オプションをクリックする（表示|ツールバー|
寸法）か、またはメニューからそれを選択します（挿入|寸法|輪郭|表面）。[表面輪
郭] ダイアログボックスが開きます。
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4.

5.

メッシュ COLORMAPの表面輪郭の旧式ダイアログボックス

レガシー表面プロファイルの作成について詳しくは、PC-DMIS Coreドキュメント
の「レガシー寸法の使用」章の「表面輪郭オプションを使用して寸法測定を行うに
は」を参照してください。

[機能]一覧ボックスから、ご要望のメッシュカラーマップを選択します。

必要に応じてその他のオプションを設定し、[作成] をクリックします。



メッシュコマンドの使用

451

1.

2.

3.

メッシュEMPTY演算子

メッシュ演算子ダイアログボックス - EMPTY演算子

このコマンドが実行されると、PC-DMISはメッシュからすべてのデータを削除します。

メッシュEMPTY操作をメッシュに適用するには：

編集ウィンドウで、カーソルを空にしたいメッシュの上に配置します。

メッシュツールバーの「メッシュを空にする」（ ）をクリックするか、または
演算| メッシュ| 空きメニューオプションを選択します。メッシュ演算子ダイアログ
ボックスが表示されます。

作成をクリックして MESH/OPER,EMPTY コマンドを編集ウィンドウに挿入します。
ソフトウェアはユーザーが空にしたいメッシュの真上にそれを挿入します。これが
Emptyコマンドが影響を与えるメッシュです。

例えば、：

MESHEMPTY1 =MESH/OPER,EMPTY,

REF,MESH1,,

このコマンドをメッシュに適用すると、メッシュデータを復元することは
できません。[元に戻す]をクリックすることは失われたデータを復元できま
せん。
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1.

2.

3.

4.

メッシュリセット演算子

メッシュ演算子ダイアログボックス - リセット演算子

メッシュリセットの操作は、すべてのメッシュ選択の操作を元に戻し、元のメッシュオブ
ジェクトを返します。

メッシュリセット操作をすぐに適用するには、メッシュツールバーからメッシュリセット

（ ）ボタンをクリックします。

メッシュリセットコマンドを作成するには：

[メッシュ]ツールバー（[表示 | ツールバー | メッシュ]）から、[メッシュ演算子]ボタ

ン をクリックして、[メッシュ演算子]ダイアログボックスを開きます。

「演算子」一覧から、「リセット」演算子を選択します。

ID一覧からメッシュを選択し、[適用]をクリックします。

下記に示されるとおり、[作成] をクリックして MESH/OPER,RESET コマンドを編集
ウィンドウに挿入します。

MESHRESET1 =MESH/OPER,RESET,

REF=MESH1,,
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•

メッシュ選択 演算子

メッシュ演算子ダイアログボックス - SELECT 演算子

メッシュ選択操作は、メッシュコマンドに含まれる三角形のサブセットを選択します。

PC-DMISはユーザーが [イン] オプションを選択するとき、多角形の厳密に内側にあ
る三角形のサブセットのみを維持します。
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•

上部の画像は最初の選択です。
下の画像は [適用] ボタンをクリックした後の結果です。

PC-DMISには、ユーザーが [アウト] オプションを選択するとき、多角形の厳密に内
側にある三角形のサブセットのみを維持します。

上部の画像は最初の選択です。
下の画像は [適用] ボタンをクリックした後の結果です。
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1.

2.

[ボックス]、[円]、[球] または [多角形] オプションを選択できます。デフォ
ルトではユーザーが最初に [メッシュ] ツールバーから [方法の選択] ボタン
をクリックするとき、ソフトウェアは [多角形] オプションを使用します。

三角形のエリアを選択するには：

[メッシュ演算子]ダイアログボックスを開いた状態で、IDリストを使用して、選択を
適用するメッシュIDを選択します。

[メッシュ演算子] ダイアログボックスから選択方法を選択します。使用可能なオプ
ションを以下に記載します：

選択する時は、Ctrl +クリックを使用します。これにより、選択の中心が
メッシュにスナップされます。

また、個々の三角形が見えるように、[グラフィックビュー]ツールバー（表
示 | ツールバー | グラフィックビュー）から[グラフィックウィンドウをソ
リッドとして表示]オプションをオフにすると役立つ場合があります。

選択方法 必要なポイント

ﾎﾞｯｸｽ
クリックしてドラッグし、
長方形の形状を定義しま
す。

円
クリックして円の中心を設
定し、ドラッグして円のサ
イズを定義します。

校正球
クリックして選択球の中心
を設定し、ドラッグして球
形を定義します。

ﾎﾟﾘｺﾞﾝ

クリックして、ポリゴンの
頂点を定義します。ポリゴ
ンの選択を閉じるには、マ
ウスの左ボタンをダブルク
リックするか、Endキーを
押します。
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3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

選択方法を適用したいメッシュのエリアを定義したら、 End キーをダブルクリック
するか、または押して選択を閉じます。

選択範囲を作成すると、境界制御点をドラッグして領域を調整することができま
す。また、中央制御点をドラッグして形状を再配置することができます。

多角形領域の表示：
A - 領域境界点
B - 領域中心制御点
C - 領域中心深さ点

デフォルトでは、選択範囲は現在のビューで深さが無限を備える3Dです。中央の深
度制御ポイントをドラッグすると、選択範囲の深度を調整できます。

厳密に選択の内側にある三角形のサブセットのみを保持する場合、[メッシュ演算子]
ダイアログボックスの[イン]オプションをクリックします。厳密に選択範囲の外側に
ある三角形のサブセットのみを維持する場合、[アウト] オプションをクリックしま
す。

選択表示で正面を向いている三角形のサブセットのみを維持する場合、[前向き]
チェックボックスをクリックします。詳細については、「メッシュ選択-前向き」ト
ピックを参照してください。

ソフトウェアは、デフォルトで「プレビュー」チェックボックスを選択します。こ
れにより、領域を選択した時にメッシュの三角形が表示されます。選択したメッ
シュの三角形が強調表示されないように、チェックボックスをオフにすることがで
きます。これは、メッシュオブジェクトが非常に大きく、選択した三角形を表示す
るとパフォーマンスに影響する場合に役立ちます。

[適用]ボタンをクリックして、選択を実行します。

[作成]ボタンをクリックして完了します。下記に示されるとおり、PC-DMISは編集
ウィンドウで MESH/OPER,SELECT コマンドを作成します。
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MESHSELECTION1=MESH/
OPER,SELECT,POLYGON,INSIDE=YES,FRONT_FACING=YES,0, 
            <55.382,56.316,-0.003>, 
   <56.806,57.098,0.087>, 
            <57.689,57.124,-0.357>, 
   <57.345,56.348,-1.019>, 
            <56.224,55.748,-1.072>, 
   <55.18,55.659,-0.611>, 
         SIZE=0,REF=MESH1,, 

深さの値が0（ゼロ）の場合、選択ビューでメッシュ全体が切り取られ、無限の深
さになります。

メッシュ選択 - 前向き

[メッシュ演算子] ダイアログボックス - 前向きオプションを選択しての SELECT 演算子

選択ビューで前向きの三角形のみを選択する場合は、[メッシュ演算子]ダイアログボック
スの[前向き]チェックボックスをクリックします。このチェックボックスを無効にする
と、PC-DMISは前向きと後向きの両方のビューにある三角形を選択します。

前面と背面が対照的な色で表示するには、[グラフィックアイテム]ツールバー（表示 | 
ツールバー | グラフィックアイテム）の[ソリッドとしてグラフィックウィンドウを表示]
オプションを有効にします。
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選択ビューの例（左）、前向きを無効にした選択（中央）、前向きを有効にした選択（右）

メッシュ厚さのカラーマップ

厚さカラーマップを使うと、メッシュまたはポイントクラウド (COP) データオブジェク
トのみを使用したカラーマップとして、パートの厚さを表示および測定することができま
す。また、測定された厚さを公称上のCADモデルの厚さと比較することができます。

この機能を使用するには、測定データオブジェクトは、反対側の法線方向を持つ2
つの反対側にデータを持っている必要があります。

メッシュの厚さのカラーマップを作成するには、メッシュツールバー（表示 | ツールバー

| メッシュ）から[メッシュの厚さのカラーマップ]ボタン（ ）をクリックして、[メッ
シュ演算子]ダイアログボックスを開きます。これは、[厚さのカラーマップ]メニューオプ
ション（挿入 | メッシュ | 厚さのカラーマップ）からも実行できます。

データオブジェクト（ポイントクラウドまたはメッシュ）の厚さカラーマップを実行する
とき、PC-DMISは測定された厚さを最大厚さ値まで計算します。ソフトウェアはこの最
大厚さより大きなデータ値を評価しません。

測定データをCADモデルに合わせる場合は、公称CADモデルの厚さと比較した実測厚さ
の偏差を示す厚さカラーマップを作成することを選択できます。

大きなデータ･オブジェクトに大きな最大厚さ値を使用すると、処理時間が長くな
る可能性があります。

次の太さのカラーマップを作成できます：
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•

•

•

•

•

•

ポイントクラウドまたはメッシュデータオブジェクトを使用して被測品の厚さを測
定します。

ダイアログボックスの[CADコントロール]エリアで[選択]チェックボックスをオンに
して、グラフィック表示ウィンドウでCADサーフェスを選択するときに、特定の
CADサーフェスに厚さカラーマップを作成します。

CAD厚さカラーマップと比較します。これは、CADモデルと比較したポイントクラ
ウドまたはメッシュデータオブジェクトの厚さの偏差を示します。

カラーマップの表示/非表示
グラフィック表示ウィンドウでさまざまな方法でカラーマップを表示または非表示にする
ことができます。PC-DMISが非表示の場合、編集ウィンドウを移動しても、グラフィッ
ク表示ウィンドウにカラーマップは表示されません。

[アクティブなカラーマップ]ボタンには、有効と無効の2つの状態があります。グラフィッ
クアイテムツールバーまたはメニュー（操作 | グラフィック表示ウィンドウ | グラフィッ
クアイテム | カラーマップのアクティブ化）から、[カラーマップのアクティブ化]ボタン

（ ）をクリックして、有効な状態（ ）にします。PC-DMISは、グラフィック表
示ウィンドウにカラーマップをアクティブに表示するようになりました。

グラフィック表示ウィンドウでカラーマップを非表示にするには、[カラーマップをアク

ティブ化]ボタンをもう一度クリックして、無効状態にします（ ）。[カラーマップ]
リストから[なし]を選択して、カラーマップを無効にすることもできます。

カラーマップを表示するには：

[カラーマップをアクティブ化]ボタンをクリックして、有効な状態にします。このボ
タンを有効にすると、PC-DMISは、編集ウィンドウのカーソル位置に基づいて、グ
ラフィック表示ウィンドウにカラーマップを表示します。

[カラーマップ]リストからカラーマップを選択します。

カラーマップを適用または実行すると、PC-DMISは[カラーマップをアクティブ化]
ボタンを自動的に有効な状態に設定します。

カーソルが編集ウィンドウのメッシュ、ポイント、サーフェス、または厚さのカ
ラーマップ上にある場合、アクティブなカラーマップがグラフィック表示ウィン
ドウに表示されます。PC-DMISは、カラーマップコンボボックスにカラーマップ
IDも表示します。

カーソルが編集ウィンドウのすべてのカラーマップの上にある場合、PC-DMISは
グラフィック表示ウィンドウにカラーマップを表示せず、カラーマップコンボ
ボックスを[なし]に設定します。
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1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

実測のメッシュ厚さカラーマップ
メッシュ厚さカラーマップを測定するには：

メッシュツールバー（表示 | ツールバー | メッシュ）から[メッシュの厚さのカラー

マップ]ボタン をクリックするか、またはメニューオプション（挿入 | メッシュ
| 厚さのカラーマップ]）をクリックして、メッシュの厚さのカラーマップ演算子の
[メッシュ演算子]ダイアログボックスを開きます。

一覧からメッシュ・データ・オブジェクトを選択します。

「方法」リストから測定方法を選択し、「光線ベース」または「球」を入力しま
す。これらの測定方法の詳細については、「厚さカラーマップの調整方法」を参照
してください。

最大厚さの値をキー入力します。ソフトウェアはこの最大厚さ値より大きなデータ
値を評価しません。

最大角度の値を入力します。ソフトウェアは、推定された法線がCAD法線の指定さ
れた角度内にある関連点を返します。

CADモデルと比較してメッシュデータオブジェクトの厚みカラーマップを作成する
には、[CADと比較]チェックボックスをオンにします。詳細については、このド
キュメントの「CADメッシュの厚さのカラーマップとの比較」トピックを参照して
ください。

ダイアログボックスの [CAD コントロール] エリアで、特定の CAD 表面における
「メッシュ厚さカラーマップ」を決定する場合、[選択] チェックボックスをオンに
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8.

9.

10.

します。次に、メッシュ厚さカラーマップを実行しようとする表面をクリックしま
す。

[適用]をクリックして、メッシュの厚さのカラーマップ演算子を作成するために必要
な分析を実行します。

注釈を作成します。メッシュ厚さカラーマップ演算子を注釈点作成する方法の詳細
については、「厚さカラーマップの注釈」を参照してください。

作成をクリックして、編集ウィンドウにコマンドを作成します。

下記の画像に、メッシュデータオブジェクトを使用して厚さカラーマップを適用し
た結果があります。

メッシュデータオブジェクトを使用した厚さカラーマップの例

編集ウィンドウにおけるコマンドは以下のようになります：

MESHTHKCOLORMAP1=MESH/OPER,THICKNESSCOLORMAP,,SHOW 
PARAMETERS=NO 
TRIANGLES=170479,VERTICES=85473,REF=MESH1,,,,

CADメッシュ厚さカラーマップとの比較

CADと比較した厚さカラーマップ処理は、大きなメッシュを扱う場合は非常に時
間がかかります。

CADモデルとの比較には、Meshデータオブジェクトの厚さカラーマップを作成できま
す。この場合、[メッシュ演算子]ダイアログボックス（[挿入|メッシュ|厚さのカラーマッ
プ]）で、[CADと比較]チェックボックスをオンにします。
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1.

2.

3.

4.

5.

6.

CADと比べて厚さカラーマップにCAD面を選択すると、PC-DMISは材料の両面を
使用して厚さを計算します。ただし、PC-DMISは、選択した面のデータにのみ色
を付けます。

PC-DMISはCADモデルと比較したデータオブジェクトの厚さの偏差を計算します。

ソフトウェアは偏差を表示するためにCADとの比較に使用されるメッシュデータオブジェ
クトをカラーマップします。

それを行うには以下を実行します。

[メッシュ演算子]ダイアログボックスで、[厚さカラーマップ]を[演算子]一覧から選
択します。

対応するメッシュデータオブジェクトを選択してください。

「方法」リストから方法を選択する：「光線ベース」または「球」。これらの方法
の詳細については、「メッシュ厚さカラーマップの調整方法」を参照してくださ
い。

最大厚さを入力します。ソフトウェアはこの値より大きなデータ値を評価しませ
ん。

最大角度の値を入力します。これは、メッシュを貫通する射線と、貫通する点での
法線との間の最大角度です。

[CADと比較]チェックボックスをオンにして、最大距離を入力します。PC-DMIS
は、カラーマップのCADモデルからこの距離内のデータを使用します。
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7.

8.

9.

10.

•

[正公差]ボックスと[負公差]ボックスに適切な公差値を入力します。負数を入力する
時はマイナス記号を使用する必要があります。

[適用] をクリックします。

注釈を作成します。メッシュ厚さカラーマップ演算子を注釈点作成する方法の詳細
については、「厚さカラーマップの注釈」を参照してください。

作成をクリックして下さい。

厚さカラーマップ、CADモデルと比較したメッシュ データのオブジェクトの例

メッシュ厚さのカラーマップ方法

ポイントクラウド・データ・オブジェクトの太さを測定するときは、使用する方
法タイプを選択できません。PC-DMISは自動的に球法を使用します。

メッシュ厚さカラーマップを計算するには、2つの数学方法から選択できます：

光線ベースの方法



PC-DMIS 2026.2 - ﾚｰｻﾞｰ Manual

464

•

メッシュに放射線ベース法を選択した場合、PC-DMISは反対側の法線に沿って各頂
点でメッシュを貫通します。次にソフトウェアは最大角度内のデータを使用して厚
さを計算します。

球体 法

球法を選択すると、PC-DMISは最大内接球を使用して、対向する2つの面の間の厚
さを計算します。
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1.

どちらの方法でも、[寸法のカラースケールを使用]オプションを選択し、反対側に
データが存在しない場合、PC-DMISはその領域に[データなし]の色を使用しま
す。寸法のカラースケールを使用を選択しない場合は、カラースケールの編集を
使用してデータなしカラーを定義できます。

寸法カラースケールの編集方法について詳しくは、PC-DMIS Coreドキュメント
の「他のウィンドウ、エディタ、およびツールの使用」章にある「寸法色ウィン
ドウの使用 (寸法色)」を参照してください。

カラー スケールの編集オプションの使用方法について詳しくは、このドキュメン
トの「カラースケールの編集」を参照してください。

STLフォーマットでのメッシュのインポート

メッシュオブジェクトがPC-DMIS編集ウィンドウに存在しない場合、新しいメッ
シュオブジェクトが作成され、STLデータがインポートされます。メッシュオブ
ジェクトがPC-DMIS編集ウィンドウに存在する場合、STLデータがメッシュオブ
ジェクトに追加されます。データを分離する必要がある場合、空のメッシュオブ
ジェクトを作成し、メッシュSTLデータをその1つにインポートする必要がありま
す。

このオプションを使用または表示するにはメッシュライセンスが有効でなければ
なりません。

STLファイルからメッシュデータをインポートするには

メッシュツールバーにあるSTLでのメッシュのインポートボタン（ ）をクリッ
クして (表示|ツールバー|メッシュ) メッシュデータのインポートダイアログボック
スを開きます。メッシュSTLファイルをメニュー (ファイル | インポート | メッシュ) 
からインポートすることもできます。
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2.

3.

4.

1.

[メッシュデータのインポート]ダイアログ ボックス

ダイアログボックスを使用して、メッシュデータを含むファイルの場所に移動しま
す。ファイルの種類リストからファイルの種類を選択して、ダイアログボックスに
表示されるファイルの一覧をフィルタします。メッシュデータのインポート元の
ファイルを左クリックします。

アライメント一覧からアライメントの種類を選択します。

インポートボタンをクリックして、メッシュデータをインポートします。取り消し
をクリックすると、データをインポートせずにダイアログボックスが終了します。

STLフォーマットでのメッシュのエクスポート

このオプションを使用または表示するにはメッシュライセンスを有効にする必要
があります。

メッシュをSTLファイルにエクスポートするには

メッシュツールバーにあるSTLタイプのメッシュのエクスポートボタン（ ）を
クリックして (表示| ツールバー | メッシュ) メッシュデータのエクスポートダイアロ
グボックスを開きます。また、(ファイル | エクスポート | メッシュ)メニューから
STLフォーマットでメッシュをエクスポートすることもできます。
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2.

3.

4.

5.

1.

2.

[メッシュデータのエクスポート]ダイアログ ボックス

ダイアログボックスを使用して、メッシュデータをエクスポートしたい場所に移動
します。

ファイルに対する固有の名前をファイル名ボックスに入力します。

アライメント一覧から、メッシュデータに適用したいアライメントを選択します。

エクスポートボタンをクリックしてメッシュデータをエクスポートします。取り消
しをクリックすると、データをエクスポートせずにダイアログボックスが終了しま
す。

メッシュを空にする

このオプションを使用または表示するにはメッシュライセンスを有効にする必要
があります。

メッシュを空にするには

編集ウィンドウで、カーソルを空にしたいメッシュ上またはメッシュの下に配置し
ます。2連続のメッシュを編集ウィンドウで定義している場合、空にしたいメッシュ
上に配置する必要があります。

メッシュツールバーでメッシュを空にするボタン をクリックするか、メニュー
で操作 | メッシュ | 空を選択します。

メッシュのすべてのデータが空になります。
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このコマンドをメッシュに適用すると、メッシュデータを復元するこ
とはできません。[元に戻す]をクリックすることは失われたデータを
復元できません。

メッシュアライメント

メッシュに収集したデータを正しく使用するために、メッシュとパートモデルのCADデー
タとの間またはメッシュ間にアライメントを作成する必要があります。これはメッシュ/
CADアライメントダイアログボックスを使用して行われます。

このダイアログボックスは、メッシュツールバーの[メッシュ整列]ボタン（ ）からア
クセスできます（[表示|ツールバー|メッシュ]）。

メッシュ/CADアライメントダイアログボックスの説明

メッシュ/CADアラインメントダイアログ ボックスのデフォルト表示

メッシュ/CADアライメントダイアログ ボックスには以下のオプションがあります：

ID - これはアラインメントの識別ラベルを表示します。

参照 - 通常、CAD自体または定義されたメッシュからアラインメントの参照オブ
ジェクトを選択します。メッシュは選択された参照に整列されます。

メッシュ - これによってアラインメントに使用するメッシュを選択できます。
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オフセット - このオプションは面のCADモデルのオフセット値を定義し、通常は
シートメタルパーツと共に使用されます。オフセット値を適用すると基本的に、表
面CADモデルに厚みが提供され、表面CADモデルに表示されない異なる面にメッ
シュデータを配置することができます。例えば、パート上部に表面CADモデルがあ
るが、対応する底面に整列したい場合、パート厚さのオフセット値を適用し、ス
キャンされたデータを底面に整列することができます。面の法線ベクトルと同じ方
向に厚さを適用したい場合は正の値を使用し、面の法線と反対方向に厚さを適用し
たい場合は負の値を使用します。これはメッシュからCADへのアラインメントのみ
で使用可能です。

自動 - このエリアでは、計算ボタンを使用してメッシュを持つCADを自動的に整列
することができます。これはメッシュからCADへのアラインメントのみで使用可能
です。

点のペア - このエリアでは、メッシュから選択した点に対応するCADから選択した
点に基づいて大まかなアラインメントを作成できます。必要なペアを選択したら、
計算をクリックして大まかなアラインメントを実行できます。

アラインメントの微調整 - このエリアではアラインメントを微調整することができ
ます。最大距離オプションのみがメッシュアラインメントに対するメッシュで使用
できます。

作成中のアラインメントに応じて、ダイアログボックスの[アラインメントの微調整]
エリアは下記項目から成ります：

すべての点 - このボックスはアラインメントの微調整に使用するランダムにサ
ンプリングされた点の数を定義します。この数は3以上の値でなくてはなりま
せん。約200個の点が理想的です。

最大繰り返し数 - このボックスはアラインメントの微調整のためにプロセスが
行う繰り返し数を定義します。

計算 - このボタンはアラインメントの微調整プロセスを開始します。プロセス
がアラインメントの繰り返しを行う際に、進行状況バーが進行状況を表示しま
す。

Maximum StdDev - このボックスは、自動アラインメントの実行中に使用さ
れる最大標準偏差を定義します。コマンド実行中に入力された値を超えると、
ユーザーはCAD/Pointcloudで点のペアを随意に選択するように指示されます。
値を -1 にすると最大StdDev機能は無効になります。

最大距離 - このボックスはPC-DMISが有効なメッシュ点に対してCADから見
る最大距離を定義します。値がない場合、PC-DMISはデフォルト値の0（ゼ
ロ）を使用し、最大距離はCAD境界ボックスの距離の半分になります。

結果 - このエリアには以下の項目があります：

CADモデルのデータに比較したメッシュデータの平均偏差、最大偏差および標
準偏差を表示した情報ボックス。
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ヒストグラム - このボタンはメッシュから点をランダムサンプリングしてCAD
に投影します。アラインメントヒストグラムダイアログボックスにはそのサン
プルの偏差が表示されます。

選択されたメッシュに対するアラインメントヒストグラムダイアログボックスの例

マトリクス - このボタンはメッシュアライメントに対するアラインメントマト
リクスダイアログボックスを表示します。オフセットおよび回転マトリクスに
おけるメッシュアライメントの数値を一覧表示します。

メッシュアライメントに対するアラインメントマトリクスダイアログボックスの例

メッシュ/CADアライメントの作成

CADアラインメントに対するメッシュを作成するには、以下の操作を行います：
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1.

2.

3.

グラフィック表示ウィンドウにインポートされたCADモデルがあり、測定ルーチン
に MESH コマンドがあることを確認します。これらの要素はメッシュをCADに整列
するのに必要です。

[挿入|メッシュ| 整列]メニューオプションを選択するか、または [メッシュ] ツール

バーの [メッシュ整列] ボタン（ ）を選択します。編集ウィンドウのコマンド
モードで ALIGNMENT/START  および ALIGNMENT/END  コマンドの間に 
MESHCADBF  コマンドを入力しても、このダイアログボックスにアクセスできま

す。[メッシュ/CADの整列]ダイアログボックスが開きます：

メッシュ/CADアライメントダイアログボックス

メッシュ/CADアライメントダイアログボックスの完全な説明については、
PC-DMIS Laser ドキュメントのトピック「メッシュ/CADアラインメントダ
イアログボックスの説明」を参照してください。

CADモデルとメッシュの一時的な分割画面ビューがグラフィック表示ウィンドウに
表示されます。この分割画面ビューを使用してアラインメントの様子を視覚的に見
ることができます。[基準]ドロップダウンリストから、基準点を選択します。通常、
CADモデル自体または定義されたメッシュのいずれかが使用可能です。メッシュは
選択された参照に整列されます。
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4.

5.

a.

b.

i.

ii.

トップビューにCADモデルを、ボトムビューにメッシュを表示した分割画面ビュー

測定プログラムに複数のメッシュがある場合、メッシュリストからメッシュを選択
してください。

アラインメントを実行します：

自動セクションにある計算ボタンをクリックします。これは、パーツの外面を
完全にスキャンする場合にのみ使用してください。これはメッシュのCADへの
アライメントを自動的に実行し、生成時にアライメント上での微調整も実行し
ます。

自動計算が良好なアライメントを計算しない場合、点のペアエリアを使用して
大まかなアライメントを実行します。これによって、メッシュがCADに近くな
い場合、十分に近くなります。次に必要に応じて、さらにアライメントを微調
整します。メッシュが不完全である場合、あるいは固定治具、テーブルまたは
その他の同様な要素に属するスキャンされたデータを含む場合、このタイプの
アライメントを使用する必要があります。

メッシュ上で希望の数の点をクリックします。

CAD モデルの上で対応する位置をクリックします。 
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iii.

iv.

c.

選択されたCAD (最上部) と対応するメッシュ (最下部) を表示する分割画面
ビュー

モデルおよびメッシュの様々な領域の周囲で取得する点が多いほど、大
まかなアライメントが良好になります。

計算をクリックして大まかなアラインメントを作成します。

次に、アラインメントを調整する場合は常に、[アラインメントを調整]領域を
使用します。これにより、メッシュがCADモデルに近づきます。十分に微調整
されたアラインメントを得るには、メッシュ点が最初の大まかなアラインメン
トを介してCAD点に十分に接近している必要があります。 
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i.

ii.

iii.

iv.

v.

6.

7.

8.

微調整が必要な大まかなメッシュ - CADアラインメントの例

点の総数ボックスで、繰り返しごとに使用するランダムなサンプル点の
総数を定義します。

[最大反復回数]ボックスで、反復回数を定義します。

[最大標準偏差]ボックスで、メッシュ内の点とCADモデル間の自動整列
実行の最大標準偏差を定義します。自動アラインメントコマンド実行時
に、メッシュ/CADの逸脱の標準偏差が定義された最大値より大きい場
合、点のペアを選択してより良好なアラインメントを得ることができま
す。デフォルト値は -1 で、無限の許容標準偏差に相当します。

最適化ルーチンで使用するためにCADからの点の最大距離を定義しま
す。デフォルト値は０です。この場合、メッシュのサイズに基づいた内
部最大距離が使用されます。

計算をクリックしてアラインメントを微調整します。

メッシュの一部がCADに十分に整列されていない場合、[元に戻す] ボタンをクリッ
クして同じタイプで追加のパラメータを持つアラインメントを使用して再計算した
り、あるいは別のアラインメントを試すことができます。

板金パーツを表す面モデルがあり、オフセット面に整列したい場合は、板金パーツ
の一定厚さを表すオフセット値を定義します。

結果エリアを使用して、メッシュがCADに十分に整列しているかどうかを調べま
す。必要に応じてオフセットまたはアラインメントの精製値を変更してアラインメ
ントを改善します。変更する場合は、必ず計算ボタンをクリックして新しい値でア
ラインメントを再生成してください。
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9. アラインメントの結果に満足したら、[作成] をクリックします。PC-DMISは一時的
な分割画面ビューを閉じ、編集ウィンドウに MESHCADBF コマンドを配置します。
「ウィンドウの編集」コマンドの詳細については、「MESHCADBFコマンド・モー
ド・テキストの説明」のトピックを参照してください。

完了したメッシュのCADへのアライメントの例

MESHCADBFコマンドモードテキスト

MESHCADBFコマンドを使用すると、CADデータでのメッシュデータの最適化アライメ
ントを実行することができます。

下記はMESHCADBFアラインメントのコードの抜粋例です。

   A1 =ALIGNMENT/START,RECALL:STARTUP,LIST=YES
      MESHCADBF/REFINE=n1,n2,n3,SHOWALLPARAMS=TOG1,
      ROUGH ALIGNPAIR/
         THEO/<x,y,z>,<i,j,k>,
         MEAS/<x1,y1,z1>
      REF,TOG2,,
   ALIGNMENT/END

n1は厚さを適用する際のオフセット値を表します。

n2は最大標準偏差値を表します。

n3は最大距離値を表します。

TOG1 では大まかなアラインメントに使用するパラメータを表示または非表示にで
きます。[はい]または[いいえ]に設定されます。
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•

•

1.

2.

      ROUGH ALIGNPAIR/
         THEO/x,y,z,i,j,k,
         MEAS/x1,y1,z1

これらの点の大まかなアラインメントペアはグラフィックの表示ウィンドウを
使用して定義/選択されます。 THEO/ の隣の値はCAD上の点を表します。
MEAS/ の隣の値はCOP上で対応する点を表します。これらのペアを使用し

て、さらにアラインメントの精密化ができるように、メッシュがCADに十分に
接近できるようなCADとメッシュ間の大まかな変換を決定します。

TOG2ではアラインメントに使用するメッシュを選択できます。

メッシュをメッシュアライメントに対して作成する

メッシュ間の整列機能では、重複を持つ2つの異なる参照フレームで収集されたあるメッ
シュを別のメッシュに最適に整列することができます。典型例は2つの点群コマンドにお
ける2つのスキャンであり、同じパート方向でスキャンできないパートの領域を表しま
す。

整列は2段階で行われます：

おおまかなアライメント。この場合、2つのメッシュの重複領域にある点のペアが選
択されます。

参照メッシュにできるだけ近い2番目のメッシュが得られる正確な最適化。

メッシュアラインメントに対するメッシュを作成するには以下の操作を行います。

整列に使用している測定プログラムに2つ以上のメッシュコマンドがあることを確認
します。これらの要素は2つのメッシュを整列するのに必要です。

挿入 | メッシュ | アライメント メニューオプションを選択します。編集ウィンドウ
のコマンドモードで ALIGNMENT/START  および ALIGNMENT/END  コマンドの間
に MESHMESHBF  コマンドを入力しても、このダイアログボックスにアクセスでき
ます。下記のようにダイアログボックスが表示されます：
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3.

メッシュ/メッシュアライメントダイアログボックス

このダイアログボックスの完全な説明については、トピック「メッシュ/
CADアラインメントダイアログボックスの説明」を参照してください。

この２メッシュの一時的な分割画面ビューがグラフィック表示ウィンドウに表示さ
れます。この表示を使用してアラインメントの様子を視覚的に見ることができま
す。参照ドロップダウンリストから参照点として使用される最初のメッシュを選択
します。
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4.

5.

a.

b.

◦

メッシュアラインメントにメッシュを表示する分割画面ビュー

マウスを使用して必要に応じて各ビューを操作し、方向を変えて点のペアを作成し
ます。

アラインメントを実行します：

自動セクションにある計算ボタンをクリックします。これはパートの外面をフ
ルスキャンするとき以外は使用しないでください。これはメッシュの参照メッ
シュへのアライメントを自動的に実行し、生成時にアライメント上での微調整
も実行します。

自動計算が良好なアライメントを計算しない場合、点のペアエリアを使用して
大まかなアライメントを実行します。これによって、メッシュが互いに十分に
近づきます。次に必要に応じて、さらにアライメントを微調整します。メッ
シュが不完全である場合、あるいは固定治具、テーブルまたはその他の同様な
要素に属するスキャンされたデータを含む場合、このタイプのアライメントを
使用する必要があります。

重複領域上の各メッシュで希望の数の点 (3ペア以上) をクリックしま
す。2メッシュの重複領域上の点「のみ」をクリックします。 
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◦

c.

選択されたMESH1およびMESH2メッシュを表示する分割画面ビュー

メッシュの重複領域の周囲で取得する点が多いほどアラインメントが改
善します。計算をクリックして大まかなアラインメントを作成します。

次に、アラインメントを微調整したいときには常に、アラインメントの微調整
エリアを使用して、２つのメッシュをお互いに接近させます。十分に微調整さ
れたアラインメントを得るには、２つのメッシュ点が最初の大まかなアライン
メントによって、互いに十分に接近している必要があります。 

微調整が必要な大まかなメッシューメッシュアラインメントの例
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i.

ii.

6.

7.

最大距離ボックスを使って２つのメッシュに点間の最大距離を定義しま
す。デフォルト値は0 (ゼロ) です。デフォルト値を使用する場合、PC-
DMISはメッシュの測定に関連する内部デフォルト値を使用します。

計算をクリックしてアラインメントを微調整します。

1つのメッシュの一部がCADに十分に整列されていない場合、[元に戻す] ボタンをク
リックして同じタイプで追加のパラメータを持つアラインメントを使用して再計算
したり、別のアラインメントを試すことができます。

アラインメントの結果に満足したら、[作成] をクリックします。PC-DMISは一時的
な分割画面ビューを閉じ、編集ウィンドウに MMESHMESHBF コマンドを配置しま
す。 MESHMESHBF コマンドについて詳しくは、PC-DMIS Laser ドキュメントの
「MESHMESHBFコマンドモードテキスト」トピックを参照してください。

MESHMESHBFコマンドモードテキスト

MESHMESHBF コマンドを使用すると、2番目のメッシュで参照メッシュの最適化アライ
ンメントを実行できます。

下記は MESHMESHBF アラインメントのコードの抜粋例です。

   A1 =ALIGNMENT/START,RECALL:STARTUP,LIST=YES
      MESHMESHBF/REFINE,SHOWALLPARAMS=TOG1,
      ROUGH ALIGNPAIR/
         THEO/<x,y,z>,<i,j,k>,
         MEAS/<x1,y1,z1>
      REF,TOG2,TOG3,,
   ALIGNMENT/END

TOG1 では大まかなアラインメントに使用するパラメータを表示または非表示にで
きます。[はい]または[いいえ]に設定されます。

      ROUGH ALIGNPAIR/
         THEO/x,y,z,i,j,k,
         MEAS/x1,y1,z1

これらの点の大まかなアラインメントペアはグラフィックの表示ウィンドウを
使用して定義/選択されます。 THEO/ の隣の値は参照メッシュの点を表しま
す。 MEAS/ の隣の値は2番目のメッシュ上で対応する点を表します。これら
の組み合わせはさらにアラインメントの精密化ができるように2つのメッシュ
が接近できるような 参照メッシュと2番目のメッシュ間の大まかな変換を決定
するのに使用されます。
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•

•

•

1.

2.

3.

TOG2 は2番目のメッシュに対して整列するために使用される参照メッシュを決定し
ます。

TOG3参照メッシュに対して整列し直すために使用される2番目のメッシュを決定し
ます。

OptoCatからメッシュを受信する

メッシュツールバーの「OptoCatからのメッシュの受信」ボタン（ ）を使用して、
PC-DMISを待機にして、OptoCatアプリケーションからメッシュを受信する準備が整った
状態にします。

メッシュデータが受信されると：

PC-DMIS測定ルーチンにメッシュコマンドが含まれている場合、既存のメッシュ
データは新しいメッシュデータで置き換えられます。

PC-DMIS検査プランにメッシュコマンドが含まれていない場合、新しいメッシュ
データを含むメッシュコマンドが測定プログラムに挿入されます。

受信されたメッシュデータが測定プログラムに挿入されると、測定ルーチンが自動
的に実行されます。

ONがクリックされると、下記のようにOptoCatからメッシュを受信するボタンの背景色

が暗色になります 。

ボタンをクリックして、この機能のON/OFFを切り換えます。

この機能を使用するには

OptoCatメッシュデータをインポートする目的先となる測定ルーチンを開きます。

メッシュツールバー (表示 | ツールバー | メッシュ) にあるOptoCatからメッシュを
受信するボタンをクリックします。クライアント TCP/IPポートダイアログボックス
が表示されます。

必要に応じてポートフィールドを更新します。コンピュータ上のポート割り当てが
OptoCatアプリケーションのポート割り当てと一致している必要があります。
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4. [OK]をクリックします。PC-DMISは、OptoCatアプリケーションからメッシュデー
タを受信する準備ができます。

ポイントクラウドまたはメッシュを HHScan 
アプリケーションから受信する
以下に示すとおり、ユーザーが Hexagon AtlaScan Max または MarvelScan ハンドヘルド
スキャンデバイスを使用するとき、PC-DMIS は HHScan アプリケーションと通信するこ
とができます。

AtlaScan Max センサー (左) と MarvelScan センサー (右)

PC-DMIS を、待機状態にして HHScan アプリケーションからポイントクラウドまたは
メッシュデータを受信する準備が整った状態にするには、[ポイントクラウド] または

[メッシュ] ツールバーにある [HHScan からデータを受信] ボタン  をクリックしま
す。

この機能を使用してポイントクラウドデータを受信するには、ユーザーの PC-
DMIS ライセンスに BIGCOP オプションが含まれている必要があります。メッ
シュデータを受信するには、ユーザーのライセンスに MESH オプションが含まれ
ている必要があります。

PC-DMIS がデータを受信すると以下のようになります：
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•
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1.

2.

3.

4.

•

現在実行中の測定ルーチンにポイントクラウドまたはメッシュコマンドがすでに含
まれている場合、PC-DMIS は既存データを新しいデータに置き替えます。

現在実行中の測定ルーチンにポイントクラウドまたはメッシュコマンドが含まれて
いない場合、PC-DMIS はコマンドを測定ルーチンに挿入し、それに新しいデータを
挿入します。

PC-DMIS は受信されたデータを測定ルーチンに挿入した後、測定ルーチンを自動的
に実行します。

[HHScan からデータを受信] ボタンが「オン」状態にあるとき、ボタンの色は暗色 
です。また、PC-DMIS 画面の左下にあるステータスバーに「HHScan からデータを受
信」というテキストが表示されます。ボタンが「オン」状態になると、PC-DMIS は、
HHScan アプリケーションから新しいファイルが受信されたかどうかについて、「C:
\Users\Public\Documents\Hexagon\ZGSensor」フォルダーをモニターします。

[HHScan からデータを受信] ボタンをクリックして、この機能をオンおよびオフに切り替
えることができます。

この機能を使用するには

HHScan アプリケーションから、ポイントクラウドまたはメッシュデータをイン
ポートしようとする測定ルーチンを開きます。

[HHScan からデータを受信] ボタンをクリックして、PC-DMIS を HHScan アプリ
ケーションからデータをいつでも受信できる状態にします。

HHScan アプリケーションを使用してデータを生成します。

HHScan アプリケーションからデータをエクスポートします。以下のいずれかの方
法で HHScan アプリケーションからデータをエクスポートできます。

[ホーム] ツールバーの [エクスポート] セクションから、[エクスポート-メッ
シュ] または [エクスポート-ポイントクラウド] ボタンをクリックして、行き先
フォルダーを割り当て、手動でデータをエクスポートします。

HHScan アプリケーションからの [エクスポート-メッシュ] および [エクスポート-
ポイントクラウド] ボタン

PC-DMIS がデータを検出してインポートするように、行き先フォル
ダーを「C:\Users\Public\Documents\Hexagon\ZGSensor」に設定す
る必要があります。
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スキャン動作が完了したら、HHScan アプリケーションが事前に割り当てられ
たフォルダーの場所に自動的にデータをエクスポートするようにすることがで
きます。これを行うには、[ホーム] ツールバータブの [スキャン] セクションか
ら、[スキャン-表面] または [スキャン-ポイントクラウド] ボタンをもう一度ク
リックして、現在のデータ収集セッションを終了します。

HHScan アプリケーションからの [スキャン-表面] または [スキャン-ポイントクラ
ウド] ボタン

[高度な機能] ツールタブの [エクスポート] セクションから、[Hexagon] ボタン
をクリックします。このボタンはデータを「C:
\Users\Public\Documents\Hexagon\ZGSensor」フォルダーにデータを送るよ
うに事前に設定されています。

HHScan アプリケーションからの [Hexagon エクスポート] ボタン

PC-DMIS は HHScan アプリケーションからデータをいつでも受信できる状態にあると
き、「C:\Users\Public\Documents\Hexagon\ZGSensor」フォルダーに到達するあらゆる
新しいデータを検出します。記載のとおり、PC-DMIS はデータが到達すると常に開いて
いる測定ルーチンにデータをインポートします。

HxGN Robotic Automation
HxGN Robotic Automationは、PC-DMISと通信するHexagonアプリケーションです。PC-
DMISをHxGN Robotic Automationシステムに接続すると、HxGN Robotic Automationツー
ルバーを使用して、測定ルーチンと検査計画をHxGN Robotic Automationにエクスポート
できます。

このセクションのトピックは、次のとおり：

HxGN Robotic Automationの概要

HxGN Robotic Automationを使用したPC-DMISワークフロー

コネクタアプリケーションを使用したHxGN Robotic Automationの設定

HxGN Robotic Automationの概要

HxGN Robotic Automationは、部品の自動スキャンと検査を行うためのソフトウェアツー
ルで、次のことを実行できます：

仮想測定セルをモデル化して作成する
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1.

2.

ロボットのシミュレーションを通じて測定用の最適なロボットスキャンパスを生成
する

ロボット測定ルーチンを実行する

スキャンしたデータを取得する

スキャンしたデータを次の目的でPC-DMISに送信できます：

測定結果を取得し、データ分析を実行する

レポートを生成する

HxGN Robotic Automationを使用したPC-DMISワークフ
ロー

このワークフローは、ROY-AUTOMATEライセンスが有効になっていることを前
提としています。

HxGN Robotic AutomationアプリケーションでPC-DMISを使用するには：

レーザープローブを使用してPC-DMIS測定ルーチンを作成します。測定ルーチンを
手動で作成するか、CSV-Converterアプリケーションを使用してCSVバージョンを
インポートできます。

[HxGN Robotic Automation] ツールバー（表示 | ツールバー | HxGN Robotic 

Automation）で、[HxGN Robotic Automationにエクスポート] ボタン ( ) をク
リックするか、または [ファイル | エクスポートHxGN Robotic Automation] メ
ニューオプションを選択します。

まだサポートされていない機能に対しては、HxGN Robotic Automationは、[HxGN 
Robotic Automationへのエクスポート-まだ管理されていない]ダイアログボックス
を表示して、それらを一覧表示します：
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3.

4.

[保存]をクリックして、支援されていない機能のレポートをテキストファイルとして
保存します。

HxGN Robotic Automationツールバーから、TCP/IPポイントクラウドサーバーの

データ受信ボタン（ ）をクリックして、PC-DMISとHxGN Robotic Automation
間の通信チャネルを開きます。

HxGN Robotic Automationアプリケーションから、スキャンプログラムを作成して
実行します。HxGN Robotic Automationアプリケーションでスキャンプログラムを
作成および実行する方法の詳細については、HxGN Robotic Automationのドキュメ
ントを参照してください。

PC-DMISはスキャンされたデータをHxGN Robotic Automationアプリケーションか
ら受信し、測定ルーチンを自動的に実行します。

Robotic Automation でのネイティブ CAD ファイルの処理方法
PC-DMIS 測定ルーチンを Robotic Automation に初めて転送すると、PC-DMIS は元の
CAD モデルも転送します。Robotic Automation はパートのプラニングのために CAD モデ
ルを使用します。

PC-DMIS は常に CAD ファイルを通常はデフォルトの場所「C:
\Users\Public\Documents\Hexagon\PC-DMIS\2026.2\CAD\」に保存します。

何らかの理由で、Robotic Automation がデフォルトの場所で CAD ファイルを見つけない
場合、PC-DMIS は下記に似たメッセージを表示します。
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1.

PC-DMIS

MyModel.CAD が C:\Users\Public\Documents\Hexagon\PC-DMIS\2026.2\CAD\ フォル
ダーで見つかりませんでした。

PC-DMIS は上記メッセージを表示して、現在の測定ルーチンに関連するネイティブ CAD 
モデルファイルがデフォルトの場所で見つからなかったため、そのフォルダーにコピーす
る必要があることをユーザーに通知します。

コネクタアプリケーションを使用したHxGN Robotic 
Automationの設定

コネクタアプリケーションを使用して、PC-DMISとHxGN Robotic Automation間の通信を
設定します。

それを行うには以下を実行します。

HxGN Robotic Automationアプリケーションを実行している状態で、画面の右下に

ある左端の緑色のコネクタアプリケーションボタン （ ）をクリックします。こ
れは、HxGN Robotic Automationコネクタアプリケーションのダイアログボックス
を開きます。

HxGN Robotic Automationコネクタ アプリケーションダイアログボックス
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•

2.

コネクタアプリケーションは、通信イベントメッセージのログを表示します。

[ログを削除]ボタンをクリックすると、すべてのログメッセージを完全に削除
できます。

[ログをエクスポート]ボタンをクリックして、メッセージの一覧をログファイ
ルにコピーできます。

[ポイントクラウドフォルダーのクリーンアップ]ボタンをクリックして、
HxGN Robotic AutomationがPC-DMISからのポイントクラウドデータを保存し
ているフォルダー内のポイントクラウドデータファイルを削除できます。コネ
クタアプリケーションがこれを行う方法は、[設定]ボタン（ ）から利用でき
る[アプリケーションの設定]ダイアログボックスで定義できます。

コネクタアプリケーションの設定を構成または確認するには、ダイアログボックス
の右上にある[設定]ボタン をクリックします。

HxGN Robotic Automationコネクタ ダイアログボックス - アプリケーションの設定

[アプリケーションの設定]ダイアログボックスには、次のエリアがあります：

ネットワークの設定 - このエリアでは、次の設定を定義します：

IPアドレス - このボックスは、HxGN Robotic Automationアプリケーショ
ンを実行するコンピュータの通信アドレスを定義します。

ポイントクラウド ポート - このボックスは、PC-DMISがHxGN Robotic 
Automationアプリケーションからポイントクラウドデータを読み込むた
めに使用するポート番号を定義します。
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•

•

機能ポート - このボックスは、HxGN Robotic Automationアプリケーショ
ンがPC-DMISアプリケーションから機能データを読み込むために使用す
るポート番号を定義します。

ポイントクラウドの設定 - このエリアでは、次の設定を定義します：

フォルダ名 - このボックスは、HxGN Robotic Automationがすべてのポイ
ントクラウドファイルを保存する場所を定義します。ボックスに直接場
所を入力するか、[フォルダ]ボタン を使用すると、ダイアログボック
スを開き、選択したフォルダの場所に移動できます。

ファイル名 - このボックスは、HxGN Robotic Automationポイントクラウ
ドファイル名のプレフィックスを定義します。デフォルトはプロジェク
ト名ですが、[ファイル名]一覧から[カスタム]オプションを選択して、
ファイル名の代替プレフィックスを入力できます。

バッファサイズ - このオプションを使用すると、コネクタアプリケー
ションが処理のためにポイントクラウドをPC-DMISに送信する方法を選
択できます。

一覧から[全体]を選択すると、コネクタアプリケーションはポイン
トクラウド全体をPC-DMISアプリケーションに送信します。

[パケット]を選択し、[ストライプ]ボックスにストライプの数を入力
すると、コネクタアプリケーションはポイントクラウドを小さな
チャンクでPC-DMISアプリケーションに送信します。各チャンク
（またはパケット）には、入力された数のストライプが含まれま
す。これは、ポイントクラウド全体が送信されるまで続きます。

[ランタイム図]チェックボックス - このチェックボックスをオンにする
と、PC-DMISは、PC-DMISアプリケーションに送信されるとすぐに、各
ポイントクラウドパケットをグラフィック表示ウィンドウに表示しま
す。

その他の設定 - このエリアを使用して、[ポイントクラウドフォルダーのク
リーンアップ]ボタンをクリックした時にHxGN Robotic Automationが保持する
ポイントクラウドファイルの数を設定できます。

この値を 1 に設定し、[ポイントクラウドフォルサーをクリーンにす
る] ボタンをクリックします。HxGN Robotic Automation は最新のポ
イントクラウドファイルを除くすべてのファイルをフォルダーから削
除します。この値を2に設定し、[ポイントクラウドフォルダーをク
リーンにする]ボタンをクリックすると、HxGN Robotic Automationは
2 つの最新のポイントクラウドファイルを除くすべてのファイルを
フォルダーから削除します。
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3.

[起動時にポイントクラウドファイルを自動クリーンアップする]チェック
ボックスをオンにすると、HxGN Robotic Automationは、アプリケー
ションを再起動するたびに設定した値に基づいてポイントクラウドフォ
ルダーを削除します。[削除したファイルをごみ箱に移動する]チェック
ボックスをオンにしない限り、これは永続的です。

[ポイントクラウドフォルダーをクリーンアップ]ボタンをクリックした時
にポイントクラウドファイルを完全に削除したくない場合は、[削除した
ファイルをごみ箱に移動する]チェックボックスをオンにします。これに
より、削除されたすべてのポイントクラウドファイルがシステムから完
全に削除されるのではなく、ごみ箱に保存されます。

[戻る]ボタン をクリックしてログ画面に戻るか、画面右上のクローズボタン（X）
をクリックしてHxGN Robotic Automationコネクタアプリケーションを閉じます。
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用語集
CCD

電荷結合素子 - これはデジタルカメラに使用される2種類の主要な画像センサーのう
ちの1つです。

CI
状態インジケーター - この数値は、面上点の点分布の品質を示します。

COP
COP（ポイントクラウド）コマンドはXYZの座標データの内容です。データは外部
ファイルから入力することができ、またはそれが参照してスキャンコマンドを介して
レーザーセンサーから直接来ることができます。ポイントクラウドを参照してくださ
い。

LWM
レーザーリストマップ

ｵｰﾊﾞｰｽｷｬﾝ
このパラメータは理論要素の距離を越えてどの位プローブが要素の長軸および短軸に
沿ってスキャンするかを定義します。

ゲージ側の点
フラッシュとギャップの自動要素では、これはフラッシュが測定される場所を示す
ゲージ表面上の点です。(この点はゲージ点とも呼ばれます)。

ｾﾝｻｰ周波数
このパラメータはプローブの内部センサー周波数をコントロールします。表示される
値は、秒間に感知した周波数です。

ポイントクラウド
点群はCADモデル上の要素を定義するために使用されるデータ点の集合です。

マスター側の点
フラッシュとギャップの自動要素では、これはフラッシュが測定されるマスター側の
表面上の点です。

ミリ画素
1 ミリ画素 = 0.001 画素

メッシュ
メッシュは、 3次元部品形状を表現するために最適なアルゴリズムを使用して結合さ
れている頂点と三角形の集合です。

注釈
注釈は、それに関連付けられた色で表面のカラーマップ上の特定位置の偏差を表示す
る方法です。

点群
ポイントクラウドを説明することに使用される用語。ポイントクラウドはCADモデル
上の要素を定義するために使用されるデータ点の集合です。

行のｵｰﾊﾞｰﾗｯﾌﾟ
このパラメータは各通過が以前の通過にオーバーラップする距離をコントロールしま
す。

表面CADモデル
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表面CADモデルは面を保有するだけで、立体を作成しません。この例として、平面要
素、閉じた体積を持たない円筒面などが挙げられます。

露光
このパラメータはレーザーセンサー照射をコントロールします。
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[ポイントクラウドアライメント] ダイアログボックス 280
[メッシュアライメント] ダイアログボックス 468
[レーザープローブ] ツールボックス 70

[プローブの配置] タブ:コントロール 65
レーザースキャンプロパティ 70
レーザースキャンプロパティ:ゲイン 70

2
2D 半径ゲージ 274, 273

ダイアログボックス 274
2D 要素 101

最大入射角 101

3
3D 要素 95

最大入射角 95

C
CAD からの COP のシミュレーション 164
CAD からの 理論上の COP 164
CAD からのポイントクラウドのシミュレーション 164
CAD データでの抽出 310
CAD との比較ポイントクラウド厚さカラーマップ 172
CAD との比較厚さカラーマップ 172
COP 310, 137, 70, 134, 165

グラフィック表示 137
大きい 134
小さい 134

COP コマンド 142, 165
COP/OPER コマンド 165

BOOLEAN 257
CLEAN 238
EXPORT 248
IMPORT 254
PURGE 244
RESET 252
SELECT 188
ポイントクラウド EXPORT 248
ポイントクラウド IMPORT 254

COP/OPER の選択 188
COP/OPERのエクスポート 248
COPALIGN コマンド 287, 291, 280
COPCADBF コマンド 287, 280
COPCOPBF コマンド 291, 280
CWSパラメータ 103
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H
HP-L センサー 70
HP-L-10.10 センサー 32

ライブビュー 32
HxGN Robotic Automation 484, 133, 484, 485

ツールバー 133
ワークフロー 485
概要 484

HxGN Robotic Automation ワークフロー 485

M
M&H LS-R レーザーセンサー 12, 11, 10, 12

スキャニング 11
動作要件 11
自動要素 12

M&H LS-R レーザーセンサーでのスキャニング 11
MESH/OPER コマンド 457, 458

SELECT 457
MESHALIGN コマンド 475
MESHCADBF コマンド 475
MESHMESHBF コマンド 480
MESHMESHBF 整列コマンド 480

P
PC-DMIS 組み込み要件 11

M&H LS-R レーザーセンサー 11
M&H LS-R レーザーセンサー:動作 11
スキャニング 11
動作 11

Q
QuickCloud ツールバー 259, 129, 122
QuickFeature 310

抽出 310
QuickFeature の実装 309
QuickFeature 抽出 310
QuickMeasure ツールバー 122

S
SurfacePointType (表面点タイプ) 設定エントリ 318
アニメパラメータ 165
アライメント 280

ポイントクラウド・ツー・CAD 280
エッジ点 328
エンドタッチベクトル 400
カラーバープロファイルエリア 179
カラーバーレベルエリア 177
カラーマップ 172, 169

ポイントクラウドの厚さ 169
厚さ 172, 175, 169
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キャリパー 259, 270, 259
中点 270
終了点 270
開始点 270

キャリパー中点 270
キャリパー終了点 270
キャリパー開始点 270
グラフィックオーバーレイ 118
グリッド詳細スキャン 415
ゲージ 274, 273, 259

キャリパー 259
コマンドモードテキスト 332

最上点 332
サウンドイベント 114
シミュレーション 165

アニメパラメータ 165
スキャニング

CAD コントロール 387
ID 387
スキャンの種類 386
スキャンパラメータ 387
パッチ 405
べクトルエリア 398
べクトルのグラフィック表示 399
ポイントクラウド参照要素 400
リニアオープン 403
共通機能 386
初期ベクトル 408
周囲 409
境界点 395
測定機速度の設定 418
点への変換 389
自動要素 301
自由形状 413
色 121
行の重複 69
速度 418

スキャン 385, 69, 385
グリッド 415
測定 400

スキャンラインインジケータ 117
ｽﾌﾟﾗｲﾝ点 393
スプライン点

増分 395
曲線タイプ 394
点間隔タイプ 395
計算タイプ 394
重量 395

センサー 10
HP-L-10.10 32
M&H LS-R 11, 10
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M&H LS-R:スキャニング 11
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ダイアログボックス 164
ダイアログボックス/CAD からの COP のシミュレーション 164
ダイアログボックス/CAD からのポイントクラウドのシミュレーション 164
ツールバー 133, 130, 122, 122

HxGN Robotic Automation 133
QuickCloud 259, 129, 122
QuickMeasure 259, 122
メッシュ 468, 130
メッシュアライメント 468, 468

データフィルタリング 148
はじめに 10
パッチ詳細スキャン 405

パラメータ 408
新しい線 393

ファイル形式の例
厚さカラーマップ 175

フィルター 145
フラッシュとギャップ 357, 355
プローブ ツールをレーザー 63
プローブ校正 12

M&H LS-R レーザーセンサー 12
プロファイルエリア 179
プロファイルセクション 148

データフィルタリング 148
プロファイル選択 146
ベクトル 405
ポイントクラウド 259, 180, 310, 145, 137, 122, 70, 134, 165
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機能のシミュレーション 165
機能のシミュレーション:アニメパラメータ 165

ポイントクラウド・ツー・ポイントアライメント 280
ポイントクラウド・ツー・ポイントアライメントの作成 280
ポイントクラウドアライメント 279, 280, 134
ポイントクラウドエクスポート COP/OPER 248
ポイントクラウドカラーマップ 172

厚さ 172
ポイントクラウドサーバー 122
ポイントクラウドツールバー 280, 122
ポイントクラウドのインポート COP/OPER 254
ポイントクラウドのシミュレーション 165

アニメパラメータ 165
機能 165

ポイントクラウドのシミュレーションン機能 165
ポイントクラウドのシミュレーション機能

アニメパラメータ 165
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ポイントクラウドのシミュレーション機能の使用 165
アニメパラメータ 165

ポイントクラウドの厚さカラーマップ 169
ポイントクラウドの整列 279, 280
ポイントクラウドの色 121
ポイントクラウドの選択/前向き 188
ポイントクラウドメッシュ 259
ポイントクラウド厚さカラーマップ 172

CAD との比較 172
ポイントクラウド演算子

インポート 254
エクスポート 248
ツールバー 122
ブール値 257
ポイントクラウドエクスポート 248
ポイントクラウドシミュレーションのアニメパラメータ 165
ポイントクラウドのインポート 254
リセット 252
操作 167
消去 238, 244
表面カラーマップ 177
選択 188

メッシュ 259, 303, 468, 458
アライメント 468, 468
厚さカラーマップ 458
自動要素抽出 303
表面点の抽出 303

メッシュ ツールバー 468
メッシュアライメント 468, 468
メッシュからの表面点の抽出 303
メッシュツールバー 130

アライメント 468, 468
メッシュのリセット 452
メッシュ厚さカラーマップ 458
メッシュ演算子 452, 457, 458

RESET 452
メッシュ選択演算子 457

正面向き 457
ライブビュー 32

HP-L-10.10 センサー 32
リニアオープン詳細スキャン 403

パラメータ 405
ﾘﾝｸﾞﾊﾞﾝﾄﾞ 89
レーザー

パス 335
レーザースキャンプロパティ 70

ゲイン 70
レーザーデータ収集設定 158, 145, 146

プロファイル選択 146
専有面の選択 158
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ﾚｰｻﾞｰﾋﾞｭｰ 115
レーザーフィルタリングプロパティ 75

点削減フィルター 75
レーザープローブツールボックス 101, 79

[受容角度フィルター] タブ 79
レーザークリッピング領域のプロパティ 80
[プローブの配置] タブ:ユーザーのレーザーセンサーの配置 65
[プローブ配置] タブ 64
レーザースキャン プロパティ:露光 69
レーザースキャンプロパティ 66
レーザースキャンプロパティ:センサー周波数 68
レーザーのフィルタリングプロパティ 101
レーザーフィルタリングプロパティ 95, 73

レーザープローブの測定オプション 56
レーザープローブ自動要素 318
レーザー属性 9
レーザー最上点自動要素 332, 332

パス 332
レーザー自動 373, 322, 320

コマンドテキスト 383
コマンドモードテキスト 338, 373, 328, 357, 334, 347, 317
パス 339, 374, 347, 384, 348, 318
パラメータ 337, 370, 355, 346, 383
円 309
円形スロット 309
円筒 309
小部分 339
方形スロット 309
最上点 332, 332
最上点パス 332
球 309

レーザー表面点 322, 318, 319, 320
計算方法 322, 318, 320

レベルエリア 177
円 339, 339, 338, 337
円形スロット 347, 347, 346
円筒 374, 373, 370
円要素 299
切断面のベクトル 400
初期ベクトル 408
初期接触ベクトル 400
前向き 188
厚さカラーマップ 172, 175, 169, 174, 173

CAD との比較 172
ファイル形式の例 175
メッシュ 458
レポートでの表示 173
注釈 174, 174

厚さカラーマップ注釈 174
周囲詳細スキャン 409

パラメータ 412
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場面エリアにおける表示 180
境界点 395

CAD データ方法の使用の設定 397
入力による設定 396
消去 397
生成 398
編集 397
追加と削除 398

大きい COP 134
実行モード 113
専有面の選択 158
小さい COP 134
平面 335, 334
平面計算方法 318
平面計算法 319
拡張表面点の計算方法 322
方形スロット 347, 346
最上点 332

コマンドモードテキスト 332
最上点パス 332
最大入射角 101, 95
校正 10
校正球

手動での二等分化 59
正面向き 457
注釈 174

厚さカラーマップ 174
反対の点 174
反対の点の表示 174

注釈 反対の点 174
注釈の表示 反対の点 174
深さオプション 299

円要素 299
深さオプションの使用 299

自動円要素 299
点削減フィルター 75
球 384, 383, 383
球表面点計算法 320
球計算方法 318
球計算法 320
理論上の COP 164
理論上の点

ファイルの読み込み 393
削除 393
手動点 393
編集 392

理論点 392
自動円要素 299
自動要素 12

M&H LS-R レーザーセンサー 12
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自動要素 (レーザー) 101, 95, 322, 310, 309, 319, 320
コマンドボタン 314
スキャン 301
基準になる対象 313
最上点 332, 332
最適化計算タイプ 313
測定プロパティ 312
要素のプロパティ 311
詳細測定オプション 313

自動要素(レーザー) 311, 309
自動要素の抽出 296
自動要素抽出 101, 95, 303, 310

CAD データでの 310
自由形状詳細スキャン 413
色スケールエリア 178
表面カラーマップ 178, 177
表面点 318, 322, 320, 317
要素抽出 303
要素抽出角度オプション 101, 95
要素抽出角度フィルター 101, 95
角型溝 348
角度オプション 101, 95
角度フィルター 101, 95
計算方法 322, 318, 319, 320
順次実行モード 113



索引

501


	タイルページ
	著作権とライセンス
	目次
	PC-DMIS レーザー：序文
	レーザー測定の属性
	はじめに
	M&H LS-R レーザーセンサー
	M&H LS-R レーザーセンサー：ライセンス
	M&H LS-R レーザーセンサー：スキャン
	M&H LS-R レーザーセンサー：自動要素
	M&H LS-R レーザーセンサー：プローブ校正

	ステップ1: PC-DMISをインストールして起動します。
	ステップ2：レーザーセンサーの定義
	ステップ3：レーザーセンサーのセットアップオプションを定義します
	HP-L センサー

	HP-L-10.10 センサ
	HP-L-10.10センサーのセットアップ
	HP-L-10.10センサーでのライブビューの使用
	全景カメラ（OVC）及びビジュアルガイド
	全景カメラダイアログボックス
	HP-L-10.10 LITE センサー
	Zeiss I ++ DME ServerでZeiss Eagle Eye 2を使用すること
	HP-L-5.8およびHP-L-10.6センサーの比較

	ステップ4：レーザーセンサーの校正
	レーザープローブの測定オプション
	校正球の手動等分

	ステップ ５：キャリブレーション結果のチェック

	PC-DMISレーザーにプローブツールボックスの使用
	レーザープローブ ツールボックス：[プローブ位置付け] タブ
	レーザーセンサーを配置するには
	[プローブの配置] タブのコントロール

	レーザープローブツールボックス：[レーザースキャン プロパティ] タブ
	センサーの周波数
	行のｵｰﾊﾞｰﾗｯﾌﾟ
	ｵｰﾊﾞｰｽｷｬﾝ
	露光
	ポイントクラウド
	ゲイン (HP-L センサー向け)
	スキャンズーム状態 (HP-L-10.6 および HP-L-20.8 センサー向け)

	レーザープローブツールボックス：[レーザーフィルタ プロパティ] タブ
	フィルタ形式：なし
	フィルターの種類：点の削減
	フィルタ形式：ストライプ

	レーザー・プローブ・ツールボックス：受入れ角度フィルタータブ
	レーザープローブツールボックス：[レーザークリップ領域のプロパティ] タブ
	レーザープローブ ツールボックス： [要素の抽出] タブ
	要素に基づいたパラメータのクリップ
	バンドパラメータリング
	平面の選択
	内部オフセットと外部オフセット

	フィルター
	要素抽出角度フィルターを使用した 3D 要素
	要素抽出角度フィルターを使用した 2D 要素


	レーザプローブのツールボックス：CWSパラメータタブ
	レーザープローブツールボックス：レーザーAF複数作成タブ

	実行モード
	非同期実行モードの使用
	シーケンシャル実行モードの使用

	サウンドイベントの使用
	レーザービューの使用
	スキャンラインインジケータの使用
	視覚化ツールの理解
	ポイントクラウドのスキャン色
	レーザツールの使用
	点群ツールバー
	QuickCloudツールバー
	メッシュツールバー
	HxGN Robotic Automationツールバー

	ポイントクラウドの使用
	ポイントクラウドの操作
	点群の図形表現
	COP コマンドモードのテキスト
	ﾎﾟｲﾝﾄｸﾗｳﾄﾞ点情報
	レーザーデータ収集の設定
	プロファイルセクション
	データフィルタリングエリア
	ポイントクラウド表示エリア

	専有平面のセクション

	シミュレー点群機能の使用
	CAD から COP をシミュレーションする
	ポイントクラウドシミュレーションにアニメーションパラメータの使用


	ﾎﾟｲﾝﾄｸﾗｳﾄﾞ操作
	ポイントクラウド操作の操作
	ポイントクラウド厚さカラーマップ
	実測のポイントクラウド厚さカラーマップ
	CADポイントクラウド厚さカラーマップとの比較
	厚さのカラーマップをレポートに表示すること
	厚さのカラーマップの注釈
	反対側点の注釈の表示
	厚さカラーマップのポイントクラウドファイルフォーマットの例
	色スケールの編集
	色バーレベルエリア
	カラースケールエリア
	色バープロファイルエリア
	色バーの場面に表示エリア
	領域色の変更

	SELECT
	ポイントクラウドを選択-前向き

	断面
	横断面の2Dビュー

	曲線に沿った断面の作成
	2点間で横断面を作成
	断面ポリラインの表示/非表示
	断面距離の測定
	レポートでの断面ラベルの表示
	SURFACE COLORMAP
	複数の表面プロファイル公差を持つCADモデルにCOLORMAP (カラーマップ) を適用する
	ポイントクラウド表面COLORMAPを使用した表面輪郭の寸法設定

	点のカラーマップ
	クリーニング
	パージ
	ﾌｨﾙﾀ
	ポイントクラウドのエクスポート
	 方法 1 - ポイントクラウドツールバーまたはメニューオプション
	方法 2 - エクスポート演算子

	ﾘｾｯﾄ
	空にする
	ポイントクラウドのインポート
	 方法 1 - ポイントクラウドツールバーまたはメニューオプション
	方法 2 - インポート演算子

	ブール

	ゲージ
	キャリパーの概要
	ゲージダイアログ ボックス - ラベル/レポートタブ
	キャリパーの作成
	キャリパーの開始点、中間点および終了点

	2D半径ゲージの概要
	2D半径ゲージダイアログボックス
	2D半径ゲージの作成


	ポイントクラウドアラインメント
	 ポイントクラウド/CAD アラインメントダイアログ ボックスの説明
	ポイントクラウド - CAD アライメントを作成する
	COPCADBF コマンドモード テキスト
	ポイントクラウド/ポイントクラウドアラインメントの作成
	COPCOPBF コマンドモード テキスト
	編集ウィンドウでの線形の追加または更新に関する注意

	TCP/IP ポイントクラウドサーバー
	ポイントクラウドから自動要素の抽出
	ポイントクラウドのクリックによるレーザー自動要素の定義
	深さオプションを使用して自動円要素を作成する方法の例
	スキャン抽出された自動要素の実行
	測定された自動要素を CAD に揃える

	メッシュからの自動要素の抽出
	レーザー自動表面点をメッシュから抽出する

	レーザーセンサを使用した自動要素の作成
	PC-DMIS LaserにおけるQuickFeatureの実装
	作成されてCOPにリンクされるときのQuickFeaturesまたは自動要素の抽出
	CAD データを付けて抽出
	[レーザー自動要素] ダイアログ ボックスの共通オプション
	要素特性エリア
	[測定プロパティ] エリア
	[高度な測定オプション] エリア
	コマンド ボタン
	直接に測定されたレーザーの自動要素

	ﾚｰｻﾞｰ面上点
	面上点コマンドモードのテキスト
	自動面または最上部点パス
	計算の方法
	平面面上点の算法
	球状面上点の算法
	拡張された面上点の計算方法


	ﾚｰｻﾞｰｴｯｼﾞ点
	エッジ点に固有のパラメータ
	エッジ点コマンドモードのテキスト

	レーザーの最上部点
	最上部点コマンドモードのテキスト
	自動面または最上部点パス

	ﾚｰｻﾞｰ平面
	面固有のパラメータ：
	平面コマンドモードのテキスト
	自動平面のパス

	ﾚｰｻﾞｰ円
	円固有のパラメータ
	円のコマンドモードのテキスト
	自動円のパス
	自動円の小部分

	レーザースロット
	スロット固有のパラメータ：
	スロットコマンドモードのテキスト
	自動丸型溝のパス
	自動角型溝のパス

	ﾚｰｻﾞｰのﾌﾗｯｼｭとｷﾞｬｯﾌﾟ
	フラッシュとギャップ固有のパラメータ
	フラッシュとギャップ コマンドモードのテキスト
	フラッシュとギャップのグラフィック分析
	自動調節されたフラッシュとギャップの値
	定義された外形周囲のフラッシュおよびギャップ要素

	レーザー多角形
	ポリゴン固有のパラメータ
	多角形コマンドモードのテキスト
	自動多角形のパス

	レーザー円筒
	円筒に固有のパラメータ
	円筒 コマンドモードのテキスト
	自動円筒のパス

	レーザー円錐
	円錐に固有のパラメータ
	円錐のコマンドモードのテキスト
	自動円錐のパス

	ﾚｰｻﾞｰ球
	球固有のパラメータ：
	球コマンドモードのテキスト
	自動球のパス


	自動要素スキャンデータのクリア
	レーザーセンサーを使用したパートのスキャン
	高度なスキャン実行の概要
	スキャン ダイアログ ボックスの共通機能
	スキャンの種類
	ID
	スキャン パラメータエリア
	[CAD コントロール] エリア
	点変換エリア
	 理論スキャン点エリア
	理論上の点の編集
	理論点の削除
	ﾌｧｲﾙ読み込み
	手動点
	新しい線
	ｽﾌﾟﾗｲﾝ点
	曲線形式
	計算方式
	加重値
	点間隔形式
	増分
	境界ポイントのエリア
	入力で境界ポイントの設定
	測定点方式を用いた境界点の設定
	CADデータ方式を用いた境界点の設定
	境界点の編集
	境界点消去
	生成
	やり直し
	境界点の追加および削除
	[ベクトル] エリア
	ベクトルのグラフィック的表現
	初期接触ベクトル (InitVec)
	切断面ベクトル(CutVec)
	終了接触ベクトル (EndVec)
	ポイントクラウドの基準要素
	測定
	スキャン速度の変更

	高度な開いた線のスキャンの実行
	開いた線のスキャンの作成方法
	ｽｷｬﾆﾝｸﾞﾊﾟﾗﾒｰﾀ
	ﾍﾞｸﾄﾙ

	高度なパッチ スキャンの実行
	パッチスキャンの作成方法
	パッチｽｷｬﾝのﾊﾟﾗﾒｰﾀ
	初期ﾍﾞｸﾄﾙ

	高度な周囲のスキャンの実行
	周囲スキャンの作成方法：
	境界スキャンパラメータ

	自由形式の高度なスキャンの実行
	グリッド高度スキャンの実行
	DCC 測定機で手動レーザースキャンの実行
	スキャン用のマシンの速度の設定

	ポイントクラウドを読み込んでスキャンをシミュレーションする
	オンエラーコマンドによるレーザーセンサーエラーの処理
	メッシュコマンドの使用
	メッシュ要素の作成
	メッシュ演算子の作成
	メッシュCROSS SECTION演算子
	メッシュEXPORT演算子
	メッシュIMPORT演算子
	メッシュCOLORMAP演算子
	メッシュCOLORMAPを使用した表面輪郭の寸法設定

	メッシュEMPTY演算子
	メッシュリセット演算子
	メッシュ選択 演算子
	メッシュ選択 - 前向き

	メッシュ厚さのカラーマップ
	実測のメッシュ厚さカラーマップ
	CADメッシュ厚さカラーマップとの比較


	メッシュ厚さのカラーマップ方法
	STLフォーマットでのメッシュのインポート
	STLフォーマットでのメッシュのエクスポート
	メッシュを空にする
	メッシュアライメント
	メッシュ/CADアライメントダイアログボックスの説明
	メッシュ/CADアライメントの作成
	MESHCADBFコマンドモードテキスト
	メッシュをメッシュアライメントに対して作成する

	MESHMESHBFコマンドモードテキスト
	OptoCatからメッシュを受信する

	ポイントクラウドまたはメッシュを HHScan アプリケーションから受信する
	HxGN Robotic Automation
	HxGN Robotic Automationの概要
	HxGN Robotic Automationを使用したPC-DMISワークフロー
	コネクタアプリケーションを使用したHxGN Robotic Automationの設定


	用語集
	索引

